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各界の紳士達にお酒落の楽しさをお届けしてきました。
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世の中の変化に対応した装いの提案。

L



昭和33年の第1回以来､各シーズンの新柄発表展示会が継続さ

れてきました。
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しかし、一歩反省してみますと、今後ますます競争が苛烈になることがはっき

りしております。 まさに難問山積の業界です。 そうした時、創業者精神が薄れる

企業は、一九となって経営を推進する基盤が脆くなり 、存在価値すら危う くなり

かねません。 問題点にぶつかった時、 その状況に応じた経営判断といいますか、

過去にはどのような対応をしてきたかという具体例が、今後の営業に大変役立つ

ものだと説得され、若い人がそこまて情熱をもってくれているならと、 ゴーサイ

ンを出しました。

この50年史は、会社の歩みを時系列的に叙述したものでなく 、題名の通り 、事

実に基づいて縞集項目を50に分け、 どの項目にも、経営のヒントがあるように制

作し 『50のポケット』 としました。貴重な時間を費やしてつくったものだけに、

是非、社員の皆様には精読していただき、現在の時代背景に合わせて読み変えて

もらえば、今後の業績向上に役立つものと確信します。

ご承知の通り 、注文服はマンツーマンによる販売が基本になっています。人の

気持ちというものは、昔も今も変わっていません。 お客様を大切にする気持ちを

行間から読み駆っていただけば幸いに存じます。
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50のポケット発行に当たって

株式会社英國屋代表取締役会長

小林新三郎

株式会社英國屋は、 お陰さまて・皆様のこ．愛頗によ’)創業50周年を迎えることが

て÷きました。 ありがとうこ．ざいます。

昭矛ﾛ15年4月6日、独立の気概に燃えて英國屋の前身、 ′j,林洋服店の肴板を掲

げましたのが、東京日本橋の一角て…した。早いものて．それから半世紀を経過して、

今日に、、たり壬Lた。

この間、太平洋戦争があり 、激変する世相の中、 国民徴用今によ ')動員された

り 、疎開命今によって四国へ疎開したり 、 多事多端のうちに縛戦を迎えました。

さめやらぬ商魂は戦後いち早く銀座へ走り 、商売の拠点を築きました。事業を再

開しまして、 多くのお客様のお力添えと、社の皆様のこ．活躍により 、今や年商も

百億円を突破することがて､きました。

50年の歩みを振り返って、英國屋の歴史を書として残そうという話が持ち上が

りましたとき、 実際のところ、 あまり乗り気て、はありませんて、した。 といいます

のは、私の生立ちが中心になったり、 自慢話が多く掲載されたりすることになり

はしないかと、心配したからてゞす。

私自身の考えは、過去を振り返るより 、夢多き未来の可能‘性を求めて、 チャレ

ンジする生き方に限り無い情熱を持っていたからです。
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社
員
名
簿

新
聞
記
事

歴
代
店
長
一
覧
麺

社
員
名
簿
狸

東
商
一
号
議
員
き
ま
る

私
の
妻
は
阿
波
女
麹

「
英
國
屋
」
鋼

あ
と
が
き
麹

おI

株
式
会
社
英
國
屋
五
十
年
史
帥
の
ポ
ケ
ッ
ト

才
ｆ
甑
泳
趣
労
３

瀞．

篭‘リ
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Ｉ
揺
藍

創
業
者
・
小
林
現
会
長
の
出
生
か
ら
小
林
洋
服
店
創
業
の
前
年
ま
で
ｌ
・

大
瀧
兼
蔵
商
店
へ
就
職
し
朝
鮮
へ
渡
る
。
下
積
み
の
奉
公
を
自
ら
か
っ
て

出
て
ラ
シ
ャ
の
虫
と
な
り
、
懸
命
に
働
く
。
帰
国
後
は
、
銀
座
カ
ワ
セ
ヘ
転

じ
、
小
売
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
、
洋
服
店
開
業
へ
の
夢
を
結
ば
せ
る
。



ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｆ長

禄
元
年
四
月
八
日
（
一
四

五
七
年
）
太
田
道
灌
江
戸

城
を
創
建

慶
長
Ⅳ
年
駿
府
よ
り
銀
貨

鋳
造
所
を
江
戸
に
移
す

明
歴
３
年
江
戸
明
歴
の
大

火
で
江
戸
全
焼

慶
応
３
年
徳
川
慶
喜
、
大

政
奉
還
、
明
治
維
新

４
年
７
月
ｎ
日
明
治

と
改
元
、
江
戸
は
東
京
へ

明
治
“
年
「
宮
内
官
服
政

令
」
集
大
成
さ
れ
る

大
正
元
年
７
月
釦
日

明
治
天
皇
崩
御
。
店
の
屋

号
に
大
正
が
流
行
。

明
治
天
皇

英
國
屋
の
創
業
者
で
あ
る
小
林
新
三
郎
は
、
明

治
か
ら
大
正
へ
と
改
元
し
た
、
大
正
元
年
八
月
二

十
四
日
、
東
京
浅
草
に
お
い
て
、
染
色
業
を
営
む

父
貞
助
の
第
八
子
と
し
て
弧
々
の
声
を
上
げ
ま
し

た
。

大
正
元
年
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
洋
装
時
代
の

幕
開
け
と
も
い
わ
れ
る
年
で
し
た
。
明
治
天
皇
の

御
大
喪
と
大
正
天
皇
の
御
即
位
式
な
ど
で
、
大
礼

服
の
調
製
が
盛
ん
に
な
り
、
注
文
洋
服
業
者
が
繁

忙
を
極
め
て
い
た
か
ら
で
す
。

更
に
、
第
五
回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
の
参
加
で
、
選
手
の
１
’
一
フ
ォ
ー
ム
や
、

｝
一
シ
カ
ー
ボ
ッ
カ
ー
ズ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

も
ブ
ー
ム
に
加
わ
り
、
洋
服
業
界
は
活
況
を
呈
し

て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
年
に
生
ま
れ
た
新
三
郎
は
、

繊
維
の
申
し
子
と
い
う
宿
命
の
下
に
生
を
享
け
た

創
業
者
小
林
新
三
郎
の
生
い
立
ち

父
は
浅
草
で
毛
織
製
品
の
染
色
業
を
営
む

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

後
に
妹
が
生
ま
れ
て
九
人
兄
弟
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
当
時
で
は
特
別
多
い
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
三
人
、
女
六
人
の
構
成

で
し
た
。

新
三
郎
は
そ
の
名
の
示
す
通
り
三
男
で
、
上
に

兄
が
二
人
お
り
ま
し
た
が
、
上
の
兄
は
十
二
歳
の

時
に
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
り
、
下
の
兄
は
物
心

の
つ
か
な
い
内
に
病
死
し
た
た
め
、
女
姉
妹
の
中

で
た
だ
一
人
の
男
の
子
と
し
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

上
の
兄
が
事
故
死
し
た
時
の
こ
と
は
父
か
ら
聞

か
さ
れ
て
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
明
治
三
十
八
年
、

豪
１

日
露
戦
争
の
戦
勝
祝
賀
の
日
の
こ
と
で
し
た
。
兄

は
店
の
者
と
提
灯
行
列
に
加
わ
り
、
宮
城
前
ま
で

行
き
ま
し
た
が
、
「
万
歳
、
万
歳
」
と
熱
叫
す
る
人

の
波
に
呑
ま
れ
、
も
み
く
ち
や
に
さ
れ
な
が
ら
押

さ
れ
て
、
と
う
と
う
堀
に
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た

※
１
日
露
戦
争

明
治
訂
８
年
（
一

九
○
四
５
）
に
日

本
と
ロ
シ
ア
（
い
ま

の
ソ
連
）
が
、
満
州

（
中
国
東
北
部
）
で

戦
っ
た
戦
争
。
日
本

は
イ
ギ
リ
ス
と
同
盟

を
結
ん
で
戦
っ
た
。

東
郷
元
帥
、
乃
木
大

将
ら
の
活
躍
で
、
奉

天
の
勝
利
、
バ
ル
チ
ッ

ク
艦
隊
の
撃
滅
を
成

し
遂
げ
た
。
し
か
し
、

旅
順
で
多
大
の
犠
牲

を
出
し
、
国
力
は
疲

弊
し
た
。
ロ
シ
ア
も

革
命
の
危
機
が
あ
り
、

結
局
ア
メ
リ
カ
の
講

和
あ
っ
旋
に
同
意
し
、

日
本
の
勝
利
で
終
わ
っ

た
。
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1，創業者小林新三郎の生い立ち

電
卓
の
内
で
蒸
さ
れ
死
ぬ

銀
座
は
一
舐
Ｉ
死
屍
累
々

木
村
”
■
員
飢
二
手
配

大
正
元
年
岨
月
東
京
の
人

口
２
０
０
万
９
９
８
０
人

３
月
４
日
年
末
ま
で

東
京
に
ペ
ス
ト
が
発
生

３
年
６
月
泌
日
東
京

に
三
菱
創
号
館
オ
ー
プ
ン
、

貸
ビ
ル
業
の
始
め

３
年
岨
月
田
日
東
京

駅
が
完
成
、
東
洋
一
の
鉄
道

駅

４
年
ｎ
月
釦
日
大
戦

景
気
到
来
、
株
式
市
場
大
暴

騰

７
年
８
月
３
日
全
国

的
に
米
騒
動
、
日
比
谷
で
集

ま
っ
た
千
人
が
商
店
を
破
壊

の
で
す
。
小
学
生
の
幼
い
子
ど
も
で
は
ど
う
す
る

こ
と
も
出
来
ず
、
溺
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
国
を

上
げ
て
の
喜
び
の
日
が
、
小
林
家
に
と
っ
て
は
一

転
し
て
悲
し
み
の
日
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

兄
の
こ
と
を
思
う
と
、
今
で
も
胸
が
痛
む
の
で
す
。

新
三
郎
の
父
親
は
浅
草
で
、
家
業
の
染
色
業
を

手
広
く
営
業
し
て
い
ま
し
た
。
下
町
の
人
情
に
包

ま
れ
、
染
料
の
匂
い
を
嗅
ぎ
な
が
ら
、
新
三
郎
は

三
歳
ま
で
の
幼
児
期
を
こ
の
地
で
過
ご
し
ま
し
た
。

巌
２

大
正
三
年
八
月
に
勃
発
し
た
第
一
次
大
戦
に
は
、

日
本
も
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
ま
し
た
。
戦
争
は

同
七
年
十
一
月
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
ロ

シ
ア
革
命
、
中
国
革
命
、
ド
イ
ツ
皇
帝
退
位
な
ど

が
あ
り
、
世
界
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

麻布東町小学校時代（中央先生の後が新三郎）

第
一
次
大
戦
の
余
波
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
染
料

輸
入
の
途
絶
と
い
う
事
態
を
招
き
ま
し
た
。
職
人

気
質
の
新
三
郎
の
父
親
は
、
国
内
産
の
染
料
で
は

満
足
せ
ず
、
染
色
業
に
見
切
り
を
つ
け
、
あ
っ
さ

り
と
店
を
畳
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

破
産
も
同
然
の
形
で
、
大
正
四
年
の
蟇
も
迫
っ

た
頃
、
夜
陰
に
乗
じ
て
家
財
を
ま
と
め
、
現
在
の

麻
布
の
家
へ
移
り
ま
し
た
。
浅
草
っ
子
の
「
し
ん

ち
ゃ
ん
」
は
、
こ
う
し
て
麻
布
っ
子
に
な
り
ま
し

た
。

大
正
八
年
、
麻
布
東
町
小
学
校
へ
入
学
、
五
年

生
の
大
正
十
二
年
に
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。ち

ょ
う
ど
夏
休
み
が
明
け
た
九
月
一
日
の
昼
、

東
京
を
中
心
に
関
東
一
円
を
数
回
に
わ
た
っ
て
大

地
震
が
襲
っ
た
の
で
す
。
東
京
市
内
は
、
最
初
の

一
揺
れ
で
百
数
十
筒
所
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
、

折
か
ら
の
強
風
に
煽
ら
れ
て
燃
え
広
が
り
、
三
日

三
晩
燃
え
続
け
ま
し
た
。

そ
の
大
地
震
が
あ
っ
た
時
、
新
三
郎
は
友
だ
ち

と
近
く
の
寺
で
蝉
取
り
を
楽
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
の
で
す
が
、
い
き
な
り
地
面
が
グ
ラ
グ
ラ
ッ

と
大
き
く
揺
れ
た
の
で
、
あ
わ
て
て
目
の
前
の
柿

※
２
第
一
次
世
界

大
戦

三
国
同
盟
（
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ

タ
リ
ア
）
と
、
三
国

協
商
（
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
）

と
の
対
立
を
背
景
に

し
て
起
っ
た
帝
国
主

義
戦
争
。
世
界
的
規

模
に
発
展
し
、
日
本

も
参
戦
。
ド
イ
ツ
は

一
九
一
八
年
ｎ
月
に

降
伏
し
、
翌
年
ベ
ル

サ
イ
ユ
で
講
和
条
約

が
成
立
し
た
。
欧
州

大
戦
と
も
い
う
。
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旧
年
７
月
メ
ー
ト
ル

法
改
正
（
計
量
を
統
一
）

・
洋
服
の
実
用
化
進
む
／
大

衆
食
堂
『
須
田
町
食
堂
」
開

業

旭
年
９
月
関
東
大
震

災
で
全
銀
座
焼
失
（
死
者
東

京
で
６
万
５
千
余
人
）

岨
年
Ⅱ
月
銀
座
通
商

店
一
斉
開
店

、
年
岨
月
銀
座
煉
瓦

地
五
十
年
祭
祝
賀
会
開
く

皿
年
９
月
東
京
子
供

洋
服
商
組
合
結
成

大
正
９
年
８
月
京
新
連
合

会
発
足
（
銀
座
通
商
店
の
会
）

柳
植
替
え
運
動
反
対
。
夜
店

商
人
が
銀
座
正
睦
会
を
組
織

加
年
２
月
銀
座
並
木

の
柳
二
百
余
本
抜
き
去
る

泉岳寺

の
木
に
と
び
つ
き
、
地
震
が
止
む
の
を
待
っ
て
、

急
い
で
家
に
帰
り
ま
し
た
。
途
中
、
市
電
の
レ
ー

ル
が
盛
り
上
が
っ
て
ア
メ
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

豪
３

こ
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
東
京
の
下
町
や

銀
座
も
廃
嘘
と
化
し
た
の
で
す
が
、
復
興
の
た
め

に
人
々
は
懸
命
の
努
力
を
続
け
ま
し
た
。

銀
座
名
物
の
柳
も
や
が
て
完
全
に
元
通
り
に
な

り
、
銀
座
八
丁
は
東
京
一
の
繁
華
街
に
な
っ
た
の

で
す
。
神
田
方
面
に
あ
っ
た
官
公
庁
は
霞
ヶ
関
へ

移
転
し
、
丸
の
内
に
は
オ
フ
ィ
ス
街
が
誕
生
し
ま

高輪商業（現在）

し
た
。い

わ
ば
大
正
の
欄
熟
期
を
迎
え
、
明
治
は
遠
ざ

か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
洋
服
が
日
本
人
の
生
活
に

浸
透
し
、
新
し
い
職
業
が
続
々
と
登
場
し
て
き
ま

し
た
。
理
髪
師
、
写
真
師
、
タ
イ
ピ
ス
ト
、
バ
ス

ガ
ー
ル
、
電
話
交
換
手
な
ど
が
そ
う
で
し
た
。
ま

た
、
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
の
流
行
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
出
現
、
ア
パ
ー
ト
生
活
な
ど
も
一
般
化
し
て

き
ま
し
た
。

大
正
十
四
年
、
新
三
郎
は
麻
布
東
町
小
学
校
を

卒
業
し
、
芝
高
輪
泉
岳
寺
に
近
い
高
輪
商
業
学
校

へ
入
学
し
ま
し
た
。

大
正
十
五
年
の
十
二
月
二
十
五
日
、
大
正
天
皇

崩
御
に
よ
っ
て
、
元
号
は
昭
和
に
変
わ
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
新
三
郎
は
大
正
最
後
の
中
学
生
と
し
て
、

昭
和
四
年
、
十
七
歳
で
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

父
親
が
や
っ
て
い
た
染
色
業
は
、
ド
イ
ツ
染
料

に
よ
る
毛
織
物
の
染
色
で
し
た
が
、
実
際
の
仕
事

は
、
じ
ゅ
う
た
ん
や
和
服
の
染
め
が
中
心
で
し
た

か
ら
、
息
子
の
新
三
郎
に
も
繊
維
関
係
の
仕
事
を

や
っ
て
貰
え
れ
ば
、
父
親
と
し
て
何
か
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。
事
実
、
父
の
思
っ
た
通
り
の
道
を
歩
む

※
３
関
東
大
震
災

大
正
旧
年
９
月
１
日

午
前
Ⅱ
時
記
分
、
関

東
地
方
に
Ｍ
７
・
９

の
大
地
震
が
起
こ
っ

た
。
震
源
地
は
相
模

湾
の
北
西
部
。
東
思
、

横
浜
、
三
浦
半
島
、

湘
南
地
方
、
房
総
南

部
の
被
害
が
も
っ
と

も
大
き
か
っ
た
。
と

く
に
東
京
、
横
浜
で

は
余
震
の
つ
づ
く
中

で
火
災
が
広
が
り
、

被
害
を
大
き
く
し
た
。

家
屋
の
全
壊
一
二
万

八
二
六
六
、
半
壊
一

二
万
六
二
三
三
、
焼

失
四
四
万
七
一
二
八
、

流
出
八
六
八
、
死
者

九
万
九
三
三
一
、
負

傷
者
一
○
万
三
七
三

三
、
行
方
不
明
四
万

三
四
七
六
に
の
ぼ
っ

た
。
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2、 ラシャの面白さを教えられる

明
治
叫
年
英
國
風
ス
タ
イ
ル
’
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の
モ
ダ
ン
ポ
ー
イ
出
現

Ｍ
年
Ⅲ
月
１
日
山
手

線
の
環
状
運
転
始
ま
る

↓昭
和
元
年
１
月
自
動
式
電

話
架
設

Ⅱ
月
魂
日
京
浜

新
国
道
が
開
通

蛇
月
訓
日
大
正

天
皇
崩
御
、
昭
和
と
改
元

・
円
タ
ク
、
円
本
の
流
行

一

論
昭
和
四
年
の
春
、
高
輪
商
業
学
校
を
卒
業
し
た

新
三
郎
は
、
長
姉
の
紹
介
で
、
神
田
須
田
町
に
あ

る
大
瀧
兼
蔵
商
店
へ
、
住
み
込
み
店
員
と
し
て
就

職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

父
の
義
兄
に
連
ら
れ
て
大
瀧
商
店
へ
行
っ
た
の

が
、
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
そ
の
年
の
四
月
六
日
の
こ

と
で
し
た
。
初
仕
事
が
掃
除
で
、
そ
れ
か
ら
二
年

間
と
い
う
も
の
は
掃
除
ば
か
り
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。間

の
悪
い
こ
と
に
、
昭
和
四
年
か
ら
世
界
中
が

不
景
気
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
原
因
は
一
一
ユ
ー

ョ
ー
ク
株
式
の
大
暴
落
で
し
た
。
そ
れ
に
端
を
発

ラ
シ
ャ
の
面
白
さ
を
教
え
ら
れ
る

※
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
宿
命
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
染
色
業
の
伜
と
し
て
生
ま
れ
た
の
は
何
か
の
縁
、

繊
維
で
生
き
る
き
っ
か
け
を
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
。

大
瀧
兼
蔵
商
店
へ
の
就
職
、
朝
鮮
へ

し
て
、
全
世
界
が
経
済
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
た
の
で

す
。
勿
論
わ
が
国
も
例
外
で
は
な
く
、
失
業
者
は

三
十
万
人
と
も
い
わ
れ
、
給
料
の
不
払
い
、
減
給

が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
大
瀧
商
店
で
も
新
三
郎
の
後
に
は
新

入
社
員
を
と
ら
な
か
っ
た
の
で
、
二
年
間
と
い
う

も
の
は
只
一
人
の
新
入
り
と
し
て
、
掃
除
ば
か
り

さ
せ
ら
れ
た
わ
け
な
の
で
す
。

新
三
郎
が
入
社
し
て
三
年
後
に
、
大
瀧
商
店
は

※
４

朝
鮮
（
現
在
の
韓
国
）
の
京
城
（
現
在
の
ソ
ウ
ル
）

へ
店
を
持
っ
た
の
で
、
そ
の
第
一
先
発
隊
の
五
人

の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
現
地
へ
赴
く
こ
と

●
●
●
●
●
●

※
４
朝
鮮

明
治
胡
年
以
後
日
本

の
保
護
国
と
な
っ
て

い
た
が
、
媚
年
、
Ｈ

韓
条
約
が
調
印
さ
れ

日
本
に
編
入
さ
れ
た

「
朝
鮮
」
と
し
て
代

々
、
総
督
が
置
か
れ

統
治
し
て
い
た
。
太

平
洋
戦
争
後
、
独
立

し
韓
国
と
北
朝
鮮
人

民
共
和
国
に
分
れ
た
。
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昭
和
２
年
３
月
創
日
金
融

恐
慌
で
兜
の
銀
行
が
休
業

（
４
月
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）

４
月
肥
日
中
華

民
国
の
南
京
に
国
民
政
府
樹

立

５
月
卯
月
リ
ン

ド
バ
ー
ク
が
大
西
洋
単
独
無

着
陸
を
遂
げ
る

７
川
別
日
芥
川

龍
之
助
自
殺

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
下
働
き
専
門
だ
っ
た

一
番
年
少
者
の
新
三
郎
に
と
っ
て
は
、
思
っ
て
も

み
な
い
任
務
で
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た
も
の
で
し
た
。

当
時
の
朝
鮮
に
は
テ
ー
ラ
ー
も
少
な
く
、
京
城

で
も
百
軒
程
度
だ
っ
た
の
で
す
が
、
回
る
範
囲
が

広
く
て
大
変
で
し
た
。

仕
事
と
い
え
ば
、
外
交
の
人
が
テ
ー
ラ
ー
を
回
っ

て
注
文
を
と
っ
て
く
る
と
、
そ
の
商
品
を
駅
や
郵

便
局
へ
持
っ
て
い
っ
て
発
送
し
た
り
、
自
転
車
磨

き
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、
つ
ま
り
は
朝
鮮
へ
行
っ
て

も
下
働
き
ば
か
り
さ
せ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

大瀧兼蔵商店京城支店前で

(子供を抱いているのが新三郎、昭和5年7月）

で
も
そ
の
う
ち
、
現
地
の
人
が
二
、
三
人
採
用

さ
れ
た
の
で
、
先
輩
格
と
な
り
、
よ
う
や
く
下
積

み
の
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
服
地
は
、
上
質
な
の
は
大
変
厚
手
の
も

の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
輸
入
品
で
は
な
く
す
べ
て

国
産
の
も
の
で
し
た
。
日
本
毛
織
と
か
伊
丹
毛
織

と
い
っ
た
一
流
メ
ー
カ
ー
の
も
の
も
扱
っ
て
い
ま

し
た
が
、
と
て
も
よ
く
売
れ
ま
し
た
。

五
年
間
、
京
城
で
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
毎
日

ラ
シ
ャ
の
中
で
寝
て
い
る
の
で
、
ウ
ー
ル
、
毛
織

物
に
つ
い
て
徹
底
的
に
勉
強
し
ま
し
た
。
色
、
柄
、

織
り
方
な
ど
、
覚
え
る
の
は
大
変
で
し
た
。
南
京

虫
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
勉
強
し
た
甲
斐
が
あ
っ

て
、
手
触
り
と
か
、
反
物
を
担
い
だ
感
触
で
、
生

地
の
良
し
悪
し
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

豪
５

こ
こ
で
、
ラ
シ
ャ
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
説
明

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
ラ
シ
ャ
は
毛
織
物
の
一
種
で
、
豊
臣
時
代
に
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し
た
毛
織
物
罰
シ
の
の
因
Ｚ
（
ラ
ッ

セ
ン
）
が
靴
っ
て
ラ
シ
ャ
と
な
っ
た
が
、
最
初
に

わ
が
国
に
入
っ
て
来
た
ラ
シ
ャ
は
、
殆
ど
が
布
染

め
の
無
地
物
で
し
た
。
毛
染
め
の
中
縞
の
ラ
シ
ャ

を
縞
ラ
シ
ャ
と
言
い
ま
す
」

※
５
ラ
シ
ャ

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
罰

シ
〆
鈩
。
地
の
荒
い

毛
織
物
の
こ
と
。
羅

沙
綿
、
古
く
は
陣
羽

織
、
帯
地
な
ど
に
使

わ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
に
よ
っ
て
、
そ
の

技
法
が
伝
え
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

ハ
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2、 ラシャの面白さを教えられる

昭
和
２
年
吃
月
訓
日
日
本

初
の
地
下
鉄
、
上
野
ｌ
浅
草

開
通

・
エ
ロ
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス

流
行

昭
和
３
年
２
月
加
日
最
初

の
普
通
選
挙
実
施

４
月
皿
日
日
本

商
工
会
議
所
設
立

昭
和
３
年
５
月
創
日
野
口

英
世
が
西
ア
フ
リ
カ
の
黄
熱

病
の
研
究
中
に
罹
り
死
亡

６
月
膝
の

出
る
短
い
ス
カ
ー
ト
流
行

皿
月
加
日
日
本

の
国
民
所
得
一
人
２
２
４
円

・
み
ゆ
き
通
り
美
化
会
発
足

昭
和
十
年
、
五
年
間
の
京
城
支
店
勤
務
を
無
事

終
え
て
、
本
社
に
戻
っ
た
新
三
郎
は
、
更
に
一
年

間
の
お
礼
奉
公
を
し
て
か
ら
、
大
瀧
兼
蔵
商
店
を

退
社
し
た
の
で
す
。

後
に
、
英
國
屋
の
専
務
と
な
っ
た
畑
沢
徳
七
は
、

新
三
郎
が
朝
鮮
支
店
へ
行
っ
て
い
る
留
守
に
、
大

瀧
兼
蔵
商
店
に
入
社
し
、
畑
沢
が
京
城
支
店
勤
務

に
な
る
と
、
新
三
郎
が
東
京
へ
戻
っ
て
す
れ
違
い

の
勤
務
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
同
じ
社
員
と
い

う
こ
と
で
面
識
は
あ
り
ま
し
た
。
英
國
屋
に
ラ
シ
ャ

の
名
コ
ン
ビ
あ
り
、
と
躯
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

大瀧兼蔵商店新年会（前列左から2人目、 23歳）

は
、
こ
の
頃
の
二
人
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と

で
し
た
。

同
店
で
の
仕
事
を
通
し
て
、
生
地
屋
と
い
う
商

売
は
資
本
が
要
る
か
ら
独
立
す
る
の
は
難
し
い
、

と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
の
で
す
。
い
ろ
い

ろ
考
え
た
挙
句
、
一
番
実
行
し
易
い
の
は
洋
服
屋

だ
と
思
っ
た
の
で
す
。
生
地
一
着
分
さ
え
あ
れ
ば

洋
服
は
で
き
ま
す
し
、
サ
ン
プ
ル
を
申
し
込
め
ば

サ
ン
プ
ル
も
貰
え
ま
す
。
洋
服
屋
を
や
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

丁
度
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
時

に
、
銀
座
五
丁
目
に
い
さ
み
や
カ
ワ
セ
と
い
う
紳

士
服
専
門
店
が
開
業
し
て
、
従
業
員
募
集
の
新
聞

広
告
が
出
た
の
で
す
。
洋
服
の
経
験
は
な
く
て
も
、

生
地
の
経
験
は
あ
る
か
ら
採
用
さ
れ
て
、
紳
士
服

へ
の
道
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
畑
沢
が
昭
和
十
一
年
に
本
社
へ
戻
っ

て
来
た
時
に
は
、
新
三
郎
は
店
を
辞
め
て
、
「
銀

座
カ
ワ
セ
」
に
移
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

「
カ
ワ
セ
」
か
ら
大
瀧
兼
蔵
商
店
に
生
地
の
注
文

が
入
る
と
、
畑
沢
が
持
っ
て
い
く
こ
と
が
多
く
、

そ
の
都
度
、
新
三
郎
と
は
顔
を
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
頃
は
も
う
「
カ
ワ
セ
」
の
何
十
人
か

ワ
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昭
和
４
年
２
月
”
日
東
京

の
説
教
強
盗
３
年
振
り
に
捕

ま
る

４
月
晦
日
阪
急

電
車
が
梅
田
に
初
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
デ
パ
ー
ト

５
月
鴻
日
総
天

然
色
ト
ー
キ
ー
、
ア
メ
リ
カ

で
初
め
て
封
切

↓

新
三
郎
が
昭
和
十
年
二
十
三
歳
の
時
、
大
瀧
兼

蔵
商
店
か
ら
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
へ
移
っ
た
の
は
、

洋
服
屋
と
し
て
独
立
し
た
い
希
望
を
抱
い
た
か
ら

で
す
。

紳
士
服
専
門
店
と
し
て
の
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
を

開
業
し
た
の
は
、
銀
座
に
古
く
か
ら
あ
る
「
い
さ

み
や
」
で
し
た
。
「
い
さ
み
や
」
の
社
長
は
江
州

商
人
の
川
瀬
留
吉
氏
で
、
「
い
さ
み
や
」
創
業
当

初
は
、
和
服
や
モ
ス
リ
ン
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま

ル
ス
マ
ン
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
無
口
な
方
だ
が
、

動
作
が
非
常
に
敏
捷
だ
っ
た
と
い
う
の
が
、
新
三

郎
に
対
す
る
畑
沢
の
印
象
で
し
た
。

大
瀧
兼
蔵
商
店
の
六
年
間
の
、
生
地
の
中
で
の

の
社
員
の
中
で
、
新
三
郎
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
セ
ー
生
活
が
、
ラ
シ
ャ
に
対
す
る
確
か
な
目
を
培
う
土

「
銀
座
カ
ワ
セ
」
で
小
売
ノ
ウ
ハ
ウ
学
ぶ

※
ラ
シ
ャ
の
中
で
寝
る
。
起
き
て
も
ラ
シ
ャ
。
住
み
込
み
、
長
時
間
労
働
が
商
品
知
識
を
加
速
度
的

に
増
や
し
て
く
れ
た
。

チ
ェ
ー
ン
店
構
想
、
正
札
販
売
を
か
た
く
な
に
守
る

し
た
が
、
時
代
の
流
れ
を
察
知
し
て
、
婦
人
洋
装

店
を
手
掛
け
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
チ
ェ
ー
ン

店
方
式
を
経
営
に
取
り
入
れ
、
全
国
で
三
十
店
ほ

ど
の
チ
ェ
ー
ン
店
を
有
し
て
い
た
の
で
す
。

蕊
６

米
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
シ
ス

テ
ム
は
、
そ
の
頃
の
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
定
着
し

て
お
ら
ず
、
東
京
で
成
功
し
て
い
る
の
は
、
須
田

町
食
堂
と
い
う
飲
食
店
チ
ェ
ー
ン
ぐ
ら
い
で
し
た
。

婦
人
洋
装
店
で
三
十
店
も
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
シ

台
と
な
っ
た
の
は
、
例
え
下
積
み
の
苦
し
さ
は
あ
っ

て
も
、
新
三
郎
に
と
っ
て
、
将
来
の
大
き
な
布
石

と
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
貴
重
な
体
験
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

ラ
ー
チ
ェ
ー
ン
。
任

意
連
鎖
店
と
し
て
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー

ン
が
あ
る
。
資
金
が

豊
富
で
、
商
品
を
大

量
に
安
く
仕
入
れ
、

安
い
価
格
で
販
売
で

き
る
特
色
が
あ
る
。

※
６
チ
ェ
ー
ン
ス

ト
ア

連
鎖
店
の
こ
と
。
正

規
の
繊
猛
窪
短
琶
レ
ギ
ュ
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3、 「銀座カヮセ」で小売ノウハウ学ぶ

昭
和
４
年
８
月
旧
日
独
の

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
飛
行
船
、
霞

ヶ
浦
飛
行
場
着

、
月
別
日
一
一
ユ
ー

ョ
ー
ク
証
券
取
引
所
で
大
暴

落
『
暗
黒
の
木
曜
日
』
世
界

恐
慌
の
始
ま
り
／
日
本
金
輸

出
解
禁
令

ス
テ
ム
を
成
功
さ
せ
た
川
瀬
留
吉
氏
の
経
営
手
腕

は
、
見
事
と
い
う
他
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
川

瀬
氏
が
、
今
度
は
紳
士
服
専
門
店
に
進
出
す
る
た

め
に
、
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
を
開
業
す
る
の
で
す
。

そ
の
店
に
新
三
郎
が
就
職
し
た
こ
と
は
、
や
は

り
神
の
啓
示
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
カ
ワ
セ
」
に
は
、
七
十
坪
程
度
の
広
さ
の
ス
ペ
ー

ス
に
、
ラ
シ
ャ
を
千
点
、
２
千
点
と
着
分
で
置
い

て
あ
る
の
で
す
。
そ
の
当
時
の
一
般
の
テ
ー
ラ
ー

は
、
小
さ
な
サ
ン
プ
ル
を
客
に
見
せ
て
決
め
さ
せ

て
い
た
の
で
す
が
「
カ
ワ
セ
」
で
は
生
地
を
客
の

…壁乙……

⑨

銀座カワセ時代（前列左から2人目）

肩
か
ら
掛
け
て
見
せ
る
の
で
、
あ
る
程
度
服
の
仕

立
上
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
か

ら
、
便
利
が
良
い
と
評
判
に
な
り
ま
し
た
。

生
地
代
が
幾
ら
、
仕
立
て
代
が
幾
ら
と
、
は
っ

き
り
正
札
が
つ
い
て
い
る
こ
と
も
、
革
新
的
な
方

法
で
し
た
。
新
し
い
注
文
洋
服
店
の
形
態
を
と
っ

た
の
で
、
客
の
反
響
を
呼
び
、
店
は
繁
盛
し
て
い

き
ま
し
た
。

銀
座
通
り
と
い
う
立
地
条
件
の
良
さ
と
、
生
地

の
現
物
が
豊
富
に
店
に
置
い
て
あ
る
こ
と
、
そ
れ

に
加
え
て
正
札
販
売
で
あ
る
。
こ
う
し
た
商
売
の

や
り
方
は
、
新
三
郎
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
た
の

で
す
。後

に
新
三
郎
が
手
掛
け
た
、
「
銀
座
ハ
ッ
ト
」

も
「
英
國
屋
」
も
、
そ
の
商
法
は
す
べ
て
「
カ
ワ

セ
」
時
代
に
体
得
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

川
獺
留
吉
氏
は
い
つ
も
和
服
姿
で
、
よ
く
店
を

見
に
来
て
い
ま
し
た
。
銀
行
の
信
用
が
絶
大
な
人

で
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
幾
ら
で
も
店
が
出
せ
た

の
で
し
ょ
う
。
厳
し
い
人
で
、
無
駄
を
し
な
い
人

で
し
た
。
店
の
装
飾
に
し
て
も
、
店
の
運
営
に
し

て
も
、
無
駄
を
省
く
こ
と
を
徹
底
さ
せ
ま
し
た
。

店
の
従
業
員
の
頭
で
さ
え
、
ゼ
イ
タ
ク
す
る
の
は

Q－
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昭
和
４
年
Ⅱ
月
東
日
本
洋

服
商
工
連
合
会
設
立

岨
月
東
京
市
会

で
第
二
十
地
区
（
銀
座
）
の

町
名
変
更
決
議

い
け
な
い
と
全
部
丸
坊
主
に
し
た
く
ら
い
で
す
。

豪
７

正
に
江
州
商
人
の
サ
ン
プ
ル
の
よ
う
な
人
で
し
た
。

「
カ
ワ
セ
」
で
取
り
扱
う
も
の
は
、
銀
座
と
い
う

土
地
柄
か
ら
高
級
品
志
向
で
、
舶
来
も
の
も
国
産

も
の
も
、
と
に
か
く
上
質
の
も
の
に
限
っ
て
い
ま

し
た
。第

二
次
大
戦
の
前
で
し
た
か
ら
、
舶
来
も
の
で

五
円
、
国
産
も
の
で
三
円
五
十
銭
、
そ
れ
も
と
び

き
り
上
等
の
も
の
の
値
段
で
し
た
が
よ
く
売
れ
ま

し
た
。新

三
郎
は
生
地
の
知
識
は
あ
っ
て
も
、
縫
製
の

江州商人の代表的な姿（てんびんの詩より）

経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
専
ら
客
の
注
文
取
り
に

専
念
し
た
わ
け
で
す
。
客
と
い
う
の
は
、
気
に
入

る
と
五
着
、
六
着
と
ま
と
め
て
注
文
す
る
け
れ
ど
、

気
難
し
い
客
に
な
る
と
文
句
が
多
く
、
き
つ
い
要

望
も
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
が
新
三
郎
に
は
勉
強
に

な
り
、
や
か
ま
し
い
人
か
ら
文
句
を
言
わ
れ
て
も

嫌
な
顔
も
せ
ず
、
教
え
て
貰
っ
て
自
分
の
も
の
に

し
て
し
ま
う
と
い
う
賢
明
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
こ
う
い
う
生
地
を
捜
し
て
く
れ
と
か
、

色
が
薄
く
て
も
っ
と
風
合
い
の
良
い
生
地
を
探
し

て
く
れ
と
か
注
文
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
ラ
シ
ャ
屋

へ
と
ん
で
行
っ
て
専
門
家
に
聞
い
て
、
自
分
の
知

識
に
加
え
る
と
い
う
、
プ
ラ
ス
の
方
向
に
持
っ
て

い
く
の
も
新
三
郎
の
優
れ
た
素
質
と
言
え
ま
し
よ

》
つ
Ｏ

仕
事
上
の
辛
い
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た

が
、
殊
に
、
ま
と
め
て
注
文
を
受
け
た
中
に
一
点

で
も
客
の
気
に
入
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
、
銀
座

の
カ
ワ
セ
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
何
で
こ
ん
な
も
の

を
作
る
の
だ
と
怒
り
、
み
ん
な
引
き
取
っ
て
く
れ

と
い
う
き
つ
い
客
が
い
る
と
、
本
当
に
泣
き
た
く

な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
は
平
身
低
頭
で
謝
ま
り
ま
す
が
、
家

※
７
江
州
商
人

近
江
商
人
の
こ
と
。

行
商
と
出
店
を
基
本

と
し
て
成
功
し
、
江

戸
時
代
に
多
く
の
豪

商
が
で
た
。
苦
労
を

い
と
わ
ぬ
商
売
一
本

に
生
き
る
人
。
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3、 「銀座カヮセ」で小売ノウハウ学ぶ

カワセ時代の運動会の仮装行列

族
の
人
が
と
り
な
し
て
く
れ
る
の
が
、
ど
ん
な
に

有
難
か
っ
た
か
、
や
は
り
、
こ
ち
ら
が
誠
心
誠
意

、
、
且
、

対
応
し
て
い
れ
ば
、
報
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
力

自
ら
修
得
で
き
て
、
後
々
ま
で
役
に
立
っ
て
い
ま

す
。

新
三
郎
の
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
で
の
仕
事
は
営
業

で
し
た
。
十
七
歳
ぐ
ら
い
の
見
習
い
店
員
か
ら
三

十
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
店
員
ま
で
い
る
中
で
、
生
地
に

つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
の
は
新
三
郎
一
人

で
し
た
。

大
瀧
商
店
で
は
、
「
新
ど
ん
」
と
い
う
呼
び
名

※
英
國
屋
が
世
界
で
例
の
な
い
注
文
服
の
チ
ェ
ー
ン
店
を
成
功
さ
せ
た
の
も
、
正
札
で
信
用
を
得
た

の
も
、
カ
ワ
セ
で
学
び
と
っ
た
。

狩猟

カワセ時代の新三郎（後列左端）

だ
っ
た
の
が
、
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
で
は
「
小
林
君
」

と
呼
び
名
ま
で
昇
格
し
ま
し
た
。

高
級
生
地
を
使
っ
て
の
注
文
紳
士
服
専
門
店
で
、

し
か
も
銀
座
の
真
ん
中
に
あ
る
「
カ
ワ
セ
」
は
、

当
然
客
筋
も
エ
リ
ー
ト
揃
い
で
し
た
。
小
説
家
、

俳
優
、
政
治
家
、
一
流
企
業
の
経
営
者
た
ち
と
会

話
を
し
な
が
ら
商
売
を
す
る
こ
と
は
、
小
林
青
年

に
と
っ
て
は
と
て
も
喜
ば
し
い
も
の
で
し
た
。
楽

し
み
な
が
ら
仕
事
を
す
る
、
生
き
生
き
し
た
小
林

青
年
の
働
き
振
り
は
、
客
の
心
を
し
っ
か
り
と
つ

か
ん
で
い
き
ま
し
た
。

カヮセ時代（後列左から2人目）
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Ｉ
ｆ

岨
月
１
日
特
急

つ
ば
め
が
東
京
ｌ
神
戸
を
９

時
間
で
走
る
。岨

月
日
本
の
車

の
保
有
数
５
万
台

・
農
作
物
の
暴
落
で
農
村
の

危
機
深
刻
化

６
年
１
月
全
国
的
に

流
感
が
流
行
、
東
京
の
患
者

４
８
，
０
０
０
人

９
月
１
日
日
本

一
長
い
上
越
線
の
清
水
ト
ン

ネ
ル
開
通

昭
和
５
年
２
月
渡
辺
橋
、

有
楽
橋
架
け
替
え
開
通

３
月
銀
座
と
西

銀
座
が
そ
れ
ぞ
れ
１
丁
目
～

８
丁
目
と
な
る
／
帝
都
復
興

祭
り

４
月
銀
座
４
丁

目
に
三
越
開
店

江

；4く

「
銀
座
カ
ワ
セ
」
の
社
員
は
殆
ど
が
住
み
込
み
で
、

屋
根
裏
部
屋
で
の
生
活
で
し
た
。
勤
務
時
間
は
、

糸
８

今
の
よ
う
に
労
働
基
準
法
な
ど
な
か
っ
た
の
で
、

朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
働
か
さ
れ
ま
し
た
。

だ
が
、
こ
の
住
み
込
み
生
活
が
、
小
林
青
年
の
人

間
形
成
に
、
非
常
に
役
立
っ
た
の
で
す
。
苦
労
し

た
こ
と
が
す
べ
て
身
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
し
た

生
き
方
に
結
び
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

小
林
青
年
が
勤
め
始
め
た
頃
の
「
銀
座
カ
ワ
セ
」

は
、
一
階
が
国
産
専
門
で
、
二
階
が
舶
来
専
門
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
舶
来
品
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
製

の
生
地
が
ど
う
い
う
わ
け
か
好
き
だ
っ
た
の
で
、

自
分
か
ら
進
ん
で
二
階
の
セ
ー
ル
ス
担
当
に
な
っ

た
の
で
す
。
寸
法
を
採
る
と
か
、
裁
断
す
る
な
ど

の
技
術
は
何
も
知
ら
な
い
の
で
、
客
か
ら
注
文
を

と
る
こ
と
に
専
念
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
気
難
し
い
客
に
も
笑
顔
で
対
応
し
、
ど

独
立
へ
の
準
備
・
別
人
の
上
客
を
つ
か
め

ラ
シ
ャ
に
洋
服
の
知
識
を
プ
ラ
ス
し
て

ん
な
理
屈
を
言
う
客
に
も
良
い
聞
き
手
に
な
っ
て

あ
げ
る
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん
成
績
を
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。

銀
座
の
高
級
注
文
紳
士
服
専
門
店
と
い
う
格
式

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
客
筋
も
一
流
で
す
。
そ
ん
な

お
客
か
ら
、
夕
方
に
な
る
と
食
事
に
誘
わ
れ
た
り

し
ま
す
。
そ
う
い
う
誘
い
に
乗
っ
て
行
く
の
も
仕

事
で
あ
り
、
社
会
勉
強
で
も
あ
り
ま
し
た
。
（
今

に
き
っ
と
、
自
分
だ
っ
て
舶
来
の
生
地
で
仕
立
て

た
服
を
着
て
、
こ
う
い
う
一
流
の
場
所
に
出
入
り

す
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
）
小
林
青
年
の
心
の
中
に

は
俄
然
フ
ァ
イ
ト
が
出
て
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
五
十
人
の
上
客
を
つ
か
ん
で
、
絶
対

に
独
立
す
る
、
と
い
う
目
標
が
は
っ
き
り
で
き
ま

し
た
。幸

い
、
住
み
込
み
で
し
た
か
ら
、
給
料
は
殆
ど

そ
っ
く
り
貯
め
る
こ
と
が
で
き
、
独
立
に
必
要
な

※
８
労
働
基
準
法

労
働
三
法
の
一
つ
と

し
て
、
昭
和
犯
年
に

制
定
さ
れ
た
。
労
働

者
の
労
働
条
件
の
最

低
基
準
を
決
め
た
基

本
法
。
付
属
法
と
し

て
、
最
低
賃
金
法
、

家
内
労
働
法
、
安
全

衛
生
法
な
ど
が
あ
る
。
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1 ，独立への準備・50人の上客をつかめ

昭
和
６
年
９
月
６
日
満
州

事
変
起
こ
る
（
日
中
戦
争
の

始
ま
り
）

・
古
賀
政
男
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

『
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
が
大

ヒ
ツ
ー
ト

的
月
北
海
道
、

東
北
で
大
凶
作
、
娘
の
身
売

り
が
続
出

岨
月
喝
日
金
輸

出
再
禁
止
と
な
り
、
株
式
暴

騰昭
和
７
年
ラ
ジ
オ
、
全
国

で
百
万
台
と
な
る

１
月
鍋
日
上
海

事
変
起
こ
る４

月
銀
座
の
柳

が
植
え
替
わ
り
、
第
一
回
柳

祭
り

一
五
事
件

５
月
旧
日
五
・

資
金
を
作
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
す
。

「
銀
座
カ
ワ
セ
」
の
開
店
当
時
か
ら
住
み
込
み
社

員
と
し
て
働
い
た
中
に
、
内
海
靖
雄
氏
（
現
英
和

ソ
ー
イ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
ト
社
長
）
が
お
り
ま
し
た
。

着
せ
付
け
の
担
当
で
、
洋
服
に
関
し
て
は
専
門
家

で
し
た
。
洋
服
に
就
い
て
は
皆
目
知
識
の
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
時
間
さ
え
あ
れ
ば
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ

ク
を
持
っ
て
、
毎
日
内
海
氏
の
所
へ
行
っ
て
は

「
こ
の
服
は
ど
う
い
う
時
に
着
用
す
る
の
か
」
と

聞
い
た
り
、
服
の
種
類
、
名
称
と
い
っ
た
こ
と
な

ど
、
事
細
か
に
尋
ね
る
の
で
し
た
。

三
、
四
カ
月
程
、
内
海
か
ら
洋
服
の
勉
強
を
す

る
と
、
も
う
す
っ
か
り
マ
ス
タ
ー
し
て
し
ま
い
、

十
年
前
か
ら
洋
服
を
作
っ
て
い
る
よ
う
な
顔
を
し

て
、
客
か
ら
注
文
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、

内
海
氏
も
彼
は
大
し
た
も
の
だ
と
舌
を
巻
い
た
そ

う
で
す
。

「
銀
座
カ
ワ
セ
」
で
洋
服
屋
と
し
て
の
修
業
を

積
ん
で
い
る
頃
、
世
の
中
は
大
き
く
変
動
し
て
い

肇
９

き
ま
し
た
。
昭
和
十
二
年
、
蘆
溝
橋
事
件
か
ら
日

中
戦
争
（
当
時
の
支
那
事
変
）
が
始
ま
り
、
翌
十

三
年
に
は
国
家
総
動
員
法
の
公
布
が
あ
り
、
そ
し

蕊
肥

て
、
次
の
Ｉ
四
年
に
は
第
二
次
大
戦
が
勃
発
し
た

の
で
す
。

こ
の
年
の
一
月
に
「
服
装
に
関
す
る
委
員
会
」七

℃
、
鼻

が
中
央
に
発
足
し
、
国
民
服
を
制
定
す
る
こ
と
力

決
ま
り
ま
し
た
。
男
子
服
の
通
常
服
、
礼
服
の
代

用
と
な
り
、
上
衣
は
小
開
き
日
本
襟
筒
袖
式
で
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
チ
ョ
ッ
キ
、
ネ
ク
タ
イ
は
使
用
せ

ず
、
色
合
い
は
国
防
色
の
系
統
に
限
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

物
資
の
不
足
が
生
活
を
脅
か
し
、
物
価
統
制
令

蕊

…識緊騨

狩F二

鐸
轆識露悪I‐’

急ぎ
内海氏と長良川に遊ぶ小林の若き頃

※
⑱
第
二
次
世
界

大
戦後

進
資
本
主
義
で

あ
る
日
本
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
の
枢
軸
国

と
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ソ
ビ
エ
ト
な
ど
の
連

合
国
と
間
に
起
こ
っ

た
全
世
界
規
模
の
戦

争
。
ド
イ
ツ
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
侵
入
に
よ
り

開
戦
、
一
時
全
欧
州

を
占
有
し
た
が
、
ソ

ビ
エ
ト
の
参
戦
な
ど

に
よ
り
連
合
国
の
総

反
撃
で
ド
イ
ツ
軍
は

全
滅
、
そ
の
後
イ
タ

リ
ア
も
降
伏
し
た
。

日
本
は
対
米
宣
戦
で

太
平
洋
戦
争
と
な
っ

た
が
一
九
四
五
年
８

月
、
原
爆
投
下
と
ソ

ビ
エ
ト
の
参
戦
で
降

伏
し
て
終
戦
。
こ
の

結
果
、
東
欧
や
ア
ジ

ア
に
社
会
主
義
国
が

生
ま
れ
た
。

※
９
董
溝
橋
事
件

北
京
郊
外
の
置
溝
橋

で
起
こ
っ
た
日
本
軍

と
中
国
軍
の
衝
突
事

件
。
や
が
て
全
面
戦

争
へ
と
発
展
し
日
中

戦
争
と
な
っ
た
。
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昭
和
７
年
岨
月
肥
日
白
木

屋
の
昼
火
事
。
ノ
ー
ズ
ロ
ー

ス
の
た
め
階
上
か
ら
飛
び
下

り
を
た
め
ら
い
女
店
員
多
数

死
去
。
以
後
ズ
ロ
ー
ス
が
普

及
す
る

・
三
越
前
１
京
橋
の
地
下
鉄

開
通
し
、
デ
パ
ー
ト
巡
り
の

乗
車
券
が
出
る

Ⅲ
月
１
日
大
東

京
市
と
な
り
、
人
口
四
百
九

十
七
万
人
で
世
界
第
２
位
へ

が
出
て
、
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ
が
横
行
し
始
め
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
に
築
地
警

察
署
の
堀
之
内
勇
（
前
英
國
屋
監
査
役
）
刑
事
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
ヤ
ミ
物
資
を
取
り
扱
っ
て
い

る
疑
い
が
あ
る
と
、
小
林
も
署
ま
で
連
れ
て
行
か

れ
て
取
り
調
べ
を
受
け
ま
し
た
が
、
勿
論
ヤ
ミ
の

事
実
な
ど
な
く
、
す
ぐ
に
釈
放
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
生
と
は
不
思
議
な
も
の
で
す
。
警

察
で
の
取
り
調
べ
と
い
う
忌
ま
わ
し
い
出
来
事
を

挾
ん
で
の
、
堀
之
内
と
の
出
会
い
が
、
後
の
小
林

の
事
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
即
ち
、
堀
之
内
の
人
間
尊
重
の
哲
学
が
、

英
國
屋
の
社
訓
と
な
り
、
社
員
教
育
に
貢
献
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
他
人
の
特
性

を
見
抜
く
力
が
、
小
林
に
は
先
天
的
に
備
わ
っ
て

い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

他
人
の
気
持
ち
を
読
み
取
る
の
に
敏
な
小
林
が

客
に
可
愛
い
が
ら
れ
た
の
も
当
然
で
し
ょ
う
。

銀座カワセのあった、

現メルサ付近

た
ち
ま
ち
、
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

お
客
か
ら
の
信
用
も
絶
大
で
、
「
小
林
君
に
任

せ
て
お
け
ば
安
心
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
自

分
が
商
売
す
る
上
で
の
基
礎
を
着
々
と
築
い
て
行

き
ま
し
た
。

当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
、
内
海
氏
は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
ま
す
。

「
夜
十
一
時
頃
ま
で
商
売
し
て
、
そ
れ
が
終
わ
る

と
、
み
ん
な
で
飲
み
に
行
く
わ
け
で
す
が
、
小
林

さ
ん
だ
け
私
の
部
屋
に
す
っ
と
入
っ
て
来
て
、
全

部
飲
ん
で
し
ま
う
と
い
け
な
い
か
ら
預
か
っ
と
い

て
く
れ
と
言
っ
て
、
財
布
か
ら
何
枚
か
お
札
を
抜

い
て
私
に
預
け
る
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
み
ん
な
と

わ
あ
－
つ
と
財
布
を
は
た
い
て
飲
む
ん
だ
け
ど
、

二
十
代
な
の
に
し
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
ね
。
そ

う
そ
う
、
預
金
通
帳
も
預
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
に
つ
き
合
っ
て
遊
ん
で
も
、
ほ
ん
と

に
し
っ
か
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
日
が

あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
」

小
林
に
な
ら
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
、
と
い
う

お
客
を
少
な
く
と
も
五
十
人
以
上
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
独
立
の
機
運
が
熟
し
て
く
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4，独立への準備・50人の上客をつかめ

｜
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
お
客
が
独
立
後
に
も
積
極
的
に
応
援
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
’

※
時
間
の
あ
る
限
り
洋
服
の
勉
強
を
し
た
。
ラ
シ
ャ
の
知
識
と
あ
い
ま
っ
て
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ー

ル
ス
に
。
た
ち
ま
ち
五
十
人
の
上
客
を
つ
か
ん
だ
。

、懸騨

大瀧兼蔵商店で、京城店から帰国した同僚の歓迎会

(前列左から2人目が小林、後列右から3人目が畑沢徳

七。前列右の保科氏は銀座ハットの専務を勤めた。昭和7年）

誰

大瀧兼蔵商店での同僚の送別会（後列左から2人目。

昭和8年7月）
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大正初期の銀座通り

(物語銀座小史より）

鰯

昭和21年の戦禍の銀座

（ぎんさ1982より）
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Ⅱ
創
造

山
本
海
苔
店
の
贈
答
品
を
ヒ
ン
ト
、
大
卒
社
員
の
採
用
等
々
、
差
別
化
戦
略

に
花
を
咲
か
せ
る
。

五
十
人
の
上
客
を
つ
か
ん
で
つ
い
に
独
立
、
開
店
。
戦
争
に
よ
る
徴
用
、

応
召
は
の
が
れ
た
も
の
の
、
小
林
洋
服
店
は
閉
店
の
余
儀
な
き
に
い
た
る
。

こ
の
間
お
得
意
さ
ま
の
仲
人
で
結
婚
。
終
戦
後
は
銀
座
で
「
英
國
屋
」
を
オ
ー

プ
ン
。
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
得
て
業
容
を
拡
大
す
る
。
銀
座
の
昼
火
事
、



昭
和
８
年
１
月
釦
日
ド
イ

ツ
で
ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
獲

得
、
首
相
に

・
小
唄
勝
太
郎
の
「
島
の
娘
」

が
大
ヒ
ッ
ト３

月
”
日
日
本
、

国
際
連
盟
を
脱
退
・
松
坂
屋

の
全
店
員
の
服
装
が
洋
服
に

に
統
一
さ
れ
る

岨
月
躯
日
継
宮

明
仁
親
王
（
現
天
皇
）
が
ご

誕
生

９
年
６
月
劃
日
銀
座
ｌ

新
橋
に
地
下
鉄
開
通

９
月
即
日
室
戸

台
風
が
関
西
で
猛
威
、
全
国

で
３
千
人
が
死
亡

・
銀
座
６
８
丁
目
ま
で
歩

道
の
赤
煉
瓦
舗
装
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
な
る

四
年
１
月
丹
那
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
で
熱
海
、
伊
東

↓

誤
も
さ
■
了
い
Ｌ
お
顎
霞
頃
叫

【5

小
林
は
独
立
し
て
自
分
の
店
を
持
つ
こ
と
が
夢

だ
っ
た
の
で
、
同
じ
服
地
を
扱
う
の
で
も
、
ラ
シ
ャ

商
の
持
つ
投
機
的
な
特
質
に
は
、
巨
万
の
資
財
の

裏
付
け
が
必
要
な
こ
と
を
「
大
瀧
兼
蔵
商
店
」
の

勤
め
で
悟
り
、
洋
服
屋
は
技
術
が
あ
り
さ
え
す
れ

ば
独
立
可
能
で
あ
る
こ
と
を
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
で

学
び
ま
し
た
。

商
売
の
道
に
は
、
問
屋
も
小
売
商
も
あ
り
ま
せ

ん
。
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
で
は
近
江
商
人
特
有
の
堅

実
性
を
身
を
も
っ
て
教
え
込
ま
れ
ま
し
た
。

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
お
客
に

夢
に
み
た
わ
が
城
「
小
林
洋
服
店
」

戦
争
が
青
春
の
夢
奪
う

識

霞
鐸
畿
亀

珀

丹

争

唖

■

蕊
蕊
課
灘
撫
曝
露
号

T
吟
イ』

潮

創業の地丸善裏(現在）

可
愛
い
が
ら
れ
、
信
用
を
得
た
小
林
は
、
一
流
の

上
客
五
十
人
以
上
を
つ
か
ん
だ
と
こ
ろ
で
「
銀
座

カ
ワ
セ
」
を
辞
め
て
、
い
よ
い
よ
念
願
の
独
立
を

果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
に
昭
和
十
五
年
四
月
六
日
、
日
本
橋
丸
善
裏

の
十
坪
程
の
店
に
「
小
林
洋
服
店
」
の
看
板
を
掲

げ
た
の
で
す
。
一
国
一
城
の
主
と
な
っ
た
小
林
の

胸
中
は
、
想
像
に
余
り
あ
る
も
の
だ
っ
た
で
し
よ

§

現
在
の
丸
善

－18－



5、夢にみたわが城「小林洋服店」

が
大
賑
わ
い岨

月
即
日
毛
沢

東
の
紅
軍
部
隊
が
映
西
省
北

部
に
到
着
、
大
長
征
終
わ
る

・
満
州
へ
の
移
民
が
始
ま
る

・
芥
川
賞
、
直
木
賞
が
新
設

さ
れ
る

ｎ
年
２
月
４
日
東
京
に
別

年
ぶ
り
の
大
雪
、
交
通
機
関

等
麻
痩

恥
日
二
・
二
六

事
件
、
東
京
市
に
戒
厳
令

５
月
別
日
阿
部
貞
、

逮
捕

７
月
国
会
議
事
堂
が

竣
工

Ⅱ
月
妬
日
日
独
防
共

協
定
、
ベ
ル
リ
ン
で
締
結

岨
月
的
日
英
エ
ド
ワ
ー

ド
８
世
が
、
シ
ン
プ
ソ
ン
夫

人
と
恋
で
退
位

釧
日
ワ
シ
ン
ト

ン
海
軍
軍
備
制
限
条
約
が
失

効
、
軍
備
拡
張
競
争
へ

シ
ン
プ
ソ
ン
夫
人

篭

》
っ
Ｏ「

銀
座
カ
ワ
セ
」
の
時
の
お
客
が
み
ん
な
独
立
を

喜
ん
で
、
ヒ
イ
キ
に
し
て
く
れ
た
の
も
、
何
よ
り

の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
一
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
店
で
し
た
が
、
小

さ
く
生
ん
で
大
き
く
育
て
る
と
い
う
気
迫
が
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
運
命
の
女
神
は
微
笑
ん
で
は
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
独
立
し
た
翌
年
の
昭
和
Ｉ
六
年
、

肇
Ⅲ

真
珠
湾
攻
撃
に
よ
り
、
遂
に
日
本
は
太
平
洋
戦
争

に
突
入
し
た
の
で
す
。
次
の
年
に
は
、
戦
局
も
次

小林洋服店近くの現在の日本橋付近

第
に
悪
化
し
、
物
不
足
が
深
刻
に
な
り
、
物
品
統

制
令
が
布
か
れ
、
洋
服
の
注
文
を
と
る
ど
こ
ろ
か
、

日
々
の
糧
さ
え
得
る
の
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。薙吃

し
か
も
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
「
衣
料

切
符
制
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
衣

料
を
買
う
時
、
役
所
か
ら
配
布
さ
れ
た
切
符
で
し

か
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
、
一
人
当
た
り

都
市
で
は
年
間
百
点
、
町
村
で
は
八
十
点
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
例
外
と
し
て
、
結
婚
と
か
出

産
な
ど
の
場
合
は
そ
の
証
明
さ
え
あ
れ
ば
特
別
な

切
符
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

洋
服
を
購
入
す
る
場
合
を
例
に
と
る
と
、
背
広

の
三
つ
揃
え
は
五
十
点
、
上
着
だ
け
な
ら
二
十
五

け
ふ
か
ら
生
活
新
設
計

百
鮎
頚
睡
て
賄
ふ
衣
料

古
着
屋
注
文
中
の
物
に
も
適
用

、
口
中
叩
が
靹
叩
蛇
個
岨
心
で
⑳
ぬ
ら
●
９
口
■
ロ
・
り
ん
然
ｙ
身
冴
凌
漉
安
賓
念
塚

・

憤

り

咄

ｑ

・

■

申

閥

守

０

ｂ

●

『

。

．

軋

里

得

心
４
▲
■
県
団
ｑ
４
ｐ
ｑ
ｄ
ら
巳
●
Ｏ
Ｇ
Ｂ
０
ｑ
Ｏ
ａ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
ｑ
ａ
■
い
司
り
９
。
■
ｑ
■
名

醗
醗
認
謝
巍
率
認
輝
蝉
蝉
．
噸
晦

。
》
。
◆
『
●
■
の
Ｑ
毬
句
ｂ
ａ
Ｏ
■
５
，
■
■
■
Ｑ
ｃ
Ｇ
Ｑ
。
。
”
９
．
■
丘
■
●
。
ｂ
●
祁
押
却
醐
”
や
州
酎
一
群
呼
識
心
却
織
か
”
皿
纈
却
ふ
卵
小
柳
殿
“
師
岬
《
岬
縦
〆

５
５
２
２
２
２
２
１
１
１
１
妬
』

１
１
や
Ｑ
も
■
桐
，
●
ｆ
卜
●
岬
ｌ
ｃ
ｗ
叫
即
平
帥
匪
却
却
恥
函
軒
配
叩
働
鋤
祁
酢
砕
酔
郡
恥

丘
Ｐ
■
町
Ｑ
■
■
、
偵
可
自
己
け
Ｏ
Ｑ
ｖ
り
巳
■
恥
■
Ｕ
衝
白
Ｂ
ｄ
０
Ｕ
砂
■
Ｅ
■
■
●
４
月

即
お
恥
鑓
い
妃
騨
硝
歴
馬
輪
５
．
２
．
．
３
“
“
Ｄ
Ｕ
Ｏ
画
昏
・
＃
。
。
２
．
．

５
６
２
２
２
ｚ
２
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

畔
一
呼
錨
識
》
繩
一
群
一
部
《
郡
》
》
郷
恥
酔
辨
》
糾
一
》
評
》

５
５
２
窒
窒
２
２
１
１
１
１
１

衣料切符

※
Ⅲ
真
珠
湾
攻
撃

昭
和
略
年
岨
月
８
日
、

日
本
が
ハ
ワ
イ
の
米

軍
基
地
真
珠
湾
を
奇

襲
し
て
、
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
っ
た
。
こ

の
奇
襲
で
米
軍
の
有

力
な
空
母
艦
数
隻
を

撃
沈
し
、
緒
戦
の
勝

利
に
酔
っ
た
。

※
掴
衣
料
切
符
制

昭
和
Ⅳ
年
、
戦
時
体

制
下
で
衣
料
を
公
正

に
分
配
す
る
目
的
で
、

官
公
庁
が
発
行
し
た

切
符
制
度
。
終
戦
後

の
別
年
に
廃
止
さ
れ

た
。
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岨
年
７
月
３
日
浅
草
に
国

際
劇
場
が
オ
ー
プ
ン

７
日
蘆
溝
橋
事

件
発
生
、
日
中
戦
争
の
始
ま

り・
全
日
本
洋
服
商
工
組
合
結

成

ｕ
月
６
日
日
独
共
協

定
に
イ
タ
リ
ア
が
参
加

吃
月
旧
日
由
鼎
陥
落
、

日
本
苦
戦
入
城

過
年
１
月
肥
日
近
衛
内
閣

が
「
国
民
政
府
を
相
手
と
せ

ず
』
と
声
明

４
月
１
日
国
家
総
動

員
法
公
布
、
５
月
実
施

・
物
資
統
制
で
皮
革
、
鉄
な

ど
の
代
用
品
出
回
る

・
銀
座
に
映
画
館
、
劇
場
あ

い
つ
い
で
オ
ー
プ
ン

７
月
東
京
の
青
バ
ス

が
木
炭
車
に
改
造
／
国
民
徴

用
令
実
施

Ｍ
年
１
月
銀
座
通
り
を
戦

車
が
示
威
行
進

・
地
下
鉄
新
橋
ｌ
渋
谷
開
通

６
月
綿
製
品
の
自
由

販
売
禁
止

９
月
１
日
ド
イ
ツ
軍

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
進
入
／
第
二

次
世
界
大
戦
の
始
ま
り

旭
月
Ｍ
Ｈ
映
画
『
風

と
共
去
り
ぬ
』
が
米
で
封
切

り

点
、
ズ
ボ
ン
一
本
が
十
五
点
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
は

三
十
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
も
し
も
、
背

広
一
着
に
替
え
ズ
ボ
ン
を
買
う
と
す
れ
ば
、
年
間

の
許
容
点
数
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
肌
着
一
枚

す
ら
買
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

金
さ
え
あ
れ
ば
自
由
に
買
え
た
衣
類
が
、
金
で

は
買
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
、

切
符
の
ゆ
ず
り
合
い
は
厳
重
に
罰
せ
ら
れ
ま
す
か

ら
、
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

折
角
、
洋
服
店
を
開
い
た
の
に
、
生
地
は
入
ら

な
い
、
買
う
人
は
居
な
い
で
は
全
く
お
手
上
げ
で

す
。

だ
が
、
小
林
の
情
熱
は
、
そ
の
困
難
に
も
め
げ

ず
に
燃
え
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
法
の
目
を
か

い
く
ぐ
っ
て
、
ヤ
ミ
で
商
売
を
続
け
る
方
法
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
は
一
切
や
ら
ず
、

正
し
い
商
売
が
で
き
な
い
辛
さ
に
耐
え
な
が
ら
、

生
き
て
行
く
た
め
に
、
あ
く
ま
で
正
業
で
必
死
に

店
を
続
け
た
の
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
運
命
は
ま
た
苛
酷
な
鞭
を
振
り

肇
旧

下
ろ
し
ま
し
た
。
〃
白
紙
〃
と
い
う
徴
用
令
状
が

届
け
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
八
月
の
暑
い
盛

り
の
時
で
し
た
。

大
森
に
あ
る
田
中
航
空
計
器
と
い
う
軍
需
工
場

へ
の
徴
用
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
茨
城
県
水
戸
に
あ

る
内
原
訓
練
所
へ
回
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
満

豪
開
拓
青
少
年
義
勇
団
を
訓
練
す
る
厳
し
い
所
で

し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
農
作
業
を
経
験
し
、
炎
天

下
に
裸
で
荒
地
の
開
墾
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
当
時
の
日
本
国
民
の
心
構
え
に
つ

い
て
、
新
聞
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
ま
し
た
。

「
我
々
一
億
国
民
の
覚
悟
は
出
来
て
い
る
。
五
十

年
、
否
百
年
か
か
ろ
う
と
も
、
こ
の
大
東
亜
戦
争

を
戦
い
抜
き
、
勝
ち
抜
く
ま
で
は
ど
ん
な
苦
し
み

に
も
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
新
し
い
物
が
手

に
入
ら
ね
ば
、
古
い
物
で
我
慢
し
よ
う
。
箪
笥
の

中
の
死
蔵
品
を
活
用
し
よ
う
。
極
力
無
駄
を
省
こ

う
。
こ
れ
を
機
に
、
我
々
の
日
常
生
活
は
、
過
去

の
夢
を
振
り
切
っ
て
、
戦
時
生
活
の
創
造
へ
、
生

活
新
体
制
の
確
立
へ
と
、
自
ら
設
計
の
建
直
し
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
」

〃
欲
し
が
り
ま
せ
ん
、
勝
つ
ま
で
は
〃
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
国
民
の
耐
乏
生
活
が
余
儀
な
く
さ
れ
、

働
き
盛
り
の
人
々
は
軍
需
産
業
に
徴
用
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
す
。

※
喝
徴
用
令

昭
和
Ｍ
年
７
月
か
ら

実
施
さ
れ
た
。
国
民

を
強
制
的
に
、
軍
の

命
令
で
一
定
の
業
務

に
従
事
さ
せ
た
。
戦

時
中
は
、
兵
役
に
就

か
な
か
っ
た
者
、
ま

た
若
い
女
性
の
殆
ど

が
、
軍
需
工
場
で
働

か
さ
れ
た
。
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6、お得意様の仲人で結婚へゴール

↓ Ｍ
年
４
月
ｎ
日
銀
座
の
共
一

通
商
品
券
発
行

昭
和
賜
年
３
月
”
日
ヒ
ト

ラ
ー
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の

強
制
収
容
所
を
造
り
始
め
る

４
月
１
日
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
が
源
泉

徴
収
と
な
る

泌
日
生
活

必
需
品
が
切
符
制
と
な
る

６
月
Ｍ
日
ド
イ

ツ
軍
パ
リ
無
血
入
城

鍾
一

【E卿

伽

独
立
し
て
「
小
林
洋
服
店
」
を
開
き
、
商
売
を

始
め
た
と
は
い
え
、
小
林
の
個
人
信
用
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
商
売
で
し
た
か
ら
、
そ
の
主
で
あ

る
小
林
が
徴
用
に
か
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
、
小
林
自
身
が
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
必
然
的
に
「
小
林
洋
服
店
」
は
忽
ち
行
き

詰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
小
林
洋
服
店
」
を
開
い
て
独
立
し
た
前
後
か
ら
、

顧
客
や
知
人
た
ち
の
紹
介
で
、
見
合
を
幾
度
か
経

験
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
、
小
林
は
こ
う
話
し

て
い
ま
す
。
「
な
に
し
ろ
男
は
戦
争
に
と
ら
れ
、

女
が
余
っ
て
い
て
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
見
合
い
を
し
、

三
十
回
以
上
も
し
ま
し
た
ね
」

し
か
し
、
仕
事
以
外
は
眼
中
に
な
い
小
林
は
、

お
得
意
様
の
仲
人
で
結
婚
へ
ゴ
ー
ル

※
戦
時
色
が
濃
く
な
り
、
生
地
の
手
配
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
独
立
し
た
い
と
い
う
欲
求
は
、

そ
れ
に
も
増
し
て
強
か
っ
た
。

見
合
い
三
十
回
の
記
録
を
残
し
：
：
：

こ
う
し
て
、
青
春
の
夢
を
賭
け
た
折
角
の
「
小

林
洋
服
店
」
を
畳
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

戦
争
の
荒
波
を
受
け
て
、
間
口
二
間
と
い
う
可

愛
ら
し
い
「
小
林
洋
服
店
」
は
、
開
業
後
僅
か
二

年
で
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時

の
志
は
、
戦
後
に
な
っ
て
「
英
國
屋
」
と
し
て
花

開
く
の
で
す
。

ま
だ
所
帯
を
持
つ
気
も
な
く
、
そ
の
度
に
断
わ
り

続
け
て
き
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
徳
島
の
顧
客
の
一
人
で
あ
っ
た
松
島

肇
氏
（
故
自
民
党
代
議
士
）
か
ら
電
報
で
徳
島
に

呼
ば
れ
て
、
「
早
い
と
こ
身
を
固
め
て
し
ま
え
」

と
否
応
な
し
に
見
合
い
を
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

午
前
十
一
時
と
午
後
三
時
に
、
二
人
の
女
性
と
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昭
和
Ⅳ
年
３
月
４
日
東
京

に
初
の
空
襲
警
報

４
月
肥
日
米
Ｂ

妬
が
日
本
本
土
初
空
襲

６
月
５
日
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
日
本
惨
敗

ｕ
月
馴
日
大
本

宮
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退

を
決
め
る

肥
年
２
月
１
日
ガ
ダ

ヵ
ナ
ル
島
か
ら
日
本
軍
撤
退

７
月
１
日
東
京

が
都
制
、
銀
座
は
京
橋
区
と

な
る

戦
争
勃
発

８
月
Ⅳ
日
贄
沢
、

享
楽
は
す
べ
て
廃
止
の
戦
時

態
勢
と
な
るⅡ

月
岨
日
紀
元

２
６
０
０
年
祝
賀
行
事
、
全

国
的
に
展
開８

月
電
力
制
限

で
銀
座
の
灯
消
え
る
。

肥
年
４
月
六
大
都
市

で
米
の
配
給
制
度
実
施
、
大

人
一
日
３
３
０
グ
ラ
ム

田
日
日
ソ

中
立
条
約
成
立

６
月
鋤
日
ド
イ

ツ
、
ソ
連
と
戦
争
状
態
に
入

る

Ⅲ
月
肥
日
東
条

内
閣
が
発
足岨

月
８
日
日
本

が
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
／
米
・

英
が
対
日
戦
布
告
。
太
平
洋

も
言
わ
ず
帰
京
し
ま
し
た
が
、
東
京
生
ま
れ
で
東

京
育
ち
な
も
の
で
、
自
分
の
子
供
に
は
田
舎
の
あ

る
暮
ら
し
を
さ
せ
て
や
り
た
い
と
、
漠
然
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
へ
松
島
氏
か
ら
、
ど
ち
ら
か
に
決
め
ろ
と

矢
の
催
促
が
あ
り
、
午
前
中
に
会
っ
た
目
元
パ
ッ

チ
リ
の
す
ご
く
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
女
性
の
方
へ
、

Ｏ
Ｋ
の
返
事
を
し
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
五
月
吉
日
「
小
林
洋
服
店
」
を
始

め
て
二
年
目
に
、
松
島
氏
の
仲
人
で
玉
子
夫
人
と

別
々
に
会
い
ま
し
た
。
そ
の
日
は
イ
エ
ス
も
ノ
ー

結婚式を挙げた東京大神宮（現在）

な
い
、
と
覚
悟
を
決
め
、
仲
間
に
送
別
会
を
し
て

貰
い
ま
し
た
。
連
夜
、
二
次
会
、
三
次
会
だ
と
銀

座
を
飲
み
歩
き
、
殆
ど
家
に
も
帰
ら
ず
、
徹
底
的

に
こ
の
世
の
遊
び
納
め
を
し
ま
し
た
。

無
理
が
た
た
っ
て
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
い
、

そ
の
状
態
の
ま
ま
入
隊
し
ま
し
た
ら
、
身
体
検
査

で
結
核
と
誤
診
さ
れ
、
次
の
日
、
裏
口
か
ら
帰
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
兵
隊
と
し
て

は
健
康
上
不
適
格
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
で
除
隊

さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

結
婚
式
を
挙
げ
ま
し
た
。
小
林
は
三
十
歳
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

新
婚
三
カ
月
目
に
徴
用
に
と
ら
れ
、
新
婚
生
活

の
甘
さ
に
浸
っ
て
い
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
続
く
「
小
林
洋
服
店
」
の
閉
業
で
す
。
戦
時

色
は
ま
す
ま
す
濃
く
な
り
、
毎
日
食
べ
て
行
く
の

す
ら
大
変
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

奈
川

昭
和
十
九
年
、
今
度
は
〃
赤
紙
〃
と
い
う
召
集

令
状
が
小
林
の
と
こ
ろ
に
飛
び
込
ん
だ
の
で
す
。

一
週
間
後
に
横
須
賀
海
兵
隊
の
基
地
へ
入
隊
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
否
応
な
し
の
軍
の
命
令
な

の
で
す
。

戦
地
に
行
け
ば
、
も
う
二
度
と
生
き
て
は
帰
れ

※
側
召
集
令

兵
役
の
あ
る
（
在
郷

軍
人
）
者
を
、
戦
争
、

事
変
等
に
さ
い
し
、

軍
隊
に
呼
出
し
集
め

る
令
状
。
臨
時
召
集
、

国
民
兵
召
集
な
ど
が

あ
り
、
赤
紙
に
印
刷

さ
れ
て
い
た
の
で

「
赤
紙
』
と
い
わ
れ

た
。
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加
月
虹
日
神
宮

外
苑
で
、
学
徒
出
陣
の
大
行

進

蛸
年
街
灯
消
え
、
町

は
暗
く
な
る
／
銀
座
に
も
雑

炊
食
堂
／
疎
開
始
ま
る

６
月
旧
日
マ
リ

ア
ナ
沖
海
戦
で
日
本
連
合
艦

隊
大
半
喪
失７

月
サ
イ
パ
ン

島
陥
落
、
民
間
人
含
め
４
万

人
が
死
亡

８
月
妬
日
パ
リ

の
ド
イ
ツ
軍
が
降
伏

岨
月
妬
日
神
風

特
別
攻
撃
隊
（
特
攻
隊
）
が

初
出
撃

Ⅱ
月
泌
日
東
京

羽
が
東
京
初
空
襲

９
月
２
日
Ｇ
Ｈ

Ｑ
（
連
合
国
総
指
令
部
）
が

東
京
に
設
置
さ
れ
る
／
銀
座

の
服
部
時
計
店
等
が
接
収
さ

れ
、
Ｐ
Ｘ
と
な
る
／
闇
市
が

登
場

岨
月
銀
座
通
り

ル
’
復
興
建
築
地
鎮
祭
立
柱
式
／

宅
第
一
回
宝
く
じ
、
円
で
売
り

婚
だ
す

結
岨
月
９
日
幣
原

極
内
閣
が
ス
タ
ー
ト

仲の様意得お6，

さ
あ
、
格
好
が
つ
き
ま
せ
ん
。
死
ぬ
覚
悟
を
し

て
、
仲
間
に
連
日
送
別
会
を
開
い
て
貰
い
、
大
騒

ぎ
を
し
て
送
ら
れ
て
き
た
の
に
、
翌
日
除
隊
で
は
、

仲
間
に
合
わ
せ
る
顔
が
あ
り
ま
せ
ん
、

逃
げ
る
よ
う
に
、
玉
子
夫
人
の
実
家
の
あ
る
徳

島
へ
行
っ
て
し
ま
い
、
玉
子
夫
人
も
そ
の
後
を
追
っ

て
、
郷
里
の
実
家
へ
帰
り
ま
し
た
。

玉
子
夫
人
の
実
家
は
、
鳴
門
地
方
で
は
有
数
の

塩
田
経
営
を
し
て
お
り
、
資
産
家
で
も
あ
り
ま
し

た
。
小
林
は
こ
の
玉
子
夫
人
の
実
家
で
、
終
戦
ま

で
の
時
期
を
、
酒
を
飲
ん
だ
り
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
を

露悪
屡蘭謬亘

創業に縁の日本橋

し
た
り
し
て
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
戦
争
は
次
第
に
破
局
へ
と
近
づ
き
、

日
本
本
土
は
連
日
の
よ
う
に
Ｂ
羽
の
空
襲
を
う
け
、

峯
旧

広
島
、
長
崎
に
魔
の
原
爆
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。

玉
子
夫
人
の
実
家
に
居
る
限
り
は
、
そ
う
し
た

戦
火
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
、
動
く
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
相
変
わ
ら

ず
、
酒
と
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
明
け
暮
れ
る
日
が
続
き

ま
し
た
。

や
が
て
日
本
は
降
伏
し
、
戦
争
は
終
結
し
ま
し

た
。
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
暑
い
夏
の
一
日

で
し
た
。

敗
戦
に
よ
っ
て
、
東
京
は
焼
け
野
原
と
化
し
ま

し
た
。
徳
島
の
鳴
門
の
う
ず
潮
を
毎
日
眺
め
て
暮

ら
し
て
い
た
小
林
の
胸
の
中
に
は
、
ど
う
し
て
も

も
う
一
度
東
京
へ
出
て
、
自
分
の
店
を
持
っ
て
独

立
し
た
い
と
い
う
情
熱
が
、
ま
る
で
鳴
門
の
う
ず

潮
の
よ
う
に
激
し
く
渦
巻
い
て
い
た
の
で
す
。

遠
く
聞
こ
え
て
く
る
首
都
東
京
の
惨
状
が
、
ど

の
程
度
の
も
の
か
皆
目
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
。
瓦

礫
の
廃
嘘
と
な
っ
た
東
京
に
は
、
浮
浪
者
が
溢
れ
、

豪
略

占
領
兵
の
Ｇ
Ｉ
た
ち
に
群
が
る
女
性
や
子
ど
も
た

ち
で
風
紀
は
麻
の
如
く
乱
れ
て
い
る
と
い
う
有
様

※
帽
原
子
爆
弾

昭
和
加
年
８
月
、
広

島
、
長
崎
に
投
下
さ

れ
た
爆
弾
。
ウ
ラ
’
一

ウ
ム
等
の
核
分
裂
に

よ
っ
て
起
こ
る
原
子

力
を
利
用
し
た
強
力

な
爆
弾
。
日
本
の
敗

戦
を
決
定
的
に
し
た
。

※
帽
占
領
兵

終
戦
後
、
日
本
に
駐

留
し
た
連
合
国
の
兵

士
。
○
エ
の
（
連
合

国
総
司
令
部
）
の
配

下
と
し
て
、
対
日
講

和
成
立
ま
で
駐
留
し

た
。
○
一
と
も
い
わ

れ
た
。
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昭
和
加
年
１
月
銀
座
被
爆
、

３
月
５
日
も４

月
７
日
鈴
木

頁
太
郎
内
閣
発
足

５
月
７
日
ド
イ

ツ
無
条
件
降
伏

６
月
泌
日
こ
の

月
、
東
京
の
人
口
が
２
２
０

万
人
に
減
る
。８

月
６
日
広
島

に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る
。

９
日
に
は
長
崎
に
も

８
日
ソ
連

日
本
に
宣
戦
布
告９

日
天
皇

の
裁
断
で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受

諾
に
決
定

旧
日
天
皇

が
戦
争
終
結
詔
書
を
発
表
。

第
二
次
世
界
戦
争
終
わ
る
。

Ⅳ
日
東
久

邇
宮
内
閣
が
発
足釦

日
連
合

軍
総
指
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
厚
木
に
到
着

ま
し
た
。

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
物
騒
な
所
へ
、
大
切
な
妻
や
子
ど
も
た

ち
を
連
れ
て
行
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
う

か
と
い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
迷
っ
て
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
決
断
力
の
早
い
小
林
は
、
と
に
か
く
単
身

で
上
京
し
、
自
分
の
目
で
東
京
の
様
子
を
見
よ
う

と
決
心
し
て
、
玉
子
夫
人
に
そ
の
気
持
ち
を
伝
え

※
洋
服
を
通
じ
て
お
客
様
に
精
一
杯
の
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
。
小
林
の
場
合
は
、
お
客
様
か
ら
良
き
伴

侶
を
得
る
と
い
う
お
返
し
が
あ
っ
た
。

原爆、広島に投下

長
女
美
都
子
に
続
い
て
、
終
戦
後
の
二
十
一
年

に
は
長
男
明
（
現
在
の
英
國
屋
社
長
）
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
寸
前
の
こ
と
で
す
か
ら
、
本

人
も
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
玉
子
夫
人
の
不
安
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
で
し
た
が
玉
子
夫
人
は
、
そ
の

気
持
ち
を
十
分
に
理
解
し
て
、
後
の
こ
と
は
心
配

な
く
と
言
っ
た
の
で
す
。

顧
客
の
一
人
か
ら
生
涯
の
伴
侶
を
世
話
し
て
貰

う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
小
林
の
人
柄
が
信

用
さ
れ
て
い
た
証
明
で
も
あ
り
ま
す
。
容
姿
端
麗

で
、
情
操
豊
か
で
聡
明
な
玉
子
夫
人
は
、
生
涯
を

通
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
る
の
で
す
。

長女美都子さん誕生（右は

新三郎の実父）

－24－



7、何でも屋から「銀座ハット」へ
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昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
よ
う
や
く
戦
争
が

終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、
誰
も
が
不

安
で
一
杯
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

混
乱
の
中
で
の
二
カ
月
が
過
ぎ
た
頃
、
東
京
へ

出
て
商
売
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
猛
然
と

頭
を
も
た
げ
て
き
た
の
で
す
。
三
十
三
歳
に
な
っ

て
い
た
焦
り
や
、
小
林
洋
服
店
が
戦
争
で
解
散
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
口
惜
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。

東
京
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
全
く
わ
か
ら

な
い
ま
ま
、
ひ
ど
い
交
通
事
情
を
も
の
と
も
せ
ず

に
、
と
に
か
く
商
売
を
始
め
る
の
だ
と
い
う
意
気

込
み
だ
け
で
、
昭
和
二
十
年
十
月
に
単
身
上
京
し

た
の
で
す
。

案
の
定
、
東
京
は
焼
け
野
原
で
、
商
売
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
も
勿

論
焼
け
て
し
ま
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
途
方
に
暮
れ

て
お
り
ま
す
と
、
以
前
、
洋
品
・
小
物
を
売
っ
た

何
で
も
屋
か
ら
「
銀
座
ハ
ッ
ト
」
へ

売
れ
る
も
の
を
売
る
の
が
商
売
の
コ
ツ

り
、
仕
入
れ
の
時
荷
物
を
預
け
る
な
ど
で
顔
見
知

り
だ
っ
た
、
三
原
橋
の
角
の
大
野
屋
さ
ん
が
た
ま

た
ま
焼
け
残
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
で
雨
戸

を
三
枚
借
り
て
、
そ
の
上
に
持
っ
て
い
た
洗
面
道

具
、
下
駄
、
ス
リ
ッ
パ
な
ど
を
並
べ
ま
し
た
ら
、

戦後の露店（東京都発行「露店」より）
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＃１昭和釧年１月１日天皇

が
人
間
宣
言

肥
日
マ
’
一

ラ
か
ら
小
麦
粉
千
ト
ン
が
東

京
へ
到
着
、
食
糧
輸
入
第
一

ロ
言

２
月
Ⅳ
日
新
円

発
行
、
旧
円
は
封
鎖

旧
日
天
皇

地
方
巡
幸
を
開
始
せ
ら
る

４
月
銀
座
復
興

祭
開
催

５
月
３
日
東
京

裁
判
始
ま
る

朋
日
吉
田

茂
内
閣
発
足７

月
銀
座
の
歩

道
に
照
明
灯
点
く

Ⅱ
月
３
日
日
本

国
憲
法
公
布
（
朗
年
５
月
３

日
施
行
）

Ⅱ
月
陥
日
当
用

漢
字
・
現
代
か
な
づ
か
い
告

一
不

銀
座
ハ
ッ
ト
開
業
前
の
小
林

あ
っ
と
い
う
間
に
売
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

上
京
後
の
商
売
の
幕
開
け
は
、
雨
戸
を
三
枚
並

べ
た
だ
け
の
店
で
、
手
に
入
る
物
は
何
で
も
売
れ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
物
資
の
な

い
時
で
、
ヤ
ミ
市
が
横
行
し
て
い
た
た
め
に
、
こ

の
小
さ
な
店
も
、
品
物
を
並
べ
る
傍
か
ら
売
れ
て
、

と
て
も
繁
盛
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
商
売
の
コ
ネ
を
利
用

し
、
横
山
町
（
問
屋
街
）
で
、
そ
の
日
の
商
品
を

仕
入
れ
て
は
そ
の
曰
の
内
に
売
る
と
い
う
暮
ら
し

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
日
、
問
屋
回
り
を

鋳
麟
鶴
鎚
鱸

、
■
画
柳
ｆ

ｂ
ｌ
■
■
■
号
頓

!

＃

灘

豪
Ⅳ

し
て
い
る
と
、
ふ
と
中
折
帽
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
折
帽
を
一
ダ
ー
ス
買
っ
て
き
て
、
雨
戸

の
上
に
並
べ
て
み
る
と
、
す
ぐ
に
売
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
直
ち
に
問
屋
に
駆
け
つ
け
て
残
っ
て
い

る
品
全
部
を
押
さ
え
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
、
買

い
占
め
る
だ
け
の
資
金
が
な
か
っ
た
の
で
、
他
へ

売
ら
な
い
よ
う
に
頼
ん
だ
わ
け
で
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、
フ
ェ
ル
ト
製
の
帽
子
は
統
制

外
品
だ
っ
た
の
で
本
格
的
に
帽
子
の
商
売
に
と
り

か
か
り
ま
し
た
。
中
折
帽
は
正
に
平
和
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
し
よ

ハリウッドのスター、 コールマンの髭と

ともに象徴されるハット。

銀座ハットの新看板

※
打
中
折
帽

男
子
用
帽
子
の
一
種
○

頂
の
中
央
が
タ
テ
に

折
り
く
ぼ
ん
だ
フ
ェ

ル
ト
製
の
シ
バ
付
き

帽
、
中
折
れ
、
ソ
フ

ト
と
も
い
う
。
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… 唖≦

灘

唾
~

綴豊

： 更~~圃東京裁判 A級戦犯の被告席

マ
っ
Ｏ

昭
和
二
十
二
年
二
月
二
十
二
日
、
有
楽
町
（
現

在
の
マ
リ
オ
ン
、
か
っ
て
の
日
劇
の
裏
）
に
、

「
銀
座
ハ
ッ
ト
」
と
名
づ
け
た
念
願
の
店
を
作
り

ま
し
た
。
間
口
二
間
、
奥
行
き
三
間
と
い
う
小
さ

な
店
で
し
た
が
、
名
称
が
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、

店
は
繁
盛
し
、
次
々
と
支
店
を
出
す
程
に
な
り
ま

し
た
。ソ

フ
ト
以
外
に
夏
は
パ
ナ
マ
、
雨
が
降
る
と
レ

イ
ン
ハ
ッ
ト
を
店
に
並
べ
、
抜
群
の
商
売
セ
ン
ス

で
、
「
銀
座
ハ
ッ
ト
」
は
世
間
の
注
目
を
集
め
ま

し
た
。

戦
前
、
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
で
学
ん
だ
商
法
に
よ
っ

て
、
仕
入
の
効
率
、
販
売
の
効
率
を
上
げ
て
商
売

を
広
げ
て
い
き
、
年
に
一
店
の
ペ
ー
ス
で
店
を
出

し
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
五
店
の
販
売
網
を
持
つ

に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
間
に
、
足
立
暢
男
（
現
専
務
）
、
畑
沢
徳

七
（
元
専
務
）
が
昭
和
二
十
三
年
に
入
社
、
昭
和

二
十
四
年
に
は
堀
之
内
勇
、
翌
二
十
六
年
に
城
戸

崎
信
雄
（
現
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
社
長
）
が
入
社
、

内
海
靖
雄
氏
（
現
エ
イ
ワ
ソ
ー
イ
ン
グ
プ
ラ
ン
ト

社
長
）
と
も
再
会
、
強
力
な
ス
タ
ッ
フ
が
揃
い
ま

し
た
。

東
京
の
帽
子
業
者
を
代
表
す
る
立
場
に
ま
で
な
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
小
林
自
身
は
、
帽
子
の
販
売

だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
満
足
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。

満
員
電
車
で
は
帽
子
が
邪
魔
に
な
る
、
リ
ー
ゼ

ン
ト
ス
タ
イ
ル
の
流
行
で
髪
型
が
崩
れ
る
か
ら
帽

子
は
嫌
わ
れ
る
、
と
い
っ
た
風
潮
か
ら
、
帽
子
の

将
来
は
暗
い
と
読
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

豪
旧

昭
和
二
十
五
年
に
毛
織
物
統
制
が
解
除
さ
れ
、

糸
ヘ
ン
景
気
が
起
こ
っ
た
こ
と
も
、
紳
士
服
へ
の

思
い
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
見
た
の
で
す
。

自
分
の
思
う
道
を
歩
き
た
い
意
思
を
固
め
た
小

林
は
、
全
従
業
員
を
集
め
て
、
「
銀
座
ハ
ッ
ト
」

を
閉
店
し
、
紳
士
服
の
専
門
店
を
開
く
つ
も
り
だ

が
、
こ
の
決
意
に
つ
い
て
き
て
欲
し
い
、
と
切
々

と
訴
え
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
続
け
て
来
た

「
銀
座
ハ
ッ
ト
」
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
小
林
に
と
っ
て
、
こ
の
店
の
名
称
は
今
で

も
愛
着
を
感
じ
る
も
の
な
の
で
す
。

戦
後
の
混
乱
も
落
ち
着
い
て
き
て
、
瓦
礫
の
中

か
ら
日
本
の
国
は
目
覚
ま
し
い
復
興
を
し
て
き
て

※
旧
織
物
統
制

昭
和
圃
年
に
綿
製
品

の
自
由
販
売
が
禁
止

さ
れ
、
Ｍ
年
に
は
物

価
統
制
令
、
Ⅳ
年
に

は
衣
料
切
符
制
、
配

給
制
と
な
る
な
ど
、

織
物
関
係
も
食
料
品

な
ど
と
一
緒
に
す
べ

て
統
制
の
時
代
ど
な
っ

た
。
終
戦
後
の
妬
年
、

統
制
は
解
除
さ
れ
自

由
般
争
の
時
代
を
迎

え
た
。
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昭
和
池
年
３
月
旧
日
東
京

が
都
制
塊
区
と
な
り
、
京
橋

は
中
央
区
と
な
る
／
８
月
に

昭
区
制

６
月
喫
茶
店
復

活
、
コ
ー
ヒ
ー
５
円

Ⅷ
月
１
日
国
勢

調
査
で
東
京
の
人
口
５
百
万

８
千
人

・
衣
料
切
符
制
が
復
活

ｉ
ｆ

、

(B

肇
旧

い
ま
し
た
。
パ
チ
ン
コ
や
ア
ル
サ
ロ
の
大
流
行
、

野
球
の
ナ
イ
タ
ー
観
戦
、
流
行
歌
の
爆
発
的
人
気
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
盛
況
、
そ
し
て
朝
鮮
戦

争
の
勃
発
に
よ
る
軍
需
景
気
で
、
当
時
の
世
の
中

は
活
況
を
呈
し
て
い
た
の
で
す
。

与
え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
、
チ
ャ
ン
ス
を
待
ち
、

英
國
屋
１
号
店
は
銀
座
四
丁
目
に

※
戦
争
が
終
わ
る
や
、
商
売
の
で
き
る
東
京
へ
一
戻
り
日
用
雑
貨
か
ら
帽
子
へ
と
、
人
が
欲
し
が
る
物

を
売
っ
て
、
短
期
間
に
五
店
舗
の
チ
ェ
ー
ン
店
に
…
…
。

蕊
《
‐
〃
《

服
地
は
英
国
か
ら
の
輸
入
品
オ
ン
リ
ー
で

電化された当時の銀座4丁目付近

姦
加

昭
和
二
十
二
年
十
月
、
敗
戦
の
混
乱
状
態
が
続

く
東
京
へ
、
徳
島
か
ら
単
身
上
京
し
、
雨
戸
三
枚

並
べ
た
だ
け
の
店
で
商
売
を
始
め
、
た
ま
た
ま
取

り
扱
っ
た
中
折
帽
が
ヒ
ッ
ト
し
て
、
「
銀
座
ハ
ッ

ト
」
と
い
う
名
称
の
店
を
五
店
舗
に
増
や
す
成
功

を
収
め
た
の
で
す
が
、
若
い
頃
か
ら
持
ち
続
け
て

い
る
紳
士
服
を
取
り
扱
い
た
い
と
い
う
思
い
は
、

ふ
つ
ふ
つ
と
胸
の
中
で
煮
え
た
ぎ
っ
て
お
り
ま
し

そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
た
ら
、
信
じ
て
突
き
進
む
、

天
性
の
明
る
さ
と
、
ど
う
し
て
も
紳
士
服
の
店
を

や
り
た
い
と
い
う
強
い
意
志
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、

単
な
る
帽
子
屋
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
今
日
の
世

界
に
冠
た
る
紳
士
服
の
「
英
國
屋
」
を
創
り
出
す

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

※
加
敗
戦

昭
和
加
年
８
月
Ｍ
日
、

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
を
受
諾
し
喝
日
に
、

天
皇
の
終
戦
を
告
げ

る
放
送
に
よ
っ
て
、

連
合
国
に
降
伏
、
太

平
洋
戦
争
は
集
結
し

た
。
日
本
の
国
民
に

と
っ
て
は
晴
天
の
騨

麓
で
、
衝
撃
と
精
神

的
混
乱
に
陥
り
虚
脱

感
が
国
中
を
走
っ
た
。

※
旭
ア
ル
サ
ロ

女
子
学
生
や
未
亡
人

な
ど
の
素
人
を
集
め

て
接
客
を
す
る
キ
ャ

バ
レ
ー
。
ア
ル
バ
イ

ト
サ
ロ
ン
を
略
し
た

言
葉
。
大
阪
で
誕
生

し
、
一
時
全
国
を
風

塵
し
た
が
、
昭
和
印

年
で
ほ
と
ん
ど
姿
を

消
し
た
。
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8、英國屋1号店は銀座四丁目に

た
。「

銀
座
ハ
ッ
ト
」
の
銀
座
四
丁
目
店
の
隣
に
、

「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
と
い
う
喫
茶
店
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
頃
既
に
、
婦
人
服
地
の
統
制
の
方
は
解

除
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
喫
茶
店
を
婦
人

服
地
店
と
し
、
そ
の
名
も
「
パ
リ
ー
洋
装
店
」
と

つ
け
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
、
殊
に
パ
リ
は
、
婦
人
服
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
、
モ
ン

ぺ
姿
か
ら
洋
装
へ
と
切
り
か
わ
っ
た
女
性
達
に
と
っ

て
は
、
憧
れ
の
都
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
の
で
す
。

「
銀
座
ハ
ッ
ト
」
と
い
い
、
こ
の
「
パ
リ
ー
洋
装

当時の小林新三郎

錘

店
」
と
い
い
、
小
林
は
実
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
天
才

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

折
か
ら
の
洋
裁
学
校
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
、
店
は

繁
盛
し
、
面
白
い
程
商
品
が
売
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
し
ょ
せ
ん
は
婦
人
服
地
、
女
の
世
界
で
あ
っ

て
男
の
世
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
二
十
五
年
、
現
エ
イ
ワ
・
ソ
ー
イ
ン
グ
・

プ
ラ
ン
ト
社
長
で
、
か
っ
て
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
で

技
術
を
担
当
し
て
い
た
内
海
靖
雄
氏
と
、
銀
座
で

ば
っ
た
り
出
会
っ
た
時
、
彼
は
、

「
そ
の
内
、
洋
服
屋
を
始
め
ま
す
の
で
、
そ
の
時

は
よ
ろ
し
く
」

篭

掲げられた英國屋の金看板が人目を引いた

日
中
戦
争
か
ら
胆
年

の
長
き
に
わ
た
っ
て

戦
争
は
、
完
全
に
終

結
し
、
世
界
に
平
和

が
蘇
っ
た
。
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昭
和
粥
年
１
月
妬
日
豊
島

区
で
帝
銀
事
件
が
発
生

７
月
国
民
の
祝

日
決
ま
る

８
月
Ⅳ
日
プ
ロ

野
球
の
ナ
イ
タ
ー
始
ま
る

Ⅱ
月
岨
日
東
京

裁
判
で
、
東
条
ら
７
人
に
絞

首
刑
（
岨
月
羽
日
執
行
）

Ⅲ
月
税
金
滞
納

に
よ
り
、
銀
座
通
り
商
店
が

軒
並
み
差
押
え

立
し
た
の
で
す
。

昭
和
二
十
七
年
春
四
月
、
昔
懐
し
い
銀
座
四
丁

目
に
、
黒
の
大
理
石
に
金
文
字
で
「
英
國
屋
」
と

銘
の
入
っ
た
、
シ
ッ
ク
な
マ
ホ
ガ
’
－
－
色
の
格
調

の
高
い
注
文
紳
士
服
店
が
出
現
し
ま
し
た
。

「
英
國
屋
」
の
命
名
に
も
、
小
林
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
対
す
る
天
分
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
ま
だ
紳
士
服
の
メ
ッ
カ
と
い
え
ば
、
イ

ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
し
た
。
原
毛
に
し
て
も
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
英
国
の
植
民
地
で
し
た
か
ら
、

一
番
上
質
の
も
の
が
入
り
ま
す
。

と
、
毛
織
物
の
統
制
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
を
見

越
し
て
誘
い
の
言
葉
を
も
ら
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
待
ち
に
待
っ
た
毛
織
物

の
統
制
解
除
が
発
表
さ
れ
た
の
で
す
。

自
分
の
目
標
は
あ
く
ま
で
注
文
洋
服
商
で
あ
る
、

と
心
に
決
め
て
は
い
た
が
、
一
度
軌
道
に
乗
っ
た

人
生
か
ら
新
た
な
道
を
切
り
拓
く
の
は
、
や
は
り

勇
気
が
必
要
で
す
。

一
週
間
以
上
も
悩
み
抜
い
た
揚
句
、
困
難
に
立

ち
向
か
お
う
と
決
断
を
下
し
ま
し
た
。

「
銀
座
ハ
ッ
ト
」
も
「
パ
リ
ー
洋
装
店
」
も
発
展

解
消
し
、
｜
本
に
ま
と
め
て
、
注
文
洋
服
店
を
創

紳
士
服
の
オ
ー
ダ
ー
を
や
る
に
し
て
も
、
日
本

の
国
産
の
生
地
な
ら
、
ど
こ
の
店
で
も
や
っ
て
い

る
こ
と
で
、
何
の
特
徴
も
な
い
し
、
競
争
も
激
し

い
だ
ろ
う
と
考
え
、
そ
れ
な
ら
ひ
と
つ
、
一
番
上

等
の
物
で
勝
負
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
英
国
産
の
生
地
だ
け
で
通
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。

屋
号
を
ロ
ン
ド
ン
屋
に
し
よ
う
か
、
英
國
屋
に

し
よ
う
か
迷
っ
た
け
れ
ど
、
ズ
バ
リ
英
國
屋
に
し

ま
し
た
。
世
間
に
あ
る
よ
う
に
、
テ
ー
ラ
ー
何
々

と
か
、
何
々
洋
服
店
と
か
で
な
く
、
「
英
國
屋
」

英國屋の発足当時（昭和27年）
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8，英國屋1号店は銀座四丁目に

だ
け
で
す
。

そ
し
て
、
屋
号
ど
お
り
、
生
地
は
本
物
だ
け
し

か
扱
わ
な
い
と
決
め
た
の
で
す
。

こ
の
屋
号
が
や
が
て
世
界
中
に
広
く
愛
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
は
、
名
付
け
た
小
林
自
身
、
予
想

も
し
な
か
っ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

花
の
銀
座
の
ド
真
中
と
親
し
ま
れ
て
い
る
銀
座

四
丁
目
に
「
英
國
屋
」
の
金
看
板
を
掲
げ
た
時
は
、

た
と
え
よ
え
も
な
い
感
動
で
、
思
わ
ず
涙
が
あ
ふ

れ
た
こ
と
を
、
小
林
は
生
涯
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

当
然
、
開
店
準
備
は
か
な
り
先
の
将
来
ま
で
見

通
し
て
、
慎
重
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
舶
来
服
地
に
よ
る
高
級
紳
士
服
の
店
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
打
ち
出
す
に
し
て
も
、
統

制
解
除
直
後
で
た
だ
で
さ
え
繊
維
が
不
足
し
て
い

る
の
に
、
果
た
し
て
良
質
生
地
が
手
に
入
る
の
か
、

ま
た
戦
後
の
混
乱
期
に
高
級
紳
士
服
を
買
え
る
人

間
が
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
、
そ
う
し
た
見
通
し
が

立
た
な
く
て
は
、
折
角
の
商
売
も
砂
上
の
楼
閣
と

※
店
に
は
わ
か
り
や
す
い
店
名
と
、
基
本
ポ
リ
シ
ー
が
必
要
。
紳
士
服
は
英
国
が
本
場
、
名
前
は
英

國
屋
、
取
り
扱
い
生
地
は
英
国
製
．
：
…
。

な
り
ま
す
。

し
か
し
小
林
に
は
、
生
地
の
見
立
て
と
仕
入
れ

で
は
誰
に
も
負
け
な
い
、
と
い
う
自
信
が
あ
り
、

更
に
、
日
本
経
済
は
必
ず
復
興
す
る
、
と
い
う
確

信
と
、
食
が
足
り
れ
ば
衣
へ
の
関
心
が
高
ま
る
、

と
い
う
見
通
し
が
あ
り
ま
し
た
。

勿
論
、
創
業
時
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
本
物
の
生
地
を
仕
入
れ
る
た
め
に
、

早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
全
国
を
走
り
廻
り
、
顧
客
を

増
や
す
た
め
に
東
奔
西
走
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「

銀
座
カ
ワ
セ
」
で
学
ん
だ
、
良
い
品
を
適
正
な

価
格
で
売
る
こ
と
を
ポ
リ
シ
ー
と
し
、
全
て
商
品

は
正
札
販
売
と
し
、
値
引
き
に
は
一
切
応
じ
な
い

と
い
う
姿
勢
を
貫
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
仕

入
れ
を
安
く
す
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

妥
協
を
許
さ
ず
、
常
に
一
流
を
目
指
す
、
こ
の

ポ
リ
シ
ー
を
保
ち
続
け
る
こ
と
で
「
英
國
屋
」
は

着
々
と
そ
の
地
位
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
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昌登
パリー洋装店時代（昭和25年12月25日）

パリー洋装店の前で（畑沢常務と

堀之内専務、昭和26年8月）

昭和27年オープンした英國屋店頭で堀之内専務と若手社員

－32－



9、人間愛を貫いた堀之内勇
Ｉ
ｌ
１
ｊ
１
▲
下

j』聖

－

【9 1

幽髄

昭
和
二
十
三
年
、
三
原
橋
の
近
く
で
堀
之
内
勇

と
偶
然
再
会
し
ま
し
た
。
彼
と
の
出
会
い
は
、
戦

時
中
に
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
に
勤
め
て
い
た
時
、
統

制
違
反
で
取
調
べ
を
受
け
て
以
来
の
こ
と
で
し
た
。

当
時
は
特
高
刑
事
で
あ
っ
た
の
に
、
現
在
は
警
察

を
や
め
て
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
と
い
う
話
で
し
た
。

取
り
調
べ
を
受
け
た
刑
事
な
ら
、
誰
だ
っ
て
避

け
て
通
る
で
し
ょ
う
に
、
小
林
は
違
い
ま
し
た
。

長
年
鍛
え
た
人
を
見
抜
く
力
で
、
堀
之
内
と
い
う

人
材
が
英
國
屋
に
は
必
要
だ
と
感
じ
て
、
是
非
英

國
屋
に
来
て
く
れ
な
い
か
と
誘
っ
た
の
で
す
。

人
間
愛
を
貫
い
た
堀
之
内
勇

「
水
」
と
「
油
」
、
「
商
」
と
「
士
」
の
出
会
い

堀之内舅

堀
之
内
は
明
治
三
十
一
年
四
月
九
日
生
ま
れ
で
、

小
林
の
一
回
り
年
上
に
な
り
ま
す
。
鹿
児
島
は
国

豪
妬

分
市
の
出
身
で
、
生
粋
の
薩
摩
隼
人
で
す
。

し
か
も
、
士
族
の
出
で
す
か
ら
、
曲
が
っ
た
こ

と
は
大
嫌
い
な
性
質
で
、
道
路
を
歩
く
に
も
端
は

歩
か
ず
、
中
央
を
堂
々
と
歩
く
と
い
う
信
条
を
守
っ

て
来
た
程
で
す
。

平
民
と
士
族
と
は
結
婚
で
き
な
い
と
い
う
封
建

的
な
土
地
柄
で
生
ま
れ
育
ち
、
家
が
剣
道
の
道
場

と
い
う
堅
い
家
庭
で
膜
け
ら
れ
た
た
め
、
彼
の
頭

に
は
、
士
農
工
商
の
序
列
が
は
っ
き
り
と
叩
き
込

ま
れ
て
お
り
、
一
番
下
の
位
置
に
あ
る
商
売
を
馬

鹿
に
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

「
商
人
が
人
間
な
ら
ば
、
電
信
柱
に
花
が
咲
く
」

な
ど
と
歌
い
な
が
ら
塾
に
通
っ
た
り
し
た
も
の
で

し
た
。
そ
し
て
、
剣
道
の
修
業
の
た
め
上
京
し
て
、

そ
の
ま
ま
警
察
に
入
っ
た
の
で
す
。

※
あ
薩
摩
隼
人

古
代
の
「
隼
人
」
と

精
惇
、
勇
猛
さ
が
似

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

鹿
児
島
県
出
身
の
男

性
に
な
ぞ
ら
え
る
。
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昭
和
別
年
５
月
年
令
を
満

で
数
え
る
こ
と
と
な
る
。

（
妬
年
１
月
か
ら
）

４
月
羽
日
一
ド

ル
３
６
０
円
の
為
替
レ
ー
ト

設
定
さ
る

９
月
妬
日
シ
ャ

ウ
プ
勧
告
に
よ
り
税
制
改
革

と
な
る

刈
月
１
日
毛
沢

東
が
中
華
人
民
共
和
国
の
成

立
宣
言

皿
月
３
日
湯
川

秀
樹
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

受
賞

哩
潮
刃
側
罰
畦
除
恥
画
閻
困
融
際
畔
呼
醗

湯
川
博
士

¥自

蔑

警
察
で
は
、
泣
く
子
も
黙
る
と
最
も
恐
れ
ら
れ

る
存
在
と
し
て
君
臨
し
た
特
高
刑
事
の
任
務
に
つ

き
ま
し
た
。
確
か
に
、
特
高
刑
事
の
中
に
は
横
暴

な
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

豪
妬

新
憲
法
に
な
る
以
前
の
警
察
と
い
え
ば
、
特
権

を
カ
サ
に
来
て
、
鼻
持
ち
な
ら
な
い
程
横
暴
な
も

の
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
高
は
殊
に
ひ
ど
く
、

容
疑
者
に
対
す
る
拷
問
は
情
容
赦
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
仕
事
に
つ
い
て
は
い
て
も
、
堀

之
内
は
自
分
が
取
り
調
べ
た
り
、
収
監
し
た
人
た

ち
に
親
切
に
し
ま
し
た
。
人
間
愛
が
彼
の
基
本
思

想
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

彼
の
人
情
の
深
さ
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
数

多
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。戦

時
中
、
彼
は
外
国
人
担
当
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
当
時
は
日
本
人
妻
を
要
っ
て
い
た
中
国
人
は
、

離
れ
て
住
ん
で
い
る
妻
の
実
家
へ
行
く
許
可
証
を

貰
う
の
に
大
変
な
手
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
早
く

て
三
日
は
か
か
る
の
で
す
が
、
堀
之
内
は
事
情
を

聞
い
て
急
ぎ
の
時
は
、
自
ら
所
轄
署
、
本
部
と
足

を
運
ん
で
、
一
日
で
許
可
を
と
っ
て
や
り
ま
し
た
。

共
産
主
義
者
で
あ
っ
た
土
門
拳
氏
に
も
、
そ
の

取
り
調
べ
で
は
親
切
に
し
て
あ
げ
た
そ
う
で
す
。

と
に
か
く
、
彼
が
軍
隊
に
居
た
時
だ
っ
て
、
自

分
が
撲
ら
れ
て
も
、
部
下
を
撲
っ
た
と
こ
と
は
一

度
も
な
か
っ
た
程
の
、
気
持
ち
の
優
し
い
人
物
で

し
た
。

終
戦
に
な
り
、
特
高
は
つ
ぶ
せ
と
い
う
命
令
で
、

警
察
を
誠
に
な
っ
た
彼
は
、
面
倒
を
見
た
中
国
人

が
銀
座
に
集
ま
っ
て
商
売
を
始
め
る
よ
う
に
な
る

と
、
何
か
と
相
談
に
乗
っ
て
や
っ
て
、
銀
座
で
は

ち
ょ
っ
と
し
た
有
名
人
に
な
り
ま
し
た
。
共
産
思

想
の
持
ち
主
ま
で
彼
を
頼
っ
て
来
た
程
で
す
か
ら
、

そ
の
人
間
尊
重
の
姿
勢
は
徹
底
し
て
い
ま
し
た
。

小
林
は
、
銀
座
で
の
堀
之
内
の
人
脈
を
知
り
、

銀
座
を
中
心
に
商
売
を
し
て
い
る
英
國
屋
に
と
っ

て
、
ま
す
ま
す
彼
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
か
ら
士
族
と
し
て
の
誇
り
を
も
ち
、

商
売
人
を
蔑
ん
で
来
た
堀
之
内
が
、
何
故
、
「
水
」

と
「
油
」
で
あ
る
商
売
の
世
界
に
身
を
置
く
こ
と

に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
、
小
林
が
旧
商
法
を
新

商
法
に
変
え
る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
る
意
気
に

感
じ
た
か
ら
で
し
た
。

旧
商
法
と
い
う
の
は
、
悪
い
品
物
で
あ
っ
て
も
、

「
こ
れ
は
良
い
品
で
す
よ
」
と
口
先
で
ご
ま
か
し

※
妬
新
憲
法

日
本
国
憲
法
と
し
て

昭
和
別
年
ｕ
月
公
布
、

蛇
年
５
月
に
施
行
さ

れ
た
。
第
１
条
で
天

皇
は
象
徴
と
さ
れ
、

第
９
条
が
戦
争
放
棄

を
う
た
い
、
第
皿
条

が
基
本
的
人
権
の
享

有
、
第
脚
条
が
法
の

下
の
平
等
な
ど
、
明

治
の
欽
定
憲
法
は
新

し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
憲
法
と
な
っ
た
。
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9，人間愛を貫いた堀之内勇

昭
和
妬
年
６
月
妬
日
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
／
特
需
景
気
と

な
る

８
月
、
日
警
察

予
備
隊
発
足
（
自
衛
隊
の
前

身
）

９
月
衣
料
切
符

制
廃
止

岨
月
歌
舞
伎
座

復
興

て
売
っ
て
し
ま
う
も
の
で
、
商
売
人
の
一
方
的
利

益
を
考
え
た
も
の
で
あ
り
、
一
旦
売
っ
た
も
の
は
、

絶
対
に
取
り
替
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
小
林
の
商
法
は
、
良
い
品
を
、
良
い
雰

囲
気
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
安
く
提
供
し
、
売
っ

た
物
が
客
の
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
取
り
替
え
る
と

い
う
も
の
で
、
こ
の
や
り
方
を
遂
行
す
る
た
め
の

熱
意
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。

※
全
く
性
格
の
違
う
「
水
」
と
『
油
』
。
相
容
れ
な
い
も
の
が
、
会
社
と
い
う
組
織
で
ま
と
ま
る
と
、

偉
大
な
力
を
発
揮
す
る
。

甥,

銀座4丁目にオープンし、開店を祝う。

（昭和27年秋） 11月に火事で類焼。

（
商
売
に
か
け
て
は
、
彼
の
右
に
出
る
者
は
居

な
い
。
勘
が
良
く
、
度
胸
も
あ
り
、
広
い
視
野
を

持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
運
に
恵
ま
れ
て
い
る
）

小
林
の
人
柄
を
高
く
評
価
し
た
堀
之
内
は
、
商

人
と
士
族
の
良
い
所
を
混
ぜ
て
、
欠
点
を
補
う
よ

う
に
す
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
に

違
い
な
い
と
考
え
、
誘
い
を
受
け
た
の
で
し
た
。

堀
之
内
は
銀
座
の
発
展
の
た
め
に
寄
与
し
た
人

だ
け
に
、
他
か
ら
の
引
き
抜
き
も
当
然
あ
り
ま
し

※
”

た
が
、
「
武
士
は
二
足
の
ワ
ラ
ジ
を
履
か
な
い
」

と
退
け
て
、
第
二
の
人
生
を
英
國
屋
の
た
め
に
賭

け
た
の
で
す
。

商
人
と
士
族
、
片
や
商
売
を
す
る
た
め
に
生
ま

れ
て
き
た
よ
う
な
男
、
片
や
曲
が
っ
た
こ
と
は
大

嫌
い
で
、
口
先
で
人
を
だ
ま
す
よ
う
な
商
人
を
と

こ
と
ん
軽
蔑
し
て
育
っ
た
男
、
正
に
「
水
」
と

「
油
」
の
相
容
れ
な
い
立
場
の
二
人
が
、
お
互
い

の
人
間
性
に
惚
れ
込
ん
で
、
協
力
し
合
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

※
刀
二
足
の
わ
ら

じ同
じ
人
が
両
立
し
な

い
よ
う
な
二
種
の
業

を
兼
ね
る
こ
と
。
江

戸
時
代
に
バ
ク
チ
打

ち
が
十
手
を
預
っ
て

捕
吏
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
。
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昭
和
舶
年
２
月
妬
日
都
内

に
釦
セ
ン
チ
の
大
雪
、
交
通

麻
痒

４
月
型
日
桜
木

町
で
田
型
電
車
が
炎
上
の
大

惨
事

・
銀
座
通
り
の
街
路
灯
百
六

本
復
活

７
月
糸
ヘ
ン
暴

落

７
月
６
日
初
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
設
立
さ
る

岨
日
朝
鮮

休
戦
会
談
始
ま
る

９
月
８
日
対
日

講
和
条
約
、
日
米
安
保
条
約

調
印

岨
月
銀
座
通
り

の
露
店
、
年
末
で
廃
止

↓

昭
和
二
十
七
年
、
「
英
國
屋
」
を
オ
ー
プ
ン
し

た
当
時
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
良
質
の
生
地
を
求
め
て
、
畑
沢
と
二
人
で
神

田
の
ラ
シ
ャ
屋
を
毎
日
歩
き
ま
し
た
。
ラ
シ
ャ
屋

で
働
い
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
品
物
の
良
し
悪
し

は
勿
論
、
値
段
も
ほ
ぼ
見
当
が
つ
き
ま
す
し
、
掛

け
売
り
よ
り
も
現
金
の
方
が
喜
ば
れ
る
こ
と
も
知
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
厳
し
く
仕
入
れ
て
警
戒
さ
れ
る

反
面
、
有
難
が
ら
れ
も
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
う

で
し
ょ
う
、
現
金
を
持
っ
て
商
品
を
仕
入
れ
、
ラ

シ
ャ
屋
の
店
員
の
手
を
煩
わ
さ
ず
に
、
自
分
で
持

ち
帰
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
。

仕
入
れ
た
商
品
は
そ
の
日
の
内
に
売
っ
て
、
そ

の
金
で
ま
た
仕
入
れ
に
行
く
、
｜
日
一
回
転
の
効

率
の
良
い
商
売
で
し
た
。

借
り
な
い
、
貸
さ
な
い
主
義
を
通
し
た
た
め
、

良
い
品
が
安
く
手
に
入
る
の
で
、
そ
の
分
、
お
客

火
事
で
知
っ
た
マ
ス
コ
ミ
の
威
力

新
聞
報
道
で
一
躍
有
名
店
に
．
：
…

に
も
安
く
て
良
い
物
を
提
供
で
き
る
わ
け
で
す
。

当
時
、
人
気
の
あ
っ
た
ド
ー
メ
ル
社
の
ス
ポ
ー
テ
ッ

ク
ス
な
ど
も
、
こ
の
手
法
で
他
店
よ
り
か
な
り
安

く
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

社
会
情
勢
か
ら
み
て
も
、
こ
の
時
の
開
店
は
タ

姦
訓

イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た
の
で
す
。
国
民
服
か
ら
背

広
へ
移
行
す
る
時
期
で
、
誰
も
が
背
広
を
欲
し
が
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
も
、
い
い
生
地
を
持
ち
、

い
い
洋
服
を
作
っ
て
く
れ
る
洋
服
屋
を
探
し
て
い

る
リ
ッ
チ
マ
ン
と
い
う
も
の
は
ど
こ
に
で
も
い
る

か
ら
、
こ
の
階
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
小
林
自
ら

注
文
取
り
に
回
り
、
口
伝
え
に
顧
客
を
増
や
し
て

い
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
開
店
一
カ
月
半
、
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
商
売
を
と
い
う
一
番
大
切
な
時
に
、
隣
の
キ
ャ

バ
レ
ー
「
美
松
」
が
火
事
に
な
り
、
「
英
國
屋
」

も
類
焼
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

※
西
国
民
服

第
二
次
大
戦
中
、
政

府
の
制
定
で
男
子
に

広
く
着
用
さ
れ
た
軍

服
に
似
た
男
子
用
服
。

色
は
国
防
色
一
色
に

統
一
さ
れ
て
い
た
。
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10、火事で知ったマスコミの威力

昭
和
訂
年
２
月
週
日
太
平

洋
戦
争
の
戦
没
者
１
２
４
万

人
と
発
表

４
月
９
日
も
く

星
号
が
三
原
山
で
墜
落
、
全

員
死
亡

加
日
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド
ラ
マ
『
君
の
名
は
』
放

送
開
始
、
数
奇
屋
橋
が
名
所

と
な
る

５
月
１
日
皇
居

前
広
場
で
血
の
メ
ー
デ
ー
、

警
官
隊
と
衝
突

銀座「美松」の火事で搬出に協力する社員たち（アサヒグラフから）

忘れもしない昭和二十七年十一月一日、その日は土曜日で野球の早慶戦が行われて

い
ま
し
た
が
、
ラ
ジ
オ
の
実
況
放
送
で
も
、
火
事

の
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
し
、
各
紙
の
夕
刊
の
ト
ッ

プ
で
も
「
銀
座
の
昼
火
事
」
と
大
き
く
と
り
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
の
威
力
は
大
し
た
も
の
で
、
お
客
や

知
人
か
ら
見
舞
い
の
電
話
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
商

売
セ
ン
ス
抜
群
の
小
林
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
持
つ
影

響
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
み
せ
つ
け
ら
れ
、
こ
こ
で
初

め
て
新
聞
広
告
の
大
切
さ
を
知
っ
た
の
で
す
。
現

在
で
も
続
い
て
い
る
突
き
出
し
の
広
告
は
、
こ
の

火
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

因
み
に
、
こ
の
火
事
の
報
道
を
広
告
代
に
換
算

す
る
と
、
当
時
の
金
で
も
優
に
三
千
万
円
は
か
か

る
と
い
う
こ
と
で
、
以
来
、
「
英
國
屋
」
と
い
う

店
名
は
多
く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

だ
が
、
類
焼
を
知
っ
た
時
は
、
も
う
ど
う
し
よ

う
も
な
く
呆
然
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
に
か

く
、
注
文
の
洋
服
を
焼
い
た
り
、
水
浸
し
に
し
て

は
大
変
と
必
死
で
運
び
出
し
ま
し
た
。
か
ろ
う
じ

て
一
階
部
分
は
焼
け
残
っ
た
の
で
す
が
殆
ど
の
商

品
は
水
浸
し
で
使
い
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
信
用

－37－
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．
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破
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．
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収
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10、火事で知ったマスコミの威力

楓
群
五
千
万
円

観
座
の
昼
火
亭

》
部
蜘
報
ｌ
『
、
午
俊
一
開
血
十
分
ど

乃
山
寧
師
中
典
灰
銀
陥
剛
ノ
言
ギ
ャ
パ

レ
ー
縦
松
（
寅
倣
将
楓
応
刈
孟
心
一

晴
や
務
璽
は
虹
か
』
出
火
し
た
。
銀
座

あ
げ
火
Ｐ
は
間
キ
ャ
バ
呼
止
財
廸

一
哲
卿
一
再
坪
二
一
群
酢
針
貢
峅
二
階

叩
ハ
ロ
坪
を
全
焼
、
雑
脚
歸
が
眼
峨
、

た
き
ん
職
千
階
、
千
樋
愈
州
峨
、
紙
か

千
計
Ｍ
、
キ
ャ
バ
レ
ー
淑
金
な
卍
約
し

ｈ
卸
逓
半
焼
、
刷
鮮
五
十
分
軸
火
し

た
。
搬
榔
味
絢
五
千
方
円
し
い
わ
れ
軸

加
叫
で
隅
醐
ケ
側
べ
て
い
る
。
な
お
こ

の
火
車
で
舞
松
の
ダ
ン
サ
ー
平
野
惇
干

さ
ん
（
》
さ
ば
蕗
か
い
畑
ぴ
附
い
て
皿

隊

く

じ

い

た

。

日夕刊朝日新聞昭和27年11月1

を
も
と
に
、
客
か
ら
注
文
を
受
け
て
い
た
品
が
駄

目
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
金
に
代
え
ら
れ
な

い
大
き
な
損
失
で
し
た
。

一
人
一
人
の
客
を
回
り
、
頭
を
下
げ
て
歩
き
ま

し
た
。
有
難
か
っ
た
の
は
、
客
の
暖
か
い
励
ま
し

の
言
葉
で
し
た
。
注
文
し
た
服
の
納
品
は
態
勢
が

整
っ
て
か
ら
で
良
い
、
と
い
わ
れ
た
時
は
涙
が
出

ま
し
た
。

一
番
初
め
に
現
場
に
か
け
つ
け
て
く
れ
た
本
間

商
店
の
本
間
社
長
は
、
商
品
を
必
要
な
だ
け
届
け

る
と
言
っ
て
く
れ
、
裏
縞
の
コ
ー
ト
地
を
ゆ
ず
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

堀
之
内
が
総
務
の
仕
事
の
責
任
者
で
、
火
災
保

険
を
一
千
万
円
か
け
て
い
た
た
め
、
火
事
が
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
に
な
ら
な
く
て
助
か
り
ま
し
た
。

現
社
長
の
小
林
明
は
当
時
小
学
一
年
生
で
、
子

供
心
に
も
火
事
の
大
変
さ
は
何
と
な
く
分
か
っ
て

い
た
が
、
現
場
に
居
た
堀
之
内
、
本
持
な
ど
が
、

す
る
め
を
食
べ
な
が
ら
酒
を
飲
ん
で
い
て
、
「
や

あ
、
明
ち
ゃ
ん
、
来
た
の
」
と
明
る
く
声
を
掛
け

朝日新聞東京本社
■…亜訂司旬．正酉

轡

隣 岨4丁B

唖6丁目

題字下の広告

(昭和31.4.5）

ら
れ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

足
立
暢
男
現
専
務
は
、
品
物
を
運
び
出
し
て
い

る
写
真
を
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
に
掲
載
さ
れ
て
、
上
司

に
「
明
日
か
ら
休
み
に
な
る
の
で
喜
ん
で
い
る
の

だ
ろ
う
」
と
冷
や
か
さ
れ
た
そ
う
で
す
し
、
入
社

し
た
ば
か
り
の
本
持
知
一
現
専
務
は
、
（
折
角
、

銀
座
に
就
職
で
き
た
の
に
、
こ
れ
で
銀
座
と
も
お

別
れ
か
）
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

火
事
の
後
、
小
林
は
従
業
員
に
、
「
店
は
早
い

機
会
に
必
ず
再
建
す
る
。
働
く
場
所
が
な
く
な
っ

火事休暇を貰って寛ぐ・社員の－行
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て
申
し
訳
な
い
の
で
、
熱
海
へ
で
も
行
っ
て
、
ゆ
っ

く
り
し
て
く
れ
」
と
費
用
を
出
し
て
、
一
泊
二
日

の
旅
行
を
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
い
に
英

気
を
養
っ
て
帰
京
し
た
従
業
員
の
意
気
が
あ
が
っ

※
禍
転
じ
て
福
と
な
す
。
火
事
で
意
気
消
沈
す
る
ど
こ
ろ
か
、
早
く
お
金
を
出
し
て
マ
ス
コ
ミ
の
威

力
を
利
用
し
た
い
と
考
え
る
。

突出広告

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
一
件
に
よ
っ
て
、
従
業
員
の
団
結
は
一
層

強
く
な
り
、
再
建
の
ピ
ッ
チ
が
あ
が
っ
て
、
翌
二

十
八
年
二
月
に
は
早
く
も
商
売
を
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
時
、
嶋
村
秀
夫
（
現
常
務
）

が
入
社
し
ま
し
た
。

小
林
は
、
「
零
か
ら
の
出
発
ど
こ
ろ
か
マ
イ
ナ

ス
の
出
発
だ
っ
た
」
と
、
こ
の
当
時
を
振
り
返
る

が
、
で
も
、
こ
の
試
練
を
経
て
以
後
、
高
級
紳
士

服
の
店
と
し
て
「
英
國
屋
」
あ
り
の
評
価
が
定
ま

る
の
で
す
。
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10、火事で知ったマスコミの威力

火災で類焼後再会を喜ぶ（昭和27年11月）

火事の後再開した翌年、銀座4丁目店店頭（昭和28年正月）
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Ｉ
中昭

和
魂
年
２
月
１
日
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
放
送
開
始

３
月
５
日
ス
タ
ー

リ
ン
死
去
、
株
が
大
暴
落

昭
日
中
国

か
ら
の
引
揚
船
『
興
安
丸
』

舞
鶴
入
港

７
月
”
日
朝
鮮

休
戦
協
定
調
印

Ⅲ
月
妬
日
東
京

で
開
催
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

デ
ィ
オ
ー
ル
の
シ
ョ
ー
で
旋

風

岨
月
東
京
の
青

山
で
初
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
誕
生

・
八
頭
身
美
人

丸
、
唾
ｐ
列【Ⅱ

昭
和
二
十
八
年
二
月
、
銀
座
四
丁
目
店
は
超
ス

ピ
ー
ド
で
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
火
事
で
類
焼

し
た
翌
年
の
こ
と
で
す
。

時
あ
た
か
も
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
り
、
家
庭
電

化
時
代
を
迎
え
て
、
神
武
以
来
の
好
景
気
が
や
っ

て
参
り
ま
し
た
。

敗
戦
の
痛
手
か
ら
見
事
に
立
ち
直
っ
た
束
皐
は
、

今
や
日
本
の
中
枢
と
な
る
大
都
会
に
変
身
を
遂
げ

て
い
ま
し
た
。

豪
鋤

神
武
景
気
を
反
映
し
て
、
洋
服
も
よ
く
売
れ
ま

三
店
舗
で
英
國
屋
の
地
固
め
図
る

霧挙藤 繊 藩 馨 一
＆

韻

ト繊琴繰垂審饗，,鐸馨蓉鍾輯 ■

四
丁
目
、
六
丁
目
、
渋
谷
東
急
店
が
競
い
な
が
ら

昭和29年、銀座四丁目店で

し
た
。
デ
ィ
オ
ー
ル
旋
風
の
お
陰
で
、
男
性
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
も
盛
ん
に
開
か
れ
て
、
一
般

の
人
達
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
た
か
ら
で
し
た
。

し
か
し
、
銀
座
四
丁
目
に
比
べ
て
、
有
楽
町
店

の
業
績
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
を
処

分
し
て
銀
座
六
丁
目
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
面
白
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

四
丁
目
店
と
六
丁
目
店
と
は
同
じ
銀
座
で
、
し
か

も
近
く
で
あ
り
な
が
ら
、
客
層
が
全
然
違
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

四
丁
目
店
は
地
方
の
お
客
が
多
く
、
歌
舞
伎
見

物
の
帰
り
に
、
あ
る
い
は
上
京
の
序
に
洋
服
を
作

る
人
で
、
店
に
居
る
時
間
も
短
い
の
で
す
が
、
六

丁
目
店
の
方
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
の
優
れ
た

お
客
が
多
く
、
店
で
時
間
を
潰
し
て
銀
座
で
飲
む

と
い
う
パ
タ
ー
ン
な
の
で
、
店
に
居
る
時
間
が
長

く
な
る
の
で
す
。
従
っ
て
、
店
の
従
業
員
も
、
靴

※
塑
神
武
景
気

「
も
は
や
戦
後
で
は

な
い
」
輸
出
ブ
ー

ム
と
豊
作
で
Ｇ
Ｎ
Ｐ

（
国
民
総
生
産
）
の

高
度
成
長
期
、
昭
和

加
年
の
数
量
景
気
か

ら
訓
ｌ
鋤
年
と
つ
づ

く
有
史
い
ら
い
の
好

景
気
に
、
マ
ス
コ
ミ

は
〃
神
武
景
気
〃
と

伝
え
た
。
し
か
し
政

府
は
国
際
収
支
改
善

緊
急
対
策
を
発
表
、

緊
縮
政
策
を
打
ち
出

し
、
間
も
な
く
、
な

べ
底
不
況
か
ら
銅
Ｉ

郡
年
の
岩
戸
景
気
時

代
を
迎
え
る
。
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11，三店舗で英國屋の地固め図る

の
先
ま
で
ピ
カ
ピ
カ
光
ら
せ
て
、
セ
ン
ス
を
競
い

合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
々
の
店
長
が
道
で
出
会
っ
た
り
す
る
と
、
今

日
は
こ
れ
だ
け
と
、
お
互
い
の
指
の
数
を
示
し
て
、

そ
の
日
の
売
り
上
げ
を
誇
示
し
て
み
せ
る
の
で
す
。

そ
う
や
っ
て
、
互
い
の
店
を
競
合
さ
せ
る
こ
と

で
売
り
上
げ
を
増
や
し
て
い
く
方
法
を
と
っ
た
の

で
す
。昭

和
三
十
一
年
の
暮
れ
に
は
、
渋
谷
東
急
店
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
東
横
線
沿
線
の

上
客
を
あ
て
こ
ん
だ
の
で
す
が
、
店
の
ス
ペ
ー
ス

､蕊:

斑

が
狭
い
上
に
、
立
地
条
件
が
悪
か
っ
た
の
か
、
仲
々

お
客
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
展
示
会
を
開
い
た
り
、
営
業
に
励

ん
だ
結
果
、
四
年
程
で
よ
う
や
く
安
定
し
て
き
ま

し
た
。小

林
は
、
ど
の
店
も
高
級
注
文
服
店
ら
し
い
雰

姦
泌

囲
気
を
作
る
た
め
の
Ｃ
Ｉ
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

マ
ホ
ガ
ニ
ー
を
基
調
に
し
た
格
調
の
高
い
店
構

え
、
黒
地
に
金
文
字
の
看
板
、
千
鳥
格
子
に
モ
デ

ル
シ
ッ
プ
を
浮
か
べ
た
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
包
装
紙
、

澱
溌錘＃

3年目を迎えた銀座四丁目店一本格派の

高級注文紳士服店として着実な歩みをみ

せ、顧客も質の高い各界人により支持さ

れてきた

※
羽
Ｃ
ｌ

新
し
い
経
営
戦
略
と

し
て
昭
和
㈹
年
ご
ろ

か
ら
台
頭
し
て
き
た
。

企
業
の
自
己
認
識
、

自
己
紹
介
の
こ
と
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
は

マ
イ
ン
ド
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
（
Ｍ
１
）
、

ビ
ジ
ァ
ル
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｉ
）
、

ビ
ヘ
イ
ビ
ア
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
令
回
丁
１
）

に
普
通
分
け
ら
れ
て

い
る
。
Ｐ
Ｒ
戦
略
で

の
展
開
が
多
い
。
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バ
リ
・
モ
ー
ド
に
た
め
息

デ
ィ
オ
ー
ル
の
新
作
シ
ョ
ウ

（
昭
和
羽
年
Ⅷ
月
）

洋
服
の
内
側
に
縫
い
つ
け
る
ネ
ー
ム
な
ど
、
す
べ

て
小
林
の
考
案
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

英
國
屋
商
法
は
一
口
で
い
う
と
「
先
取
り
精
神
」

で
す
。
高
級
品
を
取
り
扱
う
か
ら
に
は
、
客
に
も

従
業
員
に
も
ハ
イ
セ
ン
ス
な
ム
ー
ド
を
与
え
る
こ

と
が
必
要
で
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
常
に
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
煙
草
を
置
き
、
納
品
す
る
に
も

オ
ー
ス
チ
ン
や
ヒ
ル
マ
ン
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

｜
切
値
引
き
せ
ず
、
定
価
通
り
に
高
級
品
を
完

る
と
い
う
姿
勢
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
ビ
キ
ュ
ー

ナ
地
が
初
め
て
輸
入
さ
れ
た
時
も
い
か
ん
な
く
発

培燕

（
昭
和
二
十
八
年
、
映
画
「
雨
に
唄
え
ば
」

が
全
国
一
せ
い
に
封
切
ら
れ
た
。

英
國
屋
は
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
し

高
級
洋
服
の
イ
メ
ー
ジ
を
訴
え
た
。
）

…！

他
の
同
業
者
の
店
で
は
、
一
昔
分
二
・
五
メ
ー

ト
ル
し
か
と
ら
ず
に
生
地
の
節
約
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
英
國
屋
は
最
初
か
ら
、
一
着
分
二
・
九
メ
ー

ト
ル
に
切
り
、
全
部
柄
を
違
え
て
仕
入
れ
ま
し
た
。

仕
入
れ
は
相
変
わ
ら
ず
、
小
林
と
畑
沢
の
コ
ン

ビ
で
神
田
の
ラ
シ
ャ
街
を
歩
き
回
っ
て
行
い
ま
し

た
。
苦
労
し
て
仕
入
れ
て
く
る
の
で
、
小
林
の
頭

に
は
す
べ
て
の
値
段
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

従
業
員
が
値
を
つ
け
ま
ち
が
え
る
と
、
即
座
に

間
違
い
を
指
摘
で
き
る
く
ら
い
、
仕
入
れ
の
時
に

既
に
売
り
値
が
し
っ
か
り
と
頭
の
中
で
計
算
さ
れ

て
い
た
の
で
す
。

高
級
品
で
も
、
品
数
の
多
さ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

の
豊
か
さ
が
、
英
國
屋
を
魅
力
あ
る
店
に
し
ま
し
た
。

揮
さ
れ
ま
し
た
。
ビ
キ
ュ
ー
ナ
地
は
、
な
に
し
ろ

繊
維
の
宝
石
と
い
わ
れ
る
超
ぜ
い
た
く
品
で
、
仕

立
て
上
が
り
が
二
十
八
万
円
（
現
在
四
五
○
万
～

四
八
○
万
）
も
す
る
の
で
す
。
大
卒
の
初
任
給
が

一
万
二
千
円
程
で
し
た
か
ら
、
月
給
二
十
三
カ
月

分
に
相
当
し
ま
す
。
そ
ん
な
高
価
な
も
の
で
も
、

そ
の
年
の
内
に
、
六
丁
目
店
で
は
二
着
も
売
っ
た

の
で
す
。
さ
ぞ
か
し
、
そ
の
洋
服
を
身
に
着
け
た

お
客
は
満
足
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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11、三店舗で英國屋の地固め図る

鐸謬…蕊§鏑

世
の
中
は
ナ
ベ
底
不
況
が
は
じ
ま
っ
て
、
若
者

豪
飢

の
間
に
は
ジ
ー
パ
ン
が
流
行
し
て
い
ま
し
た
が
、

英
國
屋
に
は
好
不
況
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
人
一
人
の
客
を
大
事
に
し
て
、
し
っ
か
り
し

た
技
術
を
持
っ
て
信
用
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
つ

と
め
て
い
け
ば
、
客
も
増
え
て
い
く
か
ら
で
す
。

小
林
は
従
業
員
の
待
遇
に
も
心
を
這
い
ま
し
た
。

中
野
に
従
業
員
の
寮
が
あ
り
、
野
球
部
を
作
り
た

い
と
い
う
要
望
が
出
た
時
、
ボ
ン
と
五
万
円
を
出

し
て
１
’
一
ホ
ー
ム
を
作
り
、
小
林
の
自
宅
近
く
の

※
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
「
利
は
元
に
あ
り
」
、
販
売
に
つ
い
て
は
競
争
原
理
を
取
り
入
れ
て
、
発
展

の
基
礎
作
り
を
…
…
。

型I

都
営
球
場
を
徹
夜
で
並
ん
で
、
借
り
る
権
莉
を
と
っ

て
や
っ
た
り
、
パ
ン
を
差
し
入
れ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
皆
で
野
球
を
楽

し
ん
だ
も
の
で
し
た
。

「
背
広
は
紳
士
の
鎧
で
す
」
・
そ
の
鎧
を
作
っ
て

い
る
と
い
う
小
林
の
自
負
は
、
徹
密
に
計
算
さ
れ

た
経
営
方
針
に
裏
づ
け
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
し

の
ぎ
を
削
る
よ
う
に
競
争
さ
せ
な
が
ら
も
、
従
業

員
の
心
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
い
ま
す
。

※
餌
ジ
ー
パ
ン

丈
夫
な
、
あ
や
織
り

綿
布
で
作
ら
れ
た
ジ
ィ

ー
ン
ズ
パ
ン
ッ
を
略

し
て
い
う
。
プ
ル
ー

デ
’
一
ム
と
も
い
わ
れ

る
。
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１
３
１
９
＄

ー

1

＃
か
脇

訊
聯
郷
の

例

そ
れ
と
い
う

歴
史
に
詳
し
く
↑

伽

一一垂

る
と
信
ず
る
小
林
は
、
昭
和

二
十
四
年
に
堀
之
内
が
入
社

・
・
へ
挫
爆
》
す
る
椎
砺
彼
に
、
会
社
の
た

の

め
に
社
訓
を
作
っ
て
欲
し
い

と
頼
み
ま
し
た
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
堀
之
内
に
は
学
が
あ
り
、

歴
史
に
詳
し
く
、
格
言
や
諺
に
精
通
し
て
い
た
か

英
國
屋
の
社
訓
、
三
本
柱
で
き
る

盛 上磯

新
し
い
前
進
へ
の
誓
い
を
三
つ
の
言
葉
で

「
客
の
た
め
を
思
っ
て
仕
事

を
し
な
さ
い
。
こ
れ
が
結
果

的
に
は
自
分
の
た
め
に
な
る
」

「
自
分
の
客
を
持
ち
な
さ
い
。

君
に
頼
め
ば
安
心
だ
、
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
」

小
林
が
よ
く
口
に
す
る
言

葉
で
す
。

専
門
店
と
し
て
、
最
も
重

要
な
こ
と
は
社
員
教
育
で
あ

る
と
信
ず
る
小
林
は
、
昭
和

ら
で
し
た
。
更
に
、
崇
の
厳
し
い
家
庭
に
育
っ
た

体
験
も
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。

新
し
い
前
進
を
願
う
な
ら
、
是
非
こ
の
三
つ
を

実
行
し
て
欲
し
い
と
い
う
切
な
る
想
い
を
こ
め
て
、

堀
之
内
が
発
案
し
た
社
訓
は
次
の
通
り
で
す
。

新
し
い
前
進
へ
の
誓
い

一
、
人
格
の
向
上

・
注
文
紳
士
服
を
作
る
お
客
は
総
じ
て
社
会
的

地
位
が
高
く
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
厳
し
い
眼
を

も
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
従
業
員
自
ら
の
人
格
を

高
め
て
、
そ
れ
か
ら
お
客
に
接
す
る
と
い
う
基
本

的
な
心
得
を
忘
れ
て
は
、
店
の
発
展
も
前
進
も
の

ぞ
め
ま
せ
ん
。

二
、
生
産
性
の
確
立

・
商
（
営
業
）
と
工
（
縫
製
）
は
車
の
両
輪
で

す
。
直
接
的
な
生
産
の
確
立
は
工
の
面
を
指
し
て

は
い
ま
す
が
、
も
っ
と
広
い
意
味
も
含
ん
で
い
ま

※
羽
社
訓

経
営
理
念
に
包
括
さ

れ
る
企
業
ポ
リ
シ
ー

の
ひ
と
つ
。
昭
和
釦

年
代
頃
か
ら
各
企
業

が
打
ち
出
す
よ
う
に

な
っ
た
。
社
訓
と
同

様
な
も
の
に
、
社
日
項

行
動
指
針
、
モ
ッ
ト

ー
、
わ
が
社
の
誓
い
、

使
命
感
、
仕
事
訓
な

ど
が
あ
る
。
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12、英國屋の社訂||、三本柱できる

す
。
例
え
ば
、
事
務
の
能
率
を
あ
げ
る
こ
と
、
一

人
一
人
の
仕
事
の
効
率
を
高
め
る
こ
と
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

三
、
記
録
の
更
新

・
記
録
の
更
新
と
言
う
と
、
売
り
上
げ
金
額
や
、

利
益
、
注
文
着
数
な
ど
を
考
え
が
ち
で
す
。
勿
論
、

こ
う
し
た
記
録
の
更
新
も
大
切
で
す
が
、
こ
こ
に

掲
げ
る
意
味
は
も
っ
と
広
い
も
の
で
す
。
即
ち
、

自
ら
立
て
た
あ
ら
ゆ
る
目
標
を
達
成
さ
せ
、
更
に

新
た
な
目
標
を
定
め
て
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
、

と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
記
録
の
更
新
な
の

で
す
。こ

れ
ら
の
三
つ
の
誓
い
は
、
以
来
ず
っ
と
、
英

社内教育風景

國
屋
の
社
訓
と
し
て
、
連
綿
と
続
く
の
で
あ
り
ま
す
。

仕
事
を
通
じ
て
の
人
格
の
向
上
、
生
産
性
の
増

大
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
、
記
録
に
挑
戦
す
る
活
力
、

こ
れ
ら
が
経
営
の
指
針
と
し
て
、
常
に
社
員
に
要

求
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
小
林
の
経
営
者
と
し
て

の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
社
訓
を
踏
ま
え
て
、
社
員
教
育
を
徹
底
さ

せ
た
こ
と
が
、
そ
れ
か
ら
の
英
國
屋
の
一
大
特
色

と
な
る
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
が
分
担
し
て
、
行
儀
作
法
か

ら
お
客
と
の
接
し
方
を
、
先
輩
た
ち
の
経
験
を
通

し
て
新
人
た
ち
に
教
え
る
こ
と
で
、
人
格
の
向
上

を
は
か
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
基
本
に
な
い
と
、

お
客
の
信
頼
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
世
の
中
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、

ニ
ュ
ー
ス
を
知
ら
な
く
て
は
、
話
題
が
な
く
な
っ

て
、
お
客
と
の
対
応
も
満
足
に
出
来
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

商
品
知
識
は
無
論
必
要
で
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
お

客
の
一
一
－
ズ
に
合
っ
た
話
題
が
提
供
で
き
な
い
よ

う
で
は
、
一
人
前
の
従
業
員
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
従
業
員
の
教
育
は
、
目
に
見
え
て
成

果
を
あ
げ
、
店
の
風
格
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。
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丸
が
死
の
灰
を
浴
び
て
焼
津

港
に
入
港

４
月
第
一
回
大

銀
座
祭
り
、
モ
ー
ド
コ
ン
テ

ス
ト

５
月
陥
日
日
本

各
地
の
雨
か
ら
放
射
能
を
検

出
、
野
菜
が
心
配
と
な
る

６
月
９
日
自
衛

隊
発
足

９
月
泌
日
青
函

連
絡
船
『
洞
爺
丸
」
台
風
賜

号
で
沈
没
１
１
８
３
人
死
亡

・
銀
座
８
丁
目
に
『
銀
座
柳

の
碑
』
建
設Ⅱ

月
銀
座
百
店

会
創
立

昭
和
調
年
３
月
１
日
福
龍

も
ら
し
ま
し
た
。

「
い
ま
、
お
店
に
入
っ
て
き
た
ら
、
従
業
員
の
方

た
ち
の
氣
配
り
や
対
応
が
す
ば
ら
し
く
良
い
の
で
、

実
に
感
心
し
ま
し
た
。
ど
う
い
う
教
育
を
な
さ
っ

て
い
る
の
で
す
か
」

そ
れ
に
対
し
て
、
小
林
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。

「
専
門
店
と
い
う
の
は
、
た
だ
愛
想
が
い
い
と
い

う
表
面
の
こ
と
よ
り
も
、
商
品
そ
の
他
の
専
門
知

識
を
身
に
つ
け
て
、
お
客
様
ひ
と
り
一
人
の
一
一
－

ズ
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
し
、
常
に
お
客
様
の
身
に
な
っ
て
、

ど
う
す
れ
ば
ご
満
足
頂
け
る
か
を
考
え
て
行
動
出

来
な
い
と
い
け
な
い
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

ま
ず
、
基
本
を
み
っ
ち
り
教
え
込
む
こ
と
を
し
て

お
り
ま
す
」

基
本
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
具
体
的
な
方
法
は
、

新
人
教
育
に
そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
の
一
年
間
は
、
先
輩
、
後
輩
の
立
場
を
わ

※
洋
服
を
売
る
前
に
人
を
売
る
。
人
格
向
上
が
社
訓
の
一
番
に
。
生
産
性
の
確
立
、
記
録
の
更
新
も
、

非
常
に
広
い
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。

店
を
訪
れ
た
お
客
の
一
人
が
、
こ
ん
な
感
想
を
き
ま
え
さ
せ
る
た
め
に
、
徹
底
的
に
下
働
き
を
さ

せ
る
の
で
す
。
と
に
か
く
、
店
の
掃
除
と
納
品
の

仕
事
し
か
さ
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
店
の
先
輩
達
の
手

足
と
な
っ
て
下
働
き
を
す
る
こ
と
で
、
自
然
に
そ

の
店
の
雰
囲
気
が
分
か
り
、
仕
事
の
内
容
も
お
客

へ
の
対
応
の
仕
方
も
、
先
輩
の
動
き
で
察
知
で
き

る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
期
間
に
、
一
生
懸
命
努
力
す
る
か
ど
う
か

で
英
國
屋
の
従
業
員
と
し
て
の
値
打
ち
が
き
ま
り

ま
す
。し

か
し
、
こ
う
し
た
修
業
を
課
す
だ
け
で
は
、

従
業
員
は
つ
い
て
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
経
営
者
で

あ
る
小
林
自
身
、
若
い
人
た
ち
の
考
え
方
、
’
－
－

ズ
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
、
従
業
員
と
の
対
話

を
積
極
的
に
行
い
、
良
く
面
倒
を
見
て
や
る
こ
と

で
、
人
の
和
を
は
か
る
努
力
を
欠
か
さ
な
い
か
ら
、

従
業
員
が
素
直
に
店
の
方
針
に
つ
い
て
く
る
の
で

す
。
そ
れ
で
こ
そ
、
三
つ
の
誓
い
が
生
き
続
け
て

い
く
の
で
す
。
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↓昭
和
帥
年
４
月
銀
座
二
丁

目
に
『
銀
座
発
祥
の
地
』
建

碑

５
月
５
日
第
一

回
東
京
国
際
見
本
市

ｕ
日
宇
高

連
絡
船
『
紫
雲
丸
』
遭
難
、

１
６
８
人
死
亡

７
月
石
原
慎
太

郎
「
太
陽
の
季
節
』
発
表

８
月
７
日
初
の

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
発

圭
元

Ⅱ
月
喝
日
自
由

民
主
党
結
成
、
前
月
の
社
会

党
合
同
に
続
き
保
守
合
同
成

る

岨
月
”
日
平
均

寿
命
男
“
、
女
銘
と
厚
生
省

発
表

「
水
」
と
「
油
」
の
堀
之
内
と
小
林
は
、
考
え
方

の
相
違
で
よ
く
衝
突
し
ま
し
た
。

だ
が
、
小
林
の
性
格
は
問
題
を
何
日
も
持
ち
越

さ
な
い
、
即
断
即
決
型
で
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
た
し
、

堀
之
内
の
「
二
足
の
ワ
ラ
ジ
は
履
か
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
信
じ
て
い
ま
し
た
。
堀
之
内
は
堀
之

内
で
、
小
林
の
新
し
い
商
人
と
し
て
の
魅
力
に
ひ

か
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
衝
突
は
繰
り
返
し
て
も

大
事
に
至
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

堀
之
内
は
、
昭
和
五
十
年
ま
で
英
國
屋
の
専
務

を
つ
と
め
、
九
十
歳
も
の
高
齢
ま
で
、
監
査
役
と

し
て
、
英
國
屋
の
経
営
に
睨
み
を
き
か
し
、
入
社

の
時
の
決
意
通
り
、
生
涯
を
英
國
屋
に
捧
げ
て
い

ま
す
。
小
林
も
全
面
的
に
堀
之
内
を
信
頼
し
、
あ

る
時
期
か
ら
は
会
社
の
実
印
ま
で
預
け
て
い
ま
す
。

堀
之
内
は
、
人
を
殺
す
の
は
易
し
い
が
、
人
を

生
か
し
て
使
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
て
、

人
づ
く
り
こ
そ
経
営
の
根
幹
を
成
す

〃
大
き
く
な
れ
ば
潰
れ
る
″
の
ジ
ン
ク
ス
崩
す

「
人
づ
く
り
こ
そ
が
経
営
の
根
幹
を
な
す
」
を
信

条
と
し
て
い
ま
し
た
。

「
ミ
ス
を
犯
し
た
時
は
、
自
分
だ
け
で
背
負
い
こ

む
な
」
「
明
日
の
糧
に
し
て
前
へ
進
め
」
と
、
口

癖
の
よ
う
に
従
業
員
に
教
え
、
他
人
の
辞
表
を
ポ

ケ
ッ
ト
に
し
ま
い
、
日
を
変
え
て
、
気
長
に
説
得

に
つ
と
め
て
、
敗
者
復
活
の
チ
ャ
ン
ス
を
必
ず
与

え
ま
し
た
。

英
國
屋
発
足
当
初
、
堀
之
内
は
買
上
げ
の
お
客

一
人
一
人
に
毛
筆
で
礼
状
を
出
し
ま
し
た
。
個
人

的
な
つ
な
が
り
が
大
切
な
注
文
紳
士
服
店
に
と
っ

て
は
、
業
績
を
上
げ
る
陰
の
力
と
な
っ
た
こ
と
は

申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
当
時
は
四
丁
目
店
と
六
丁
目
店
の
店
長

の
自
宅
で
勉
強
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
堀

※
羽

之
内
は
こ
の
折
に
も
毛
筆
で
書
い
た
、
「
水
魚
の

※
釦

交
わ
り
」
と
か
、
「
水
滴
石
を
も
穿
っ
」
と
い
つ

※
羽
水
魚
の
交
わ

り八
「
魚
心
あ
れ
ば
水

心
」
と
同
じ
ｖ
相
手

が
好
意
を
示
せ
ば
、

こ
ち
ら
も
好
意
を
示

す
用
意
が
あ
る
こ
と

の
た
と
え
。
先
方
の

出
よ
う
し
だ
い
で
こ

ち
ら
の
態
度
も
決
ま

る
。※

釦
水
滴
石
を
も

壷
牙
つ

水
滴
り
て
石
を
穿
つ

と
い
う
。
一
日
一
銭
、

千
日
一
千
、
縄
鋸
木

を
断
ち
、
水
滴
石
を

穿
つ
。
「
縄
鋸
」
は
、

な
わ
の
の
こ
ぎ
り
。
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た
諺
の
額
を
持
参
し
、
人
間
形
成
に
役
立
て
よ
う

と
つ
と
め
ま
し
た
。

小
林
が
堀
之
内
を
信
用
し
、
堀
之
内
は
従
業
員

を
信
用
し
ま
し
た
。
人
間
、
他
人
か
ら
信
用
さ
れ

る
と
悪
い
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

巷
で
は
、
「
洋
服
屋
と
オ
デ
キ
は
大
き
く
な
れ

ば
潰
れ
る
」
と
、
暗
に
英
國
屋
の
隆
盛
を
や
つ
か

む
陰
口
が
叩
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の

も
、
商
売
と
い
う
の
は
、
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
内
部
で
不
正
を
働
い
た
り
、
お
客
を
つ
か
ん

■P…F 1 唾

曹驚
⑪F

ー

鮭

昭和51年の入社式

で
独
立
す
る
ケ
ー
ス
が
後
を
立
た
な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
英
國
屋
は
そ
の
ジ
ン
ク
ス
を
見
事
に

ひ
っ
く
り
返
し
た
の
で
す
。

従
業
員
を
信
用
し
、
そ
の
処
遇
に
は
、
人
間
尊

重
の
精
神
を
活
か
し
て
当
た
っ
た
の
で
、
不
正
を

働
く
者
な
ど
一
人
と
し
て
居
り
ま
せ
ん
。

店
長
に
は
、
「
銀
行
の
支
店
長
と
同
じ
給
料
を

取
る
の
で
な
く
、
取
れ
る
よ
う
に
せ
よ
」
と
ハ
ッ

パ
を
か
け
、
働
け
る
ま
で
働
く
と
こ
ろ
に
人
間
の

価
値
が
あ
り
、
肉
体
年
齢
に
は
制
限
が
な
い
、
と

説
き
、
従
業
員
に
は
、
「
英
國
屋
に
就
職
し
た
か

ら
に
は
、
カ
ス
タ
ム
テ
ー
ラ
ー
の
プ
ロ
に
な
れ
」

「
お
客
様
か
ら
愛
さ
れ
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
れ
」

と
要
求
し
、
そ
の
た
め
に
は
給
料
の
面
で
優
遇
し
、

病
気
で
休
ん
だ
り
す
る
と
、
と
こ
と
ん
面
倒
を
見

て
や
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
、
銀
座
で
は
ま
だ
珍
し
い
大
学

卒
を
、
積
極
的
に
採
用
し
た
の
も
、
堀
之
内
の
進

言
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
。
こ
の
方
針
が
、

今
日
の
英
國
屋
を
大
な
ら
し
め
る
要
素
と
な
り
ま

し
た
。大

学
卒
と
い
え
ど
も
新
入
社
員
教
育
に
容
赦
は

あ
り
ま
せ
ん
。
｜
年
目
は
店
の
掃
除
専
門
で
、
と
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に
か
く
人
の
嫌
が
る
こ
と
を
み
っ
ち
り
や
ら
せ
ま

す
。
二
年
目
は
先
輩
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、

商
品
の
整
理
、
納
品
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
商

売
の
イ
ロ
ハ
を
徐
々
に
覚
え
て
い
か
せ
る
の
で
す
。

三
年
目
に
な
っ
て
、
後
輩
が
つ
く
頃
に
、
よ
う
や

く
仕
事
の
第
一
線
に
立
た
せ
る
の
で
す
が
、
同
時

に
後
輩
の
指
導
も
さ
せ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。

入
社
三
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
お
客
と
接
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
初
め
て
お
客
の
寸
法
を

昭和52年の入社式

と
る
時
は
、
誰
も
が
緊
張
で
、
手
が
ぶ
る
ぶ
る
震

え
る
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
辿
り
な
が
ら
、
だ
ん
だ

ん
商
売
の
楽
し
さ
が
分
か
っ
て
く
る
の
で
す
が
、

商
売
が
楽
し
く
な
け
れ
ば
、
立
派
な
プ
ロ
の
営
業

マ
ン
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
先
輩
と
後
輩
の
絆
を
強
め
、

お
互
い
の
立
場
を
わ
き
ま
え
な
が
ら
、
店
へ
の
愛

着
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
店
同
士
が
営
業
成
績
を
競

い
合
う
と
い
う
、
相
乗
効
果
も
生
ま
れ
て
く
る
の

で
す
。士

族
の
血
を
ひ
き
、
お
よ
そ
商
人
の
地
位
と
は

か
け
離
れ
た
世
界
し
か
知
ら
な
か
っ
た
堀
之
内
が
、

一
八
○
度
の
転
換
を
し
て
、
最
も
う
と
ん
じ
て
い

た
商
売
の
中
に
と
び
こ
ん
だ
い
き
さ
つ
は
、
既
に

前
述
し
て
あ
る
の
で
省
き
ま
す
が
、
や
は
り
小
林

が
彼
の
人
と
な
り
を
見
込
ん
だ
だ
け
あ
っ
て
、
英

國
屋
商
法
の
大
切
な
根
幹
を
な
す
、
「
従
業
員
の

人
格
の
向
上
」
、
つ
ま
り
は
、
「
人
づ
く
り
」
に
彼

の
果
た
し
た
役
割
は
偉
大
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

即
ち
、
堀
之
内
に
は
人
間
尊
重
の
精
神
が
あ
り
、

そ
の
根
底
に
は
、
他
人
の
ミ
ス
を
責
め
ず
、
次
へ
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↓

｜
の
前
進
に
変
え
さ
せ
る
深
い
人
間
愛
が
あ
っ
た
の
で
す
。

畑
沢
徳
七
は
大
正
元
年
の
生
ま
れ
で
、
小
林
と

は
同
年
齢
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
の
初
期
の
頃
に
、

神
田
須
田
町
に
あ
る
大
瀧
兼
蔵
商
店
と
い
う
ラ
シ
ャ

屋
に
つ
と
め
て
い
た
時
、
小
林
と
出
会
い
ま
し
た
。

ラ
シ
ャ
の
販
売
の
仕
事
で
小
林
が
ソ
ウ
ル
に
行
っ

て
い
る
間
は
、
畑
沢
は
東
京
に
居
り
、
小
林
が
東

京
に
居
る
時
は
、
畑
沢
が
ソ
ウ
ル
へ
行
っ
て
い
て
、

商
売
の
片
腕
・
畑
沢
徳
七
を
得
る

※
人
を
殺
す
の
は
易
し
い
が
、
生
か
し
て
使
う
の
は
難
し
い
。
ミ
ス
を
犯
し
て
も
、
敗
者
復
活
の
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
。

「
利
は
元
に
あ
り
」
の
実
践
人

畑沢徳七

す
れ
違
い
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
何
故
か
気

が
合
う
の
で
し
た
。

当
時
の
服
地
問
屋
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
洋

服
地
は
ほ
と
ん
ど
が
英
国
品
で
値
段
が
高
く
、
か

な
り
の
資
本
が
な
い
と
自
分
で
商
売
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
し
た
。
独
立
心
旺
盛
な
小
林
は
、
同
じ

服
地
を
扱
う
に
し
て
も
、
技
術
が
あ
り
さ
え
す
れ

ば
独
立
可
能
な
注
文
洋
服
商
へ
転
職
す
る
こ
と
に

決
め
て
、
昭
和
卜
年
に
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
に
入
り

ま
し
た
が
、
畑
沢
の
方
は
相
変
わ
ら
ず
大
瀧
兼
蔵

商
店
で
仕
事
を
し
て
お
り
、
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
へ

の
服
地
を
納
入
し
て
い
た
の
で
、
小
林
と
顔
を
合

わ
せ
る
機
会
は
い
く
ら
も
あ
り
ま
し
た
。
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14、商売の片腕・畑沢徳七を得る

戦
時
中
は
満
蒙
毛
織
に
籍
を
置
き
、
毛
織
物
の

販
売
に
従
事
し
て
い
た
畑
沢
は
、
長
年
の
経
験
か

ら
ラ
シ
ャ
に
関
す
る
知
識
に
抜
き
出
て
い
ま
し
た
。

戦
後
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
畑
沢
は
、
郷

里
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
三

年
、
小
林
の
姉
が
経
営
す
る
、
銀
座
四
丁
目
の

「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
と
い
う
喫
茶
店
で
、
小
林
と

再
会
し
た
の
で
す
。

そ
の
席
上
で
、
神
田
時
代
の
人
も
い
る
か
ら
、

私
の
店
に
来
て
く
れ
な
い
か
と
小
林
に
請
わ
れ
て
、

即
座
に
入
社
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

当
時
は
「
銀
座
ハ
ッ
ト
」
の
店
が
軌
道
に
乗
っ

て
来
た
頃
で
、
営
業
で
活
躍
す
る
足
立
（
現
専
務
）

と
共
に
畑
沢
は
入
社
と
同
時
に
、
経
理
、
仕
入
、

販
売
の
一
人
三
役
を
引
き
受
け
て
、
多
忙
な
毎
日

を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
以
後
、
「
銀
座
ハ
ッ
ト
」
か
ら

「
英
國
屋
」
に
変
わ
っ
て
も
ず
っ
と
続
け
ら
れ
ま

し
た
。小

林
と
二
人
で
、
連
日
神
田
の
ラ
シ
ャ
屋
を
歩

き
回
り
、
長
年
培
っ
て
来
た
ラ
シ
ャ
の
知
識
を
発

揮
し
て
、
良
い
品
を
選
別
す
る
と
同
時
に
、
少
し

で
も
安
く
仕
入
れ
る
こ
と
に
努
力
し
ま
し
た
。

銀
座
ハ
ッ
ト
を
経
験
し
た
足
立
暢
男

（
帽
子
の
決
っ
て
い
る
こ
と
。
当
時
の
帽
子
人
口
は

か
な
り
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
九
年
）

「
値
引
き
を
し
な
い
で
商
売
し
て
こ
そ
一
人
前
」

が
彼
の
口
癖
で
あ
り
、
「
金
を
貰
っ
て
は
じ
め
て

商
売
と
な
る
」
を
信
条
に
し
て
い
ま
し
た
。

お
客
に
現
金
で
買
い
上
げ
て
貰
い
、
そ
れ
を
資

金
に
服
地
を
良
い
条
件
で
仕
入
れ
る
。
即
ち
、

「
利
は
元
に
あ
り
」
を
実
践
し
た
人
が
畑
沢
で
し
た
。

要
す
る
に
、
仕
入
れ
、
販
売
に
は
真
剣
勝
負
で

臨
み
、
取
り
引
き
は
き
れ
い
に
、
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
考
え
方
は
小
林
と
一
致
し
て
お
り
、
畑
沢

と
小
林
の
コ
ン
ビ
は
、
ラ
シ
ャ
街
で
は
有
難
い
客

と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
仕
入
れ
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昭
和
訓
年
２
月
東
京
紳
士

服
協
会
が
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
開
催

５
月
旧
日
銀
座

で
工
事
中
に
小
判
な
ど
千
二

百
枚
掘
り
出
す

如
月
灼
日
日
ソ

国
交
回
復

、
月
１
日
大
東

京
祭
５
０
０
年
祭
り

咽
月
旧
日
日
本

が
国
連
に
加
盟
承
認

蛇
年
１
月
鯛
日
南
極

観
測
隊
、
オ
ン
グ
ル
島
に
上

陸
、
昭
和
基
地
と
す
る

７
月
『
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
』
と
経
済
白

聿
亘

７
月
数
奇
屋
橋

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開

店

８
月
妬
日
ソ
連
、

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
大
陸
間
弾
道
弾
）

の
実
験
成
功

。
こ
の
年
底
鍋
不
況
始
ま
る

も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

畑
沢
は
新
入
社
員
の
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
社
員
は
畑
沢
か
ら
、
ラ
シ
ャ
の
識
別
方
法
、

色
や
柄
の
名
称
な
ど
を
徹
底
的
に
教
え
込
ま
れ
ま

し
た
。
紳
士
服
の
出
来
不
出
来
は
、
す
べ
て
服
地

の
良
し
悪
し
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
服
地

の
質
感
を
肌
で
分
か
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、

と
考
え
て
い
ま
し
た
し
、
上
質
の
服
地
を
提
供
し

て
い
る
の
だ
と
い
う
誇
り
を
、
社
員
に
持
っ
て
欲

し
い
と
も
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

お
客
に
説
明
を
求
め
ら
れ
た
時
、
直
ち
に
自
信

を
も
っ
て
、
そ
の
商
品
の
説
明
が
で
き
、
お
客
に

納
得
し
て
貰
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

も
、
畑
沢
の
教
え
は
的
確
で
真
剣
で
し
た
。

小
林
が
念
願
の
注
文
洋
服
店
「
英
國
屋
」
を
開

店
し
て
か
ら
も
、
畑
沢
は
小
林
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
人
で
し
た
。

仕
入
れ
に
か
け
て
は
厳
し
い
人
で
し
た
が
、
入

づ
き
あ
い
も
良
い
人
で
し
た
。

本
持
知
一
現
専
務
の
想
い
出
に
よ
る
と
、
「
英

國
屋
の
人
た
ち
は
、
何
と
酒
の
強
い
人
ば
か
り
な

の
だ
ろ
う
。
当
時
は
銀
座
の
店
は
夜
九
時
ま
で
営

業
し
て
い
た
が
、
店
を
閉
め
る
と
、
必
ず
酒
盛
り

話
で
す
。

奈
剖

昭
和
二
十
九
年
前
後
の
繊
維
業
界
大
不
況
で
も
、

英
國
屋
に
は
さ
し
た
る
影
響
も
な
く
、
着
実
に
顧

客
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
、
東
宗
紳
士
服
協
会
が
メ
ン
ズ
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
。
昭
和
三
十
四
年
、

姦
蛇

皇
太
子
殿
下
御
成
婚
で
岩
戸
景
気
が
始
ま
り
、
世

の
中
の
服
装
へ
の
関
心
は
一
層
高
ま
り
、
流
行
は

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

が
始
ま
る
。
私
は
下
戸
な
の
で
、
一
杯
飲
ん
で
も

顔
が
真
赤
に
な
る
か
ら
、
そ
の
顔
で
帰
途
に
着
く

と
〃
英
國
屋
は
毎
晩
宴
会
を
し
て
い
る
景
気
の
良

い
店
だ
〃
と
評
判
に
な
っ
た
」
と
い
う
く
ら
い
で
、

店
の
人
た
ち
の
和
や
か
な
雰
囲
気
が
良
く
分
か
る

験

》

ざ

〃

罪

悪

課

：
》
熱
鍵
》

社
員
研
修
会
で
モ
デ
ル
に
な
っ
た
小
林

※
訓
繊
維
大
不
況

昭
和
加
年
に
起
き
た

神
武
景
気
は
、
翌
年

高
原
景
気
へ
と
続
い

た
が
、
兜
年
を
迎
え

て
急
に
冷
え
込
み
、

鍋
底
景
気
鍋
底
不

況
へ
と
一
転
し
た
。

蛇
年
後
半
ご
ろ
か
ら
、

各
業
界
は
一
斉
に
不

況
と
な
り
、
特
に
繊

維
業
界
は
戦
後
最
悪

の
不
況
を
迎
え
、
機

業
界
で
は
倒
産
が
あ

い
つ
い
だ
。

※
躯
岩
戸
景
気

昭
和
詔
ｌ
詑
年
の
好

況
は
〃
神
武
景
気
〃

を
上
回
る
と
い
う
の

で
「
岩
戸
景
気
」
と

俗
称
さ
れ
て
い
る
。

設
備
投
資
は
一
段
と

活
発
化
し
、
技
術
革

新
と
消
費
革
命
が
進

展
す
る
な
か
で
、
経

済
成
長
は
新
し
い
国

家
目
的
に
ま
で
高
め

ら
れ
た
。
高
天
原
に

集
う
八
百
万
の
神
々

の
ま
つ
り
が
、
最
後

に
天
の
岩
戸
を
押
し

開
い
た
よ
う
に
、
３

年
が
か
り
の
大
型
好

況
は
、
つ
い
に
過
剰

労
働
力
を
解
消
に
向

か
わ
せ
は
じ
め
た
。

日
本
経
済
の
伝
統
的

基
盤
が
、
こ
こ
に
大

き
く
ゆ
ら
い
だ
わ
け

で
あ
る
。
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15、技術者内海氏を迎え商工分離

↓

弧‘

【間

り
扱
っ
て
、
世
の
流
行
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
の
中
で
畑
沢
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
常
務
と

し
か
し
、
高
級
注
文
紳
士
服
の
店
と
し
て
の
、

一
貫
し
た
経
営
方
針
を
保
持
し
て
き
た
「
英
國
犀
」

は
、
そ
の
名
の
通
り
英
国
製
の
生
地
を
専
門
に
取

技
術
者
内
海
氏
を
迎
え
商
工
分
離

内
海
靖
雄
氏
（
現
エ
イ
ワ
・
ソ
ー
イ
ン
グ
・
プ

ラ
ン
ト
社
長
）
は
、
大
正
五
年
、
東
京
の
日
本
橋

※
「
値
引
き
し
な
い
商
売
が
で
き
て
一
人
前
」
、
「
金
を
貰
っ
て
は
じ
め
て
商
売
」
・
畑
沢
徳
七
の

言
葉
よ
り

繋鑓

「
銀
座
カ
ワ
セ
」
の
人
脈
を
生
か
す

内海靖雄氏

な
り
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
専
務
の
地
位
に
つ
き
、

昭
和
五
十
四
年
に
退
職
す
る
ま
で
、
小
林
の
片
腕

と
な
っ
て
、
英
國
屋
の
発
展
に
全
精
力
を
傾
け
た

の
で
す
。
畑
沢
の
商
売
に
対
す
る
見
識
は
、
今
な

お
英
國
屋
の
商
法
に
生
き
続
け
て
お
り
ま
す
。

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
京
洋
服
学
校
に
入
学
し
、

本
科
二
年
、
高
等
科
二
年
の
四
年
間
で
、
み
っ
ち

り
洋
服
の
裁
断
・
裁
縫
を
習
得
し
、
卒
業
作
品
は

燕
尾
服
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

卒
業
と
同
時
に
東
京
・
本
郷
東
大
赤
門
前
の
小

林
洋
服
店
に
入
社
し
ま
し
た
。
そ
こ
は
一
高
、
東

大
の
制
服
を
縫
っ
て
い
た
店
で
し
た
が
、
技
術
よ
り

も
人
を
使
う
こ
と
を
学
ぶ
つ
も
り
で
入
り
ま
し
た
。
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昭
和
十
一
年
、
学
校
の
先
生
の
紹
介
で
「
銀
座

カ
ワ
セ
」
に
入
社
し
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
着
付
け

を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
職
人
が
二
十
五
人

居
り
、
二
階
が
仕
事
場
で
し
た
。
一
年
先
輩
に
小

林
が
居
り
、
小
林
は
三
階
に
住
み
込
ん
で
い
ま
し

た
。

ラ
シ
ャ
に
つ
い
て
は
知
識
豊
か
な
小
林
も
、
洋

服
の
こ
と
は
ま
る
で
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
暇
さ

え
あ
れ
ば
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク
を
持
っ
て
来
て
、
洋

服
に
関
す
る
こ
と
を
内
海
氏
に
訊
ね
て
い
ま
し
た
。

戦
争
中
、
内
海
氏
は
山
草
子
に
疎
開
し
ま
し
た
が
、

渋谷東急店出店の東急文化特選街の店士会

（名店街のハシリとなった。昭和3,年）

腹
膜
炎
と
肋
膜
炎
を
併
発
し
、
闘
病
生
活
を
し
な

が
ら
も
生
計
を
立
て
る
た
め
に
、
熱
の
な
い
時
は
、

二
重
ま
わ
し
を
普
通
の
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
に
仕
立

て
直
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
田
舎
の
こ
と
で
、

仕
立
て
代
と
い
っ
て
も
米
と
か
魚
で
し
た
が
、
疎

開
者
に
と
っ
て
は
有
難
い
物
で
し
た
。

戦
後
、
昭
和
二
十
四
年
に
東
京
へ
出
て
来
た
内

海
氏
は
、
翌
年
銀
座
で
小
林
と
再
会
し
ま
し
た
。

「
そ
の
内
に
洋
服
屋
を
始
め
ま
す
か
ら
、
そ
の
時

は
よ
ろ
し
く
」
と
挨
拶
し
た
ら
、
小
林
が
二
万
円

の
資
金
と
、
「
パ
リ
ー
洋
装
店
」
の
三
階
を
貸
し

て
く
れ
た
の
で
す
。

毛
織
物
統
制
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
は
「
内
海
洋

服
店
」
は
、
「
英
國
屋
」
の
四
丁
目
店
の
二
階
に

移
っ
て
、
次
第
に
英
國
屋
の
専
属
工
場
と
し
て
発

展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

洋
服
の
技
術
に
つ
い
て
は
知
識
の
な
い
小
林
に

と
っ
て
は
、
内
海
氏
の
存
在
は
正
に
車
の
片
輪
を

得
た
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
か
ね
て
か
ら
理
想
と

す
る
商
工
分
離
が
果
た
せ
た
の
も
、
内
海
氏
が
参

画
し
た
お
陰
で
し
た
。

商
工
分
離
に
よ
っ
て
、
商
に
徹
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
、
英
國
屋
の
繁
栄
を
招
く
こ
と
に
な
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15、技術者内海氏を迎え商工分離

る
の
で
す
。

昭
和
三
十
二
年
に
は
、
株
式
会
社
英
和
と
改
称

し
、
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
従
業
員
は
三
四
○
名
、
年
間
縫
製
能
力

は
一
五
○
○
○
着
、
こ
の
内
一
二
○
○
○
着
が
英

國
屋
の
枠
で
、
残
り
の
三
○
○
○
着
を
自
社
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
即
ち
、
エ
イ
ワ
・
ソ
ー
イ
ン
グ
・

プ
ラ
ン
ト
社
が
縫
製
を
担
当
し
、
株
式
会
社
英
和

が
販
売
を
担
当
し
て
い
る
の
で
す
。

工
場
は
、
埼
玉
の
籠
原
が
ズ
ボ
ン
・
チ
ョ
ッ
キ

専
門
、
北
本
が
上
衣
専
門
と
裁
断
部
門
、
中
野
が

コ
ー
ト
か
ら
モ
ー
ニ
ン
グ
ま
で
何
で
も
こ
な
せ
る

一
人
縫
い
部
門
と
、
修
理
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
、

並
び
に
各
店
か
ら
入
っ
て
来
る
仕
事
を
割
り
振
る

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ミ
シ
ン
、
プ
レ
ス
な
ど
合
理
化
で
き
る
分
野
は
、

新
し
い
機
械
を
ど
ん
ど
ん
採
り
入
れ
て
い
る
が
、

高
級
服
地
は
ア
イ
ロ
ン
を
掛
け
る
と
一
・
五
セ
ン

チ
も
伸
び
、
三
時
間
程
経
つ
と
元
に
戻
る
と
い
う

よ
う
に
、
繊
維
は
生
き
も
の
の
と
い
う
要
素
が
あ

る
の
で
、
一
人
縫
い
の
部
門
で
は
合
理
化
に
も
限

度
が
あ
り
ま
す
。

縫
製
を
う
け
も
っ
て
一
番
の
悩
み
は
、
閑
散
期

寒
認

の
問
題
で
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
は
で
き
る
だ
け
夏
に
休
み
を
と
っ
て
貰
い
、

冬
は
詰
め
て
出
勤
し
て
貰
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
方
が
、
税
金
の
関
係
（
控
除
対
象
）
も
あ
っ

て
、
協
力
を
得
ら
れ
易
い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
英
和
で
は
七
～
八
月
に
縫
製
す
る
と
い

う
場
合
に
限
り
、
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
の
セ
ー

ル
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
従
業
員
す
べ
て
が
セ
ー

ル
ス
マ
ン
に
な
っ
た
つ
も
り
で
注
文
を
と
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

そ
の
お
陰
で
、
閑
散
期
と
い
え
ど
も
、
約
八
千

万
円
の
売
り
上
げ
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
カ
シ
ミ
ヤ
コ
ー
ト
の
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
な

ど
も
縫
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
英
和
の
新
工
場
立
地
条
件
と
し
て
は
、

当
初
、
上
尾
の
駅
か
ら
二
キ
ロ
程
の
所
に
良
い
土

地
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
第
一
勧
業
銀
行
に
調
べ

て
貰
っ
た
と
こ
ろ
、
周
辺
の
主
婦
た
ち
の
平
均
年

齢
が
低
く
て
、
パ
ー
ト
で
働
く
の
は
無
理
と
い
う

こ
と
で
し
た
の
で
、
結
局
、
北
本
に
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
一
戸
建
て
が
多
く
、
主
婦
た
ち
の
平
均
年

齢
が
高
く
、
子
供
か
ら
手
が
離
れ
て
、
パ
ー
ト
に

出
易
い
と
い
う
条
件
が
揃
っ
て
い
た
か
ら
で
し
た
。

※
調
パ
ｉ
ト
タ
イ

マ
ー

自
分
の
受
持
ち
区
分

だ
け
を
、
あ
る
一
定

時
間
だ
け
働
く
人
。

短
時
間
労
働
者
。
人

手
不
足
を
カ
バ
ー
す

る
た
め
と
、
女
性
の

再
雇
用
を
促
進
す
る

た
め
に
昭
和
訓
年
代

か
ら
各
企
業
が
取
り

上
げ
て
い
る
。
パ
ー

ト
と
共
に
ア
ル
バ
イ

ト
も
あ
り
、
本
人
の

希
望
も
考
慮
し
て
、

季
節
、
昼
一
媒
尭
パ
ー

ト
の
活
用
は
増
え
つ

つ
牛
の
ア
（
》
。
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ミ
シ
ン
も
踏
め
な
け
れ
ば
針
一
本
持
て
な
い
小

林
と
、
裁
断
か
ら
縫
製
ま
で
何
で
も
こ
な
す
内
海

氏
と
、
お
互
い
に
営
業
と
製
作
の
両
輪
を
受
け
持

つ
こ
と
で
、
「
英
國
屋
」
は
こ
こ
に
、
確
固
た
る

基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
一
店
舗
一
工
場
の
シ

ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

※
「
商
」
と
「
工
」
は
車
の
両
輪
な
が
ら
、
基
本
的
に
相
容
れ
な
い
も
の
。
分
離
し
、
互
い
に
切
瑳

琢
磨
す
る
。
英
國
屋
の
当
初
の
繁
栄
は
こ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

銀座二丁目店オープニングでテープカットする

ジョン・ピルチャー英国大使

今
後
の
問
題
は
技
術
者
の
確
保
で
す
。
熟
練
者

が
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

既
製
服
工
場
の
よ
う
に
機
械
に
よ
る
合
理
化
に
も

限
度
が
あ
り
ま
す
。
年
間
二
○
○
○
着
縫
製
能
力

を
増
や
す
だ
け
で
も
、
約
一
億
円
の
投
資
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

第1回の展示会（昭和35年）

ジョン・ピルチャー英国大使夫妻が来場の展示会（昭和43年）
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16、展示今ヒット、長蛇の列つづく

↓
F－~ー

＃＝需罵霊青:::鍵……:::…::::::::::::憲:::::窪::蕊篝:＝:憲一: :＝=、

昭
和
三
十
一
年
末
の
渋
谷
東
急
店
出
店
か
ら
昭

和
三
十
九
年
四
月
の
新
宿
紀
伊
國
屋
出
店
ま
で
の

七
年
間
と
い
う
も
の
、
新
た
な
出
店
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

小
林
は
と
に
か
く
格
調
が
高
く
て
品
質
で
評
判

展
示
会
ヒ
ッ
ト
、
長
蛇
の
列
つ
づ
く

店
の
備
品
を
会
場
に
持
ち
込
み
ム
ー
ド
演
出

守肝癖ﾛ ﾏ卍ﾆ墓ユー吋託壁、

第1回展示会を開いた東京会館（当時）

のとれる店さえ造れればいいと思っていたわけで、その夢が実現したからほっとして、事業を大きくする気が薄れてしまいました

し
、
銀
座
と
い
う
土
地
柄
に
居
て
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

ゴ
ル
フ
、
小
唄
と
い
っ
た
遊
び
を
覚
え
て
、
銀
座

の
旦
那
衆
と
の
交
流
に
忙
し
か
っ
た
か
ら
で
し
た
。

一
方
、
東
京
の
有
力
テ
ー
ラ
ー
で
組
織
さ
れ
て

い
る
〃
じ
ゃ
が
い
も
会
〃
に
所
属
し
て
い
て
、
い

ち
早
く
男
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
を
開
催
し

て
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
シ
ョ
ー
に
見
物
客
は
来
る
け
れ
ど
、

直
接
商
売
に
結
び
つ
か
な
い
の
が
、
小
林
に
は
不

満
で
し
た
。

そ
こ
で
、
入
荷
し
た
ば
か
り
の
新
柄
を
一
堂
に

展
示
し
て
即
売
す
る
と
い
う
企
画
を
た
て
、
昭
和

三
十
三
年
に
東
京
会
館
を
借
り
て
、
初
め
て
の
展

示
即
売
会
を
開
い
た
の
で
す
。
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春の新柄内覧会（昭和41年）

ランドール英大使一行が展示会場へ

一
流
の
お
客
が
忙
し
い
時
間
を
割
い
て
会
場
へ

足
を
運
ん
で
く
れ
る
の
だ
か
ら
、
何
か
サ
ー
ビ
ス

を
、
と
考
え
た
の
が
、
東
古
武
云
館
で
の
食
箏
で
し
た
。

展
示
会
で
は
会
館
の
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
で
は
雰
囲

気
が
出
な
い
か
ら
と
い
う
わ
け
で
、
す
べ
て
店
の

重
い
什
器
類
を
会
館
へ
運
び
こ
ん
だ
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
熱
意
と
ア
イ
デ
ア
が
効
を
奏
し
、
食

堂
は
長
蛇
の
列
を
な
す
盛
況
と
な
り
、
東
京
会
館

の
担
当
者
を
び
っ
く
り
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
は
食
事
付
き
で
し
た
が
、
店
の
者

に
は
食
事
を
と
る
暇
も
な
い
多
忙
な
展
示
会
で
も

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
二
回
程
、
展
示
会
は
東
京
会
館
で
行
い

ま
し
た
が
、
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
次
か
ら
は
帝

国
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
入
ら
な
い
応
接
セ
ッ
ト
や

鉢
植
え
な
ど
、
階
段
を
使
っ
て
運
び
上
げ
た
こ
と

は
、
今
で
も
語
り
草
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
ォ
ー
ク
ラ
、
’
一
ユ
ー
オ
ー
タ
ニ
、
赤
坂

プ
リ
ン
ス
な
ど
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
そ
こ
で
も

展
示
会
を
開
き
ま
し
た
。
一
流
ホ
テ
ル
を
使
う
と

い
う
こ
と
は
、
洋
服
と
共
に
話
題
性
を
お
客
に
買
っ

て
貰
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
お
客

の
自
尊
心
を
く
す
ぐ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
ア

イ
デ
ア
は
大
い
に
お
客
に
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

豪
拠

や
が
て
銀
座
名
店
会
が
こ
の
展
示
会
に
加
わ
る

よ
う
に
な
り
、
異
業
種
が
集
ま
る
こ
と
で
一
層
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
の
楽
し
さ
が
増
え
て
、
ま
す
ま
す
人
気

を
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
年
に
平
均
五
回
、
東
京
、
横
浜
、
大
阪

で
行
わ
れ
、
地
方
で
も
独
自
の
展
示
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
秋
冬
シ
ー
ズ
ン
に
先
が
け
て
三
日
間

開
く
東
京
の
展
示
会
で
は
、
四
億
円
も
の
売
り
上

げ
が
あ
り
、
英
國
屋
の
名
物
催
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。

昭
和
三
十
七
年
頃
の
月
給
と
い
え
ば
二
万
円
程

度
で
し
た
が
、
｜
人
三
千
円
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
食

事
を
築
地
の
料
亭
で
食
べ
な
が
ら
、
展
示
会
の
打

ち
合
わ
せ
を
兼
ね
て
、
大
い
に
気
勢
を
あ
げ
た
と

い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

今
で
も
展
示
会
前
に
は
、
各
店
が
予
定
販
売
数

を
持
ち
寄
っ
て
、
入
念
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
そ

の
数
字
を
何
と
か
消
化
す
る
た
め
に
、
事
前
販
促
、

予
約
販
売
、
店
外
販
売
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
講
じ
る
の
で
、
展
示
会
当
日
の
天
候
、
そ

の
他
の
悪
条
件
な
ど
に
あ
ま
り
影
響
さ
れ
ず
に
、

※
弧
銀
座
名
店
会

銀
座
と
し
て
の
店
格
、

品
格
を
有
す
る
二
十

二
店
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
常
に
銀
座
、

業
界
の
指
導
的
立
場

を
自
覚
し
、
向
上
発

展
に
努
力
す
る
等
を

主
旨
と
し
、
年
一
回

の
共
同
催
事
の
ほ
か
、

社
員
研
修
、
オ
ー
ナ
ー

定
例
会
（
異
業
種
の

情
報
交
換
等
）
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
四
年
六
月

に
発
足
。

蕊蕊 虫
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16、展示会ヒット、長蛇の列っづ

展示会場

予
定
の
数
が
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
も
、
従
業
員
た
ち
の
気
勢
を
盛
り
上
げ
る
術
に

長
け
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

当
初
、
秋
冬
物
の
展
示
会
は
九
月
の
第
二
週
目

頃
に
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
小
林
は
八
月

二
十
五
日
頃
の
開
催
を
強
硬
に
主
張
し
ま
し
た
。

こ
の
説
に
は
社
員
の
殆
ど
が
反
対
し
ま
し
た
。
暑

く
て
売
れ
な
い
、
商
品
が
充
分
に
揃
わ
な
い
と
い

う
理
由
か
ら
で
し
た
が
、
小
林
に
は
勝
算
が
あ
り

ま
し
た
。

一
カ
月
早
く
商
品
を
揃
え
て
く
れ
る
よ
う
に
、

問
屋
に
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
生
地
を
生
産
す

る
に
は
、
羊
毛
か
ら
染
色
、
紡
糸
、
織
布
な
ど
幾

つ
も
の
工
程
が
あ
り
、
｜
年
半
以
上
も
か
か
る
の

で
す
。
し
か
も
、
英
國
屋
の
扱
う
商
品
は
す
べ
て

海
外
で
生
産
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
納
期
を
早
め

る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
問
屋
に
す
れ
ば
、
大
手
の
英
國
屋
の

※
シ
ー
ズ
ン
の
先
取
り
、
イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
備
品
持
ち
込
み
、
食
事
付
、
お
客
様
の
メ
リ
ッ

ト
を
考
え
て
大
盛
況
。

頼
み
で
す
か
ら
、
全
面
的
に
協
力
を
約
束
し
ま
し

た
。

一
方
、
お
客
に
対
し
て
は
、
ひ
と
足
早
く
新
柄

を
ま
と
め
て
見
て
貰
え
る
メ
リ
ッ
ト
を
訴
え
、
多

く
の
品
揃
え
の
中
か
ら
一
着
選
ぶ
楽
し
さ
を
強
調

し
ま
し
た
。

幸
い
、
注
文
服
は
仕
立
て
上
が
る
ま
で
二
十
日

以
上
か
か
る
の
で
、
シ
ー
ズ
ン
に
充
分
間
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

展
示
会
場
の
ホ
テ
ル
に
し
て
も
、
九
月
に
な
れ

ば
結
婚
式
が
増
え
て
、
良
い
日
を
確
保
す
る
こ
と

は
む
ず
か
し
く
な
り
、
料
金
も
高
く
な
り
ま
す
。

更
に
、
工
場
も
八
月
は
一
年
で
一
番
暇
な
時
期

で
、
そ
の
頃
に
仕
事
が
入
る
こ
と
は
有
難
い
、
と

い
う
わ
け
で
、
展
示
会
時
期
の
繰
り
上
げ
は
、
三

方
良
し
の
好
結
果
を
生
み
ま
し
た
。

勿
論
、
第
一
線
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
人
々
の
が
ん

ば
り
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

鰍･英願唾
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昭和44年、赤坂東急店

オープニングセレモニー

（ピルチャー英大使）

昭和44年のサマーグランドフェア
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☆
近
代
文
化
の
粋
を
一
堂
☆

車
と
服
の
綜
合
シ
ョ
ー

じ
ゃ
が
い
も
会
が
宝
塚
劇
場
（
日
比
谷
）
で

駕瀞~‐

i
灘

蓮■群 津鰯

じゃがいも会ファッションショーに出品した英國屋の作品

（昭和33年、帝国ホテル） 2点

自
動
車
新
聞
と
共
同
主
催
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
決
定
版
、
恒
例
「
自
動
車
と
服

装
の
綜
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
を
、
東
京
宝
塚
劇
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

小
林
新
三
郎
が
会
長
を
つ
と
め
た
こ
と
が
あ
る
東
京
の
〃
じ
ゃ
が
い
も
会
“
は
、
日
刊

銀
座
英
國
屋
さ
ん
が
お
店
の
風
格

を
そ
の
ま
ま
出
し
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
ブ
ル
ー
グ
リ
ン
の
両
前
背
広
を

お
作
り
に
な
り
ま
し
た
。
着
る
人
は

高
島
敏
郎
さ
ん
。

型
は
六
シ
釦
二
つ
掛
け
の
ご
く
平

凡
な
ダ
ブ
ル
の
ス
ー
ツ
。
英
國
調
の

古
風
な
エ
レ
ガ
ン
ト
、
そ
れ
は
一
九

五
八
年
の
ハ
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
返
り
咲
い
て
お
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ビ
ー
ス
タ
イ
ル

は
英
國
の
洗
礼
を
う
け
て
、
優
雅
な

エ
レ
ガ
ン
ト
ル
ッ
ク
と
し
て
流
行
し

始
め
ま
し
た
。

（
生
地
提
供
Ⅱ
大
同
毛
織
株
式
会
社
）

じ
ゃ
が
い
も
会
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
出
品

銀
座
英
國
屋
製
作
の
カ
ン
ッ
リ
ー

ウ
エ
ア
。
生
地
は
ラ
イ
ト
グ
レ
ー
の

フ
ラ
ノ
。
型
は
現
代
の
ハ
イ
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
飾
る
四
シ
釦
の
シ
ン
グ
ル
。

肩
幅
は
広
め
、
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
ン
は

や
や
高
め
に
と
っ
て
強
く
絞
り
、
ズ

ボ
ン
は
細
め
に
流
し
て
日
本
人
向
き

に
製
作
し
て
み
ま
し
た
。

薄
ね
ず
み
の
生
地
に
ご
く
薄
い
枯

葉
色
の
釦
は
、
秋
の
酒
落
着
に
相
応

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ポ
ケ
ッ
ト
は
斜
め
の
ブ
タ
付
、
梓

な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
ケ
ッ
ト
を
つ
け
、

セ
ン
タ
ー
ベ
ン
ッ
は
大
き
く
と
り
ま

し
た
。

（
生
地
提
供
Ⅱ
中
外
毛
織
。
モ
デ
ル
Ⅱ

川
辺
健
三
さ
ん
）
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昭
和
鵠
年
３
月
９
日
関
門

国
道
が
開
通

旭
日
東
京

・
大
阪
で
降
雨
か
ら
記
録
的

な
放
射
能
検
出

別
日
国
立

競
技
場
が
落
成

５
月
こ
の
こ
ろ

か
ら
三
種
の
神
器
が
普
及
す

る

６
月
別
日
阿
蘇

山
大
爆
発

Ⅱ
月
１
日
特
急

こ
だ
ま
運
転
開
始

岨
月
西
銀
座
デ

パ
ー
ト
開
店Ⅱ

月
皇
太
子
妃

に
正
田
美
智
子
内
定
、
ミ
ッ

チ
ー
ブ
ー
ム岨

月
１
日
１
万

円
札
発
行

鴻
日
東
京

タ
ワ
ー
完
工
式

．
こ
の
年
フ
ラ
フ
ー
プ
が
流

一
灯 ＃

商
売
の
ヒ
ン
ト
は
ど
こ
に
で
も
転
が
っ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
小
林
は
そ
う
し
た
ヒ
ン
ト
を
得
る

と
、
す
ぐ
に
実
行
に
移
す
た
く
ま
し
さ
を
持
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
に
記
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
そ
の
顕
著
な
現

「
服
を
贈
り
物
に
使
っ
て
も
ら
お
う
」

貼
得

山
本
海
苔
店
の
商
法
に
ヒ
ン
ト
を
得
る

山本海苔店

れ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

昭
和
三
十
三
年
頃
、
三
越
の
近
く
に
あ
る
山
本

海
苔
店
の
前
で
、
紫
色
の
包
み
を
持
っ
た
人
が
数

多
く
行
き
来
す
る
光
景
を
見
ま
し
た
。
よ
く
よ
く

観
察
す
る
と
、
贈
り
物
を
買
う
人
た
ち
で
し
た
。

一
人
で
十
個
も
二
十
個
も
、
歳
暮
用
に
海
苔
を
買
っ

て
い
く
の
で
す
。

「
こ
れ
だ
！
」
ハ
タ
と
膝
を
叩
き
ま
し
た
。
「
注

文
服
を
贈
答
に
使
っ
て
貰
お
う
」
早
速
、
店
の
人

た
ち
に
相
談
す
る
と
、
「
数
千
円
の
海
苔
な
ら
ま

だ
し
も
、
何
万
円
も
す
る
洋
服
を
贈
答
に
使
う
人

な
ど
居
る
筈
が
な
い
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
来

ま
し
た
。

事
実
、
初
め
の
三
年
間
は
殆
ど
利
用
客
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
諦
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

贈
り
物
は
、
貰
っ
た
人
が
感
動
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
高
額
商
品
で
す
。
お
の
ず
か
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17, 「服を贈り物に使ってもらおう」
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ら
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
物
で
な
く
て
は
駄
目
で
す
。

そ
こ
で
、
服
地
を
立
派
な
柾
目
の
桐
箱
に
入
れ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
桐
箱
は
、
服
地
が
き
ち
ん
と
入
る
大
き
さ
の
物
を
、
専
門
業
者
に
依
頼
し
て

作
っ
て
貰
い
ま
し
た
。
費
用
は
高
く
つ
く
が
、
客

か
ら
箱
代
は
貰
わ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

桐
箱
に
生
地
、
仕
立
て
券
、
気
に
入
ら
な
い
時
の

肇
鍋

取
り
替
え
券
な
と
を
入
れ
て
、
ギ
フ
ト
商
品
と
し

ま
し
た
。

こ
の
作
戦
は
見
事
に
当
た
り
、
三
年
を
過
ぎ
る

と
ギ
フ
ト
商
品
の
売
り
上
げ
が
増
え
て
い
き
ま
し

た
。

ギ
フ
ト
商
品
を
貰
っ
た
人
か
ら
贈
り
主
に
、

「
立
派
な
桐
の
箱
に
入
っ
た
服
地
を
頂
い
て
あ
り

が
と
う
」

丁
重
な
お
礼
状
が
届
け
ら
れ
る
と
、
贈
り
主
は

英
國
屋
に
感
謝
し
て
、
再
び
ギ
フ
ト
商
品
を
買
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
贈
ら
れ
た
人
も
、
自
分
も
利
用
し
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
加
速
度
的
に
顧
客
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

あ
る
時
、
有
名
老
舗
百
貨
店
店
長
の
と
こ
ろ
へ
、

英
國
屋
の
桐
箱
入
り
の
服
地
が
届
き
ま
し
た
。
商

※
弱
ギ
フ
ト

贈
物
と
か
土
産
物
の

こ
と
。
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
は
贈
り
物
に
添
え

る
カ
ー
ド
の
こ
と
で
、

ま
た
贈
答
商
品
券
と

も
い
う
。
（
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
ｌ
）

〃
、
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才
に
長
け
て
い
た
そ
の
店
長
は
、
自
店
の
オ
ー
ダ
ー

部
の
責
任
者
に
贈
り
物
の
箱
を
持
っ
て
こ
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
ボ
ー
ル
紙
製
だ
っ
た
の
で
、
早
急
に
桐

箱
に
変
え
る
よ
う
指
示
し
た
そ
う
で
す
。

嶋
村
秀
夫
常
務
が
六
丁
目
店
の
主
任
当
時
の
こ

と
、
あ
る
会
社
の
社
長
か
ら
一
着
一
万
八
千
円
の

夏
物
服
地
を
八
十
着
注
文
を
受
け
、
「
え
？
八

着
の
間
違
い
で
は
：
…
・
」
と
聞
き
返
し
た
体
験
を

持
っ
て
い
ま
す
。
翌
月
集
金
に
行
き
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

で
百
五
十
万
円
近
く
を
受
け
と
り
、
び
く
び
く
し

な
が
ら
そ
の
金
を
抱
え
て
、
無
事
に
店
に
戻
っ
た

時
は
本
当
に
ほ
っ
と
し
た
と
い
う
話
で
す
。

本
持
知
一
専
務
に
も
こ
ん
な
想
い
出
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
四
十
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の

こ
と
で
し
た
。
一
日
に
二
百
着
の
モ
ヘ
ア
服
地
の

注
文
を
貰
っ
た
の
で
す
が
、
何
し
ろ
二
百
着
と
い

え
ば
十
反
分
に
相
当
し
ま
す
。
自
店
の
分
で
は
間

に
合
わ
ず
、
渋
谷
、
新
宿
、
池
袋
な
ど
の
店
の
商

品
を
か
き
集
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ギ
フ
ト
商
品
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
お
仕
立
て
代
を

含
め
て
代
金
の
先
取
り
が
で
き
る
こ
と
。
工
場
の

閑
散
期
に
も
仕
事
が
入
っ
て
く
る
こ
と
。
贈
ら
れ

た
人
が
新
規
の
顧
客
に
な
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
。
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17、 「服を贈り物に使ってもらおう」

漂埜､
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一

竜

な
ど
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。

小
林
の
ア
イ
デ
ア
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
今
や

ギ
フ
ト
商
品
は
英
國
屋
の
総
売
り
上
げ
の
二
○
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
、
ド
ル
箱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
売
の
ヒ
ン
ト
は
ど
こ
に
で
も
転
が
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
が
自
分
の
商
売
に
ど
う
活
用
で

き
る
か
と
即
座
に
読
み
と
る
感
性
は
、
や
は
り
一

人
一
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
し
、
ま
し
て
実
行
に

移
す
果
敢
な
行
動
力
に
は
大
き
な
個
人
差
が
出
て

来
ま
す
。

小
林
に
は
商
売
人
と
し
て
の
才
覚
が
備
わ
っ
て

い
る
上
に
、
生
来
の
明
る
さ
と
た
く
ま
し
さ
が
あ

る
の
が
、
優
れ
た
経
営
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
。

英
國
屋
の
特
長
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
シ
ス
テ
ム
で

す
か
ら
、
服
地
を
贈
ら
れ
た
人
が
店
に
来
た
時
も
、

徹
底
的
に
面
倒
を
見
ま
す
。

お
客
に
よ
っ
て
は
、
贈
ら
れ
た
服
地
の
柄
が
気

に
入
ら
ず
、
自
分
で
選
ば
な
く
て
は
納
得
し
な
い

人
が
居
ま
す
。
ま
た
、
家
族
同
伴
で
来
店
し
、
序

に
家
族
の
分
も
注
文
す
る
お
客
も
居
ま
す
。
そ
う

し
た
人
た
ち
に
対
し
て
も
、
懇
切
丁
寧
に
面
倒
を

見
て
あ
げ
る
の
で
来
店
し
た
人
は
す
っ
か
り
満
足

し
て
帰
る
の
で
す
。
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Ｉ
令昭

和
釧
年
１
月
１
日
メ
ー

ト
ル
法
施
行４

月
的
日
皇
太

子
ご
成
婚
、
銀
座
は
奉
祝
飾

り

８
月
１
日
ブ
ル
ー

バ
ー
ド
発
売
マ
イ
カ
ー
時

代
幕
開
け

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
服
を
着
る
人
は
、
社
会
的

地
位
が
高
く
、
収
入
も
多
い
し
、
見
識
、
倫
理
観
、

い
ず
れ
も
一
般
の
人
よ
り
は
程
度
の
高
い
人
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
人
た
ち
の
相
手
を
す
る
に
は
、
営
業

マ
ン
も
そ
れ
な
り
に
、
社
会
常
識
、
礼
儀
作
法
を

わ
き
ま
え
、
書
画
、
骨
と
う
、
美
術
、
盆
裁
、
ス

「
私
は
贈
り
物
を
貰
っ
た
側
な
の
に
、
ど
う
し
て

そ
ん
な
に
親
切
に
す
る
の
か
…
…
」
と
い
わ
れ
る

程
徹
底
し
て
い
ま
す
の
で
、
ギ
フ
ト
を
贈
ら
れ
た

人
が
ま
た
、
英
國
屋
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
、
顧
客

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
、
と
い
う
現
象
を
生
み

ま
し
た
。

そ
の
お
陰
で
、
家
族
の
方
た
ち
に
も
英
國
屋
の

大
卒
社
員
を
積
極
的
に
採
用

※
高
額
商
品
の
進
物
は
む
ず
か
し
い
と
い
う
反
対
論
を
、
立
派
な
桐
箱
に
納
め
て
。

今
や
英
國
屋
の
主
力
商
品
に
…
…
。

銀
座
で
も
ひ
と
足
早
く
踏
み
切
る

イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
き
、
全
国
的
に
知
名
度

が
あ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
に
考
案
さ
れ
た
〃
桐
箱
入
り
の

お
遣
い
も
の
〃
は
、
中
元
、
歳
暮
、
栄
転
祝
い
、

結
婚
祝
い
な
ど
に
利
用
価
値
が
拡
大
さ
れ
、
法
人

筋
は
無
論
の
こ
と
、
個
人
へ
の
販
売
も
増
加
し
て
、

今
で
は
英
國
屋
の
一
大
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ッ
な
ど
の
趣
味
と
知
識
を
持
ち
、
時
の
話
題

に
合
づ
ち
を
打
て
る
だ
け
の
賢
明
さ
が
要
求
さ
れ

ま
す
。

「
洋
服
を
売
る
前
に
人
柄
を
売
れ
」
、
「
人
間
を
作
っ

て
か
ら
洋
服
を
作
れ
」
と
い
う
言
葉
は
、
堀
之
内

勇
元
專
務
の
口
癖
で
し
た
。

英
國
屋
の
社
訓
の
一
番
初
め
に
、
「
人
格
の
向

－68



18、大卒社員を積極的に採用

９
月
岨
日
ド
ル

為
替
の
自
由
化

配
日
伊
勢

湾
台
風

。
こ
の
年
、
岩
戸
景
気

上
」
の
項
が
あ
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

人
づ
く
り
こ
そ
経
営
の
根
幹
で
あ
る
、
と
い
う

観
点
に
立
っ
て
、
人
材
育
成
に
力
を
注
い
で
き
ま

し
た
。そ

の
一
環
と
し
て
、
堀
之
内
の
意
見
を
入
れ
、

昭
和
三
十
五
年
、
大
学
卒
業
者
の
採
用
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
大
卒
の
採
用
は
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
当
時
の
銀
座
の
商
店
街
を
構
成
し
て

い
る
者
は
、
高
学
歴
と
い
っ
て
も
精
々
商
業
学
校

聖主･霊零中､､宝争缶 謎

霊:営轤寒琴/縛息:首
狼惣稚 4

識議域Ⅲ
罐

篭

鷺

群篭頁墨■l凝議溌遷
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卒
業
か
専
門
学
校
卒
業
で
、
殆
ど
が
小
学
校
か
中

学
校
し
か
出
て
い
な
い
人
ば
か
り
で
し
た
。
第
一
、

経
営
者
自
身
が
大
学
な
ど
出
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

こ
の
大
卒
者
の
採
用
は
大
英
断
だ
っ
た
の
で
す
。

大
卒
採
用
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
次
の

よ
う
な
理
由
か
ら
で
す
。

英
國
屋
が
他
の
テ
ー
ラ
ー
の
子
弟
を
五
年
契
約

で
預
か
る
こ
と
に
な
り
、
大
学
を
出
た
て
の
若
者

が
入
社
し
ま
し
た
。
最
初
の
一
年
は
当
然
一
般
社

員
と
同
様
で
、
掃
除
と
納
品
だ
け
の
下
働
き
で
し

た
が
、
次
の
一
年
で
商
品
知
識
、
接
客
マ
ナ
ー
、

洋
服
店
経
営
の
コ
ツ
な
ど
を
教
え
た
わ
け
で
す
。

す
る
と
、
こ
の
習
得
が
抜
群
に
早
く
、
さ
す
が
無

駄
に
は
大
学
を
出
て
い
な
い
、
と
周
囲
の
者
を
驚

か
せ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
堀
之
内
が
小
林
に
、
大
卒
採
用
の
件

を
強
力
に
進
言
し
て
、
そ
の
採
用
に
踏
み
切
っ
た

と
い
う
わ
け
で
す
。

昭
和
三
十
五
年
に
大
卒
一
期
生
が
入
社
し
ま
し

た
。
現
在
の
取
締
役
原
田
桂
二
、
菅
野
勤
、
宮

内
睦
夫
ら
が
そ
う
で
す
。

因
み
に
、
大
卒
第
一
号
の
初
任
給
は
一
万
二
千

円
で
し
た
。
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妬
年
２
月
躯
日
浩
宮

（
現
皇
太
子
）
ご
誕
生

６
月
田
日
安
保

騒
動

６
月
加
日
ハ
イ

ラ
イ
ト
発
売８

月
１
日
東
皐
・

山
谷
の
住
民
３
千
人
が
暴
動

、
月
吃
日
浅
沼

社
会
党
委
員
長
が
演
説
中
に

刺
殺
さ
れ
る

既
に
銀
座
の
有
名
店
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

て
い
た
だ
け
に
、
求
人
募
集
は
新
聞
広
告
だ
け
で

十
分
で
し
た
。
そ
し
て
、
良
い
人
材
も
楽
に
集
ま
っ

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
放
送
が
始
ま
っ
た
の
も
こ
の

糸
鉛

頃
で
し
た
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
が
出
回
り
、

シ
ー
ム
レ
ス
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
出
現
が
女
性
の
脚

線
美
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昭
和
三
十

九
年
に
は
夢
の
超
特
急
新
幹
線
が
開
通
し
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
日
本
中
が
湧
き
か
え
り

ま
し
た
。

糸
説

昭
和
四
十
年
代
の
〃
い
ざ
な
ぎ
景
気
〃
の
頃
の
、

銀座2丁目とともに

英
國
屋
の
入
社
試
験
に
は
多
数
の
大
卒
者
が
詰
め

か
け
て
、
中
小
企
業
会
館
の
講
堂
が
一
杯
に
な
り
、

三
回
に
分
け
て
試
験
を
行
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
ま

た
あ
る
時
は
、
産
経
ホ
ー
ル
の
会
議
室
を
使
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

試
験
の
内
容
は
、
ま
ず
面
接
が
あ
り
、
続
い
て

国
語
、
数
学
、
社
会
問
題
等
の
筆
記
試
験
を
行
い
、

最
後
に
役
員
面
接
を
し
て
、
精
鋭
を
選
ぶ
の
で
す
。

大
卒
と
い
え
ど
も
新
入
社
員
は
、
ま
ず
徹
底
し

て
先
輩
、
後
輩
の
立
場
を
守
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
す
。
最
初
の
一
年
間
は
、
何
度
も
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
店
の
清
掃
、
ウ
イ
ン
ド
ー
磨
き
な
ど
、

自
分
か
ら
進
ん
で
仕
事
を
す
る
心
構
え
を
指
導
さ

れ
て
か
ら
、
徐
々
に
ウ
イ
ン
ド
ー
装
飾
、
商
品
の

陳
列
の
仕
方
、
生
地
の
見
分
け
方
、
接
客
方
法
な

ど
の
教
育
を
受
け
る
の
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

「
い
つ
で
も
独
立
で
き
る
つ
も
り
で
頑
張
れ
」

．
日
に
一
人
の
お
客
を
完
全
に
自
分
の
も
の
に

し
ろ
」
と
、
小
林
は
絶
え
ず
社
員
を
激
励
し
て
い

ま
す
。
若
い
社
員
た
ち
の
気
持
ち
を
つ
か
む
こ
と

は
、
経
営
者
に
と
っ
て
大
切
な
問
題
で
す
。
若
い

社
員
と
雑
談
し
な
が
ら
、
従
業
員
の
健
康
状
態
に

※
調
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン

即
席
食
品
の
一
種
。

大
阪
の
Ｎ
食
品
が
昭

和
鋤
年
代
に
開
発
し

た
。
即
席
も
の
に
は
、

ラ
ー
メ
ン
の
他
、
カ

レ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
、
若
者
中
心
に
根

強
い
人
気
が
あ
る
。

※
師
い
ざ
な
ぎ
景

一
式昭

和
如
年
か
ら
佃
年

に
か
け
て
構
造
不
況

論
が
経
済
界
の
圧
倒

的
多
数
を
支
配
し
て

い
た
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
柵
年
不
況

は
「
超
高
度
成
長
」

の
こ
と
ば
さ
え
生
ん

だ
。
同
年
岨
月
に
底

を
つ
い
て
か
ら
、
そ

の
後
妬
年
６
月
ま
で
、

実
に
弱
力
月
間
に
わ

た
る
息
の
長
い
景
気

上
昇
の
局
面
を
迎
え

た
。
釦
ｌ
鎚
年
の

〃
神
武
景
気
〃
が
馴

力
月
、
記
ｌ
邪
年
の

〃
岩
戸
景
気
〃
が
蛇

力
月
で
あ
っ
た
か
ら
、

戦
後
最
長
の
好
況
期

間
を
誇
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
俗
に
「
い
ざ

な
ぎ
景
気
」
と
い
う
。

弧
１
幅
年
連
続
５
カ

年
間
の
年
平
均
実
質

成
長
率
ｕ
・
６
％

（
名
目
で
は
Ⅳ
・
３

％
）
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18、大卒社員を積極的に採用

７
月
１
日
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
発
売７

～
８
月
水
不

足
騒
動

皿
月
幻
日
国
民

所
得
倍
増
計
画
が
決
定
さ
る

．
こ
の
年
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
登
場
／
ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん

流
行

心
を
配
っ
た
り
す
る
の
も
そ
の
目
的
か
ら
で
す
。

店
の
中
に
活
気
が
溢
れ
て
い
れ
ば
、
必
ず
そ
の
店

は
好
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
活
気
が
あ
る
か
な

い
か
は
、
そ
の
店
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て

い
る
か
、
一
人
一
人
に
や
る
気
が
あ
る
か
、
で
決

ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
経
営
者
の
配
慮
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

小
林
は
、
大
卒
の
新
入
社
員
た
ち
に
、
こ
う
釘

を
刺
す
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

「
君
た
ち
は
最
高
学
府
を
出
て
き
た
か
し
ら
な
い

が
、
そ
の
努
力
を
モ
ノ
に
す
る
か
ど
う
か
は
、
こ

れ
か
ら
基
本
を
身
に
つ
け
る
こ
と
だ
」
と
。

※
人
が
居
な
け
れ
ば
チ
ェ
ー
ン
出
店
は
不
可
能
だ
。
い
ち
早
く
大
卒
社
員
の
採
用
を
行
っ
た
パ
ワ
ー

が
、
今
日
の
英
國
屋
を
築
く
。

そ
の
後
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
新
聞
広
告
か
ら

リ
ク
ル
ー
ト
利
用
、
更
に
は
中
小
企
業
の
合
同
説

明
会
な
ど
で
、
人
材
確
保
に
つ
と
め
て
い
る
の
で

す
が
、
大
手
企
業
志
向
が
強
ま
り
、
楽
し
て
給
料

を
貰
お
う
と
い
う
新
卒
者
が
増
え
て
、
優
秀
な
人

材
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
次
第
に
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
給
与
体
系
や
就
業
規
則
、
退
職
金
規

定
、
週
休
二
日
制
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
〃
新
人
事
シ
ス
テ
ム
〃
と
称

し
ま
す
。
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Ｉ
令

息
壷
湘

、

昭
和
三
十
年
代
の
前
半
、
洋
服
に
対
す
る
消
費

者
の
一
一
－
ズ
は
強
く
、
需
要
が
格
段
に
増
え
て
き

ま
し
た
。
殊
に
輸
入
品
は
「
舶
来
上
等
」
の
感
が

あ
り
、
一
種
の
憧
慢
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
英
國
屋
が
初
め
か
ら
、
英
国
産
の
輸

入
品
し
か
扱
わ
な
い
と
決
め
た
の
は
、
小
林
の
ラ

シ
ャ
に
対
す
る
知
識
の
深
さ
か
ら
、
将
来
、
絶
対

に
有
利
な
商
売
が
展
開
で
き
る
と
見
通
し
た
か
ら

、
ン
ヨ

個
性
化
時
代
に
先
が
け
差
別
化

－
ト
レ
ン
グ
ス
で
英
國
屋
を
演
出

ショートレングスの各種（服地仕入部）

で
す
。本

持
知
一
専
務
は
、
当
時
、
小
林
と
畑
沢
の
お

供
を
し
て
神
田
の
ラ
シ
ャ
屋
を
よ
く
回
っ
た
そ
う

で
す
が
、
そ
の
中
の
あ
る
店
で
は
、
午
前
中
に
店

を
訪
れ
た
時
は
天
井
に
届
く
ほ
ど
井
桁
状
に
積
ん

で
あ
っ
た
反
物
の
生
地
が
、
午
後
に
再
び
訪
れ
る

と
殆
ど
無
く
な
っ
て
い
た
の
を
、
何
度
も
見
た
そ

う
で
す
。

ど
こ
の
ラ
シ
ャ
屋
で
も
大
体
同
じ
状
態
で
し
た
。

一
反
は
洋
服
の
二
十
着
分
に
相
当
し
ま
す
。
そ

れ
が
ど
ん
ど
ん
売
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
、

同
じ
色
・
柄
の
服
が
出
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
来
、
注
文
洋
服
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
人
の

た
め
に
一
着
あ
る
、
と
い
う
の
が
値
打
ち
な
の
で

す
。

姦
犯

ロ
ン
ド
ン
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
（
生
地
屋
）
は
、

次
第
に
個
性
化
し
て
く
る
紳
士
服
へ
の
対
応
と
し

※
羽
ロ
ン
ド
ン
マ
ー

チ
ャ
ン
ト

毛
織
物
の
本
場
ロ
ン

ド
ン
に
本
拠
地
を
置

く
、
紳
士
服
地
の
卸

商
。
英
国
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
の
服
地
メ
ー

カ
ー
か
ら
反
物
で
生

地
を
買
い
、
世
界
を

相
手
に
一
着
分
に
カ
ッ

ト
し
て
販
売
す
る
。

値
段
は
高
い
が
、
品

質
が
良
く
、
珍
し
い

色
柄
の
商
口
器
そ
ろ
っ

て
い
る
と
人
気
が
高

い
０
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19、ショートレングスで英國屋を演出

て
、
シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
を
強
く
打
ち
出
し
て
き

ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
へ
一
着
単
位
で
発
注
す
る
こ

の
方
式
は
、
個
性
化
時
代
に
十
分
対
応
で
き
ま
す

し
、
仕
入
れ
の
リ
ス
ク
も
少
な
い
の
で
す
。

客
の
一
人
一
人
の
顔
や
体
型
、
性
格
や
好
み
を

想
い
出
し
な
が
ら
仕
入
れ
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
シ
ョ

ー
ト
レ
ン
グ
ス
の
黄
金
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

一
つ
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
で
、
大
き
な
鞄
に
二
個

も
の
見
本
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
気
に
入
っ

た
生
地
を
選
び
出
す
の
で
、
同
じ
色
・
柄
に
出
く

ｉ
§
…

＃
鍾
轤

一着分にカットされた有名ブランド紳士服地

わ
す
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

値
段
も
そ
れ
程
格
差
が
な
か
っ
た
の
で
、
選
択

す
る
の
も
楽
で
し
た
。

他
店
に
先
駆
け
て
、
英
國
屋
は
シ
ョ
ー
ト
レ
ン

グ
ス
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
先
取
り
精
神

の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

生
地
の
仕
入
れ
は
、
神
田
の
ラ
シ
ャ
街
を
足
繁

く
歩
き
回
る
の
が
最
も
良
里
々
法
で
す
が
、
シ
ョ
ー

ト
レ
ン
グ
ス
の
場
合
は
、
サ
ン
プ
ル
で
色
・
柄
を

選
ぶ
だ
け
で
す
か
ら
手
間
が
省
け
ま
す
。

あ
る
時
、
小
林
か
ら
本
持
に
、
「
明
日
、
シ
ョ
ー

ト
レ
ン
グ
ス
の
選
定
を
す
る
の
で
来
る
よ
う
に
」

と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
朝
、
本
持
が
松
住
屋

（
現
在
の
ボ
ン
ロ
ー
ド
）
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
英

國
屋
は
大
切
な
取
り
引
き
先
な
の
で
、
小
林
の
自

宅
へ
サ
ン
プ
ル
を
持
ち
こ
み
、
そ
こ
で
選
定
が
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
急
い
で
そ
ち
ら
へ

回
っ
た
そ
う
で
す
。
シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
の
メ
リ
ッ

ト
は
こ
う
し
た
こ
と
に
も
表
わ
れ
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
催
し
事
に
使
っ
た

の
も
、
英
國
屋
が
一
番
早
く
行
い
ま
し
た
。
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
ス
の
会
、
ド
ー
メ
ル
の
会
、
ジ
ョ
ン
・

ク
ー
パ
ー
の
会
と
い
っ
た
も
の
で
、
特
定
プ
ラ
ン
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軒

括

琴

宙

一

一
、
一
毛"凧醤 ←ウェインシール

とスキャバル→

ド
を
推
奨
す
る
催
し
で
す
。

そ
の
際
に
は
、
店
舗
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依
頼
し
て
、

「
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
」
や
「
メ
ー
カ
ー
」
の
名
を
書

い
た
木
彫
の
パ
ネ
ル
を
作
り
、
生
地
の
展
示
の
Ｐ

Ｏ
Ｐ
に
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
か
ら
シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
の
黄

金
時
代
を
迎
え
た
の
で
す
。
一
人
一
人
の
客
の
個

性
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
一
着
、
と
い
う
価
値
を
打

ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

注
文
洋
服
店
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
英
國
屋
は
、
国

内
は
も
と
よ
り
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
専
門
の
店
と

し
て
の
ス
ケ
ー
ル
は
、
恐
ら
く
世
界
一
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
仕

入
れ
に
際
し
て
は
、
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

「
絶
対
に
値
段
で
買
う
な
。
色
・
柄
・
品
質
に
惚

れ
て
買
え
」
と
、
店
の
人
た
ち
に
徹
底
さ
せ
ま
す
。

こ
と
に
シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
と
な
る
と
変
わ
っ

た
も
の
を
選
ば
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
味
で
無
難
な
も
の
に
な
り
が
ち
な
の
を
戒
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

英
國
屋
の
客
層
は
、
四
十
代
、
五
十
代
、
六
十

代
に
集
中
し
て
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
色
ば
か
り
で
は
没
個
性
と
な
り
ま
す
。

や
は
り
そ
の
客
の
持
つ
雰
囲
気
に
マ
ッ
チ
さ
せ
て
、

明
る
い
色
調
の
も
の
、
大
柄
の
も
の
、
派
手
な
感

じ
の
も
の
、
柔
ら
か
い
シ
ッ
ク
な
色
合
い
の
も
の
…

…
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
に
選
ば
な
け
れ
ば
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。高

い
金
額
を
払
う
か
ら
に
は
、
お
客
は
自
分
の

納
得
が
い
く
も
の
を
真
剣
に
選
ぶ
で
し
ょ
う
し
、

そ
の
気
持
ち
に
応
え
て
、
満
足
出
来
る
も
の
を
店

と
し
て
は
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

こ
そ
、
お
客
と
店
と
の
真
剣
勝
負
で
も
あ
り
ま
す
。

英
國
屋
の
ブ
ラ
ン
ド
物
仕
入
れ
の
上
位
は
①
ウ
ェ

イ
ン
シ
ー
ル
②
ス
キ
ャ
バ
ル
③
ド
ー
メ
ル

④
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
ス
⑤
ロ
ー
ド
ナ
ル
ド
⑥
グ

ロ
ー
レ
ッ
ク
ス
⑦
Ｈ
・
レ
ッ
サ
ー
⑧
ガ
’
一
ァ

⑨
ミ
’
一
ス
⑩
ジ
ョ
ン
・
ク
ー
パ
ー
（
一
九
七

○
年
冬
の
場
合
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
に
よ
る
服
地
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
化
は
着
々
と
顧
客
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
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の技術開発に研究所を設立20、自前

｛
令

壁
碗
塞
血

恥
《
』
『
Ｌ
”
ｖ
ｎ
学
Ｌ
ｎ
Ｌ
画
罫
』
雨
Ｍ
恥

’一一

英
國
屋
一
号
店
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昭
和
二
十
七

年
以
来
、
技
術
関
係
の
仕
事
は
内
海
靖
雄
氏
が
一

手
に
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
。
当
初
は
内
海
洋
服

店
と
い
う
名
称
で
し
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
に
株

式
会
社
英
和
と
改
称
し
、
英
國
屋
の
専
属
工
場
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
。

や
が
て
銀
座
四
丁
目
店
、
六
丁
目
店
、
渋
谷
東

急
店
の
三
店
が
本
格
的
に
軌
道
に
乗
る
と
、
ど
う

し
て
も
自
前
の
工
場
の
必
要
性
が
高
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

「
良
い
人
が
居
れ
ば
、
月
給
十
万
円
出
し
て
も
よ

い
」
と
い
う
噂
が
技
術
者
の
間
に
パ
ッ
と
拡
が
っ

て
、
大
勢
の
人
が
応
募
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

英
國
屋
の
縫
製
を
担
当
し
て
い
る
株
式
会
社
英
一

自
前
の
技
術
開
発
に
研
究
所
を
設
立

※
注
文
洋
服
の
値
打
ち
は
、
お
客
様
の
お
召
し
に
な
る
洋
服
が
世
界
で
一
着
し
か
な
い
こ
と
。
希
少

価
値
を
守
る
た
め
に
も
、
シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
に
よ
る
服
地
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
化
は
必
要
だ
っ
た
。

一
流
裁
縫
師
を
裁
断
師
に
仕
上
げ
て

の
小
幡
氏
も
そ
の
中
の
一
人
で
し
た
。

テ
ス
ト
は
三
日
掛
か
り
で
し
た
。
小
林
の
寸
法

を
測
っ
て
、
裁
断
、
仮
縫
い
、
着
せ
つ
け
を
す
る

の
で
す
。
試
験
官
は
、
小
林
、
堀
之
内
勇
の
他
に
、

同
業
の
よ
し
み
で
「
壹
番
館
」
の
渡
辺
社
長
、

「
ト
ッ
プ
」
の
須
藤
社
長
、
更
に
技
術
界
の
大
家

込
山
二
郎
氏
が
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
道
の
大
物
た
ち
の
前
で
実
技
を
や
ら
さ
れ

る
の
で
す
か
ら
、
テ
ス
ト
を
受
け
る
人
は
誰
も
が
、

手
が
震
え
た
と
い
う
話
で
す
。

テ
ス
ト
の
結
果
、
つ
ば
め
コ
ー
ト
の
笠
原
氏
と
、

東
京
テ
ー
ラ
ー
の
チ
ー
フ
カ
ッ
タ
ー
富
山
氏
、
そ

れ
に
小
幡
氏
の
三
人
が
最
後
に
残
っ
た
け
れ
ど
、

立
派
な
経
歴
の
持
ち
主
で
は
、
若
い
営
業
マ
ン
と
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昭
和
調
年
３
月
銀
座
通
連

合
会
請
願
の
『
路
面
電
車
撤

廃
」
を
都
議
会
が
不
採
決

４
月
最
後
の
銀

座
祭
り

調
日
昭
和

天
皇
還
暦

８
月
週
日
『
ベ

ル
リ
ン
の
壁
』
が
出
来
る

９
月
肥
日
第
二

室
戸
台
風

Ⅱ
月
ア
ン
ネ
ナ

プ
キ
ン
発
売

・
証
券
ブ
ー
ム
・
レ
ジ
ャ
ー

ブ
ー
ム

コ
ン
ビ
を
組
ん
で
の
仕
事
は
難
し
か
ろ
う
と
の
判

断
か
ら
結
局
、
小
幡
氏
が
採
用
さ
れ
た
の
で
す
。

昭
和
三
十
五
年
、
銀
座
六
丁
目
の
新
銀
座
ビ
ル

の
四
階
に
「
洋
服
研
究
所
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
金
は
出
す
が
口
は
出
さ
な
い
。
好
き
な
よ
う
に

や
り
な
さ
い
」
が
、
小
林
の
言
葉
で
し
た
。

初
め
の
う
ち
は
す
る
こ
と
が
な
く
、
部
屋
の
掃

除
ば
か
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
や
が
て
、

「
ト
ッ
プ
」
に
バ
ン
板
（
裁
断
用
の
台
）
を
見
学

に
行
っ
て
、
必
要
な
道
具
類
を
揃
え
、
職
人
を
募

集
し
ま
し
た
。

当
時
か
ら
英
國
屋
は
上
質
の
服
ば
か
り
縫
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
給
与
は
月
給
制
で
し
た
が
、
技

術
者
渡
し
の
工
賃
は
一
着
一
万
五
千
円
払
っ
て
い

ま
し
た
。

技
術
指
導
は
込
山
二
郎
氏
（
故
人
）
が
当
た
り

、
恥
識
識
灘
霞
灘
灘
識
識
雛
蕊
諏
．

謀
＃
料
預
斗
鰯
鰯
鍜
料
蛸

零。
故込山二郎氏

､…

＃

蝿 鴬

ま
し
た
。
長
野
県
の
出
身
で
、
全
日
本
洋
服
技
術

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
を
何
回
も
つ
と
め
た
人
で

姦
狛

あ
り
、
左
甚
五
郎
的
名
人
芸
の
持
ち
主
で
し
た
か

ら
、
そ
の
指
導
は
実
に
厳
し
く
、
少
し
で
も
具
合

の
悪
い
所
が
あ
る
と
、
全
部
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
、

初
め
か
ら
や
り
直
し
を
さ
せ
ま
し
た
。

込
山
氏
の
紹
介
で
能
勢
氏
（
株
式
会
社
英
二
社

長
）
、
栗
原
（
現
直
営
英
三
工
場
室
長
）
が
技
術

陣
に
加
わ
り
ま
し
た
。

能
勢
氏
は
東
京
テ
ー
ラ
ー
の
出
身
で
、
前
の
職

場
は
、
洋
服
店
の
二
代
目
の
修
業
の
場
と
な
っ
て

お
り
、
職
場
の
ム
ー
ド
も
の
ん
び
り
し
た
も
の
だ
っ

溝
潔
織

角舎鯵

銀座6丁目黒沢ビル当時の本社事務スタッフ

※
羽
左
甚
五
郎

江
戸
期
の
彫
刻
師
。

岡
山
の
人
。
日
光
東

照
宮
の
眠
り
猫
、
寛

永
寺
の
竜
な
ど
を
彫
っ

た
と
い
う
名
人
。
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20、自前の技術開発に研究所を設立

礎
電
ず

た
が
、
英
國
屋
の
研
究
所
は
余
り
に
も
忙
し
い
の

で
驚
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

昭
和
三
十
七
年
夏
の
閑
散
期
に
、
サ
ン
ク
ロ
ス

の
茶
の
チ
ェ
ッ
ク
地
で
ラ
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
を
二
○

四
着
縫
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
英
國
屋
プ
レ
タ
ポ

ル
テ
の
先
駆
的
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
は
、
込
山
氏
の
最
も
得
意
と

す
る
物
で
、
普
通
の
セ
ッ
ト
イ
ン
ス
リ
ー
ブ
の
コ
ー

ト
と
比
較
し
て
、
着
易
い
の
が
特
長
で
す
。

一
着
四
万
五
千
円
か
ら
五
万
円
の
売
り
値
で
し

た
が
、
九
月
末
ま
で
に
完
売
し
ま
し
た
。

サ
ン
ク
ロ
ス
は
縫
い
難
い
服
地
で
す
が
、
そ
れ

小幡英一社長

能勢英二社長栗原英三室長

を
短
期
に
二
百
着
以
上
も
縫
い
上
げ
て
、
し
か
も

完
売
出
来
た
こ
と
は
、
当
時
の
英
國
屋
の
縫
製
、

販
売
の
能
力
が
い
か
に
優
れ
て
い
る
か
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

小
幡
氏
は
、
裁
縫
師
を
何
年
か
勤
め
上
げ
て
縫

う
腕
を
上
げ
た
人
に
、
裁
断
を
教
え
て
裁
断
師
に

格
上
げ
し
ま
し
た
。
小
林
は
「
折
角
一
人
前
に
な
っ

た
裁
縫
師
を
裁
断
師
に
し
て
戦
力
を
減
ら
す
よ
り

も
、
洋
服
学
校
と
か
外
部
か
ら
の
採
用
に
切
り
か

え
て
は
ど
う
か
」
と
申
し
ま
し
た
が
、
「
職
場
内

部
の
事
情
に
精
通
し
、
お
客
様
の
様
子
、
英
國
屋

の
方
針
、
営
業
マ
ン
の
気
持
ち
な
ど
を
理
解
で
き

る
人
が
裁
断
す
る
こ
と
が
将
来
の
た
め
に
な
る
」

と
、
小
幡
氏
は
頑
と
し
て
ゆ
ず
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

従
っ
て
裁
断
師
は
、
殆
ど
が
内
部
か
ら
上
が
っ

て
き
た
人
な
の
で
す
。

洋
服
研
究
所
の
運
営
で
一
番
苦
労
し
た
こ
と
は
、

英
國
屋
の
方
針
を
一
人
一
人
の
技
術
者
に
徹
底
さ

せ
る
こ
と
で
し
た
。

他
の
洋
服
店
で
は
、
技
術
者
が
中
心
に
な
っ
て

動
き
、
注
文
も
下
塲
の
能
力
を
考
え
な
が
ら
受
け

る
の
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
英
國
屋

で
は
、
あ
く
ま
で
も
営
業
マ
ン
が
主
導
権
を
握
っ

ワワ
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て
い
る
の
で
す
。

注
文
洋
服
の
こ
と
な
の
で
受
注
期
が
重
な
り
、

ピ
ー
ク
時
は
納
期
の
調
整
が
大
変
な
作
業
と
な
り

ま
す
。
他
で
育
っ
た
技
術
者
は
、
納
期
は
十
日
、

と
い
う
と
十
日
の
夜
中
迄
に
仕
上
げ
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
英
國
屋
で
は
、
九
日
に
は
完
全

一一時壺一

※
裁
縫
師
と
裁
断
師
は
対
立
し
が
ち
の
も
の
。
英
國
屋
の
裁
断
師
は
裁
縫
を
卒
業
し
、
店
の
雰
囲
気
、

お
客
様
の
様
子
を
知
り
尽
く
し
た
も
の
が
担
当
し
て
い
る
。

払
騨

一h

鰯

鷺 聡胤

霧 篭

蕊
‐

① 申
ら

戦

謬
議

閏

赤坂店開店レセプション

に
仕
上
が
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
上
衣
を
三
日
で
縫
い
上
げ
る
腕
の
良
い

職
人
で
も
、
金
が
手
に
入
る
と
ブ
イ
と
居
な
く
な
っ

て
次
の
予
定
が
狂
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
技
術
者
を
英
國
屋
の
水
に
馴
染
ま
せ
る
の
が
大

変
で
し
た
。

鍾
禦
雪
雲
蒙

吟
昨
即
財
睡
固
問
臘
鴎
Ｆ
Ｙ
酢
瞳
、
弧
‐
〃
Ｂ
毘
鴎
念
１

'､？ :§

？
fKE

公

:
鴛
鴬

α響
リ シ

ス ズ篭

や認
鳶令

誤
品
②
鷺

割､

驫癖
誇

雷
貯

ｉ

轟難
¥

西銀座店開店祝賀会（現銀座並木店）
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Ⅲ
商
魂

Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
の
総
会
を
日
本
に
誘
致
し
、
多
店
舗
経
営
を
緒
に
つ
け
る
。
ま

た
商
工
分
離
か
ら
直
営
工
場
の
育
成
。
販
売
面
で
は
外
商
部
隊
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
地
方
都
市
へ
の
進
出
等
、
時
代
に
対
応
す
る
戦
略
を
打

ち
出
す
。
グ
ラ
ン
マ
ル
シ
ェ
の
イ
ベ
ン
ト
作
戦
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案

な
ど
創
業
者
魂
は
、
銀
座
の
英
國
屋
、
英
國
屋
の
銀
座
を
決
定
づ
け
た
。



↓

国
際
注
文
服
業
者
連
盟
総
会
誘
致
に
全
力

全
日
本
洋
服
組
合
連
合
会
理
事
長
と
し
て
活
躍

西ドイツに向かう全服連代表左が小林

糸
㈹

Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
（
句
＆
閏
里
５
口
冒
扇
ｇ
ｇ
５
邑
巴

ロ
閉
巨
巴
弓
朋
弓
巴
扁
巨
厨
）
は
、
一
九
○
一
年

ベ
ル
ギ
ー
の
注
文
洋
服
業
者
の
提
唱
が
契
機
と
な
っ

て
発
足
し
た
も
の
で
す
。

パ
リ
に
本
部
を
置
き
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
国
が
加
盟
し

て
い
ま
し
た
。

日
本
の
洋
服
団
体
で
あ
る
全
日
本
洋
服
組
合
連

合
会
（
現
在
の
全
日
本
洋
服
協
同
組
合
連
合
会
）

は
、
国
際
羊
毛
事
務
局
（
Ｉ
Ｗ
Ｓ
）
の
斡
旋
で
、

Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭

和
三
十
一
年
二
月
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
こ
の
総
会
を
日
本
に
誘
致
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。

※
叩
Ｆ
ｌ
Ｍ
Ｔ

ヘ
デ
ラ
シ
オ
ン
・
ア

ン
テ
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
・
メ
ー
ト
ル
・
タ

イ
ュ
ー
（
国
際
注
文

洋
服
業
者
連
盟
）
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21、国際注文服業者連盟総会誘致に全力

FIMT会長(ポール・ボークレー氏)と握手する

小林（右)、バッカー（左）両副会長 高松宮殿下を会場へご案内する小林（右）

し
か
し
、
世
界
各
国
か
ら
百
四
十
名
も
の
代
表

者
を
日
本
に
招
き
、
日
本
側
も
合
わ
せ
る
と
数
百

名
に
も
及
ぶ
テ
ー
ラ
ー
を
一
堂
に
集
め
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
を
開
催
し
、
会
議
を
行
い
、
パ

テ
ィ
ー
を
催
す
に
は
、
莫
大
な
資
金
と
国
際
感
覚

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
七
月
、
全
日
本
洋
服
組
合
連
合

会
は
、
小
林
を
理
事
長
に
選
出
し
ま
し
た
。

同
年
九
月
、
小
林
は
竹
川
副
理
事
長
と
早
川
專

務
を
伴
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
の
ロ
ハ
ッ
タ
・
エ
ル
ゲ

ン
で
開
か
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
の
国
際
委
員
会
に
出
席

し
て
、
「
日
本
は
極
東
で
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
か
ら
は
、

あ
ま
り
に
も
遠
過
ぎ
る
」
と
い
う
反
対
論
を
退
け
、

国
際
総
会
の
日
本
誘
致
に
成
功
し
ま
し
た
。

更
に
翌
年
の
三
月
に
は
、
ミ
ラ
ノ
の
国
際
委
員

会
に
も
出
席
し
て
、
日
本
側
の
受
け
入
れ
状
況
に

つ
い
て
説
明
し
、
各
国
代
表
を
訪
問
、
総
会
運
営

に
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
要
請
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
十
八
日
か
ら
十

五
日
間
に
わ
か
っ
て
、
Ｆ
ｌ
Ｍ
Ｔ
世
界
大
会
が
、

日
本
で
初
め
て
開
か
れ
た
の
で
す
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
四
十
五
日
前
の
こ
と
で
、

東
海
道
新
幹
線
の
開
通
を
間
近
に
控
え
て
い
ま
し

－81－



国際会議風景

た
。

来
日
し
た
一
行
は
、
フ
ラ
ン
ス
二
十
四
名
、
ド

イ
ッ
ニ
十
名
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
十
二
名
、
イ
ギ
リ

ス
十
二
名
、
ス
イ
ス
十
七
名
、
ベ
ル
ギ
ー
十
二
名
、

ス
ペ
イ
ン
七
名
、
イ
タ
リ
ア
十
二
名
、
オ
ラ
ン
ダ

四
名
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
二
名
、
ギ
リ
シ
ャ
ニ
名
、

モ
デ
ル
八
名
、
報
道
関
係
者
若
干
名
で
総
勢
約
百

四
十
名
で
し
た
。

こ
の
時
の
Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
の
役
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

会
長
ポ
ー
ル
・
ボ
ー
ク
レ
ー
（
フ
ラ
ン
ス
）
、
副

会
長
小
林
新
三
郎
（
日
本
）
、
カ
プ
イ
ュ
（
ベ
ル

ギ
ー
）
、
パ
ッ
カ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）
、
サ
イ
ボ
ル
ト

（
ド
イ
ツ
）
、
ミ
ス
ッ
チ
（
イ
タ
リ
ア
）
、
会
計
デ

ラ
ヴ
ァ
レ
（
フ
ラ
ン
ス
）
、
同
補
佐
カ
レ
ラ
ス

（
ス
ペ
イ
ン
）
、
書
記
ド
ム
ホ
ッ
フ
（
オ
ラ
ン
ダ
）
、

同
補
佐
カ
ッ
セ
ラ
キ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
）
、
監
査
ダ

エ
ト
ワ
イ
ラ
ー
（
ス
イ
ス
）
、
フ
ロ
ボ
ッ
ト
（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
）
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

宿
舎
、
会
議
場
は
帝
国
ホ
テ
ル
を
使
い
、
国
際

総
会
開
会
式
に
は
高
松
宮
殿
下
の
御
臨
席
を
賜
り
、

二
十
日
夜
に
は
歓
迎
正
式
晩
さ
ん
会
を
開
き
ま
し

た
。
そ
の
席
上
、
ポ
ー
ル
・
ボ
ー
ク
レ
ー
会
長
は

国
際
功
労
章
を
小
林
日
本
代
表
に
贈
り
、
帝
国
ホ

FIMT世界大会歓迎晩さん会（帝国ホテルに於いて）
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21、国際注文服業者連盟総会誘致に全力
一志

蕊議 鱸《

享へ

テ
ル
孔
雀
の
間
に
つ
め
か
け
た
六
百
余
名
の
参
会

者
の
拍
手
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

二
十
一
日
よ
り
三
日
間
に
わ
た
っ
た
総
会
の
中

で
、
小
林
は
全
服
連
の
代
表
と
し
て
挨
拶
す
る
と

共
に
、
日
本
の
テ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
の
報
告
を
し

ま
し
た
。

総
会
を
終
え
た
代
表
団
一
行
は
、
東
京
洋
服
会

館
を
訪
問
し
、
椿
山
荘
に
お
け
る
全
服
・
東
服
共

催
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
し
ま
し
た
。

更
に
英
國
屋
の
縫
製
工
場
な
ど
を
見
学
し
、
そ

の
規
模
の
大
き
さ
に
驚
嘆
し
て
お
り
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
は
注
文
洋
服
業
の
支
店
展
開
に
よ
る
大

規
模
テ
ー
ラ
ー
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

二
十
四
日
か
ら
一
行
は
、
名
古
屋
、
京
都
、
神

戸
、
有
馬
、
大
阪
、
横
浜
を
歴
訪
し
、
帰
国
前
日

に
は
東
京
観
光
を
し
て
、
日
本
滞
在
中
何
の
事
故

も
な
く
、
八
月
三
十
日
、
代
表
団
は
無
事
帰
国
の

途
に
着
き
ま
し
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
総
会
の
日
本
誘
致
は
、
わ
が
国
の
洋

服
業
界
誕
生
よ
り
一
世
紀
に
し
て
初
め
て
実
現
し

※
本
業
以
外
の
役
職
は
二
年
。
そ
の
間
は
寝
食
を
忘
れ
て
や
り
と
げ
る
。
Ｆ
ｌ
Ｍ
Ｔ
総
会
も
大
成
功
。

組
合
事
務
所
が
買
え
た
ほ
ど
。

た
国
際
交
流
で
あ
り
、
小
林
の
事
業
家
と
し
て
の
、

業
界
指
導
者
と
し
て
の
評
価
が
一
層
高
ま
っ
た
記

念
す
べ
き
出
来
事
で
し
た
。

昭
和
四
十
年
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
全
服
連
理

事
長
を
退
任
し
ま
し
た
。
本
業
以
外
の
名
誉
職
は

二
年
で
辞
退
す
る
の
が
、
小
林
の
主
義
だ
っ
た
か

ら
で
す
。

Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
総
会
開
催
の
た
め
に
は
、
服
地
メ
ー

カ
ー
や
、
服
地
卸
商
、
そ
れ
に
裏
地
や
付
属
品
な

ど
の
関
連
業
界
か
ら
寄
付
を
集
め
た
の
で
す
が
、

小
林
の
顔
と
事
業
手
腕
で
、
予
想
以
上
の
金
額
が

集
ま
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
行
事
が
終
わ
っ
た
後
で
も
、
相
当
の

金
額
が
余
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
残
っ
た
金
で
、

全
服
連
会
館
の
敷
地
と
建
物
を
買
い
ま
し
た
。

自
分
の
店
は
す
べ
て
テ
ナ
ン
ト
出
店
方
式
を
と

り
、
不
動
産
を
買
わ
な
い
主
義
の
小
林
で
す
が
、

こ
の
措
置
は
賢
明
で
、
そ
の
後
の
値
上
が
り
に
よ
っ

て
売
却
し
、
新
し
い
会
館
が
今
建
築
途
上
に
あ
り

ま
す
。
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21、国際注文服業者連盟総会誘致に全力

旬杢琴塞毎分麹郵便物認可）

第Ⅱ回国際

、〔東京〕 20日、 日

生国際会議場で国

際総会開会式が開

かれた歴史的瞬間

ぐ、その席上あいさつ
する左から小林全

服連理事長、高松

宮殿下、 ポール・

ボークレール会長

〔東京〕国際

連盟の総会会

議において各

国から提出さ

れた消問題解

決のため熱心

に傾}階、検討

を加える各国

代表。
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咄

増

職』f海
亀胃海嘩、

識
､鑑

識

籍

趣』霞
国際会議であいさつする

ポール・ボークレーFIMT会長I

国際会議後、英國屋を

見学する海外参加者

世界大会を無事終了、苦労を共にした全服連役員との慰労会で

(昭和39年）
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22,多店舗のきっかけ新宿紀伊國屋店
１
１
１
１
小
口

昭
和
訂
年
２
月
東
京
の
人

口
一
千
万
人
を
突
破
（
世
界

最
初
の
一
千
万
人
都
市
）

６
月
、
日
日
本

最
長
の
北
陸
ト
ン
ネ
ル
が
開

通

８
月
吃
日
堀
江

謙
一
、
小
型
ヨ
ッ
ト
で
太
平

洋
横
断

岨
月
東
京
で
ス

モ
ッ
グ
続
く

。
こ
の
年
銀
座
も
建
築
ラ
ッ

シ
ュ

；
膿

”

昭
和
三
十
一
年
の
渋
谷
東
急
店
出
店
か
ら
七
年

以
上
も
、
英
國
屋
は
全
く
新
規
出
店
を
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
銀
座
四
丁
目
店
と

六
丁
目
店
、
及
び
渋
谷
東
急
店
の
三
店
の
経
営
が

順
調
で
、
小
林
に
は
こ
れ
以
上
事
業
を
大
き
く
し

よ
う
と
い
う
気
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
〃
空
白
〃
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
英
國
屋

が
再
び
上
昇
軌
道
を
ま
つ
し
ぐ
ら
に
進
む
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
一
つ
の
失
敗
が
キ
ッ
カ
ヶ
で
し
た
。

昭
和
三
十
六
年
、
小
林
は
、
英
國
屋
の
顧
客
で

親
友
で
も
あ
る
紀
伊
國
屋
書
店
社
長
の
田
辺
茂
一

氏
か
ら
、
「
新
宿
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
を
建
て

豪
虹

る
か
ら
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
っ
て
欲
し
い
」
と

頼
ま
れ
た
の
で
す
。

長
年
の
上
得
意
の
依
頼
で
も
あ
り
、
田
辺
氏
の

理
想
と
す
る
新
し
い
感
覚
の
ビ
ル
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
る
こ
と
を
引
き
受

多
店
舗
の
き
っ
か
け
新
宿
紀
伊
國
屋
店

サ
ロ
ン
撤
退
を
攻
撃
に
変
え
て
銀
座
へ

け
ま
し
た
。

新
宿
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
た
私
鉄
沿
線
が
、
急

ピ
ッ
チ
で
開
発
さ
れ
て
い
る
折
で
も
あ
り
、
新
し

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
も

て
た
か
ら
で
す
。

紀
伊
國
屋
ビ
ル
は
昭
和
三
十
九
年
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
そ
の
ビ
ル
の
一
階
に
店
舗
を
出
す
一

方
、
八
階
を
ワ
ン
フ
ロ
ァ
借
り
切
り
、
英
國
屋
サ

ロ
ン
と
呼
ぶ
展
示
場
を
作
り
ま
し
た
。
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
を
つ
け
、
厚
い
ジ
ュ
ウ
タ
ン
を
敷
き
詰
め
、

デ
ラ
ッ
ク
ス
な
家
具
を
配
し
た
サ
ロ
ン
で
、
ゆ
っ

く
り
く
つ
ろ
い
だ
気
分
で
品
選
び
を
し
て
貰
お
う

と
い
う
積
り
で
し
た
。

｜
階
の
二
十
坪
と
い
う
面
積
不
足
を
カ
バ
ー
す

る
意
味
で
、
八
階
の
サ
ロ
ン
は
五
十
坪
と
っ
て
、

豪
華
な
雰
囲
気
を
演
出
し
よ
う
と
思
っ
た
わ
け
で

す
。

※
明
テ
ナ
ン
ト

本
来
は
、
借
地
人
、

小
作
人
、
借
家
人
の

こ
と
。
最
近
で
は
、

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
入
居
者
を
意

味
す
る
。

－87－



鍋
年
１
．
２
月
犯
豪

幸
三

４
月
東
京
国
際

見
本
市

６
Ⅱ
５
日
黒
四

ダ
ム
完
成

７
月
也
日
生
存

者
叙
勲
が
復
活

Ⅲ
月
館
日
米
大

統
領
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺

・
テ
レ
ビ
宇
宙
中
継
実
験

・
高
度
成
長
快
調
に
進
む

披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
銀
座
や
渋
谷
の
客
す

べ
て
を
招
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
繁
栄
が
大
い
に
期
待
で
き
る
、
そ
ん
な
華
や

か
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
期
待
は
も
の
の
見
事
に
外
れ
ま

し
た
。
新
宿
は
何
と
い
っ
て
も
若
者
の
街
で
す
。

二
十
代
の
若
者
に
は
英
國
屋
の
商
品
は
、
し
ょ
せ

ん
高
嶺
の
花
な
の
で
す
。
一
階
の
店
舗
に
は
顔
を

覗
か
せ
て
も
、
八
階
の
サ
ロ
ン
ま
で
足
を
運
ぶ
者

は
居
り
ま
せ
ん
。

法
人
関
係
の
開
拓
の
た
め
に
、
営
業
も
必
死
で

頑
張
っ
て
は
み
た
も
の
の
、
一
年
が
経
っ
て
も
、

一
階
の
店
舗
は
と
も
か
く
と
し
て
、
八
階
の
サ
ロ

紀伊國屋ビル

さ
す
が
銀
座
は
英
國
屋
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
、
た

ち
ま
ち
の
内
に
好
成
續
を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
成
功
で
、
小
林
の
胸
の
中
に
、
再
び
「
銀

座
ハ
ッ
ト
」
で
の
チ
ェ
ー
ン
店
構
想
が
湧
き
上
が

り
、
経
営
者
と
し
て
の
意
欲
に
目
覚
め
、
丸
の
内
、

赤
坂
と
店
舗
網
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

す
。

昭
和
三
十
九
年
と
い
え
ば
、
前
の
項
で
記
し
た

よ
う
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
総
会
が
初
め
て
日
本
で
開
催

さ
れ
、
全
服
連
理
事
長
の
小
林
が
そ
の
席
上
、
功

労
章
を
授
与
さ
れ
る
と
い
う
名
誉
を
受
け
た
年
で

あ
り
ま
す
。

ン
が
全
く
商
売
の
役
に
立
た
ず
、
無
用
の
長
物
と

化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

駄
目
だ
と
分
か
る
と
、
決
断
の
早
い
小
林
は
、

八
階
を
撤
収
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

こ
の
サ
ロ
ン
に
投
入
し
て
い
た
約
二
十
人
の
人
員

が
全
く
浮
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
余
剰
人
員
を
生
か
す
た
め
に
、

新
た
な
出
店
を
考
え
ま
し
た
。
地
元
銀
座
の
サ
ン

モ
ト
ャ
マ
も
出
店
し
て
い
る
朝
日
ビ
ル
の
一
階
に

豪
嘘

白
羽
の
矢
を
立
て
て
そ
こ
に
出
店
し
た
と
こ
ろ
、

※
姫
白
羽
の
矢

多
く
の
人
の
中
で
、

こ
れ
ぞ
と
思
う
人
が

特
に
選
び
出
さ
れ
る

こ
と
。
人
身
御
供
を

求
め
る
神
が
、
そ
の

望
む
少
女
の
家
の
屋

根
に
人
知
れ
ず
白
い

羽
の
矢
を
立
て
る
と

の
俗
伝
。
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22,多店舗のきっかけ新宿紀伊國屋店

本
業
以
外
の
事
業
で
多
忙
だ
っ
た
年
も
終
わ
り
、

店
舗
の
拡
大
に
力
を
注
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
か
ら
、
店
舗
を
出
さ
な
い
か
と
口
を

掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
そ
の
度
に
、
ど

ん
な
場
所
か
見
に
行
っ
て
、
こ
こ
な
ら
大
丈
夫
と

判
断
す
る
と
、
十
分
に
準
備
し
て
出
店
す
る
わ
け

で
す
が
、
二
、
三
年
や
っ
て
み
て
業
績
が
上
が
ら

な
い
と
、
パ
ッ
と
や
め
て
し
ま
う
決
断
力
に
優
れ

て
い
る
の
も
、
小
林
の
特
長
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

堀
之
内
も
、
小
林
の
そ
う
し
た
思
い
切
り
の
良

さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
出
店
に
も
積
極
的

だ
が
、
撤
退
も
果
敢
に
お
こ
な
う
と
い
う
点
が
、

並
み
の
商
売
人
と
は
違
う
か
ら
で
す
。

朝日ビル

そ
し
て
、
撤
退
の
際
の
従
業
員
へ
の
処
遇
に
も
、

大
変
気
を
配
り
ま
し
た
。

新
し
く
店
を
出
す
時
は
、
誰
を
店
長
に
し
た
ら

い
い
か
、
誰
を
次
長
に
し
た
ら
い
い
か
な
ど
、
役

員
会
で
十
分
選
考
し
て
決
め
ま
す
が
、
一
旦
そ
の

仕
事
に
つ
か
せ
る
と
、
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
も
業
績
が
上
が
ら
ず
に

撤
退
を
決
め
る
時
は
、
そ
の
店
の
店
長
や
次
長
が

辛
い
思
い
を
し
な
い
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
立
地

条
件
が
悪
く
、
そ
の
環
境
が
英
國
屋
と
う
ま
く
マ
ッ

チ
し
な
い
所
に
出
店
し
た
自
分
の
失
敗
で
あ
る
か

ら
、
皆
に
は
迷
惑
を
か
け
た
と
い
う
ふ
う
に
、
逆

に
慰
め
て
、
次
の
出
店
の
時
に
は
ま
た
頑
張
っ
て

貰
い
た
い
、
と
勇
気
づ
け
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
店
長
始
め
従
業
員
も
、
次
に
出
店
の

時
に
は
一
層
頑
張
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
こ
の

新
宿
紀
伊
國
屋
店
サ
ロ
ン
の
撤
収
の
他
に
、
こ
れ

ま
で
も
大
阪
の
難
波
と
か
神
戸
の
三
宮
と
か
、
十

店
舗
程
撤
収
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
こ
と
が

思
い
切
っ
て
出
来
た
一
つ
に
は
、
英
國
屋
の
出
店

が
あ
く
ま
で
も
テ
ナ
ン
ト
方
式
を
と
っ
た
こ
と
に

も
よ
り
ま
す
。
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↓昭
和
調
年
４
月
１
日
海
外

観
光
旅
行
が
自
由
化

４
月
羽
日
日
本

が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
正
式
加
盟
で

先
進
資
本
主
義
国
の
仲
間
入

り

８
月
銀
座
通
り

歩
道
カ
ラ
ー
舗
装

９
月
Ⅳ
日
首
都

高
速
道
路
・
モ
ノ
レ
ー
ル
開

業

９
月
銀
座
三
愛

角
の
交
番
再
建

、
月
１
日
東
海

道
新
幹
線
開
業

、
日
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
く

吃
月
加
日
東
京

駅
開
業
五
○
周
年

・
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
の
流
行
語
／

女
性
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
流
行

新
宿
紀
伊
國
屋
ビ
ル
の
八
階
サ
ロ
ン
を
撤
収
し

て
、
銀
座
の
朝
日
ビ
ル
へ
の
出
店
で
成
功
を
収
め

た
英
國
屋
は
、
銀
座
に
強
い
こ
と
が
そ
の
業
績
で

証
明
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
自
身
、
青
春
時
代
を
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
で

洋
服
店
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
し
、
創

業
当
時
の
英
國
屋
の
幹
部
は
皆
、
銀
座
で
再
会
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
小
林
の
元
へ
集
ま
っ
た

人
た
ち
と
い
う
わ
け
で
、
銀
座
に
は
深
い
縁
が
あ

る
の
で
す
。

銀
座
を
愛
し
銀
座
に
数
々
の
思
い
出
を
残
し
た

人
々
の
集
ま
り
で
英
國
屋
が
出
来
た
い
き
さ
つ
を

考
え
れ
ば
、
英
國
屋
が
銀
座
と
い
う
土
地
柄
に
マ
ッ

チ
し
て
い
る
の
は
当
た
り
前
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

多
店
舗
は
銀
座
固
め
か
ら
…

※
商
売
に
役
立
た
な
か
っ
た
新
宿
の
八
階
サ
ロ
ン
を
思
い
切
っ
て
撤
退
、
銀
座
に
力
を
注
い
だ
。
銀

座
に
強
い
英
國
屋
が
証
明
さ
れ
た
。

点
を
面
の
展
開
に
変
え
て
集
中
効
果

昭
和
四
十
年
二
月
に
銀
座
並
木
店
、
昭
和
四
十

一
年
五
月
に
有
楽
町
店
、
そ
の
年
の
六
月
に
丸
の

内
店
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
に
銀
座
二
丁
目
店
と

い
う
ふ
う
に
、
銀
座
を
中
心
と
し
て
出
店
が
相
次

い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
他
に
、
既
に
盛
業
中
の
銀
座
四
丁
目

店
、
銀
座
六
丁
目
店
、
銀
座
み
ゆ
き
店
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
銀
座
四
丁
目
か
ら
一
丁
目
に
向
か
っ
て

歩
い
て
も
、
四
丁
目
か
ら
八
丁
目
へ
向
か
っ
て
歩

い
て
も
、
必
ず
何
店
か
の
英
國
屋
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

同
じ
銀
座
に
出
店
し
て
い
て
も
、
各
々
客
の
層

が
違
い
ま
す
。
み
ゆ
き
通
り
の
店
は
、
四
十
代
か

ら
五
十
代
の
お
し
ゃ
れ
な
人
で
、
並
木
通
り
の
店

－90－



23,多店舗化は銀座固めから

銀座の地図に英國屋の拠点を印す

（昭和62年版銀座グラフィックマップ⑧

。HSUZAKI）

》
毎
鍛

は
豪
華
さ
を
望
む
人
、
四
丁
目
の
店
は
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
人
、
と
い
う
ふ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
客
が

居
る
こ
と
を
、
小
林
は
十
分
に
心
得
て
い
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
事
情
を
知
ら
な
い
世
間
で
は
、
「
英

國
屋
は
ど
う
し
て
銀
座
に
ば
か
り
店
を
出
す
の
だ

ろ
う
か
。
い
く
ら
銀
座
に
強
い
と
い
っ
て
も
、
店

の
数
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
内
に
潰
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

な
ど
と
噂
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
「
点
」
か
ら
「
面
」
の
展
開
へ
と
転

じ
た
英
國
屋
の
出
店
は
、
結
果
と
し
て
は
大
成
功

で
し
た
。
銀
座
を
歩
け
ば
必
ず
英
國
屋
に
ぶ
つ
か

る
の
で
す
か
ら
、
広
告
効
果
に
も
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

や
が
て
、
「
あ
ん
な
に
店
を
出
し
て
大
丈
夫
か
」

と
い
う
不
安
が
、
「
大
し
た
も
の
だ
」
と
い
う
評

価
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
規
模
の
店
舗
展
開
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
「
銀
座
英
國
屋
」
を
堂
々
と
名
乗
れ
る
の

は
、
銀
座
に
多
く
の
店
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
い
ず

れ
も
盛
業
中
で
あ
る
か
ら
で
す
。

だ
が
、
ど
ん
な
に
銀
座
に
強
い
と
い
う
自
信
が

あ
っ
て
も
、
二
丁
目
店
の
出
店
の
時
は
、
周
囲
の

者
は
勿
論
、
内
部
の
者
も
反
対
の
声
が
大
き
か
っ

た
の
で
す
。
何
故
か
と
い
う
と
、
銀
座
は
四
丁
目

が
中
心
で
、
八
丁
目
方
面
、
あ
る
い
は
一
丁
目
方

面
へ
寄
れ
ば
寄
る
程
、
人
の
流
れ
が
少
な
く
な
り
、

一
～
二
丁
目
は
殊
に
銀
座
の
外
れ
と
い
う
寂
し
い

場
所
だ
っ
た
か
ら
な
の
で
し
た
。

昭
和
四
十
年
当
時
の
二
丁
目
付
近
は
、
古
道
具

屋
と
か
骨
と
う
屋
ば
か
り
で
、
僅
か
に
テ
ァ
ト
ル

東
京
へ
行
く
人
が
通
る
く
ら
い
で
し
た
。
こ
こ
に
、

銀座といえば英國屋（二丁目店）
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九
十
坪
の
大
型
店
を
作
ろ
う
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
昭
和
四
十
三
年
、
反
対
を
押
し
切
っ
て
小
林
が

そ
の
前
途
を
危
ぶ
む
声
が
出
る
の
も
当
然
で
し
た
。

出
店
を
す
べ
て
買
い
取
り
方
式
に
す
る
と
、
莫

大
な
資
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
す
べ
て
テ
ナ
ン

ト
方
式
に
す
る
の
が
小
林
の
方
針
で
し
た
。
そ
れ

は
、
一
つ
の
店
が
軌
道
に
乗
る
に
は
約
三
年
か
か

る
と
見
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
間
に
資
金
が
大
き

く
寝
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
と
れ
な
い
た
め
で
す
。

こ
の
方
針
は
現
在
も
尚
続
い
て
い
ま
す
。

濁
彬
厳

ｊ
ほ
ぎ
轟
蕊
群
分
醗
ｒ
４
翻
心
画
騨
》
》
癖
》
砕
酔
群
》
蝿
榊
》
心
謬
》
銅
》
》
》

号
子
ぷ
究
轟
、
〃

脅

患

英國屋といえば銀座（六丁目店）

二
丁
目
店
（
現
在
英
國
屋
の
母
店
と
な
っ
て
い
る
）

を
オ
ー
プ
ン
し
た
当
時
を
振
り
返
っ
て
、
初
代
店

長
で
あ
っ
た
城
戸
崎
信
雄
（
現
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー

社
長
）
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

「
少
々
お
金
は
か
か
っ
て
も
よ
い
か
ら
、
良
い
店

を
作
り
な
さ
い
と
社
長
に
言
わ
れ
、
専
門
家
に
設

計
し
て
貰
っ
た
ら
、
坪
七
十
万
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
う
し
ま
す
と
、
造
作
だ
け
で
六
千
三
百
万
も
か

か
り
ま
す
。
そ
の
上
、
電
気
の
容
量
が
足
り
な
い

の
で
、
屋
上
に
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
三
百
万
か
か

り
ま
す
。
こ
ん
な
に
費
用
が
か
か
っ
て
は
駄
目
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
社
長
か
ら
、
い
い

で
す
よ
、
や
り
な
さ
い
、
と
い
う
返
事
が
返
っ
て

き
た
の
で
す
。

開
店
当
初
は
や
は
り
人
通
り
が
な
く
、
展
示
会

が
あ
る
度
に
店
を
閉
め
て
、
応
接
セ
ッ
ト
や
テ
ー

ブ
ル
、
生
地
掛
け
な
ど
を
持
ち
出
し
て
い
た
く
ら

い
で
す
。
そ
れ
で
も
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
四
年
ぐ
ら

い
経
っ
た
頃
、
人
の
流
れ
が
変
わ
り
、
二
丁
目
店

の
業
績
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
の
で
す
。
そ
れ
か

ら
は
、
前
年
対
比
の
数
字
が
二
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
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24、工場の独立、㈱英一㈱英二の誕生

卜

増
し
と
い
う
月
が
八
カ
月
間
も
続
く
と
い
う
成
績

を
上
げ
る
、
繁
盛
店
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
」

小
林
の
見
通
し
が
見
事
に
当
た
っ
た
の
は
、
何

よ
り
も
〃
ツ
キ
〃
が
あ
っ
た
か
ら
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
次
か
ら
次
へ
と
出
店
す
る
す
べ
て
の
店
が
テ

ナ
ン
ト
方
式
の
出
店
で
す
か
ら
、
休
ん
で
い
て
も

英
國
屋
の
出
店
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
当
然
、

注
文
着
数
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
昭
和
三
十
年
代

後
半
に
は
、
直
営
の
洋
服
研
究
所
の
技
術
者
は
五

十
人
ぐ
ら
い
に
ふ
く
れ
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

工
場
が
三
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
ズ
ボ
ン
、
チ
ョ

ッ
キ
、
上
衣
の
各
々
の
裁
断
が
あ
り
、
縫
製
が
あ

り
、
し
か
も
仮
縫
い
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
務
の
仕
事
で
も
、
伝
票
を
書
い
た
り
、
仕
事

工
場
の
独
立
、
㈱
英
一
㈱
英
二
の
誕
生

※
銀
座
に
あ
れ
だ
け
の
店
が
あ
っ
て
大
丈
夫
か
？
一
般
の
心
配
を
払
い
の
け
て
、
各
店
が
立
派
な

成
績
を
あ
げ
る
。
広
告
の
相
乗
効
果
も
あ
っ
て
、
お
客
様
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。

商
工
分
離
の
精
神
を
生
か
し
て

の
わ
り
ふ
り
を
し
た
り
と
、
そ
の
能
力
は
限
界
に

き
て
い
ま
し
た
。

し
か
も
、
直
営
工
場
作
り
に
貢
献
し
た
白
鳥
が

事
情
で
会
社
を
辞
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
至
っ
て
、
商
と
工
は
一
緒
に
は
出
来
な

い
と
い
う
商
工
分
離
論
が
表
面
化
し
た
の
で
す
。

技
術
屋
が
商
売
に
専
念
し
て
も
う
ま
く
い
か
な

い
し
、
商
売
人
が
技
術
の
習
得
を
し
て
も
う
ま
く

家
賃
を
と
ら
れ
る
の
で
、
全
店
無
休
で
営
業
し
て

い
る
の
も
大
き
な
特
長
で
す
し
、
注
文
洋
服
店
の

チ
ェ
ー
ン
化
を
実
施
し
て
、
お
互
い
の
店
同
士
で

成
績
を
競
い
合
う
の
も
英
國
屋
の
特
長
で
あ
り
ま

す
。
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い
か
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
あ
る
も
の
で

す
。

技
術
者
は
縫
製
専
門
、
営
業
マ
ン
は
商
売
専
門

に
し
た
方
が
無
理
な
く
い
け
る
と
考
え
た
小
林
は
、

小
幡
氏
（
現
㈱
英
一
社
長
）
に
独
立
し
て
み
な
い

か
と
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
代
後
半
で
入
社
し

て
ま
だ
若
か
っ
た
小
幡
氏
は
、
独
立
に
は
あ
ま
り

乗
り
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

英一の補正作業

英
國
屋
の
工
賃
の
支
払
い
は
、
二
十
日
に
締
め

て
翌
月
十
日
に
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職

人
の
給
与
を
遅
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
独
立

す
る
に
は
ど
う
し
て
も
三
百
万
円
程
必
要
に
な
り

ま
す
。故

郷
の
札
幌
に
帰
っ
て
親
と
も
相
談
し
て
み
た

の
で
す
が
、
今
更
、
親
に
金
を
出
し
て
貰
う
わ
け

に
も
い
き
ま
せ
ん
し
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
散
々

悩
み
ま
し
た
。

工
賃
の
支
払
い
を
、
二
十
五
日
締
め
の
月
末
二

日
前
払
い
の
条
件
を
、
思
い
切
っ
て
社
長
に
提
示

し
て
み
た
と
こ
ろ
、
Ｏ
Ｋ
が
出
ま
し
た
の
で
、
独

立
す
る
決
心
が
つ
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
、
株
式
会
社
英
一
の
誕
生
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
時
一
緒
に
能
勢
氏
が
独
立
し
、

株
式
会
社
英
二
が
出
来
ま
し
た
。

洋
服
研
究
所
に
居
た
技
術
者
が
、
小
幡
氏
と
能

勢
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
き
と
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

一
種
の
ト
レ
ー
ド
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

㈱
英
一
、
㈱
英
二
共
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

は
、
英
國
屋
の
洋
服
を
数
多
く
縫
っ
た
経
験
を
も

つ
裁
断
師
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

縫
製
の
技
術
を
も
っ
者
は
誰
で
も
、
一
流
の
裁
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24、工場の独立、㈱英一㈱英二の誕生

昭
和
㈹
年
３
月
６
日
山
陽

特
殊
鋼
、
戦
後
最
大
の
倒
産

３
月
肥
日
ソ
連

の
宇
宙
飛
行
士
が
宇
宙
遊
泳

に
成
功

５
月
鍋
日
山
一

証
券
、
行
き
詰
ま
り
で
特
別

融
資

７
月
名
神
高
速

道
路
が
全
線
開
通

皿
月
創
日
朝
永

振
一
郎
博
士
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞

・
不
況
の
中
、
巨
人
の
Ｖ
９

が
始
ま
る

・
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
流
行

・
銀
芽
会
結
成

断
師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
。
小
幡
氏
は
英
國
屋
の
裁
断
師
は
外
部
か
ら
は

採
用
せ
ず
、
内
部
か
ら
、
縫
製
の
腕
が
良
く
、
勤

務
態
度
の
真
面
目
な
人
を
裁
断
師
に
し
よ
う
と
い

う
方
針
を
と
り
、
小
林
と
衝
突
し
て
苦
労
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
絶
対
に
良
い
腕
で
縫
え
る
人
で
な
い

と
、
良
い
裁
断
師
に
は
な
れ
な
い
、
と
い
う
信
念

は
崩
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
今
日
の
英
國
屋
の

素
晴
ら
し
い
仕
立
て
上
が
り
の
洋
服
が
存
在
す
る

と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

英二（能勢社長）の作業

つ
ま
り
は
、
内
部
か
ら
裁
断
師
に
上
が
っ
た
人

は
、
仕
事
が
安
定
し
て
い
て
良
い
成
績
を
あ
げ
ま

す
し
、
何
よ
り
も
、
英
國
屋
の
経
営
方
針
を
理
解

し
て
い
て
気
持
ち
良
く
動
い
て
く
れ
ま
す
。

小
幡
氏
の
こ
の
信
念
は
、
十
年
余
り
働
い
て
み

て
身
を
以
っ
て
体
得
し
た
こ
と
な
の
で
、
小
林
も

納
得
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

英
國
屋
の
裁
断
の
特
徴
は
、
新
規
客
の
注
文
は

必
ず
型
紙
を
お
こ
し
て
、
店
の
貴
重
な
資
料
と
し

て
大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
す
。

お
客
様
の
体
型
に
変
化
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
型

紙
を
直
し
、
い
つ
も
最
新
版
に
し
て
お
き
ま
す
。

生
地
の
上
に
チ
ャ
コ
で
線
を
引
き
、
い
き
な
り

裁
っ
と
い
う
直
裁
は
見
て
い
る
と
す
ご
い
迫
力
が

あ
り
ま
す
が
、
危
険
も
あ
り
ま
す
。

生
地
に
よ
っ
て
は
一
着
分
で
一
セ
ン
チ
か
ら
二

セ
ン
チ
も
伸
び
る
も
の
も
あ
る
し
、
補
正
し
に
く

い
か
ら
、
も
し
裁
ち
間
違
え
で
も
し
よ
う
も
の
な

ら
、
そ
れ
こ
そ
何
十
万
円
も
の
損
失
に
な
り
ま
す
。

型
紙
な
ら
、
間
違
っ
て
も
気
楽
に
直
せ
ま
す
し
、

型
紙
を
何
度
も
補
正
し
て
完
全
な
も
の
に
し
て
か

ら
、
生
地
に
チ
ャ
コ
を
引
く
わ
け
で
、
損
失
を
防

げ
ま
す
。
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ち
ょ
っ
と
ベ
テ
ラ
ン
に
な
り
ま
す
と
、
型
紙
を

見
た
だ
け
で
欠
点
が
分
か
る
と
い
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ビ
ル
ロ
ー
テ
ー
ラ
ー
が
、
型
紙

を
大
切
に
保
管
し
て
い
る
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で

す
。

や
が
て
地
方
へ
の
出
店
が
増
え
て
く
る
と
、
㈱

英
一
も
㈱
英
二
も
、
工
場
を
そ
の
地
方
に
造
っ
て
、

裁
断
と
仮
縫
い
は
全
部
現
地
で
や
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
の
際
、
裁
断
師
も
現
地
に
派
遣
さ
れ
る

の
で
、
英
國
屋
の
ス
タ
イ
ル
は
ど
こ
で
も
継
承
さ

れ
る
わ
け
で
す
。

一
店
舗
一
工
場
を
原
則
と
し
て
、
三
十
坪
の
店

が
で
き
る
と
十
坪
弱
の
小
さ
な
場
所
に
裁
断
室
、

※
注
文
服
は
手
縫
い
部
分
が
多
く
、
部
分
的
に
し
か
合
理
化
で
き
な
い
。
技
術
で
も
基
本
を
押
さ
え

る
こ
と
が
大
切
。
裁
断
に
当
た
っ
て
も
一
枚
一
枚
型
紙
を
お
こ
す
。
他
店
の
で
き
な
い
こ
と
を
頑

固
な
ま
で
に
実
行
し
て
い
る
。

縫
製
工
場
を
持
つ
と
い
う
の
が
、
商
工
分
離
の
シ

ス
テ
ム
で
す
。
し
か
も
、
同
輩
や
先
輩
が
経
営
者

だ
か
ら
、
技
術
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
、
対
人
間
の
理
解
が
生
ま
れ
、

能
率
が
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
好
ま
し
い
状
況
が
生

じ
ま
す
。

し
か
し
、
注
文
洋
服
の
工
場
は
手
作
り
が
基
本

で
す
か
ら
、
縫
製
時
間
の
短
縮
と
か
、
工
場
の
合

理
化
な
ど
が
あ
ま
り
出
来
な
い
悩
み
も
あ
り
ま
す
。

豪
偲

こ
れ
が
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
工
場
と
の
違
い
で

す
し
、
人
材
の
確
保
も
大
き
な
悩
み
と
言
え
ま
し
ょ

一
つ
。

※
昭
イ
ー
ジ
ー
オ
ー

ダ
ー

大
体
決
め
ら
れ
た
型

に
基
づ
き
、
顧
客
の

寸
法
に
併
せ
て
仕
立

て
る
洋
服
。
外
来
語

で
な
く
和
製
語
で
あ

る
。
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
簡
単
な
も
の
。

ま
た
、
ハ
ー
フ
メ
ー

ド
は
、
半
既
成
品
の

洋
服
で
、
仮
縫
い
ま

で
出
来
て
い
て
、
注

文
に
応
じ
寸
法
を
合

せ
て
仕
上
げ
る
も
の
。
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25、注文服層を広げるために直営工場

↓昭
和
佃
年
２
月
４
日
全
日

空
機
墜
落
一
二
一
人
死
亡
。

３
月
に
も
カ
ナ
ダ
機
、
ア
メ

リ
カ
機
が
事
故
で
、
六
四
人
、

一
二
四
人
が
死
亡

３
月
釧
日
日
本

の
人
口
一
億
人
を
突
破

６
月
羽
日
ビ
ー

ト
ル
ズ
が
来
日

４
月
銀
座
に
ソ

ニ
ー
ビ
ル
が
完
成

８
月
８
日
中
国

で
文
化
大
革
命
が
起
こ
る
。

・
交
通
事
故
死
者
史
上
最
高

・
ひ
の
え
午
の
年
で
出
産
数

が
二
五
％
も
減

・
い
ざ
な
ぎ
景
気
。
新
三
種

の
神
器
（
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

カ
ー
、
ク
ー
ラ
ー
）

英
國
屋
は
ご
く
専
門
化
さ
れ
た
プ
レ
ス
テ
ー
ジ

・
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
高
級
注
文
服
を
主
体
に
し
て

い
る
の
で
、
お
客
の
年
代
は
高
く
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

も
っ
と
若
い
人
に
も
注
文
服
を
着
て
貰
っ
て
、

既
製
服
に
は
無
い
着
心
地
を
味
わ
っ
て
貰
い
た
い
、

注
文
服
層
を
広
げ
る
た
め
に
直
営
工
場

直
営
工
場
「
英
三
」
で
合
理
化
縫
製
め
ざ
す

銀座二丁目店開店特別招待会

と
い
う
意
向
を
こ
め
て
、
昭
和
四
十
一
年
に
ジ
ェ

ン
ト
リ
ー
と
い
う
店
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
向
け
に
も
洋
服
を
作
っ
て

い
こ
う
と
い
う
経
営
ポ
リ
シ
ー
は
、
現
在
の
丸
の

内
テ
ー
ラ
ー
に
立
派
に
生
き
て
い
ま
す
。

当
時
、
独
立
間
も
な
い
㈱
英
一
、
㈱
英
二
の
と

こ
ろ
へ
、
こ
の
仕
事
の
話
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
、
た
だ
で
さ
え
目
一
杯
の
縫
製
の
仕
事
で
忙

し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
に
、
工
賃
の
安
い
服
を

縫
う
の
は
到
底
不
可
能
な
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
な
ら
技
術
者
を
回
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
、

㈱
英
一
は
栗
原
、
吉
田
、
坂
下
ら
三
名
の
人
材
を
、

㈱
英
二
は
国
分
を
再
び
英
國
屋
へ
ト
レ
ー
ド
い
た

し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
新
た
に
英
三
（
直
営
工
場
）
が
発
足

し
、
伊
丹
が
工
場
長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

㈱
英
一
で
は
、
直
営
工
場
へ
行
く
者
の
中
で
裁
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悪： 一

術
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
入
賞
し
た
程

い
ま
し
て
、
縫
製
に
は
絶
対
の
自

た
が
、
自
分
か
ら
希
望
し
て
、
裁

込
山
一

自
社
で
持
っ
て
英
國
屋
へ
ト
レ
ー
ド
し
た
の
で
す
。

断
師
を
希
望
す
る
者
に
は
、
一
人

出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
一
力

返
し
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
し
た

栗
原
（
現
英
三
室
長
）
は
技
術

ら
で
し
た

お
世
話
に
な
っ
た
英
國
屋
へ
の
、
せ
め
て
も
の
恩

上
田

！

一
郎
氏
の
指
導
を
受
け
た
人
で
、

l i
篝 §

辮竺無4

【

《
鷺雰噌

。

？華

顧
問
で
あ
る
故

で
、
全
日
本
技

の
腕
を
持
っ
て

信
が
あ
り
ま
し

断
と
着
せ
つ
け

で
完
全
に
裁
断

月
分
の
給
料
を

長
が
担
当
し
て
い
た

う
で
す
。
ま
た
、

す
。

を
習
っ
て
か
ら
、

馴
れ
な
い
も
の
で
着

な
る
方
で
し
て
、
僕
は
ま
だ
要
領
が
分
か
ら
ず
、

は
震
え
る
し
、

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
九
州
か
ら
お
出
掛
け
に

「
一
番
初
め
に
っ

そ
れ
で
も
超
一

口
も
き
け
な
い
状
態
に
な

英
國
屋
に
帰
っ

流
の
人
を
相
手
に
す
る
と
、と、

い
た
お
客
様
は
、

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま

方
を
、
僕
が
や
ら
せ
て
貰
う

せ
つ
け
を
モ
タ
モ
タ
や
っ
て

寺

て
来
ま
し
た
。

7F そ
れ
ま
で
社 手

っ
た
そ鱗

齢

蕊

輪
麓

… 齊
剰
■

英三における作業風景
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25、注文服層を広げるために直営工場

’
甜

い

る

と

、

お

客

様

が

急

に

足

が

痛

い

と

言

い

出

さ

れ
、
び
っ
く
り
し
て
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
神
経

痛
が
出
た
と
い
う
こ
と
で
、
横
に
つ
い
て
い
た
営

業
の
人
が
、
早
く
早
く
と
急
ぎ
た
て
る
の
で
す
。

あ
わ
て
て
ば
ぱ
っ
と
着
せ
つ
け
を
終
え
て
納
品
し

た
ら
、
チ
ョ
ッ
キ
の
背
丈
が
短
い
と
い
う
こ
と
で
、

大
目
玉
を
食
ら
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
は
ち
ゃ
ん

と
し
ま
す
、
と
い
う
こ
と
で
、
型
紙
を
全
部
直
し

て
、
初
め
か
ら
縫
い
直
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
ご
機

嫌
が
直
り
、
ず
っ
と
ご
ひ
い
き
に
し
て
頂
き
、
そ

の
方
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
そ
の
息
子
さ
ん
、
そ

の
ま
た
息
子
さ
ん
と
、
親
子
三
代
の
お
仕
立
て
を

し
て
い
ま
す
」

こ
う
し
た
お
客
こ
そ
、
英
國
屋
な
ら
で
は
の
上

客
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

英
國
屋
の
技
術
と
し
て
一
番
白
慢
で
き
る
の
は
、

何
と
い
っ
て
も
袖
付
け
の
上
手
さ
で
し
ょ
う
。
普

通
は
山
袖
と
下
袖
の
差
は
三
・
五
セ
ン
チ
か
ら
四

セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
英
國
屋
の
差
は
三

セ
ン
チ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
英
國
屋
独
自

の
裁
断
で
、
身
頃
に
合
わ
せ
て
も
、
そ
の
逆
で
も
、

ぴ
っ
た
り
合
う
袖
の
裁
断
が
で
き
る
技
術
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。
英
國
屋
の
洋
服
が
着
易
い
と
い
わ

れ
る
理
由
の
一
つ
は
、
こ
の
袖
付
け
に
あ
る
の
で

す
。

直
営
工
場
は
と
に
か
く
忙
し
く
、
八
十
着
も
の

服
を
裁
断
、
仮
縫
い
、
補
正
、
付
属
合
わ
せ
な
ど

こ
な
す
わ
け
で
す
が
、
一
人
で
は
ど
う
に
も
な
ら

ず
に
、
事
務
所
の
人
に
も
手
伝
っ
て
貰
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
う
や
っ
て
数
を
こ
な
す

こ
と
で
、
腕
の
方
は
一
段
と
向
上
し
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

他
の
テ
ー
ラ
ー
が
技
術
屋
不
足
で
嘆
い
て
い
る

の
に
、
英
國
屋
に
は
優
秀
な
技
術
屋
が
揃
っ
て
い

る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
他
か
ら
狙
わ
れ
易
い
と
い

う
背
景
も
あ
り
ま
し
た
。

英
國
屋
の
良
い
所
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
中
で

も
営
業
が
優
秀
な
の
で
、
閑
散
期
と
い
う
も
の
が

余
り
な
い
か
ら
、
注
文
着
数
が
多
く
、
忙
し
く
し

て
い
る
内
に
技
術
の
腕
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い

く
の
で
す
。
だ
か
ら
、
他
へ
行
く
よ
り
も
英
國
屋

で
修
業
し
て
腕
を
磨
き
、
独
立
し
て
工
場
を
持
つ

方
が
ず
っ
と
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
英
國
屋
の

方
へ
か
え
っ
て
職
人
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

他
の
テ
ー
ラ
ー
で
は
、
腕
の
良
い
職
人
が
ど
ん
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識

霧
顎
翰
も

蜀
蕊
詔
鍛
蓉

晶

ど
ん
散
っ
て
行
く
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
縫
製
工
賃
に
触
れ
て
み
ま
す
と
、
昭
和

三
十
五
年
頃
は
上
着
一
着
が
千
五
百
円
で
、
栗
原

は
最
高
の
三
千
円
貰
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
五

十
年
頃
に
な
る
と
平
均
で
二
万
二
千
円
に
上
が
り

議
仙

ま
し
た
が
、
す
べ
て
が
出
来
高
制
の
支
払
い
で
す
。

給
料
制
と
い
う
の
は
職
人
の
場
合
は
ど
う
し
て

も
不
満
が
あ
る
よ
う
で
、
管
理
を
よ
ほ
ど
上
手
に

や
ら
な
い
と
無
理
み
た
い
で
す
。
し
か
し
、
出
来

諾才

※
数
多
く
の
洋
服
を
縫
う
こ
と
で
技
術
は
向
上
す
る
。
着
易
さ
を
保
証
す
る
英
國
屋
独
自
の
袖
の
設

計
も
必
要
が
生
み
出
し
た
技
術
。

鐸

蕊
藤

、鴬

鶚

驚

高
払
い
と
い
う
の
も
、
工
賃
が
上
が
る
に
つ
れ
て

生
産
能
力
が
落
ち
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
の
が
悩

み
で
す
。

裁
断
、
仮
縫
い
、
修
理
は
現
地
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
大
阪
、
京
都
、
横
浜
以
外
は
す
べ
て
、
東

京
で
縫
製
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
横
浜
工
場

で
は
、
将
来
の
生
産
の
在
り
方
を
模
索
す
る
た
め

に
、
全
面
的
な
シ
ス
テ
ム
化
へ
移
行
し
始
め
て
い

ま
す
。

※
“
出
来
高
制

賃
金
形
態
の
一
つ
。

時
給
、
日
給
と
違
い
、

作
業
量
や
出
来
高
量

に
よ
っ
て
、
決
め
ら

れ
る
賃
金
。
特
殊
な

技
術
を
要
す
る
、
手

作
業
的
な
業
務
に
多

く
見
ら
れ
る
。
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26、 クレーム防止に「作り替え」システ ム

↓

虹
略
逼
屑
鋤
：
炎
も
琴
間
鼎

識
棚

チェック表

W

小
林
明
も
入
社
間
も
な
い
頃
、
こ
う
し
た
光
景

を
何
回
も
目
撃
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
出
来
上
が

り
の
予
定
と
商
品
の
入
荷
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
表

を
考
え
出
し
ま
し
た
。
こ
の
表
は
、
現
在
で
も
各

店
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
納
期
が
も
し
間
に
合
わ

な
い
場
合
に
は
、
電
話
等
で
事
前
に
連
絡
す
れ
ば

お
客
に
ご
迷
惑
を
掛
け
ず
に
済
み
ま
す
。
連
絡
不

行
届
き
で
来
店
さ
れ
た
時
で
も
、
す
か
さ
ず
、
製

注
文
洋
服
の
場
合
、
お
客
の
体
型
、
好
み
に
合

わ
せ
て
一
着
一
着
作
る
の
で
、
ク
レ
ー
ム
は
避
け

て
通
れ
な
い
問
題
で
す
。
納
期
の
遅
れ
、
サ
イ
ズ

の
違
い
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
お
客
の
感

情
を
さ
か
な
で
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

仮
縫
い
や
納
品
な
ど
で
、
多
忙
な
お
客
が
来
店

し
た
際
に
、
暫
く
待
た
せ
た
上
、
「
ま
だ
出
来
て

お
り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
言
お
う
も
の
な
ら
、
お
客

の
怒
り
を
招
き
ま
す
。

ク
レ
ー
ム
防
止
に
「
作
り
替
え
」
シ
ス
テ
ム

悪
い
第
一
印
象
が
後
で
苦
情
に

の
こ
と
、
着
丈
、
身
頃
の
ゆ
と
り
な
ど
、
お
客
独

自
の
見
識
が
あ
り
、
か
な
り
う
る
さ
く
注
文
を
つ

け
ら
れ
ま
す
。

「
英
國
屋
は
生
地
屋
で
仕
立
て
屋
で
は
な
い
」
と

い
う
デ
マ
を
流
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
少

し
の
寸
法
違
い
で
も
デ
マ
の
裏
付
け
に
さ
れ
て
は
、

信
用
問
題
に
関
わ
り
ま
す
。
小
さ
な
寸
法
違
い
は
、

お
客
の
了
承
を
得
て
、
す
ぐ
に
直
し
ま
す
が
、
二

品
が
未
入
荷
で
あ
る
旨
を
告
げ
て
素
直
に
詫
び
る

と
、
お
客
の
立
腹
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
は
先
手
必
勝
の
心
得
が
大
切
な
の
で
す
。

サ
イ
ズ
の
違
い
の
問
題
は
、
昭
和
四
十
三
年
に

「
作
り
替
え
」
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
か
ら
は
ク

レ
ー
ム
が
激
減
し
ま
し
た
。

お
客
様
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
注
文
服
な
ら
サ
イ

ズ
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
当
り
前
で
す
。
ま
た
、
洋

服
は
自
己
の
分
身
で
も
あ
る
の
で
、
袖
丈
は
勿
論
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回
、
三
回
と
直
し
が
続
い
た
り
、
身
頃
の
大
き
な

寸
法
違
い
の
場
合
は
心
証
を
悪
く
す
る
ば
か
り
な

の
で
、
見
立
て
替
え
を
お
客
に
頼
ん
で
、
作
り
直

す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
さ
す
が
は
英
國
屋

だ
と
評
価
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

嶋
村
秀
夫
は
長
年
の
営
業
経
験
か
ら
、
ク
レ
ー

ム
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
人
為
的
な
ミ
ス
に
起
因

し
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
仕
立
て
が
悪
い

と
か
生
地
が
悪
い
と
か
の
ク
レ
ー
ム
は
微
々
た
る

も
の
で
、
店
の
従
業
員
の
初
体
面
の
印
象
が
如
何

に
大
切
か
と
い
う
わ
け
で
す
。

商
品
、
店
構
え
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
も
大
切
で

す
が
、
ソ
フ
ト
面
、
つ
ま
り
営
業
マ
ン
の
態
度
で

何
か
一
つ
で
も
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、

そ
の
不
満
が
必
ず
悪
い
評
価
と
な
っ
て
い
く
の
で

す
。
そ
う
し
た
ク
レ
ー
ム
の
具
体
例
を
、
次
に
場

嶋村秀夫

そ
の
二
、
展
示
会
の
案
内
状
を
貰
っ
た
が
、
切

手
が
僅
か
な
が
ら
歪
ん
で
貼
っ
て
あ
っ
た
と
か
、

宛
名
が
間
違
っ
て
い
た
と
か
に
よ
っ
て
、
何
着
か

の
受
注
チ
ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
三
、
あ
る
政
治
家
が
、
年
賀
の
ギ
フ
ト
に

ネ
ク
タ
イ
を
使
っ
た
が
、
そ
の
中
の
一
つ
が
空
の

箱
で
あ
っ
た
と
ク
レ
ー
ム
が
き
ま
し
た
の
で
、
早

速
謝
り
に
行
き
、
全
部
を
回
収
し
て
、
新
し
い
ネ

ク
タ
イ
を
納
め
直
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
一
、
朝
、
店
の
者
が
掃
除
を
し
て
い
る
時

に
、
お
客
が
や
っ
て
来
て
、
商
品
を
包
装
し
て
欲

し
い
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
手
を
洗
わ
ず
に
包
ん

だ
の
が
気
に
入
ら
な
い
と
文
句
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

お客様へは第一印象が大事
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26、 クレーム防止に「作り替え」システム

園
熱
“
一蝋：『塁脅

そ
の
四
、
あ
る
有
名
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
経
営

者
の
ズ
ボ
ン
を
作
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
ル
ー
ズ
フ
ィ
ッ
ト
の
ズ
ボ
ン
だ
っ
た
が
、
流

行
が
変
わ
っ
て
、
ピ
ッ
タ
リ
フ
ィ
ッ
ト
す
る
ズ
ボ

ン
の
注
文
を
受
け
ま
し
た
。
納
品
し
た
後
で
、
ズ

ボ
ン
の
寸
法
が
左
右
違
う
と
文
句
を
言
わ
れ
ま
し

た
。
品
物
を
引
き
取
っ
て
、
調
べ
て
み
て
も
技
術

者
に
も
原
因
が
分
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
は
、
本
人

の
ヒ
ッ
プ
の
肉
付
き
が
左
右
違
っ
て
い
て
、
ズ
ボ

ン
を
は
い
た
際
に
一
方
に
ひ
っ
ぱ
ら
れ
て
、
ズ
ボ

ン
が
短
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
対
応
の
仕

方
が
気
に
入
ら
な
い
と
、
出
入
り
禁
止
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
話
に
は
後
日
談
が
あ
り
ま
す
。
出
入
り
禁

止
と
な
っ
て
か
ら
何
年
か
経
っ
て
、
あ
る
時
ソ
バ

屋
で
パ
ッ
タ
リ
出
会
い
、
嶋
村
が
挨
拶
し
ま
す
と
、

同
席
し
て
い
た
奥
さ
ん
の
口
か
ら
、
「
主
人
が
洋

服
を
作
り
た
い
の
で
…
」
と
い
う
話
が
出
て
、
出

※
お
客
様
の
第
一
印
象
を
良
く
す
る
と
、
ク
レ
ー
ム
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
解
消
。
大
き
な
寸
法
違

い
に
は
作
り
替
え
で
信
用
回
復
。

入
り
禁
止
が
と
け
た
の
で
す
。

小
林
も
「
銀
座
カ
ワ
セ
」
の
時
代
に
同
じ
よ
う

な
経
験
を
し
て
い
ま
す
。
ま
と
め
て
数
着
の
注
文

を
貰
っ
た
時
、
そ
の
中
の
一
着
が
寸
法
が
違
っ
て

い
た
た
め
、
立
腹
し
た
客
が
全
部
持
っ
て
帰
れ
と

怒
鳴
り
ま
し
た
。
奥
さ
ん
に
頼
ん
で
、
そ
の
人
の

機
嫌
の
良
い
時
を
連
絡
し
て
貰
い
、
無
事
納
め
直

し
た
の
で
す
。

豪
妬

そ
の
五
、
本
田
宗
一
郎
氏
に
ビ
キ
ュ
ー
ナ
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
注
文
を
貰
い
、
残
り
布
で
帽
子
を
作
る

よ
う
に
頼
ま
れ
た
の
を
忘
れ
、
こ
つ
ぴ
ど
く
叱
ら

豪
妬

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
藤
沢
副
社

長
が
、
「
う
ち
の
オ
ヤ
ジ
は
さ
っ
ぱ
り
し
た
性
格

だ
か
ら
、
次
に
会
う
時
に
、
こ
の
間
は
叱
ら
れ
た

か
ら
、
昼
食
で
も
ご
馳
走
し
て
下
さ
い
と
言
え
ば
、

機
嫌
を
直
し
て
く
れ
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く

れ
ま
し
た
。

※
妬
本
田
宗
一
郎

氏本
田
技
研
工
業
㈱
の

創
業
者
。
戦
前
に
自

動
車
修
理
工
場
を
経

営
、
昭
和
剛
年
に
本

田
技
術
研
究
所
を
創

立
、
独
自
の
オ
ー
ト

バ
イ
を
製
造
し
た
。

自
動
車
生
産
に
も
進

出
し
た
異
色
の
経
営

者
。
静
岡
県
人
。

※
媚
藤
沢
武
夫
氏

本
田
技
研
・
本
田
社

長
と
と
も
に
薄
同
社

を
創
業
し
た
功
労
聿
弓

本
田
氏
と
コ
ン
ビ
を

組
み
、
肝
胆
合
い
照

ら
す
仲
で
、
独
特
の

経
営
を
敷
い
た
。
今

日
あ
る
ホ
ン
ダ
の
基

礎
を
確
立
し
た
。
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１
ｔ
も

識

有
名

英
國
屋
の
丸
の
内
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
昭

和
四
十
一
年
九
月
の
こ
と
で
し
た
。

高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
こ
の
界
隈
は
、
通
称

〃
三
菱
村
〃
と
呼
ば
れ
、
三
菱
地
所
を
中
心
と
す

る
三
菱
グ
ル
ー
プ
が
、
’
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
の
繁
華
街

「
五
番
街
」
を
モ
デ
ル
に
、
内
外
の
一
流
ブ
ラ
ン

ド
ば
か
り
を
扱
う
高
級
専
門
店
を
集
め
て
い
る
場

一
一
一

「
三
菱
村
」
で
服
地
の
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル

店
を
見
近
な
存
在
に
、
グ
ラ
ン
マ
ル
シ
ェ

一
一

一
一

》盤母》

現在の丸の内店

所
で
す
。

日
本
を
代
表
す
る
オ
フ
ィ
ス
街
に
あ
る
こ
の

〃
三
菱
村
″
は
、
扱
う
商
品
の
値
段
が
高
く
、
高

級
感
覚
を
演
出
し
て
い
る
故
か
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
Ｏ
Ｌ
が
店
の
中
に
入
る
光
景
は
殆
ど
見
ら
れ
ず

店
に
出
入
り
す
る
人
た
ち
と
い
え
ば
、
企
業
の
ト
ッ

プ
か
そ
の
家
族
と
か
、
外
人
観
光
客
ば
か
り
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
も
地
域
へ
の
馴
染
み
が
少
な
い
と
い

う
わ
け
で
、
〃
三
菱
村
″
関
係
者
で
委
員
会
を
作

り
、
地
域
密
着
型
の
販
売
促
進
対
策
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

商
才
に
長
け
た
小
林
が
委
員
長
に
選
ば
れ
て
、

会
議
を
重
ね
た
結
果
、
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
に

姦
岬

並
ぶ
高
級
専
門
店
が
パ
リ
祭
の
時
に
行
う
グ
ラ
ン
・

バ
ザ
ー
ル
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
七
月
の
パ
リ
祭
の

前
と
十
二
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
各
三
日
間
、
店

※
岬
パ
リ
祭

フ
ラ
ン
ス
革
命
記
念

Ｈ
・
日
本
人
の
好
み

に
合
っ
た
名
前
な
の

で
、
そ
の
７
月
Ｍ
日

に
デ
パ
ー
ト
な
ど
が

着
目
『
パ
リ
祭
』
と

称
し
て
セ
ー
ル
を
や

る
よ
う
に
な
っ
た
。

各
地
、
各
業
種
で
も

イ
ベ
ン
ト
『
パ
リ
祭
』

を
催
し
、
日
本
人
の

間
に
す
っ
か
り
定
着

し
て
い
る
。
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27、有名店を見近な存在に、グランマルシエ

昭
和
他
年
１
月
新
宿
西
口

広
場
が
完
成６

月
第
一
次
資

本
自
由
化
決
定

・
自
動
車
保
有
台
数
一
千
台

を
突
破

７
月
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
共
同
体
発
足

如
月
肥
日
英
国

か
ら
ツ
イ
ー
ギ
ー
が
来
日
、

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
旋
風

剖
日
元
首

相
吉
田
茂
、
戦
後
初
の
国
葬

Ⅱ
月
小
笠
原
返

還
決
ま
る
（
娼
・
６
）

岨
月
都
電
銀
座

線
廃
止

頭
に
ワ
ゴ
ン
を
並
べ
て
バ
ザ
ー
ル
を
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
名
称
を
〃
グ
ラ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
〃

と
決
め
ま
し
た
。
昭
和
四
十
二
年
の
こ
と
で
し
た
。

絶
対
に
バ
ー
ゲ
ン
を
し
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
、
〃
三
菱
村
″
の
店
百
五
十
店
が
、
パ
リ
祭

前
の
三
日
間
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
三
日
間
だ
け
は
、

歩
道
に
ワ
ゴ
ン
を
並
べ
商
品
を
持
ち
出
し
、
二
○

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
、
店
に
よ
っ
て
は
五
○
パ
ー
セ

ン
ト
も
値
を
下
げ
て
提
供
す
る
、
バ
ー
ゲ
ン
・
セ
ー

ル
を
行
う
の
で
す
か
ら
こ
の
珍
し
い
企
画
は
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
に
と
り
上
げ
ら
れ
、
無
料
の
宣
伝
ま

で
し
て
貰
え
た
の
で
す
。

日
頃
は
横
目
で
見
な
が
ら
素
通
り
し
て
い
た
高

級
店
が
、
に
わ
か
に
身
近
な
存
在
と
な
り
、
サ
ラ

グラン・マルシェの実行委員長

になった小林（左）

リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
が
足
を
止
め
、
一
般
の
人
た
ち

で
賑
わ
う
結
果
と
な
り
、
こ
の
企
画
は
予
想
外
の

大
当
た
り
と
な
り
ま
し
た
。

英
國
屋
で
も
バ
ザ
ー
ル
を
や
る
前
は
、
ネ
ク
タ

イ
な
ど
の
洋
品
小
物
な
ら
こ
う
し
た
バ
ザ
ー
ル
で

よ
く
売
れ
る
だ
ろ
う
が
、
果
た
し
て
紳
士
服
地
が

売
れ
る
だ
ろ
う
か
と
、
危
ぶ
む
声
が
あ
り
ま
し
た

が
、
服
地
一
着
分
を
一
万
円
で
出
し
た
と
こ
ろ
、

五
○
着
ほ
ど
が
あ
っ
と
い
う
間
に
売
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

い
つ
も
英
國
屋
で
売
れ
て
い
る
傾
向
の
柄
と
違

う
地
味
な
国
産
風
の
色
柄
を
中
心
に
し
た
の
で
す

が
、
そ
れ
が
よ
く
売
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
は
や
は
り
地
味
な
の
を
選
ぶ
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
の
七
月
に
第
一
回
の
グ
ラ
ン
・

マ
ル
シ
ェ
を
初
め
て
以
来
、
最
も
人
気
を
集
め
る

店
の
一
つ
が
、
国
際
ビ
ル
一
階
の
英
國
屋
丸
の
内

店
で
す
。

二
万
円
台
の
安
売
商
品
が
売
れ
る
既
製
服
優
位

の
現
在
で
も
、
英
國
屋
は
、
一
貫
し
て
高
級
注
文

服
で
勝
負
し
て
い
る
唯
一
の
注
文
紳
士
服
チ
ェ
ー

ン
で
す
。
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勿
論
、
価
格
も
そ
こ
そ
こ
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

若
手
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
手
が
出
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
日
頃
は
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー

越
し
に
品
定
め
し
て
お
い
て
、
グ
ラ
ン
・
マ
ル
シ
ェ

で
、
せ
め
て
ネ
ク
タ
イ
や
生
地
だ
け
で
も
手
に
入

れ
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

事
実
、
こ
の
バ
ザ
ー
ル
の
期
間
中
は
、
英
國
屋

は
か
な
り
大
幅
に
値
引
き
し
た
商
品
を
店
頭
に
出

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
英
國
屋
を
創
業
し
、
立
派
に

育
て
上
げ
て
来
た
小
林
が
「
グ
ラ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
」

の
発
足
に
奔
走
し
た
一
人
で
あ
り
、
グ
ラ
ン
・
マ

ル
シ
ェ
実
行
委
員
長
で
も
あ
る
の
で
こ
の
セ
ー
ル

｢三菱村」でのグラン・マルシェ

に
力
を
入
れ
る
の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
も
う
一

つ
の
理
由
と
し
て
、
「
値
引
き
に
よ
っ
て
、
い
ろ

ん
な
人
に
英
國
屋
の
マ
ー
ク
の
つ
い
た
洋
服
を
着

て
貰
え
る
し
、
一
度
英
國
屋
の
マ
ー
ク
の
入
っ
た

洋
服
を
身
に
着
け
る
と
そ
の
魅
力
か
ら
逃
ら
れ
な

く
な
る
筈
だ
」
と
い
う
、
小
林
の
計
算
と
自
信
が

あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

足
立
（
現
専
務
）
は
、
「
パ
リ
祭
に
因
ん
で
、

丸
の
内
の
中
通
り
全
部
に
各
々
の
店
か
ら
ワ
ゴ
ン

を
出
し
て
、
セ
ー
ル
を
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
テ

レ
ビ
局
と
か
新
聞
記
者
が
取
材
に
や
っ
て
来
ま
し

た
。
大
変
な
賑
わ
い
に
な
っ
て
、
大
成
功
で
し
た
。

英
國
屋
で
は
、
ラ
シ
ャ
ー
着
分
を
一
万
円
で
売
る

こ
と
に
な
り
、
畑
沢
に
無
理
を
お
願
い
し
て
、
五

十
着
分
を
ワ
ゴ
ン
に
並
べ
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間

に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
、
び
っ
く
り
し
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
」
と
、
そ
の
当
時
の
反
響
の
大
き
さ

足立暢男
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28、時代は変わった。仕入は任せた

●
↓

型

伽測

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
で
の
販
売
ス
タ
イ
ル
が
、

現
在
の
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
の
発
祥
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
と
い
う
呼
称

も
、
い
か
に
も
ハ
イ
ブ
ロ
ウ
な
印
象
を
与
え
、
そ

こ
ら
辺
の
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
と
は
一
味
違
う
ん
だ

と
い
う
エ
リ
ー
ト
感
覚
を
、
集
ま
る
客
た
ち
に
持

「
利
は
元
に
あ
り
」
は
、
小
林
の
信
条
の
一
つ
で

す
。
良
い
物
を
安
く
仕
入
れ
て
、
客
に
少
し
で
も

安
く
提
供
す
る
、
と
い
う
考
え
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ラ
シ
ャ
街
を
足
繁
く
歩
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
ラ
シ
ャ
を
見

て
、
手
に
触
れ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
に

良
否
が
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

※
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
大
切
に
す
る
一
方
で
、
未
来
の
お
客
創
造
に
も
力
を
入
れ
た
。
グ
ラ
ン
マ
ル
シ
ェ

で
は
服
地
一
着
分
一
万
円
で
売
っ
て
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
。

時
代
は
変
わ
っ
た
。
仕
入
は
任
せ
た

孔
雀
革
命
が
服
地
の
色
柄
を
変
え
た

た
せ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

普
段
は
絶
対
に
バ
ー
ゲ
ン
を
せ
ず
、
高
級
注
文

服
に
徹
し
て
い
る
英
國
屋
が
、
一
年
に
二
回
だ
け

セ
ー
ル
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
と
っ
て
英
國
屋
が
ぐ
ん
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

こ
と
は
、
英
國
屋
に
と
っ
て
も
願
っ
て
も
な
い
こ

と
な
の
で
す
。

ラ
シ
ャ
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
、
小
林
と
畑
沢

の
コ
ン
ビ
が
、
仕
入
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
畑
沢
が
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
出
張
し
て
留

守
の
時
に
、
小
林
の
お
供
で
本
持
知
一
（
現
専
務
）

が
ラ
シ
ャ
街
を
廻
り
、
仕
入
れ
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
小
林
が
一
緒
で
、
欲
し
い
物
は
ど
ん

ど
ん
買
え
ば
良
い
と
指
示
し
て
く
れ
る
の
で
、
営
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昭
和
佃
年
４
月
５
日
ソ
連
、

東
欧
五
か
国
が
チ
ェ
コ
に
侵

入

肥
日
霞
が

関
ビ
ル
が
完
成

７
月
２
日
東
大

で
学
生
が
安
田
講
堂
を
封
鎖

８
月
８
日
札
幌

医
大
の
和
田
教
授
が
日
本
初

の
心
臓
移
植、

月
Ⅳ
日
川
端

康
成
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

岨
月
岨
日
三
億

円
強
奪
事
件
（
印
・
吃
時
効
）

皿
月
明
治
百
年

記
念
、
銀
座
で
は
大
銀
座
祭

岨
月
日
本
の
国

民
総
生
産
が
自
由
世
界
第
二

位
と
な
る

業
を
や
っ
て
好
成
績
を
上
げ
て
い
る
強
味
も
あ
り
、

本
持
は
遠
慮
な
く
自
分
の
欲
し
い
物
を
仕
入
れ
ま

し
た
。

当
時
、
孔
雀
革
命
（
ピ
ー
コ
ッ
ク
・
レ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
）
が
進
行
中
で
し
た
。
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
と
い

わ
れ
た
グ
レ
ー
や
地
味
な
紺
系
統
か
ら
、
い
わ
ゆ

る
ピ
ー
コ
ッ
ク
カ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
派
手
な
色
彩

を
、
男
性
が
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

奈
岨

サ
イ
ケ
調
の
ネ
ク
タ
イ
、
カ
ラ
ー
シ
ャ
ッ
と
い
っ

た
洋
品
小
物
か
ら
色
彩
革
命
が
始
ま
り
、
や
が
て

紳
士
服
地
に
及
び
ま
し
た
。

陸

鐸

鍵 篭も識

色彩革命は紳士服地にも及んだ

男
性
が
お
シ
ャ
レ
を
意
識
し
、
そ
れ
を
行
動
に

移
し
た
時
期
が
こ
の
孔
雀
革
命
と
い
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
第
一
線
で
営
業
の
仕
事
を
し

て
い
る
本
持
が
選
ん
だ
も
の
は
、
小
林
や
畑
沢
の

仕
入
れ
た
も
の
と
は
や
は
り
違
っ
て
い
ま
し
た
し
、

む
し
ろ
そ
れ
が
客
に
好
評
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
昭
和
四
十
四
年
も
暮
れ

よ
う
と
し
て
い
た
頃
、
銀
座
六
丁
目
店
の
店
長
を

し
て
い
る
本
持
の
と
こ
ろ
へ
小
林
が
や
っ
て
来
て
、

「
あ
の
ね
、
本
持
君
、
来
年
か
ら
は
仕
入
部
長
を

や
っ
て
く
れ
」
と
い
き
な
り
言
わ
れ
ま
し
た
。

銀
座
六
丁
目
店
の
店
長
を
五
年
や
っ
て
お
り
、

販
売
の
第
一
線
に
立
っ
て
、
レ
ベ
ル
の
高
い
お
客

に
ひ
い
き
に
し
て
貰
い
、
会
話
を
楽
し
み
、
苦
し

み
な
が
ら
数
字
を
追
い
掛
け
、
達
成
し
て
は
喜
び
、

商
売
の
楽
し
さ
、
現
場
の
面
白
さ
を
い
や
と
い
う

程
味
わ
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
仕
事
を
捨
て
て
、

仕
入
れ
の
仕
事
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

張
り
つ
め
て
い
た
糸
が
プ
ッ
ン
と
切
れ
た
み
た

い
に
、
た
ま
ら
な
い
寂
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
た

け
れ
ど
、
社
長
命
令
で
す
か
ら
仕
方
が
あ
り
ま
せ

ん
。

※
媚
サ
イ
ケ
調

昭
和
㈹
年
代
に
流
行

し
た
語
。
サ
イ
ケ
デ

リ
ッ
ク
ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｄ
等

の
幻
覚
剤
を
飲
ん
で

起
こ
る
心
理
的
な
快

惚
装
飾
等
を
『
サ
イ

ケ
調
』
と
い
う
。

「
サ
イ
ケ
調
の
服
装
」

等
と
い
う
。
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28、時代は変わった。仕人は任せた
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スキャバルのPR広告
一
価
一

仕
入
れ
担
当
に
な
っ
た
本
持
は
、
小
林
の
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
な
が
ら
、
現
場
で
鍛
え
た
セ
ン
ス
を
仕

入
れ
に
生
か
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

ベ
ル
ギ
ー
に
本
社
を
置
く
ス
キ
ャ
バ
ル
社
が
、

一
着
分
の
生
地
代
が
五
十
五
万
円
も
す
る
と
い
う

ア
ル
テ
ィ
マ
ス
を
ひ
っ
さ
げ
て
、
日
本
に
進
出
し

て
き
て
い
ま
し
た
。

ア
ル
テ
ィ
マ
ス
の
品
質
の
高
さ
、
柄
の
大
胆
さ

に
は
、
日
本
の
ラ
シ
ャ
界
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ス
キ
ャ
バ
ル
が
ピ
ー
コ
ッ
ク
革
命
に
乗
っ
て
、

白
墨
で
線
を
引
い
た
よ
う
な
、
派
手
で
大
柄
な
ス
ー

ツ
地
を
開
発
、
日
本
に
持
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

本
持
は
英
國
屋
の
特
質
で
あ
る
先
取
り
精
神
を

大
い
に
発
揮
し
て
、
思
い
切
っ
て
こ
の
生
地
を
仕

入
れ
、
銀
座
並
木
店
と
赤
坂
東
急
店
に
展
示
し
て

み
た
の
で
す
。

本持知一

小
林
が
こ
の
展
示
を
見
て
、
「
本
持
君
、
上
衣

地
を
背
広
地
と
し
て
仕
入
れ
ま
し
た
ね
」
と
言
い

ま
し
た
。
英
國
屋
で
は
、
上
衣
地
（
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）

は
派
手
め
に
、
背
広
地
（
ス
ー
ツ
）
は
地
味
め
に
、

と
い
う
の
が
常
識
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
サ
ン
プ
ル
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ウ
ー

ス
テ
ッ
ド
製
の
ス
ー
ツ
地
で
し
た
。

小
林
は
「
ズ
ボ
ン
分
が
無
駄
に
な
っ
て
も
良
い

か
ら
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
地
と
し
て
切
り
直
し
て
く
だ

さ
い
。
い
つ
で
も
良
い
か
ら
」
と
つ
け
加
え
ま
し

た
。
「
い
つ
で
も
良
い
か
ら
」
は
、
「
す
ぐ
に
や

り
な
さ
い
」
と
同
義
語
で
あ
る
こ
と
を
、
本
持
は

知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
納
得
が
い

か
な
い
の
で
、
切
り
直
す
の
は
一
日
待
っ
て
み
た

の
で
す
。
す
る
と
、
赤
坂
東
急
店
に
置
い
た
そ
の

派
手
な
生
地
が
、
そ
の
日
の
内
に
売
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

小
林
も
気
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
日
の
夕
方
、

ま
た
店
の
展
示
を
見
に
行
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

し
て
、
赤
坂
東
急
店
で
売
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
は
何
も
言
わ
ず
に
、
叱
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る

本
持
に
、
「
並
木
店
に
あ
る
同
じ
よ
う
な
柄
を
、

す
ぐ
赤
坂
へ
同
す
よ
う
に
」
と
だ
け
指
示
し
た
そ
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う
で
す
。

そ
こ
で
、
銀
座
並
木
店
に
展
示
し
た
少
し
柄
の

※
人
の
能
力
を
素
早
く
見
分
け
、
適
正
な
人
事
配
置
、
営
業
か
ら
仕
入
れ
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

配
置
替
え
で
一
新
へ
。 ！

＝

…

赤坂東急店

幅
が
狭
い
も
の
四
着
分
の
内
、
二
着
を
赤
坂
東
急

店
に
回
し
た
わ
け
で
す
が
、
と
に
か
く
、
そ
の
一

件
で
、
小
林
が
本
持
の
力
量
を
認
め
て
く
れ
た
こ

と
を
本
持
は
敏
感
に
感
じ
と
っ
た
の
で
す
。

こ
の
一
件
が
あ
っ
て
以
来
、
小
林
は
時
代
の
移

り
変
わ
り
を
痛
感
し
て
、
仕
入
れ
の
全
権
を
、
次

代
の
本
持
に
任
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

ラ
シ
ャ
の
神
様
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
た
小
林

か
ら
、
「
仕
入
は
任
せ
た
」
と
告
げ
ら
れ
た
時
、

本
持
は
体
が
震
え
る
程
の
感
激
を
覚
え
た
そ
う
で

す
。
そ
の
時
、
営
業
か
ら
仕
入
れ
に
移
さ
れ
た
寂

し
さ
は
、
も
の
の
見
事
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
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29、 きめ細かい社員の研修制度の推進

I

髻
濡
匙
塞
脳

1

人
材
が
財
産
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
英
國
屋
の

理
念
で
も
あ
り
、
当
初
か
ら
社
員
教
育
に
は
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
英
國
屋
の
研
修
体
制
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
か
、
そ
の
一
部
を
記
し
て
み
ま

す
C

厳しい研修会にも楽しさがある

き
め
細
か
い
社
員
の
研
修
制
度
の
推
進

英
國
屋
独
特
の
研
修
方
法
の
確
立

。
Ｋ
Ｊ
法
（
川
喜
田
二
郎
氏
考
案
）

こ
れ
は
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
問
題
な

ど
を
分
か
り
易
く
構
造
化
し
て
説
明
す
る
も
の

で
、
英
國
屋
に
定
着
し
始
め
て
い
て
、
成
果
も

上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

。
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
平
野
耕
一
郎
氏
指

導
）

役
員
、
店
長
な
ど
ト
ッ
プ
の
人
々
が
受
け
る
集

合
教
育
で
す
。
人
間
が
仕
事
を
し
て
い
く
上
で

の
心
構
え
、
も
の
の
見
方
を
整
理
整
頓
す
る
、

自
分
流
の
仕
事
を
大
局
に
立
っ
て
見
直
す
、
仕

事
を
自
主
的
に
習
う
、
感
情
で
な
く
理
性
で
判

・
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
’
一
ン
グ
）
こ
れ
は
現
場
教
育
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
仕
事

自
体
が
個
別
的
で
実
践
的
な
も
の
だ
か
ら
、
あ

く
ま
で
も
現
場
で
の
仕
事
の
修
得
が
大
切
な
の

で
す
。

－111



断
す
る
、
そ
う
い
っ
た
内
容
の
勉
強
を
一
年
間

受
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
際
に
そ
れ
ら
を
業
務

の
中
で
ど
う
活
用
す
る
か
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

を
一
年
間
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
二
年
間
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

。
Ｍ
Ｇ
法
（
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
）

ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
の
一
種
で
、
企
業
会
斗
吐
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
研
究
な
ど
を
修
得
し
ま
す
。
管

理
職
や
店
長
な
ど
を
対
象
に
行
な
い
ま
す
。

・
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度

新
入
社
員
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
育
す
る
シ
ス

ディスプレイ研修会。カン、 コツ、ツボを養う

テ
ム
で
す
。
即
戦
力
を
養
成
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

。
小
集
団
活
動

主
任
ク
ラ
ス
を
対
象
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
研
究

と
か
、
グ
ラ
フ
を
作
っ
て
の
統
計
処
理
の
仕
方
、

現
場
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ン
ク
な
ど
を
一
年
間
続
け
ま
す
。
Ｔ

Ｍ
Ｓ
（
ス
リ
ー
マ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
）
三
カ
月
で

売
掛
金
を
回
収
す
る
こ
と
。
Ｃ
Ｏ
Ｓ
（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
オ
ン
シ
ス
テ
ム
）
内
金
を
三
○
パ
ー
セ
ン

ト
貰
う
こ
と
。
と
い
っ
た
具
体
的
な
内
容
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

。
交
換
日
誌

二
～
三
年
先
輩
と
後
輩
が
二
人
一
組
で
、
日
誌

を
交
換
し
合
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
仕
事

上
の
悩
み
な
ど
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

。
運
転
ク
リ
ニ
ッ
ク

車
を
運
転
さ
せ
て
、
運
転
技
術
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

・
土
曜
日
研
修

毎
週
土
曜
日
に
行
な
う
も
の
で
、
役
員
の
話
を

聞
き
な
が
ら
、
商
品
知
識
や
販
売
テ
ク
’
一
ツ
ク

■
ク
レ
ー
ム
研
究
会

ク
レ
ー
ム
処
理
伝
票

に
基
づ
い
て
、
ク
レ
ー

ム
を
分
析
し
、
要
因

を
探
求
す
る
と
と
も

に
、
ク
レ
ー
ム
を
如

何
に
減
少
さ
せ
る
か

を
研
究
し
て
い
る
顧

客
離
れ
を
防
止
す
る

た
め
の
研
究
会
で
あ

る
。 ■

売
掛
金
研
究
会

不
良
売
掛
金
を
い
か

に
し
て
減
少
さ
せ
る

か
と
い
う
命
題
の
も

と
に
発
足
し
た
。
ま

た
、
Ｔ
Ｍ
Ｓ
に
の
る

前
の
早
期
回
収
に
つ

い
て
も
研
究
を
重
ね

て
い
る

■
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
研

究
会

全
店
的
な
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
及
び
店
内
レ
イ

ア
ウ
ト
に
よ
る
販
売

の
向
上
を
手
助
け
す

る
こ
と
を
目
的
に
舶

年
ｎ
月
ス
タ
ー
ト
し

た
小
集
団
活
動
の
ひ

と
つ
。
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29、きめ細かい社員の研修制度の推進

昭
和
“
年
１
月
四
日
東
大

安
田
講
堂
の
封
鎖
を
機
動
隊

が
排
除

４
月
銀
座
西
と

銀
座
東
の
町
名
が
銀
座
に
統

・
エ
コ
ノ
、
、
、
ツ
ク
ア
ニ
マ
ル

５
月
好
景
気
が
、

い
ざ
な
ぎ
景
気
と
な
る
（
娼

力
月
の
長
期
に
わ
た
る
）

妬
日
東
名

高
速
道
路
が
全
面
開
通

７
月
別
日
米
ア

ポ
ロ
Ⅲ
号
が
月
面
着
陸

９
月
羽
日
米
の

過
剰
時
代
を
迎
え
、
減
反
政

策
決
ま
る

研修会でのファッションショー

な
ど
を
学
び
ま
す
。

。
マ
イ
タ
ス
ク

｜
般
職
用
に
英
國
屋
が
作
っ
た
本
で
、
主
任
以

下
の
人
が
必
ず
読
む
、
仕
事
の
マ
’
一
ユ
ァ
ル
で

す
。
お
茶
の
出
し
方
か
ら
電
話
の
応
対
、
伝
票

の
書
き
方
か
ら
発
送
の
仕
方
ま
で
、
仕
事
の
手

順
が
懇
切
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
さ

え
あ
れ
ば
、
部
署
を
変
わ
る
と
き
、
会
社
を
辞

め
る
時
の
業
務
の
引
き
継
ぎ
に
大
変
便
利
で
す
。

か
な
り
分
厚
い
本
で
す
が
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

式
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
読
み
易
く
、
分
り

易
い
も
の
で
す
。

。
新
人
研
修

毎
年
三
月
に
行
う
も
の
で
新
入
社
員
が
対
象
で

す
。
特
に
、
職
場
で
の
人
間
関
係
に
重
点
を
置

き
、
自
分
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
ら
誤
解
さ

れ
な
い
か
、
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い

ま
す
。

・
研
修
会

昭
和
三
十
七
年
頃
か
ら
ス
ケ
ー
ル
の
小
さ
な
会

合
は
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
は
昭
和

四
十
四
年
に
開
始
し
ま
し
た
。
新
シ
ー
ズ
ン
の

初
め
に
、
結
束
を
強
め
る
た
め
の
全
社
会
議
を

行
な
い
ま
す
。
毎
年
八
月
と
一
月
の
年
二
回
開
き
、

二
十
年
間
で
四
十
回
の
全
社
研
修
会
を
持
ち
ま
し

た
。

以
上
、
英
國
屋
と
し
て
の
研
修
体
制
の
一
部
を

紹
介
し
て
み
ま
し
た
が
、
小
林
明
が
社
長
に
な
っ

た
昭
和
五
十
九
年
か
ら
、
こ
う
し
た
試
み
が
い
ろ

い
ろ
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

小
林
明
の
考
え
は
、
会
社
に
様
々
な
タ
イ
プ
の

人
が
居
る
の
は
結
構
だ
が
、
共
通
の
も
の
の
考
え

方
を
作
り
た
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
在
り
ま
す
。

そ
の
目
的
か
ら
、
教
育
の
場
に
は
必
ず
出
席
し
て
、

自
分
の
考
え
を
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

本
来
、
教
育
の
効
果
と
い
う
も
の
は
な
か
な
か

第28回研修会。余技でリフレッシュする

■
マ
イ
タ
ス
ク
運
動

社
内
活
性
化
を
図
る

一
環
と
し
て
昭
和
例

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
マ
イ
タ
ス
ク
」

運
動
は
、
仕
事
の
内

容
を
マ
’
一
ユ
ァ
ル
化

し
、
伝
承
、
発
展
さ

せ
て
い
く
運
動
で
、

教
育
と
効
率
を
図
る

小
集
団
活
動
。
初
年

度
は
売
場
の
主
任
者

以
上
が
中
心
と
な
っ

て
作
成
。
二
年
度
は

役
職
者
が
中
心
と
な
っ

て
作
ら
れ
た
。
英
國

屋
作
業
の
集
大
成
と

し
て
の
評
価
は
高
い
。
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現
れ
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
学
習

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
身
に
つ
い
て
く
る

の
も
事
実
で
す
。

※
昭
和
十
五
年
に
創
業
し
た
英
國
屋
は
、
五
十
年
と
い
う
節
目
を
新
し
い
年
、
平
成
二
年
に
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。
研
修
の
体
系
化
を
確
立
す
る
事
が
課
題
。

｢未来と伝統の共生」を掲げた第40回研修会

英
國
屋
の
研
修
の
長
所
は
、
現
場
教
育
が
徹
底

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
英
國
屋
商

法
は
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
て
い
く
と
言
え
ま
し
よ

》
っ
Ｏ

創
業
者
小
林
新
三
郎
、
社
長
小
林
明
が
、
い
ろ

い
ろ
と
種
を
蒔
い
て
来
た
研
修
内
容
を
、
き
ち
ん

と
体
系
化
し
て
、
英
國
屋
と
し
て
の
好
ま
し
い
人

間
像
を
ど
う
作
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
後
の
課

題
と
い
え
ま
す
。

創
立
五
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
「
英
國

屋
」
の
研
修
体
制
を
も
う
一
度
見
直
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
新
時
代
に
相
応
し
い
社
員
教
育
の
た
め
に

は
、
何
を
取
り
入
れ
て
い
け
ば
良
い
か
、
何
を
改

善
す
べ
き
か
検
討
す
る
チ
ー
ム
が
新
し
い
活
動
を

始
め
て
い
ま
す
。

瀞ぴ”オー学ルとえ－弾
鯵魂戊脅

鼠'灘鋒等

穂守薬痴漉
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30、テーマを決めて、その日の仕入れを

↓昭
和
妬
年
３
月
Ｍ
日
日
本

万
国
博
覧
会
開
幕
（
大
阪
、

９
月
ま
で
）

瓠
日
日
航

機
よ
ど
号
乗
っ
取
り
事
件
発

生

４
月
銀
座
、
シ

ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
と
姉
妹
提
携

７
月
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
発
生
、
杉
並
の
高
校

で
数
十
人
倒
れ
る

８
月
２
日
歩
行

者
天
国
始
ま
る

Ⅱ
月
妬
日
三
島

由
紀
夫
が
自
衛
隊
で
割
腹
自

殺

型

3U（

ヤ

I

小
林
は
英
國
屋
の
支
店
を
、
実
に
良
く
見
て
廻
っ

て
い
ま
し
た
。

「
店
は
自
分
の
子
供
同
然
だ
か
ら
、
都
内
、
横
浜

の
二
十
店
余
り
を
次
々
と
回
る
日
課
は
本
当
に
楽

し
い
も
の
で
す
。
店
長
以
下
、
若
い
人
た
ち
の
活

気
、
商
品
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
を
直
接
肌
に
感

じ
、
同
時
に
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、

新
し
い
方
針
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
た
り
す
る
か
ら

で
す
」こ

の
言
葉
通
り
、
店
の
植
木
の
置
き
方
か
ら
、

飾
っ
て
あ
る
絵
の
配
置
ま
で
細
か
く
観
察
し
、
的

確
な
指
示
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

殊
に
商
品
構
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の
店
の
店
長

以
上
に
良
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。

ズ
ボ
ン
地
が
何
本
分
あ
る
と
か
、
ス
ー
ツ
地
は

何
着
分
あ
る
と
か
、
替
上
衣
は
何
枚
分
あ
る
と
か
、

す
べ
て
小
林
の
頭
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
。

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
そ
の
日
の
仕
入
れ
を

専
門
的
な
「
見
る
目
」
を
育
て
る

い
く
ら
毎
日
の
よ
う
に
店
を
回
っ
て
い
て
も
、

い
く
ら
頭
が
良
く
て
も
、
正
確
に
覚
え
る
こ
と
な

ど
無
理
な
筈
な
の
に
、
「
ズ
ボ
ン
地
が
新
宿
の
店

蝉鰯蕊獅罵■紬謹

店内は植木や絵画の飾り方にも充分な気を配る(銀座二丁目店）
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に
十
一
本
分
も
あ
る
の
に
、
良
く
売
れ
る
銀
座
四

丁
目
店
に
は
五
本
分
し
か
な
い
の
は
ど
う
し
て
で

す
か
」
と
い
っ
た
質
問
が
小
林
の
口
か
ら
飛
び
出

し
ま
す
。
本
持
に
は
こ
れ
は
大
き
な
ナ
ゾ
で
し
た
。

あ
る
時
、
小
林
が
彼
に
、
「
本
持
君
は
問
屋
を

廻
っ
て
仕
入
れ
る
時
、
ど
ん
な
や
り
方
を
し
て
い

ま
す
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
彼
が
答
え
あ
ぐ
ね

て
い
る
と
、
小
林
は
こ
う
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
何
か
良
い
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
漠
然
と

思
い
な
が
ら
仕
入
れ
に
行
く
の
は
駄
目
。
今
日
は

背
広
地
だ
け
専
門
に
見
る
。
そ
の
際
に
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
や
コ
ー
ト
の
良
い
の
が
あ
る
と
、
ど
ん
な
に
勧

め
ら
れ
て
も
無
視
す
る
。
ま
た
日
を
改
め
て
見
直

す
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
」

な
る
ほ
ど
英
國
屋
の
店
一
つ
一
つ
を
見
回
る
の

も
、
今
日
は
ズ
ボ
ン
地
だ
け
、
明
日
は
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
地
だ
け
、
そ
の
次
は
礼
服
地
だ
け
と
い
う
具
合

に
分
け
て
観
察
し
て
い
る
か
ら
、
き
っ
ち
り
頭
の

中
に
入
る
の
だ
ろ
う
と
、
本
持
に
は
よ
う
や
く
ナ

ゾ
が
解
け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

何
で
も
専
門
的
に
見
る
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
漠

然
と
し
て
い
て
は
何
も
見
え
な
い
も
の
だ
。
こ
れ

が
小
林
の
生
活
信
条
な
の
で
す
。

本
持
は
あ
る
時
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
ス
の
礼
服
地

を
仕
入
れ
て
、
｜
着
分
ず
つ
の
長
さ
に
カ
ッ
ト
し

姦
棚

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
ヤ
ー
ド
・
ポ
ン
ド
法
が
主
流

で
、
モ
ー
ニ
ン
グ
は
上
衣
と
チ
ョ
ッ
キ
で
ニ
ャ
ー

ド
必
要
だ
っ
た
の
に
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
間
違
え
て
、

一
・
八
ヤ
ー
ド
に
カ
ッ
ト
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
林
が
目
ざ
と
く
こ
れ
を
見
つ
け
て
、
「
こ
の

長
さ
で
は
チ
ョ
ッ
キ
が
と
れ
ま
せ
ん
よ
」
と
指
摘

し
た
の
で
す
。

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
ス
の
礼
服
地
は
値
段
の
高
い
服

地
で
す
。
そ
れ
を
二
十
着
分
も
間
違
え
て
カ
ッ
ト

し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
さ
あ
、
大
変
な
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
本
持
が
蒼
白
に
な
っ
た
の
を
見
て
、

小
林
は
、
「
私
や
畑
沢
さ
ん
が
悪
い
ん
で
す
。
あ

な
た
に
十
分
教
え
な
か
っ
た
か
ら
い
け
な
か
っ
た
」

と
、
本
持
を
責
め
る
よ
り
自
分
を
責
め
た
の
で
し

た
。
こ
れ
に
は
本
持
も
驚
い
て
、
心
か
ら
申
し
訳

な
く
思
い
、
二
度
と
同
じ
間
違
い
を
せ
ぬ
よ
う
に
、

自
分
に
誓
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

幸
い
、
店
の
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
体
の
小
柄

な
お
客
に
勧
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
ミ
ス
カ
ッ

ト
分
は
ど
う
や
ら
全
部
処
分
す
る
こ
と
が
出
来
、

事
な
き
を
得
ま
し
た
。

※
ぬ
ヤ
ー
ド
・
ポ

ン
ド
法

質
量
を
計
る
単
位
の

ポ
ン
ド
、
長
さ
の
単

位
の
ヤ
ー
ド
、
体
積

の
単
位
の
ガ
ロ
ン
を

時
間
の
単
位
に
秒
、

温
度
の
単
位
に
華
氏

温
度
を
用
い
る
と
い

う
単
位
系
。
ガ
ロ
ン

は
米
英
で
異
な
る
が
、

主
に
英
語
圏
諸
国
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。
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30、テーマを決めて、その日の仕入れを

本
持
が
仕
入
部
長
に
就
い
た
当
時
は
、
仕
入
部

が
事
務
所
の
一
番
奥
に
あ
り
ま
し
た
。
一
番
手
前

に
社
長
室
と
応
接
室
、
真
ん
中
が
総
務
並
び
に
経

理
で
、
一
番
奥
が
仕
入
部
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

毎
日
仕
入
れ
て
く
る
も
の
が
、
社
長
室
か
ら
丸
見

え
に
な
る
わ
け
で
す
。
約
一
年
間
、
毎
日
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。
勿
論
、
仕
入
れ
は
特
に
重
要

な
部
門
で
す
し
、
大
き
な
金
が
か
か
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
こ
の
仕
事
に
馴
れ
る
ま
で
は
、
小
林
の
指

導
は
欠
か
せ
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
し
た
。

Ｉ

但

勵

思

曙

時

電

電

電

呵

睡

唖

．

「
利
は
元
に
あ
り
」
の
利
が
狂
う
と
、
会
社
を
潰

し
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

「
仕
入
れ
は
任
せ
る
」
と
、
小
林
か
ら
お
墨
付
き

を
貰
っ
た
時
の
、
本
持
の
心
境
は
前
の
項
で
既
に

記
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
仕
入
部
長
に
も

な
る
と
、
問
屋
筋
か
ら
の
誘
い
が
多
く
な
り
ま
す
。

何
し
ろ
仕
入
れ
の
金
額
が
大
き
い
で
す
か
ら
、
自

分
の
所
で
仕
入
れ
て
貰
お
う
と
、
接
待
攻
勢
を
か

け
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
い
ち
い
ち
つ
き

F芋

…霞
…

服地仕入部
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昭
和
二
十
七
年
に
新
装
な
っ
た
ば
か
り
の
英
國

屋
の
一
号
店
が
火
災
に
遭
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の

模
様
は
、
「
銀
座
の
昼
火
事
」
と
し
、
各
紙
の
夕

刊
の
ト
ッ
プ
を
飾
り
ま
し
た
。

新
聞
報
道
の
威
力
は
抜
群
で
、
お
客
や
仕
入
れ

先
か
ら
の
見
舞
電
話
が
続
々
と
か
か
っ
て
き
た
し
、

英
國
屋
の
知
名
度
が
ぐ
ん
と
ア
ッ
プ
し
た
の
で
す
。

あ
っ
て
い
て
は
自
分
が
卑
し
く
な
る
の
で
、
｜
切

断
わ
っ
て
き
た
、
と
本
持
は
語
っ
て
い
ま
す
。

誤
解
を
招
く
よ
う
な
行
動
は
一
切
し
な
い
こ
と

を
自
分
に
課
し
て
、
身
を
律
す
る
こ
と
に
徹
し
た

本
持
の
人
柄
を
、
小
林
は
し
っ
か
り
見
抜
い
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
う
し
た
小
林
の
信
頼

を
読
み
と
っ
た
か
ら
こ
そ
、
本
持
も
一
生
懸
命
そ

新
聞
広
告
か
ら
ウ
イ
ン
ド
上
万
ス
プ
レ
ー
ま
で

※
漠
然
と
し
て
い
る
か
ら
何
も
見
え
な
い
。

テ
ー
マ
を
決
め
る
と
、
良
く
見
え
て
く
る
も
の
だ
。

Ｄ
Ｍ
で
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案

そ
こ
で
小
林
の
頭
に
ひ
ら
め
い
た
の
が
、
「
早

く
火
災
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
り
、
偉
大
な
影
響
力

を
も
つ
マ
ス
コ
ミ
に
広
告
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、
三
年
後
に
は
、
朝
日
新
聞
の
題
字
下

に
広
告
を
出
す
こ
と
で
そ
の
夢
を
か
な
え
ま
し
た
。

題
字
下
の
広
告
は
、
世
間
の
人
の
印
象
に
強
く

の
気
持
ち
に
応
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
小
林
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
物
事
を

見
る
、
と
い
う
姿
勢
は
、
本
持
に
も
受
け
継
が
れ

て
、
仕
入
れ
の
時
に
実
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
仕
入
れ
の
判
断
を
誤
る
こ
と
が
な
い
し
、

客
に
喜
ば
れ
る
も
の
を
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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31、新聞広告からウィンドーディスプレーまで

I

残
り
、
間
も
な
く
現
在
の
よ
う
な
突
き
出
し
の
広

告
形
態
に
変
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
題
字
下
に

よ
く
広
告
を
出
し
て
い
る
と
い
う
話
が
、
お
客
の

口
か
ら
た
び
た
び
出
る
程
で
し
た
。

現
在
は
日
本
経
済
新
聞
と
朝
日
新
聞
に
、
月
に

五
、
六
回
の
頻
度
で
突
き
出
し
広
告
を
出
し
て
い

て
、
季
節
の
催
し
物
の
案
内
や
商
品
の
紹
介
に
も

利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
出
店
が
増
え
て

き
た
た
め
、
地
方
紙
に
も
広
告
を
出
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
広
告
は
、
地
方
出
店
や
進
物
な
ど
の
先

行
投
資
の
意
味
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
、
首
都
圏
で
の
出
店
が
増

え
た
関
係
上
、
テ
レ
ビ
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
流
し

て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
方
出
店
を
カ
バ
ー
す

呵

理

§ 韓
卓

蝿

続けられている突出広告

る
た
め
に
全
国
ネ
ッ
ト
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
流
す

に
は
、
電
波
料
が
余
り
に
高
額
に
な
る
た
め
、
断

念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
代
わ
り
、
四
十
年
代
の
後
半
か
ら
は
、
ウ

イ
ン
ド
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
道
行
く
人
々
に
、
英
國
屋
の
理
念
を

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
訴
え
る
た
め
で
す
。

豪
別

シ
ー
ス
ル
ー
的
な
ウ
イ
ン
ド
ー
構
成
に
し
て
い

る
の
で
、
技
術
的
に
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

折
角
の
立
地
の
良
さ
を
活
用
す
る
た
め
に
、
年
間

計
画
を
立
て
て
、
更
に
細
か
く
シ
ー
ズ
ン
毎
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
立
て
ま
す
。
そ
し
て
、
テ
ー
マ

を
設
定
し
た
上
で
、
季
節
感
を
演
出
し
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
性
を
う
ち
出
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
こ
う
し
た
ウ
イ
ン
ド
ー
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
は
、
二
週
間
を
目
途
に
、
変
化
を
つ
け
て
い
る

の
で
す
。

各
店
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
担
当
者
を
集
め
、
講
師

を
招
い
て
研
修
会
を
す
る
一
方
、
社
内
で
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

テ
ク
’
一
ツ
ク
と
セ
ン
ス
を
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

日
本
繊
維
輸
入
組
合
、
英
国
毛
製
品
輸
出
協
会

の
共
催
に
よ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
デ
ィ
ス
プ
レ

※
印
シ
ー
ス
ル
ー

一
九
十
ヱ
ハ
年
、
イ
ブ
・

サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
が
透

け
て
見
え
る
ノ
ー
プ

ラ
の
シ
ー
ス
ル
ー
ブ

ラ
ウ
ス
を
発
表
し
た
。

ブ
ラ
ウ
ス
や
ワ
ン
ピ
ー

ス
の
身
頃
で
、
肌
が

透
け
て
見
え
る
も
の

を
い
う
。
「
透
け
透

け
ル
ッ
ク
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
朗
年

に
再
び
シ
ー
ス
ル
ー

素
材
が
注
目
さ
れ
た
。
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ディスプレイのコンテストではいつも最高位

のゴールド賞に輝いている

イ
・
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
隔
年

毎
に
六
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
英
国
製

服
地
の
販
売
促
進
を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
、

全
国
の
カ
ス
ト
ム
テ
ー
ラ
が
参
加
し
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
の
テ
ク
’
一
ツ
ク
を
競
う
も
の
で
す
。
審
査
員

に
は
、
彫
刻
家
の
岡
本
太
郎
氏
、
写
真
家
の
秋
山

庄
太
郎
氏
、
参
院
議
員
の
山
口
淑
子
氏
、
歌
手
の

石
井
好
子
氏
な
ど
の
有
名
人
や
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

店
舗
設
計
の
專
門
家
が
な
っ
て
い
て
、
権
威
あ
る

コ
ン
ク
ー
ル
で
す
が
、
英
國
屋
は
毎
回
、
最
高
位

の
ゴ
ー
ル
ド
賞
を
受
賞
し
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
証

明
し
て
お
り
ま
す
。

新
柄
入
荷
の
通
知
や
、
展
示
会
の
案
内
状
な
ど
、

注
文
洋
服
商
に
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
要
素
が
高
い

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）
が
効
果
的
で
す
。

店
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

お
客
一
人
に
送
る
Ｄ
Ｍ
の
数
は
、
年
間
八
～
十
二

通
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
頃
か
ら
は
、
モ
デ
ル
を
使
っ
た
、

生
活
感
溢
れ
る
Ｄ
Ｍ
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
着
こ
な
し
の

楽
し
み
方
を
提
案
す
る
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
頃
は
美
し
い
Ｄ
Ｍ
が
世
間
に
氾
濫
し

て
い
る
の
で
、
担
当
者
の
個
性
が
に
じ
み
出
た
手

書
き
の
Ｄ
Ｍ
の
方
が
か
え
っ
て
効
果
が
あ
る
よ
う

で
す
。手

書
き
の
Ｄ
Ｍ
と
い
え
ば
、
創
業
当
初
、
堀
之

内
勇
が
注
文
し
て
く
れ
た
お
客
一
人
一
人
に
、
毛

筆
で
書
い
た
礼
状
を
出
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て

い
ま
す
。

た
と
え
下
手
な
字
で
あ
っ
て
も
、
誠
意
の
こ
も
っ

た
Ｄ
Ｍ
の
方
が
お
客
に
喜
ば
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
生
地
見
本
を
貼
っ
た
Ｄ
Ｍ
も
な
か
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31、新聞広告からウィンドーディスプレーまで

殉ｼ沁狗ｽﾝl々コン受入蔽彰式慧
磯難総入粗金蕊働毛製品輸出協会後磯： ｡Y擬鱸

※
新
聞
広
告
は
出
店
、
進
物
、
催
事
に
対
す
る
先
行
投
資
、
ウ
イ
ン
ド
ー
を
利
用
し
て
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
は
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
シ
ー
ズ
ン
性
の
訴
え
。
Ｄ
Ｍ
で
は
展
示
会
へ
の
勧
誘
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
で
相
乗
効
果
狙
う
。

な
か
効
果
が
あ
り
ま
す
。
忙

し
く
て
店
へ
行
け
な
い
と
い

う
お
客
、
服
地
を
選
ぶ
の
が

面
倒
だ
と
い
う
お
客
な
ど
に

は
、
シ
ー
ズ
ン
に
合
っ
た
服

地
を
Ｄ
Ｍ
に
貼
り
つ
け
て
、

生
地
の
特
徴
を
説
明
し
な
が

ら
、
出
来
上
が
り
を
想
像
し

て
注
文
し
て
貰
う
こ
の
方
法

は
、
と
て
も
便
利
な
も
の
で

す
。
一
種
の
通
信
販
売
で
あ

り
、
無
店
舗
販
売
の
役
割
を

果
た
し
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。

0‘蓉f…

ﾆ ｣ ｺ 韻 』
4署・

； ”．…j ＃ ；j鰯{ " ' 輔 寺 恥
､と

；職上$ ：

‘ ． ！ “ 』、 1
k ﾆ ﾜ

: ､ 中
q

ナ

ノ蓄

蕊影

欝認
鰐､､薄 丑、

郡
諦
榊
奇
群
鋤
や
職
諄
叫
琴
群
鋤
也
僻
地
唖
”
巷
一

て
い
る
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。

新
し
い
客
を
つ
か
む
に
は
、
店
の
信
用
と
共
に

努
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
信
用
を
裏
づ
け
る
努
力

を
怠
っ
て
は
駄
目
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
新

聞
広
告
や
Ｄ
Ｍ
を
続
け
る
こ
と
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。得

意
先
だ
け
を
対
象
に
商
売
を
考
え
る
の
で
は

な
く
、
常
に
新
し
い
お
客
を
求
め
る
工
夫
と
、
何

ら
か
の
前
進
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
印
象
広
告
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

蕊減洋
洪

“

姪

鑓欝

緋
鶏
鐙
《

灘
“
溌
繍
蝋
醗
騨
蕊

篭
篭
彰
．
蝉
． 鯰野
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鼻

§【32

英
國
屋
が
シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
を
最
も
多
く
買

い
付
け
た
の
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
四
十
六
年

に
か
け
て
の
頃
で
し
た
。
こ
の
時
期
が
、
い
わ
ば

シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
の
全
盛
時
代
と
い
え
ま
し
よ

》
（
ノ
○

昭
和
四
十
五
年
度
で
み
ま
す
と
、
英
國
屋
の
店

値
段
で
買
う

柄
、
品
１
１

○

な

色
、

質
こ
ま
れ
て
買
え

全
盛
期
に
は
シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
五
五
○
○
着

ショートレングスの買付（服地仕入部）

舗
数
十
一
店
、
年
商
十
五
億
円
だ
っ
た
こ
の
時
の
、

シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
の
買
い
付
け
数
は
次
の
通
り

で
す
。①

ウ
ェ
イ
ン
シ
ー
ル
四
六
九
着

②
ス
キ
ャ
バ
ル
四
○
四
着

③
ド
ー
メ
ル
四
○
○
着

④
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
ス
三
二
一
着

⑤
ロ
ー
ド
ナ
ル
ド
二
八
九
着

⑥
グ
ロ
ー
レ
ッ
ク
ス
二
八
○
着

⑦
Ｈ
・
レ
ッ
サ
ー
二
四
二
着

⑧
ガ
’
一
ァ
二
○
四
着

⑨
ミ
’
一
ス
一
八
○
着

⑩
ジ
ョ
ン
ク
ー
パ
ー
一
八
○
着

以
下
、
各
種
ブ
ラ
ン
ド
が
続
き
、
合
計
し
ま
す

と
五
、
五
○
○
着
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
す
。

仕
入
れ
に
際
し
て
小
林
は
「
絶
対
に
値
段
で
買

う
な
。
色
、
柄
、
品
質
に
惚
れ
て
買
え
」
と
、
絶
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32、値段で買うな。色、柄、品質にほれて買え

昭
和
妬
年
５
月
Ｍ
日
連
続

女
性
誘
拐
犯
大
久
保
清
逮
捕

６
月
Ⅳ
日
沖
縄

返
還
協
定
調
印

８
月
胆
日
米
、

金
ド
ル
交
換
停
止
ｌ
ニ
ク
ソ

ン
シ
ョ
ッ
ク

泌
日
変
動

相
場
制
へ
移
行
（
一
ド
ル
三

○
八
円
）

９
月
”
日
天
皇
・

皇
后
欧
州
七
カ
国
訪
問
へ

Ⅷ
月
銀
座
二
丁

目
に
メ
ル
サ
店
開
店

ｎ
月
銀
座
五
丁

目
に
コ
ア
開
店

え
ず
言
い
続
け
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
地
味
で
無

難
な
も
の
ば
か
り
選
ぶ
と
、
担
当
者
を
叱
り
つ
け

る
の
で
す
。

殊
に
シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
の
仕
入
れ
に
さ
い
し

て
は
、
変
わ
っ
た
も
の
を
選
ば
な
け
れ
ば
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。

仕
入
れ
の
量
の
一
五
～
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
は
飾

り
の
つ
も
り
で
、
売
れ
な
く
て
も
よ
い
か
ら
、
変

わ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
の
が
小
林
の
や
り
方
で
し
た
。

豊富な色柄の生地揃えは英國屋の生命（銀座二丁目店）

す
べ
て
を
無
難
な
売
れ
筋
の
も
の
に
し
て
し
ま

う
と
、
展
示
し
た
時
に
、
紺
色
や
グ
レ
ー
ば
か
り

に
な
っ
て
、
客
の
目
に
新
鮮
な
感
じ
を
与
え
ま
せ

ん
。

色
で
言
う
な
ら
茶
系
統
、
柄
で
言
う
な
ら
チ
ェ
ッ

ク
を
間
に
挾
ん
で
置
く
と
、
見
て
い
て
も
楽
し
い

も
の
で
す
。
こ
の
工
夫
に
よ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

性
の
高
さ
で
、
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

仕
入
れ
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
売
れ
行
き
な

ど
考
え
ず
に
、
思
い
き
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な

も
の
に
す
る
と
、
こ
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
変
わ
っ

た
色
柄
も
の
が
、
お
客
の
目
に
は
、
三
○
パ
ー
セ

ン
ト
に
も
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
多
く
映
っ
て
、

英
國
屋
に
は
変
わ
っ
た
色
柄
も
の
が
沢
山
用
意
さ

れ
て
い
る
、
と
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
で
す
。

小
林
は
必
ず
、
社
員
が
仕
入
れ
て
き
た
も
の
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
変
わ
っ
た
も
の
が
少
な
い
と
、

補
充
買
い
を
し
ま
し
た
。
社
員
の
方
も
心
得
た
も

の
で
、
小
林
に
叱
ら
れ
る
の
を
覚
悟
で
、
補
充
買

い
を
す
る
楽
し
み
を
わ
ざ
と
残
し
て
お
い
た
の
で

す
。

英
國
屋
な
ら
で
は
の
品
揃
え
、
英
國
屋
に
し
か

な
い
商
品
は
、
こ
う
し
た
小
林
の
厳
し
い
選
択
眼

※
団
オ
ー
ト
ク
チ
ュ

ル
高
級
衣
料
店
。
パ
リ

の
加
盟
店
を
指
す
こ

と
が
多
い
。
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ
ー

ル
が
一
九
四
七
年
に

一
一
ユ
ー
ル
ッ
ク
で
大

ヒ
ッ
ト
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
注
目
。
Ａ
ラ

イ
ン
、
Ｈ
ラ
イ
ン
と

い
う
「
ラ
イ
ン
時
代
一

を
迎
え
た
。

※
砲
万
国
博
覧
会

「
人
類
の
調
和
と
進

歩
』
の
テ
ー
マ
で
、

大
阪
千
里
丘
丘
陵
で

昭
和
妬
年
４
月
か
ら

６
カ
月
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
た
世
界
規
模

の
博
覧
会
。
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
と
い
わ
れ
万
力
国

が
参
加
、
入
場
人
員

は
６
０
０
０
万
人
を

超
え
た
。
大
阪
を
中

心
に
全
国
的
に
万
博

景
気
を
お
こ
し
た
。

－123－



1号BI鵡痒‘芯個津

碑美剰崖
一シ､や■声…■ 3《･昌一P3

か
ら
生
ま
れ
る
の
で
す
。

あ
る
時
、
大
き
な
杉
綾
（
ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
）
を
、

遊
び
と
し
て
仕
入
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
思
い
が

け
ず
ヒ
ッ
ト
し
、
客
の
注
文
が
殺
到
し
て
、
生
地

の
補
充
が
出
来
な
い
く
ら
い
の
嬉
し
い
悲
鳴
を
上

げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
な
ど
は
、
正
に
ケ

ガ
の
功
名
と
で
も
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

因
み
に
、
昭
和
四
十
五
年
頃
の
ス
ー
ツ
の
上
代

は
六
万
円
か
ら
六
万
五
千
円
、
ズ
ボ
ン
は
二
万
円

で
、
仕
立
て
代
が
二
万
八
千
円
か
ら
三
万
円
で
し
た
。

そ
の
後
、
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ー
ル
マ
ー
チ
ャ
ン
ト

の
数
も
減
り
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
自
体
が
ピ
ー
ス

（
反
物
）
取
り
引
き
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
の
魅
力
が
次
第
に

薄
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
の

見
本
も
、
か
っ
て
は
旅
行
鞄
二
個
に
一
杯
詰
ま
っ

て
い
た
の
が
、
｜
個
の
鞄
で
も
隙
間
が
空
く
程
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

’
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）
に
は
、
フ
ラ

姦
刷

ン
ス
を
中
心
と
し
た
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
・
ブ

ラ
ン
ド
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
・
ブ
ラ
ン
ド
が
、
そ
の

知
名
度
を
利
用
し
て
、
市
場
に
多
く
出
回
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ー
チ
ャ
ン

ト
の
力
が
弱
く
な
っ
た
こ
と
を
カ
バ
ー
す
る
戦
略

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

シ
ョ
ー
ト
レ
ン
グ
ス
の
時
代
は
、
ま
た
日
本
経

済
の
激
動
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十

峯
醜

五
年
に
は
大
阪
で
万
国
博
覧
会
が
開
か
れ
、
昭
和

崇
認

四
十
七
年
に
は
日
本
列
島
改
造
論
に
よ
っ
て
土
地

燕
別

ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
、
翌
四
十
八
年
に
は
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
物
価
が
急
上
昇
し
、
土
地

の
値
段
も
ハ
ネ
上
が
り
ま
し
た
。
不
況
が
深
刻
化

す
る
中
で
大
型
倒
産
が
相
次
ぐ
一
方
、
新
幹
線
が

博
多
ま
で
延
び
て
、
五
十
三
年
に
は
成
田
空
港
が

開
港
し
、
世
界
と
の
交
流
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
英
國
屋
の

経
営
は
順
調
で
、
業
績
は
堅
実
に
伸
び
、
業
界
で

の
地
位
は
揺
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

も
す
べ
て
、
仕
入
れ
、
販
売
に
は
真
剣
勝
負
の
心

構
え
で
臨
み
、
取
り
引
き
は
フ
ェ
ア
に
徹
す
る
姿

勢
を
崩
さ
ず
、
人
材
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
に

心
を
砕
い
た
、
小
林
の
人
柄
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
リ
ス
ク
を
恐
れ
て
無
難

な
も
の
し
か
取
り
扱
わ
な
く
な
っ
た
服
地
卸
商
や

※
別
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク昭
和
帽
年
如
月
第
四

次
中
東
戦
争
で
石
油

輸
出
の
大
部
分
を
占

め
る
ア
ラ
ブ
諸
国
の

と
っ
た
石
油
戦
略
。

日
本
は
大
当
踵
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
節
減
を
た
て
続

け
に
打
ち
出
し
、
高

度
成
長
は
一
変
し
て

低
成
長
と
な
っ
た
。

生
活
は
節
約
ム
ー
ド

一
辺
倒
と
な
り
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
日

曜
、
休
日
を
や
す
み
、

マ
イ
カ
ー
の
自
粛
。

モ
ノ
不
足
を
見
込
ん

だ
原
材
料
の
ス
ト
ッ

ク
に
狂
奔
す
る
企
業

が
ふ
え
、
モ
ノ
不
足

と
い
う
パ
’
一
ツ
ク
を

ま
ね
い
た
。

※
卵
日
本
列
島
改

造
論

昭
和
卿
年
、
田
中
角

栄
首
相
が
自
民
党
の

総
裁
選
に
立
候
補
す

る
に
当
た
っ
て
発
表

し
た
。
新
し
い
視
点

に
立
っ
た
国
土
計
画

で
、
過
密
と
過
疎
を

同
時
に
解
決
し
よ
う

と
い
う
構
想
。
土
地

政
策
の
事
前
策
が
噛

み
合
わ
ず
、
地
価
が

全
国
的
に
急
騰
し
た
。

－124－



33、攻めの営業・外商部隊の設置

、
↓

瓢

133W

英
國
屋
の
商
売
の
や
り
方
は
、
ど
っ
し
り
し
た

城
を
構
え
て
、
そ
こ
へ
客
を
迎
え
る
と
い
っ
た

「
待
ち
」
あ
る
い
は
「
守
り
」
の
営
業
で
し
た
が
、

不
況
突
破
の
手
段
と
し
て
、
「
攻
め
」
の
営
業
に

変
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
四
十
六
年
四
月

攻
め
の
営
業
・
外
商
部
隊
の
設
置

※
商
品
が
売
れ
残
る
の
は
困
る
が
、
無
難
さ
で
商
品
を
選
ぶ
と
お
客
様
に
は
お
も
し
ろ
く
な
い
。
十

五
～
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
は
売
れ
な
く
て
も
よ
い
か
ら
変
わ
っ
た
色
柄
を
選
ぶ
。
英
國
屋
は
個
性
が

最
大
の
売
り
物
。

店
舗
、
人
事
の
活
性
化
に
も
役
立
つ

菅野勤

と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
英
國
屋
の
腕
の
見
せ
所
で

も
あ
り
ま
す
。

に
外
商
部
が
発
足
し
ま
し
た
。

初
代
外
商
部
の
構
成
は
、
足
立
（
現
専
務
）
が

外
商
本
部
長
に
な
り
、
屋
代
（
現
営
業
課
長
）
菅

野
（
現
取
締
役
開
発
部
長
）
、
浅
上
（
サ
ン
ロ
ー

ゼ
博
多
店
長
）
、
高
橋
（
渋
谷
東
急
店
長
）
ら
の

精
鋭
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

外
商
部
に
類
似
し
た
仕
事
と
し
て
は
、
以
前
、

新
宿
紀
伊
國
屋
店
を
出
店
し
た
時
に
、
業
續
を
上

げ
る
た
め
、
新
宿
周
辺
の
法
人
筋
の
開
拓
に
走
り

廻
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
小
林
は
も
と
も
と
外
商
に
は
反
対
だ
っ
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英國屋に外商部ができました。

篭薗鯆索ﾗﾝ
みなざまの良き相談相手とじこ

た
の
で
す
。
反
対
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
嫌
悪
感

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

相
当
の
投
資
を
し
て
店
を
構
え
、
立
派
な
造
作

を
施
し
て
商
品
を
置
け
ば
、
商
売
は
結
構
成
り
立

つ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
小
林
の
少
年
時
代
か

ら
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
確
信
を
持
っ
て
い
た
の

で
す
。

詞ID. .尚届

外商部設立の広告（日経。S46. 4.24)

つ
ま
り
、
自
分
の
城
で
商
売
す
る
限
り
は
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま

す
。

そ
れ
が
外
商
と
な
る
と
、
ど
こ
か
へ
売
り
に
行
っ

て
買
っ
て
下
さ
い
と
頼
む
こ
と
に
な
り
、
弱
腰
に

な
っ
て
値
引
き
し
た
り
、
売
り
掛
け
に
な
っ
た
り

す
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
不
利
に
な
り
ま
す
。
し

か
も
売
掛
金
が
嵩
ん
で
、
回
収
で
き
な
く
な
っ
た

り
し
た
ら
、
資
金
繰
り
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
小
林
自
身
、
外
商
が
大
嫌
い

で
し
た
し
、
畑
沢
も
反
対
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
時
代
が
移
る
と
共
に
営
業
方
法
が

豪
弱

変
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が

で
き
て
、
そ
う
い
う
支
払
い
に
心
配
す
る
必
要
が

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
は
店
と
同
じ
営

業
が
外
で
も
安
心
し
て
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
た
ま
た
ま
不
況
で
売
り
上
げ
が
伸
び
悩
ん

で
い
た
た
め
、
つ
い
に
小
林
は
、
外
商
部
の
発
足

に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
折
角
の
外
商
部
も
、
そ
の
後
の
出
店

が
相
次
い
だ
た
め
、
人
材
が
抜
け
て
し
ま
っ
て
、

初
代
外
商
部
隊
は
発
展
的
解
消
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

※
弱
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド

消
費
者
が
現
金
を
支

払
う
こ
と
な
く
、
特

定
の
店
で
物
品
が
購

入
で
き
る
シ
ス
テ
ム

に
使
わ
れ
る
カ
ー
ド
。

略
称
Ｃ
Ｄ
。
銀
行
系
、

信
販
系
、
専
門
店
系

な
ど
が
あ
る
。
分
割

返
済
が
多
い
。
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33、攻めの営業・外商部隊の設置

昭
和
卿
年
２
月
四
日
連
合

赤
軍
浅
間
山
荘
事
件
（
仲
間

一
四
人
殺
害
）３

月
釧
日
奈
良

の
明
日
香
、
高
松
塚
で
彩
色

古
墳
発
見

５
月
賜
日
沖
縄

県
発
足

６
月
Ⅱ
日
日
本

列
島
改
造
論
出
る

Ⅱ
月
略
日
上
野

動
物
園
で
パ
ン
ダ
初
公
開
店

・
流
行
語
『
桃
惚
の
人
』

こ
の
時
の
経
験
を
生
か
し
て
、
英
國
屋
の
外
商

部
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら

十
年
程
経
っ
て
か
ら
で
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
十
月
に
本
社
外
商
部
第
一
課
、

昭
和
五
十
九
年
八
月
に
銀
座
六
丁
目
店
外
商
部
と

銀
座
並
木
店
外
商
部
、
昭
和
六
十
年
七
月
に
銀
座

八
丁
目
店
外
商
部
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
に
名
古

屋
桜
通
り
伏
見
店
外
商
部
、
同
年
十
一
月
に
神
戸

三
宮
店
外
商
部
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
に
赤
坂
東

急
店
外
商
部
、
平
成
元
年
本
社
外
商
部
第
二
課
と

い
う
よ
う
に
次
々
と
外
商
部
が
誕
生
し
て
い
き
ま

し
た
。

外
商
部
隊
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
、

外
売
り
は
し
な
い
と
い
う
の
が
自
慢
だ
っ
た
小
林

の
口
が
ピ
タ
リ
と
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
〃
外
商
は
ス
ゴ
イ
〃
と
い
う
賞
賛

の
言
葉
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

店
を
一
つ
構
え
る
と
な
る
と
、
相
当
の
設
備
投

資
と
十
人
以
上
の
従
業
員
を
使
っ
て
、
よ
う
や
く

年
商
三
億
円
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
外
商
部
隊

な
ら
、
た
っ
た
の
五
人
で
三
億
円
が
達
成
で
き
る

の
で
す
。

効
率
の
面
か
ら
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
魅
力
で
す
。

勿
論
、
外
商
が
こ
れ
だ
け
の
成
果
を
上
げ
ら
れ

る
の
は
、
英
國
屋
と
い
う
し
っ
か
り
し
た
城
が
あ

り
、
広
告
、
宣
伝
に
よ
る
効
果
が
大
き
い
こ
と
に

も
よ
り
ま
す
が
、
外
商
を
受
け
持
つ
人
た
ち
が
、

自
分
な
り
に
作
戦
計
画
を
た
て
、
細
か
い
配
慮
を

し
な
が
ら
も
積
極
的
に
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
努

力
を
欠
か
さ
な
い
か
ら
で
す
。

外
商
の
経
験
を
し
た
人
が
店
に
戻
っ
て
く
る
と
、

来
店
さ
れ
る
顧
客
に
感
謝
す
る
よ
う
に
な
り
、
接

客
も
一
段
と
キ
メ
こ
ま
か
く
な
る
よ
う
で
す
。

注
文
洋
服
の
場
合
は
、
店
売
り
で
あ
っ
て
も
、

納
品
そ
の
他
で
客
へ
の
訪
問
は
ど
う
し
て
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
し
、
訪
問
す
る
こ
と
で
ま
た
注
文
を
貰

う
こ
と
も
多
い
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
面
で
は
外

商
向
き
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
外
へ
出
る
と
殆
ど
口
も
き

け
な
い
者
が
、
店
の
中
で
は
酒
々
と
喋
っ
て
営
業

し
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
外
商
に
も
向
き
不

向
き
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。

奈
印

だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
を
考
え

て
外
商
に
向
い
て
い
な
い
人
は
こ
っ
ち
へ
、
と
い

う
ふ
う
に
人
材
を
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

本
来
は
偶
発
的
事
件
、

出
来
事
の
こ
と
で
、

社
内
外
に
向
け
て
、

自
社
を
Ｐ
Ｒ
す
る
特

殊
な
セ
ー
ル
、
展
示

会
、
発
表
会
、
記
念

行
事
な
ど
を
イ
ベ
ン

ト
と
い
う
。
ま
た
競

技
番
組
の
種
目
や
試

合
な
ど
は
『
メ
イ
ン

エ
ベ
ン
ト
』
な
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
る
。

※
印
イ
ベ
ン
ト
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外
商
部
は
優
秀
な
人
材
で
な
い
と
勤
ま
り
ま
せ

※
「
城
」
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
外
で
戦
え
る
。
外
商
で
店
に
も
人
事
に
も
活
気
が
満
ち
て
き

た
。
外
商
経
験
者
が
店
に
帰
る
と
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
な
る
。

廟
､や' ‐-､ﾉﾄ
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認

現在の本社外商部のスタッフ

ん
か
ら
、
店
か
ら
人
材
を
引
き
抜
く
と
、
そ
の
店

の
ス
タ
ー
が
欠
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
店
の
ダ

メ
ー
ジ
が
心
配
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
は
ち
ゃ

ん
と
、
次
の
ス
タ
ー
が
育
っ
て
い
て
、
以
前
に
も

増
し
た
成
績
を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

店
長
が
居
る
間
は
店
長
の
陰
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
人
が
店
長
に
な
る
と
立
派
に
仕
事
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
嬉
し
い
誤
算
で
し
た
。

外
商
部
が
出
来
て
か
ら
現
在
に
至
っ
て
も
、
外

商
部
を
設
け
て
い
る
店
に
は
活
気
が
溢
れ
て
い
ま

す
。
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珊脳、

毎
シ
ー
ズ
ン
開
か
れ
て
い
る
展
示
会
の
彩
り
と

し
て
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
プ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト
な

ど
の
婦
人
洋
品
や
、
紳
士
洋
品
を
紹
介
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
英
國
屋
が
洋
品
と
本
格
的
に
取

り
組
ん
だ
の
は
、
銀
座
み
ゆ
き
店
が
昭
和
四
十
一

年
六
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

当
初
、
国
内
の
代
理
店
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
し

た
が
、
紳
士
洋
品
と
い
え
ば
Ｖ
ゾ
ー
ン
を
飾
る
ネ

ク
タ
イ
だ
け
で
し
た
。
オ
ー
ダ
ー
の
洋
服
は
高
額

品
な
の
で
、
ネ
ク
タ
イ
は
サ
ー
ビ
ス
品
と
し
て
お

客
に
持
っ
て
い
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

れ
た
が
、
始
め
て
み
る
と
そ
の
心
配
は
杷
憂
に
過

ネ
ク
タ
イ
か
ら
始
ま
り
、
シ
ャ
シ
に

※
銘

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
好
評

城戸崎信雄

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
か
ら
開
か
れ
た
丸
の
内
の
三
菱

村
で
の
グ
ラ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
ネ
ク
タ
イ
が

よ
く
売
れ
、
洋
品
へ
の
傾
斜
を
強
め
る
こ
と
に
拍

車
を
か
け
ま
し
た
。

ど
こ
に
で
も
売
っ
て
い
る
商
品
よ
り
も
、
英
國

屋
に
し
か
な
い
も
の
を
、
と
い
う
お
客
の
要
望
を

入
れ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
城
戸
崎
信
雄
（
現
丸
の
内
テ
ー

ラ
ー
社
長
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
仕
入
れ
に
出
掛
け

た
の
が
、
昭
和
四
十
七
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
毎
年
の
よ
う
に
出
掛
け
て
い
ま
す
が
、
初

め
は
仕
入
れ
先
も
分
か
ら
ず
大
変
芋
百
万
し
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
大
使
館
で
業
者
の
リ
ス
ト
を
貰
っ
て
、

喉
弱

ミ
ラ
ノ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
廻
っ
た
の
で
す
が
、

予
定
の
仕
入
れ
量
に
満
た
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
到

※
卵
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

顧
客
の
要
望
す
る
も

の
が
、
一
カ
所
で
ほ

と
ん
ど
全
て
の
も
の

が
買
え
る
こ
と
。
百

貨
店
な
ど
は
そ
の
典

型
で
あ
る
。
ま
た
新

し
い
タ
イ
プ
の
Ｇ
Ｍ

（
○
国
ｚ
画
詞
酵
Ｆ
三

国
”
○
国
Ｐ
ｚ
ｐ
扇
固

め
弓
○
詞
固
）
タ
イ
プ

の
ス
ー
パ
ー
も
あ
る
。

ま
た
金
融
機
関
の
商

品
な
ら
何
で
も
揃
え

る
と
い
う
所
も
出
現

し
て
い
る
。

※
開
ミ
ラ
ノ

北
部
イ
タ
リ
ア
の
都

市
。
市
内
に
は
宗
教

上
の
建
物
が
多
く
、

ス
カ
ラ
座
は
有
名
。

現
在
流
行
情
報
の
発

信
基
地
に
な
っ
て
い

る
。
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底
帰
れ
な
い
か
ら
、
い
っ
そ
川
に
で
も
飛
び
こ
ん

で
し
ま
お
う
か
と
考
え
た
程
、
情
無
い
思
い
を
味

わ
い
ま
し
た
。
あ
る
商
社
の
力
を
借
り
て
取
り
組

ん
だ
の
で
す
が
、
服
地
の
こ
と
に
は
詳
し
く
て
も
、

洋
品
に
関
す
る
情
報
は
余
り
に
も
少
な
く
て
、
初

め
の
二
年
間
と
い
う
も
の
は
芸
男
の
連
続
で
し
た
。

大
変
な
筈
男
を
重
ね
て
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

ネ
ク
タ
イ
で
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
有

名
ブ
ラ
ン
ド
（
ダ
ン
ヒ
ル
、
セ
リ
ー
ヌ
、
グ
ッ
チ
、

ミ
ラ
シ
ョ
ン
な
ど
）
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て
し
ま

い
、
も
は
や
有
名
ブ
ラ
ン
ド
全
盛
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
と
い
う
も
の
も
、
洋

服
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。

洋
服
は
英
國
屋
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
は
別
の
店
と
い
う

の
で
は
お
客
に
対
し
て
不
親
切
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

洋
服
の
採
寸
の
際
に
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
分
だ
っ
て
同

時
に
採
寸
出
来
ま
す
し
、
洋
服
の
色
、
柄
に
合
わ

せ
た
も
の
を
選
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

忙
し
い
お
客
に
と
っ
て
は
と
て
も
便
利
で
す
し
、

店
に
と
っ
て
も
商
売
の
拡
大
と
な
り
、
一
石
二
烏

と
も
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
洋
服
に
は
洋
服
の
採
寸
が
あ
る
よ
う

に
、
シ
ャ
シ
に
は
シ
ャ
ツ
の
採
寸
の
コ
ツ
が
あ
り

ま
す
。
し
か
も
、
体
に
直
接
着
る
も
の
だ
け
に
、

採
寸
に
は
細
心
の
注
意
を
要
し
ま
す
。

一

鴬儀韻毒

霧*霞
騨識蕊篭

…弾』

＝

総
ﾋ兵器鶴 4鯰

爵

蟻： ･饗窪
幹

洋品服飾品仕入部
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34、ネクタイから始まり、シャツに

だ
か
ら
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
取
扱
い
を
始
め
た
頃

は
、
採
寸
に
馴
れ
て
い
な
い
失
敗
か
ら
、
体
に
合

わ
な
い
と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
失
敗
が
、
本
業
で
あ
る
洋
服
に

悪
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
、
敬
遠
す
る

店
が
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
城
戸
崎
信
雄
が
営
業
本
部
長
を
し
て

い
た
時
に
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
ク
レ
ー
ム
に
よ
る
責

任
は
、
す
べ
て
本
部
で
と
る
か
ら
と
い
う
、
思
い

切
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
打
ち
出
し
、
営
業
マ
ン
の
奮

起
を
促
し
た
の
で
す
。

第
二
に
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
素
材
は
綿
が
多
く
、
縮

み
易
い
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
着
一

着
必
ず
湯
通
し
を
す
る
よ
う
に
し
た
結
果
、
着
用

後
の
縮
み
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
は
解
消
し
ま
し
た
。

生
地
は
当
初
は
国
内
仕
入
が
中
心
で
し
た
が
、

間
も
な
く
ス
イ
ス
を
中
心
と
し
た
ョ
－
ロ
ッ
パ
か

ら
の
直
輸
入
に
切
り
換
え
て
い
ま
す
。

反
物
で
入
荷
し
て
く
る
生
地
を
、
一
着
分
二
・

五
メ
ー
ト
ル
ず
つ
に
カ
ッ
ト
す
る
の
も
、
要
領

が
大
切
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
一
・
二
五
メ
ー
ト
ル

に
ピ
ン
を
二
本
打
っ
て
お
い
て
、
生
地
を
そ
の
場

所
で
折
り
返
し
な
が
ら
、
一
括
し
て
切
断
す
る
な

ど
、
細
か
い
部
分
の
工
夫
を
試
み
な
が
ら
、
今
日

の
製
法
へ
の
進
歩
を
遂
げ
た
の
で
す
。

現
在
、
年
間
の
受
注
量
は
一
七
、
○
○
○
着
ぐ

ら
い
で
す
が
、
今
後
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
何
し
ろ
消
耗
度
が
大
き
い
で
す
か
ら
、

一
度
に
四
枚
、
五
枚
と
注
文
が
あ
る
か
ら
で
す
。

他
に
は
一
一
ツ
ト
製
品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、

客
の
趣
味
や
嗜
好
が
つ
か
み
き
れ
な
い
の
と
、
ポ

イ
ン
ト
を
絞
れ
な
い
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
し
、
商

品
そ
の
も
の
の
流
れ
が
早
過
ぎ
て
当
た
り
外
れ
が
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あ
る
の
で
、
今
で
は
、
カ
シ
ミ
ヤ
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
ト
ー
タ
ル
メ

ン
ズ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
目
指
し
な
が
ら
、
カ
シ
ミ
ヤ

※
洋
服
と
ネ
ク
タ
イ
、
シ
ャ
シ
は
ト
ー
タ
ル
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
値
打
ち
が
出
て
く
る
。
洋
品

は
店
の
セ
ン
ス
の
見
せ
ど
こ
ろ
。

セ
ー
タ
ー
、
カ
シ
ミ
ヤ
マ
フ
ラ
ー
な
ど
、
英
國
屋

の
客
層
に
合
わ
せ
た
洋
品
を
拡
充
し
て
い
き
、
洋

品
だ
け
の
年
商
は
今
で
は
お
よ
そ
九
億
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
洋
品
は
、
商
売
上
、
ま
す
ま
す
大
切

な
要
素
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

洋
服
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
に
付
随
す
る
ネ
ク

タ
イ
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
靴
下
、
ベ
ル
ト
な
ど
の
洋

品
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
印
象
が
良

く
も
悪
く
も
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
洋
品
は
そ
の

店
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
の
見
せ
所
と
い
え
る

か
ら
で
す
。

華
謝
響
く

逮謹.ヅシ鍼

鶴亀蕊蓄

詑吋羅職鰄常

§鱸識.鋤簿

¥4

－132－
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兄
弟
が
二
人
居
れ
ば
二
つ
の
店
を
持
た
せ
て
、

互
い
に
競
争
さ
せ
て
商
売
さ
せ
る
と
、
ま
ず
両
方

の
店
と
も
失
敗
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

競
い
合
う
良
い
ラ
イ
バ
ル
が
居
る
と
い
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
小
林
の
信
念
で
す
。

英
國
屋
は
銀
座
に
店
舗
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
他
店
の
業
績
が
い
や
で
も
気
に
な

る
も
の
で
す
。
創
業
当
初
は
四
丁
目
店
と
六
丁
目

店
と
が
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
持
っ
て
張
り
合
い
ま
し

た
。

集
金
日
に
な
る
と
、
銀
座
で
営
業
し
て
い
る
東

京
テ
ー
ラ
ー
、
銀
座
テ
ー
ラ
ー
、
壱
番
館
な
ど
の

営
業
マ
ン
と
出
会
う
度
に
金
額
を
競
い
合
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
営
業
マ
ン
の
心
情
と
し
て

は
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

足
立
暢
男
（
現
専
務
）
が
本
部
の
部
長
を
し
て

い
た
頃
、
前
年
対
比
で
売
り
上
げ
が
上
廻
っ
た
店

競
争
原
理
を
生
か
し
た
報
奨
制
導
入

ョ
－
ロ
ッ
パ
旅
行
が
効
を
奏
す

に
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
か
ら
、
一
店
当
た
り
二

千
円
を
出
そ
う
と
提
案
し
た
の
が
、
英
國
屋
の

鞭
帥

報
奨
制
の
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
は
十
店
が
提
示
し
た
目
標
を
達
成
し
、

足
立
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
二
万
円
が
消
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

間
も
な
く
会
社
が
報
奨
金
を
出
す
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
金
額
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
よ
う
に

な
り
、
カ
シ
ミ
ャ
コ
ー
ト
な
ど
の
特
定
の
商
品
の

販
売
に
報
奨
金
を
つ
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
報
奨
制
に
は
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
カ
シ
ミ
ヤ
は
北
海
道
で
は
売
れ
る
け
れ

ど
、
鹿
児
島
で
は
売
れ
な
い
と
い
う
地
域
差
が
出

て
き
ま
す
。
営
業
に
報
奨
金
が
出
る
の
に
、
そ
れ

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
技
術
部
門
や
総
務
・

経
理
な
ど
に
は
出
な
い
の
は
不
公
平
だ
と
い
う
不

満
も
生
じ
て
き
ま
す
。
営
業
マ
ン
の
中
に
は
、
貰
っ

※
帥
報
奨
制

成
果
配
分
の
一
つ
の

や
り
方
。
努
力
し
て

成
續
を
上
げ
た
従
業

員
に
は
、
ボ
ー
ナ
ス
、

休
暇
、
海
外
研
修
な

ど
を
報
奨
と
し
て
与

え
る
仕
組
み
。
英
國

屋
で
は
、
昭
和
師
年

に
第
１
回
め
の
報
奨

と
し
て
、
前
年
対
比

１
２
０
％
以
上
を
達

成
し
た
店
の
従
業
員

に
Ⅷ
日
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
旅
行
を
与
え
た
。

別
人
が
該
当
者
と
し

て
参
加
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
有
名
店
の

セ
ー
ル
ス
態
度
の
吸

収
薄
高
度
な
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
技
術
の
導
入

な
ど
が
み
ら
れ
た
。
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昭
和
妃
年
４
月
岨
日
祝
日

と
休
日
が
重
な
っ
た
場
合
、

翌
日
を
振
替
休
日”

日
春
闘

史
上
初
の
交
通
ゼ
ネ
ス
ト

６
月
上
野
ま
で

歩
行
者
天
国
ジ
ャ
ン
ポ
コ
ー

ゴ
ー
第
一
回８

月
８
日
金
大

中
、
白
昼
の
ホ
テ
ル
か
ら
拉

致
さ
れ
る
。

岨
月
６
日
第
四

次
中
東
戦
争
、
産
油
国
生
産

削
減

妬
日
石
油

シ
ョ
ッ
ク
ー
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
等
パ
’
一
ツ
ク

、
月
蝿
日
江
崎

玲
於
奈
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞

Ⅱ
月
銀
座
、
花

一
杯
鉢
植
え
設
置

岨
月
都
心
か
ら

ネ
オ
ン
消
え
る

た
報
奨
金
を
工
場
の
人
に
そ
っ
と
渡
す
人
も
出
て

き
ま
し
た
。

更
に
、
対
象
に
な
っ
た
商
品
だ
け
を
一
生
懸
命

に
売
る
と
い
う
弊
害
も
出
て
来
ま
し
た
。

し
か
し
総
体
的
に
は
、
報
奨
制
に
よ
っ
て
営
業

成
績
が
上
が
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

昭
和
三
十
七
年
頃
、
銀
座
四
丁
目
店
、
六
丁
目

店
、
渋
谷
東
急
店
に
お
い
て
、
入
金
に
対
す
る
報

篝蕊
掴

篭

展示会でも個人売上に報奨制度が適用された

奨
金
を
出
す
シ
ス
テ
ム
を
適
用
し
た
と
こ
ろ
、
営

業
マ
ン
が
頑
張
っ
て
集
金
す
る
の
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

の
流
れ
が
非
常
に
良
く
な
り
ま
し
た
。
営
業
マ
ン

の
間
で
、
報
奨
金
で
靴
を
買
っ
た
と
か
、
服
を
買
っ

た
と
話
題
が
弾
み
、
大
き
な
刺
激
を
与
え
る
こ
と

に
も
な
り
ま
し
た
。

帝
国
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
展
示
会
で
、
個
人
売

り
上
げ
に
報
奨
金
を
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
は
、
事
前
に
は
何
も
言
わ
ず
に
展
示
会
が

終
わ
っ
た
後
で
、
報
奨
金
が
出
る
こ
と
を
知
ら
せ

た
か
ら
、
皆
の
喜
び
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
展
示
会
で
一
位
の
成
績
を
上
げ
た
、
あ
る

営
業
マ
ン
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
彼
は
、
お
客
の

扱
い
が
大
変
上
手
で
、
お
客
が
来
場
し
た
時
の
挨

拶
と
い
い
、
そ
の
お
客
が
帰
る
ま
で
の
応
対
の
仕

方
と
い
い
、
あ
く
ま
で
も
ソ
フ
ト
な
態
度
で
お
客

の
気
を
そ
ら
さ
な
い
か
ら
、
人
並
み
外
れ
た
業
績

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
こ
の
営
業

マ
ン
の
仕
事
振
り
は
、
英
國
屋
史
上
で
伝
説
に
残

る
と
ま
で
い
わ
れ
る
程
で
し
た
。

報
奨
制
度
の
中
で
一
番
効
果
が
あ
っ
た
の
は
、

何
と
い
っ
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
で
し
ょ
う
。

昭
和
四
十
八
年
に
、
そ
れ
ま
で
年
功
序
列
で
ョ
－
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35、競争原理を生かした報奨制導入

ロ
ッ
パ
旅
行
に
出
て
い
た
の
を
報
奨
制
に
切
り
換

え
た
の
は
、
小
林
の
ア
イ
デ
ア
で
す
。
若
い
人
た

ち
の
関
心
が
海
外
旅
行
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
て
の
発
案
で
し
た
。

前
年
比
売
り
上
げ
を
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増

や
し
た
店
は
、
そ
の
店
の
全
員
を
海
外
旅
行
に
出

し
て
や
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
勤
続
五
年
以
下

は
香
港
へ
、
勤
続
五
年
以
上
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
と

い
う
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
、
初
年
度
七
月
末
に

は
何
と
六
店
舗
が
目
標
を
達
成
し
て
、
勤
続
五
年

以
上
の
二
十
四
人
が
十
日
間
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
旅
行

に
出
か
け
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
と
も
な
る
と
、
一
人
当
た
り

五
十
万
円
相
当
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
英
國

屋
の
扱
っ
て
い
る
も
の
が
英
國
物
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
も
の
ば
か
り
で
す
か
ら
自
分
の
目
や
耳
で
本
場

を
じ
っ
く
り
知
る
貴
重
な
経
験
に
な
り
、
特
に
有

名
店
の
セ
ー
ル
ス
態
度
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
テ
ク

’
一
ツ
ク
等
が
大
き
な
収
穫
に
な
り
ま
す
し
、
ま
た
、

英
國
屋
の
お
客
の
殆
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の
経

験
者
な
の
で
、
話
題
に
も
事
欠
か
な
く
な
る
と
い

う
、
幾
つ
も
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま

し
た
。

三
年
間
こ
の
制
度
を
続
け
ま
し
た
が
、
ど
ん
な

に
良
い
シ
ス
テ
ム
で
も
、
次
第
に
刺
激
が
な
く
な
っ

て
く
る
も
の
で
す
し
、
店
に
よ
っ
て
は
目
標
を
達

成
出
来
ず
、
全
く
海
外
旅
行
へ
行
け
な
い
で
い
る

の
に
、
人
事
の
配
置
転
換
で
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
ヘ
行
っ

て
き
た
店
員
が
入
っ
て
き
て
、
ど
こ
へ
も
行
け
な

い
店
長
が
面
白
く
な
い
事
態
が
生
じ
た
り
し
て
、

ヨーロッパ旅行も成績に寄与している
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英
國
屋
は
銀
座
を
中
心
に
、
渋
谷
、
新
宿
、
赤

坂
、
池
袋
な
ど
の
都
心
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
更
に
横

暫
く
の
間
、
や
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
報
奨
制
度
は
間
違
い
な
く
大
き
な
励

み
と
な
る
も
の
で
す
が
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
再

び
年
功
順
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
研
修
制
度
が
復
活
し
ま

し
た
。京

都
が
き
っ
か
け
、
地
方
出
店
に
は
ず
み

※
兄
弟
が
二
人
居
れ
ば
二
つ
の
店
を
持
た
せ
る
と
、
二
店
と
も
潰
れ
ず
に
発
展
す
る
。
競
争
の
な
い

所
に
伸
び
が
な
い
。
良
い
ラ
イ
バ
ル
作
り
が
必
要
。

■

百
貨
店
の
信
用
と
英
國
屋
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
で

嚥
瀞

京都丸物店があった近鉄百貨店

浜
と
、
首
都
圏
中
心
の
出
店
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

英
國
屋
は
カ
ス
タ
ム
テ
ー
ラ
ー
で
す
。
既
製
服

の
場
合
と
異
な
り
、
店
舗
を
設
け
れ
ば
製
品
は
メ
ー

カ
ー
か
ら
送
っ
て
く
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

生
産
工
場
を
並
行
し
て
設
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。

そ
の
制
約
が
あ
る
の
で
、
首
都
圏
以
外
に
は
出

店
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
、
小
林
は
考
え
て
い
ま

し
た
。 勉

強
で
も
仕
事
で
も
、
良
い
ラ
イ
バ
ル
の
存
在

は
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
相
手
を
蹴

散
ら
し
て
も
自
分
が
の
し
上
が
ろ
う
と
い
う
の
で

な
く
、
競
争
し
な
が
ら
向
上
で
き
る
関
係
が
望
ま

し
い
の
で
す
。
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36、京都がきっかけ、地方出店にはずみ

昭
和
佃
年
１
月
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
規
制
で
、
国
電
等
昼
間

暖
房
停
止

８
月
８
日
米
ウ
ォ

ー
タ
ー
事
件
で
ニ
ク
ソ
ン
大

統
領
辞
任

岨
月
８
日
佐
藤

栄
作
前
首
相
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞

Ⅱ
月
妬
日
金
権

問
題
で
田
中
首
相
辞
任

。
こ
の
年
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク

が
尾
を
引
い
て
、
戦
後
初
の

マ
イ
ナ
ス
成
長
、
物
価
は
別
．

５
％
上
昇

銀
座
を
中
心
と
し
た
「
面
」
の
展
開
が
、
予
想

外
の
成
功
を
収
め
て
、
首
都
圏
で
の
英
國
屋
の
地

位
を
不
動
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
昭
和
四

十
九
年
秋
に
、
地
方
出
店
の
一
つ
の
き
っ
か
け
が

生
じ
ま
し
た
。
京
都
近
鉄
百
貨
店
へ
の
出
店
で
す
。

当
時
は
丸
物
百
貨
店
と
い
う
名
称
で
し
た
が
、

下
見
に
行
っ
た
時
に
は
、
何
と
お
客
の
少
な
い
デ

パ
ー
ト
な
の
だ
ろ
う
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

お
客
が
少
な
け
れ
ば
、
売
上
げ
も
当
然
少
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
オ
ー
ダ
ー
の
売
上
げ
を
聞
い

て
み
る
と
、
年
商
三
千
万
円
程
度
だ
と
言
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
英
國
屋
の
条
件
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
第
一
に
、
買
取
り
制
に
し
て
欲
し
い
こ
と
。

第
二
に
、
四
千
万
円
分
は
二
十
日
締
め
の
月
末
払

い
に
し
て
欲
し
い
こ
と
。
第
三
に
、
店
舗
の
造
作

は
英
國
屋
の
特
徴
で
あ
る
マ
ホ
ガ
’
－
－
で
統
一
す

る
こ
と
。
第
四
に
、
外
商
八
十
三
名
の
内
、
繊
維

P

小宮宏博

の
知
識
の
あ
る
人
を
二
十
名
程
協
力
し
て
欲
し
い

こ
と
。
第
五
に
、
売
り
上
げ
歩
合
は
通
常
の
時
は

一
五
パ
ー
セ
ー
ン
ト
、
年
末
・
中
元
の
時
は
一
○

パ
ー
セ
ン
ト
に
し
て
欲
し
い
こ
と
、
と
い
っ
た
主

旨
の
も
の
で
し
た
。

丸
物
デ
パ
ー
ト
側
は
、
暫
く
考
え
た
い
の
で
時

間
を
貸
し
て
欲
し
い
と
い
い
、
後
日
、
そ
の
返
事

を
し
て
来
ま
し
た
。
即
ち
、
英
國
屋
の
条
件
は
す

べ
て
の
む
代
わ
り
、
売
場
面
積
も
広
く
な
っ
た
こ

と
で
も
あ
る
の
で
、
売
り
上
げ
を
三
年
間
で
五
倍

に
し
て
欲
し
い
と
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
地
方
出
店
の
第
一
号
店
と
し
て
、
京

都
丸
物
店
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
の

で
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
京
都
は
東
京
か
ら
遠
く

離
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
準
備
に
は
本
当
に
苦
労
し

ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
、
ラ
イ
ト
バ
ン
に
生
地
を
三
百
点

余
り
積
ん
で
、
夜
明
け
と
共
に
東
京
を
出
発
し
ま

し
た
。
小
宮
（
現
取
締
役
・
関
西
統
括
部
長
）
と
、

二
宮
（
現
神
戸
店
長
）
が
同
乗
し
て
行
っ
た
の
で

す
が
、
宿
泊
先
な
ど
決
め
て
な
か
っ
た
の
で
、
京

都
へ
着
い
て
か
ら
駅
前
の
旅
館
を
紹
介
さ
れ
た
け

れ
ど
、
そ
れ
は
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
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で
す
。店

が
出
来
る
、
人
は
送
っ
た
、
け
れ
ど
住
む
所

が
な
い
：
…
・
そ
う
し
た
悪
条
件
の
中
で
も
、
オ
ー

プ
ン
に
先
駆
け
て
、
外
商
の
人
々
と
必
死
で
営
業

活
動
を
続
け
ま
し
た
。

そ
の
お
蔭
で
、
京
都
丸
物
店
オ
ー
プ
ン
の
日
は
、

お
客
が
列
を
な
す
程
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

心
配
で
状
況
を
見
に
来
た
小
林
も
、
臨
時
の
セ
ー

ル
ス
マ
ン
に
か
り
出
さ
れ
て
、
ネ
ク
タ
イ
を
販
売

す
る
破
目
に
な
る
く
ら
い
の
忙
し
さ
で
し
た
。

幸
先
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
の
は
、
英
國
屋

と
い
う
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
、
京
都
の
地
へ
浸
透

さ
せ
る
努
力
を
し
た
外
商
の
人
々
の
働
き
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
そ
の
人
た
ち
の
顔
を
立

て
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

注
文
を
貰
っ
た
と
き
、
仮
縫
い
が
終
了
し
た
時
、

納
品
し
た
時
な
ど
、
事
あ
る
毎
に
外
商
の
人
に
電

]簿

熱
鶴
認
率
籍
》
》
》
》
》
鐸
率
室
一
再
》
函
》
仙
僻

鑑

札幌今井店

話
で
連
絡
を
し
ま
し
た
し
、
お
客
が
直
接
売
り
場

に
来
て
注
文
を
聞
い
た
場
合
で
も
、
外
商
担
当
者

の
成
績
に
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

技
術
面
に
関
し
て
も
、
外
商
の
人
々
の
顔
を
潰

さ
ぬ
よ
う
、
一
生
懸
命
応
じ
ま
し
た
。
袖
丈
、
着

丈
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
補
正
も
心
良
く
受
け
ま

し
た
。身

頃
を
二
回
も
補
修
し
た
り
す
る
と
、
か
え
っ

て
お
客
に
不
信
感
を
抱
か
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

う
い
う
場
合
は
き
っ
ぱ
り
、
見
立
て
替
え
し
て
貰
っ

て
、
改
め
て
縫
い
直
す
と
い
う
心
遣
い
を
し
た
の

理
５
州
．
，
Ｉ
側
》

…
…

…

…瀧
…

…零晶今』

聯

仙台丸光店
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36、京都がきっかけ、地方出店にはずみ

で
す
。こ

う
し
た
様
々
な
努
力
が
効
を
奏
し
て
、
オ
ー

プ
ン
か
ら
一
年
後
に
は
、
丸
物
百
貨
店
側
が
提
示

し
た
条
件
、
「
売
り
上
げ
を
五
倍
に
す
る
」
こ
と

が
、
早
く
も
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

京
都
に
出
店
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
か
ら
後
の
地

方
出
店
に
大
き
な
勉
強
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
そ
の
地
方
の
特
色
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
し
、
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
広
告
、
宣
伝
あ
る
い

は
外
商
部
隊
の
活
躍
も
大
切
で
す
。
し
か
し
、
何

と
い
っ
て
も
地
方
へ
人
を
送
る
と
い
う
こ
と
は
、

住
宅
問
題
が
優
先
し
て
き
ま
す
。
家
族
同
伴
か
単

身
赴
任
か
に
よ
る
違
い
は
あ
っ
て
も
、
社
宅
が
ち
ゃ

ん
と
あ
る
か
否
か
で
随
分
条
件
が
変
わ
っ
て
き
ま

※
不
利
な
状
況
を
好
転
さ
せ
る
に
は
、
自
分
の
持
て
る
力
に
加
え
て
他
人
の
能
力
も
積
極
的
に
利
用

す
る
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
る
と
道
は
自
ら
開
け
て
く
る
。

＝…一幸、、＝2＝

す
。

東
京
か
ら
転
勤
し
て
も
、
生
活
の
基
盤
が
し
っ

か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
、
労
働
意
欲
に
も
支
障
が

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
見
地
か
ら
、
英

國
屋
と
し
て
は
、
社
員
の
福
祉
厚
生
面
に
ま
で
、

十
分
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
こ

そ
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
処
遇
を
心
が
け
る
よ
う
に

し
た
の
で
す
。

地
方
へ
の
出
店
第
一
号
の
京
都
丸
物
店
の
成
功

崇
創

に
よ
っ
て
、
首
都
圏
の
み
の
ロ
ー
カ
ル
チ
ェ
ー
ン

で
あ
っ
た
英
國
屋
が
、
札
幌
、
仙
台
、
大
阪
、
神

戸
、
名
古
屋
、
京
都
、
金
沢
、
広
島
、
福
岡
へ
と

姦
艶

出
店
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
の
企
業

展
開
を
果
た
し
て
い
く
の
で
す
。

※
制
※
館
チ
ェ
ー

ン
ス
・
ト
ア

一
つ
の
資
本
で
Ⅱ
店

舗
以
上
を
運
営
す
る

小
売
業
、
飲
食
業
の

経
営
制
度
を
い
う
。

連
鎖
店
経
営
。
皿
店

以
上
を
持
つ
も
の
を
、

ロ
ー
カ
ル
チ
ェ
ー
ン
。

さ
ら
に
大
き
く
な
る

と
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

チ
ェ
ー
ン
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
と
い

・
つ
。
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Ⅳ
信
念

業
界
の
近
代
化
を
先
が
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
迅
速
な
合
理
化
を
図
る
。

一
方
、
多
く
の
層
に
注
文
服
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
方
路
面
店
も
増
加
す
る
。

ト
ッ
プ
の
交
替
を
行
い
売
上
百
億
円
の
悲
願
を
達
成
す
る
。
こ
の
間
、
エ
ク

ゼ
グ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
の
開
校
、
商
品
セ
ン
タ
ー
の
移
転
等
、
二
十
一
世
紀

へ
向
け
て
の
布
石
は
着
実
に
す
す
む
。



↓

京
都
の
丸
物
百
貨
店
は
、
後
に
近
鉄
に
買
収
さ

れ
て
、
京
都
近
鉄
百
貨
店
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
の
英
國
屋
の
出
店
の
成
功
が
、
近
鉄
の
牙
城

で
あ
る
ア
ベ
ノ
ヘ
の
進
出
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

大
阪
は
ミ
ナ
ミ
、
キ
タ
と
い
う
言
葉
で
区
別
さ

れ
る
よ
う
に
、
梅
田
を
中
心
と
し
た
キ
タ
と
、
難

波
を
中
心
と
し
た
ミ
ナ
ミ
が
あ
り
ま
す
。

各
々
の
地
域
で
は
、
購
買
の
行
動
、
色
・
柄
の

好
み
、
金
銭
に
対
す
る
考
え
方
が
、
こ
れ
が
同
じ

大
阪
人
か
と
思
う
程
対
称
的
な
の
で
す
。

キ
タ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
大
企
業
に
勤
め

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
が
多
く
、
都
会
的
な
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
が
、
ミ
ナ
ミ
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
、
中
小
企
業
の
経
営
者
や
商
店
主
が
多
く
、

庶
民
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

ア
ベ
ノ
は
ミ
ナ
ミ
よ
り
も
っ
と
南
に
寄
っ
た
所

に
あ
り
ま
す
。
大
阪
駅
が
大
阪
の
表
玄
関
な
ら
、

京
都
を
バ
ネ
に
大
阪
（
ア
ベ
ノ
近
鉄
）
へ

「
ミ
ナ
ミ
」
で
の
成
功
で
自
信

近
鉄
ア
ベ
ノ
店
が
あ
る
天
王
寺
は
裏
口
に
当
た
り
一

ま
す
。

だ
か
ら
、
ア
ベ
ノ
は
英
國
屋
向
き
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
は
な
い
。
高
級
品
が
売
れ
る
ム
ー
ド
で
は
な

い
。
キ
タ
に
出
店
す
る
方
が
ま
だ
ま
し
で
あ
る
。
…

…
と
い
っ
た
反
論
が
続
出
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
小
林
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
の
も
英
國
屋
の
商
法
で

あ
る
か
ら
、
ア
ベ
ノ
が
肌
に
合
う
か
ど
う
か
、
実

際
に
試
し
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
と
、
出
店
に
踏

み
切
っ
た
の
で
す
。
昭
和
五
十
一
年
の
こ
と
で
し

た
。

大
阪
ア
ベ
ノ
店
は
土
地
柄
か
ら
、
中
小
企
業
の

経
営
者
や
商
店
主
が
主
な
顧
客
で
す
。
売
り
場
へ

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
や
っ
て
く
る
人
が
殆
ど
で
す
し
、

仕
事
だ
っ
て
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
ズ
ボ
ン
と
い
う
ス
タ

イ
ル
が
普
通
で
す
。
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37、京都をバネに大阪（アベノ近鉄）へ

昭
和
別
年
３
月
皿
日
新
幹

線
博
多
駅
開
業

５
月
７
日
エ
リ

ザ
ベ
ス
女
王
夫
妻
来
日

８
月
負
債
千
五

百
億
、
史
上
最
大
の
興
人
倒

産

９
月
釦
日
天
皇
、

皇
后
訪
米

ｕ
月
晦
日
第
一

回
サ
ミ
ッ
ト
（
先
進
国
首
脳

会
議
）
フ
ラ
ン
ス
で
開
く

そ
れ
な
ら
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
重
点
を
置
こ
う
と

決
め
て
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
地
だ
け
で
百
点
以
上
も
揃

え
ま
し
た
。
こ
の
数
は
恐
ら
く
日
本
一
の
品
揃
え

で
し
ょ
う
。

商
品
セ
ン
タ
ー
に
は
常
時
、
多
く
の
商
品
が
ス

ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
準
備
も
す

ぐ
に
で
き
る
の
で
す
。

ス
ー
ツ
地
に
し
て
も
、
東
京
で
人
気
の
地
味
な

も
の
よ
り
、
一
味
変
わ
っ
た
色
・
柄
の
も
の
が
好

ま
れ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
英
國
屋
に
し
か
な
い
色
・
柄
を
強
調

し
な
が
ら
、
ア
ベ
ノ
周
辺
の
客
層
の
好
み
に
合
わ

せ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
し
た
。

大阪近鉄店

少
々
値
段
は
高
く
な
っ
て
も
、
変
わ
っ
た
良
い

も
の
を
、
と
い
う
要
望
に
応
え
た
た
め
、
業
績
が

急
上
昇
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
の
蔭
に
は
や
は
り
、
外
商
部
の
活
躍
が
あ
り

ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
店
で
も
京
都
店
と
同
様
、
デ
パ
ー

ト
の
外
商
部
の
協
力
を
得
て
、
顧
客
の
開
拓
に
励

み
ま
し
た
。
英
國
屋
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
と
、
デ

パ
ー
ト
の
組
織
力
と
地
盤
が
、
見
事
に
結
合
し
た

成
果
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
関
西
と
い
う
所
は
、
値
引
き
交
渉

の
キ
ビ
シ
イ
所
で
す
。
外
商
の
人
と
一
緒
に
お
客

の
家
を
訪
れ
る
と
、
必
ず
値
引
き
の
話
が
出
ま
す
。

一
割
か
ら
二
割
の
値
引
き
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
英
國
屋
だ
け
は
ど
う
し
て
値
引
き
を

し
な
い
の
か
と
文
句
が
出
ま
し
た
。

英
國
屋
は
創
業
以
来
、
正
札
販
売
を
し
て
い
ま

す
。
決
し
て
値
引
き
は
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
「
百
万
円
分
買
う
か
ら
一
割
ま
け
ろ
」

と
い
う
話
に
も
「
ノ
ー
」
と
言
い
続
け
ま
し
た
。

値
札
を
高
く
し
て
割
引
き
す
る
の
で
は
、
お
客

の
た
め
に
良
く
な
い
し
、
技
術
的
に
手
抜
き
し
た

商
品
を
納
入
す
る
の
も
ご
め
ん
で
す
。

正
価
を
頂
い
て
、
そ
れ
以
上
の
価
値
の
あ
る
商
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品
を
納
め
る
か
ら
、
と
何
度
も
説
明
し
て
、
よ
う

や
く
納
得
し
て
貰
え
た
の
で
す
。

英
國
屋
は
絶
対
に
値
引
き
を
し
な
い
、
と
い
う

こ
と
が
、
ア
ベ
ノ
界
隈
に
知
れ
渡
る
と
、
逆
に
英

國
屋
に
対
す
る
信
用
が
増
し
て
、
か
え
っ
て
商
売

が
し
易
く
な
る
結
果
を
生
み
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
店
で
の
縫
製
は
、
そ
の
当
時
ア
ベ
ノ
近

鉄
の
仕
事
を
し
て
い
た
丸
菱
と
佐
藤
工
場
を
、
英

國
屋
が
引
き
継
い
で
、
そ
こ
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

英
國
屋
は
出
店
の
度
に
、
裁
断
と
仮
縫
い
と
修

理
は
全
部
現
地
で
行
い
、
縫
製
は
東
京
で
行
っ
て

い
ま
す
。
銀
座
と
い
う
所
は
、
や
は
り
一
流
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
が
集
ま
る
所
だ
か
ら
、
そ
こ
で
仕
事
を

す
る
こ
と
は
、
自
然
に
セ
ン
ス
が
磨
か
れ
て
、
良

い
製
品
が
で
き
る
と
い
う
主
旨
か
ら
な
の
で
す
。

※
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え
。
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
を
無
視
し
て
は
商
売
は
成
り
立
た
な
い
。
ジ
ャ
ケ
ツ

卜
で
は
日
本
一
の
品
揃
え
で
勝
負
に
。

だ
が
、
京
都
や
大
阪
に
出
店
の
場
合
は
、
往
復

に
時
間
と
経
費
が
か
か
る
の
で
、
少
し
で
も
早
く

お
客
に
納
品
す
る
意
味
か
ら
も
、
縫
製
も
現
地
で

す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

英
國
屋
で
仕
事
が
で
き
る
な
ら
と
、
応
募
さ
れ

る
技
術
者
の
中
か
ら
腕
の
良
い
人
を
選
ん
で
、
英

國
屋
仕
込
み
の
裁
縫
師
に
す
る
わ
け
で
す
。
勿
論
、

チ
ー
フ
格
は
す
べ
て
本
社
工
場
か
ら
派
遣
さ
れ
て

き
ま
す
か
ら
、
英
國
屋
の
技
術
は
的
確
に
継
承
さ

れ
ま
す
。

英
國
屋
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
考
え
ら
れ
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
ま
る
で
異
な
る
大
阪
ア
ベ
ノ
と
い
う

土
地
で
、
英
國
屋
の
商
法
が
功
を
奏
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
小
林
の
商
売
理
念
が
、
商
売
に
ガ
メ
ッ

イ
と
い
わ
れ
る
大
阪
人
を
魅
了
し
た
か
ら
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
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38、障害乗り越えフ｡レタポルテの定着へ

Ｉ昭
和
別
年
１
月
釧
日
鹿
児

島
で
五
つ
子
誕
生

６
月
犯
日
ロ
ッ

キ
ー
ド
事
件
で
丸
紅
、
全
日

空
幹
部
逮
捕７

月
即
日
ロ
ッ

キ
ー
ド
事
件
で
田
中
前
首
相

逮
捕

９
月
９
日
毛
沢

東
死
去

加
月
加
日
具
志

堅
用
高
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
へ

・
銀
座
祭
り
に
記
念
タ
バ
コ

発
売

ｕ
月
幻
日
天
皇

在
位
五
○
年
記
念
、
銀
座
で

奉
祝
提
灯
行
列 §

…
畑
、

英
國
屋
の
自
営
工
場
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
洋

服
研
究
所
が
で
き
た
の
が
、
昭
和
三
十
五
年
の
こ

と
で
し
た
。

そ
の
二
年
後
の
夏
の
閑
散
期
に
、
込
山
二
郎
氏

の
指
導
に
よ
り
、
二
○
四
着
の
ラ
グ
ラ
ン
コ
ー
ト

障
害
乗
り
越
え
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
の
定
着
へ

オ
リ
ジ
ナ
ル
と
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
二
本
立
て
で

有名ブランドのプレタ

を
作
り
ま
し
た
。

素
材
は
サ
ン
ク
ロ
ス
で
、
縫
い
に
く
い
と
定
評

の
あ
る
生
地
で
し
た
が
、
そ
れ
を
使
っ
て
の
コ
ー

ト
は
客
受
け
が
大
変
良
く
て
、
九
月
に
は
全
て
売

り
つ
く
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ラ
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
が
、
英
國
屋
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
と
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
小
林
は
「
自
分
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
洋
服
と
共
に
育
ち
、
注
文
洋
服
に
命
を
賭
け

る
」
と
い
う
決
心
を
変
え
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

昔
の
既
製
服
と
い
う
の
は
「
首
吊
り
」
と
呼
ば

れ
、
生
地
も
悪
く
、
縫
製
も
粗
雑
で
、
す
ぐ
に
型

崩
れ
す
る
も
の
と
決
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
う
し
た
二
流
品
を
客
に
勧
め
る
こ
と
な
ど
で

き
な
い
と
、
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
の
販
売
を
押
さ
え
て

来
ま
し
た
。

し
か
し
、
技
術
が
向
上
し
て
き
て
、
既
製
服
で
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も
高
級
品
は
、
縫
製
の
し
っ
か
り
し
た
も
の
が
増

え
、
既
製
服
に
対
す
る
お
客
の
見
方
も
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

プ
レ
タ
ポ
ル
テ
の
中
で
も
、
技
術
・
シ
ル
エ
ッ

ト
共
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
製
品
が
、
一
日
の
長
が
あ
り

ま
し
た
か
ら
、
昭
和
五
十
一
年
の
頃
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
ド
レ
ス
ボ
ガ
イ
社
の
カ
シ
ミ
ヤ
製
の
コ
ー
ト

を
、
約
三
○
○
着
も
買
い
付
け
ま
し
た
。
カ
シ
ミ

ヤ
に
繊
維
の
宝
石
と
い
わ
れ
る
ビ
キ
ュ
ー
ナ
を
混

紡
し
た
高
級
品
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
工
場
が
国
営
と
な
り
、
シ
ル
エ
ッ
ト
も

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
や
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
イ
タ
リ
ア
の
テ
ス
コ
サ
社
で
、
夏
物

の
ス
ー
ツ
、
ブ
ル
ゾ
ン
、
タ
キ
シ
ー
ド
な
ど
を
作

ら
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
人
の
趣
味
、

嗜
好
、
体
型
の
違
い
な
ど
の
調
整
が
難
し
く
、
国

内
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
の
開
発
を
試

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

工
場
の
注
文
洋
服
の
閑
散
期
を
利
用
し
て
、

豪
縄
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
を
製
造
す
る
こ
と
が
一
番
理
想
的

な
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
わ

な
く
な
る
場
合
が
出
て
来
ま
す
。

そ
れ
に
、
同
じ
シ
ル
エ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
違
い
の

も
の
を
、
各
々
違
っ
た
技
術
者
が
作
っ
た
場
合
、

ど
こ
と
な
く
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
違
っ
た
も
の
に
な

る
恐
れ
が
生
じ
ま
す
。
本
格
的
に
プ
レ
タ
ポ
ル
テ

と
取
り
組
む
と
な
る
と
、
閑
散
期
利
用
と
い
う
手

段
で
は
、
オ
ー
ダ
ー
の
場
合
の
特
長
が
、
プ
レ
タ

ポ
ル
テ
の
場
合
で
は
欠
点
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
は
数
多
く
作
れ
ば
作
る

程
、
在
庫
処
理
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。
実
際

に
英
國
屋
で
も
在
庫
商
品
が
増
え
て
し
ま
い
、
も

う
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
か
ら
手
を
引
こ
う
と
い
う
話
が

出
た
く
ら
い
で
す
。
そ
の
難
し
さ
を
ど
う
乗
り
越

え
る
か
に
苦
心
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
自
体
を
極
力
減
ら
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド
物
を
多
く
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ラ

豪
剖

ン
バ
ン
、
ク
Ⅱ
ノ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル
、
ア
ク

オリジナルプレタポルテ

※
鯛
プ
レ
タ
ポ
ル

ー

ア高
級
既
製
服
の
こ
と

（
勺
”
因
目
ｌ
シ
勺
○
罰

弓
固
罰
）

※
“
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル

（
○
三
国
異
冒
。
□
５
『
）

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
。

第
二
次
大
戦
後
に
メ

ゾ
ン
「
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル
」

を
発
足
。
蛇
歳
で
デ

ビ
ュ
ー
作
「
’
一
ユ
ー

ル
ッ
ク
」
で
脚
光
。

そ
の
後
「
Ｈ
ラ
イ
ン
」

「
ア
ロ
ー
ラ
イ
ン
」

等
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

界
を
リ
ー
ド
、
大
デ
ィ

オ
ー
ル
帝
国
を
築
き

上
げ
た
。
一
九
五
七

年
囲
歳
で
死
去
。
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38、障害乗り越えプレタポルテの定着へ

』
報士

銀

I

粥

､職欝

ア
ス
キ
ュ
ー
タ
ム
な
ど
を
中
心
に
商
品
作
り
を
す

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

現
在
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
は
、
カ
シ

ミ
ヤ
、
シ
ル
ク
あ
る
い
は
毛
皮
つ
き
の
特
殊
な
コ
ー

ト
や
、
フ
ァ
ン
シ
ー
タ
キ
シ
ー
ド
な
ど
の
礼
服
に

絞
っ
て
、
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
八
パ
ー
セ
ン

ト
ぐ
ら
い
に
し
、
あ
と
は
ラ
ン
バ
ン
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル
、
’
一
ナ
リ
ッ
チ
な
ど
の
商
品
を

置
い
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
各
種
九
サ
イ
ズ
を
揃

え
て
い
ま
す
。

お
客
の
好
み
の
商
品
が
そ
の
店
に
な
い
場
合
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
商
品
セ
ン
タ
ー
を
呼
び
出
し
、
商

品
の
有
無
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
即
座
に
調
べ
る

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
効
率
も
良
く
な
り
、
売
り
上
げ

も
上
昇
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
一

時
期
、
ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
形
を
と
っ

て
み
た
の
で
す
が
、
百
貨
店
な
ど
で
ブ
ラ
ン
ド
を

揃
え
て
い
ま
す
し
、
消
費
者
に
あ
き
ら
れ
る
と
全

然
商
売
に
な
ら
な
く
な
る
の
で
、
ブ
ラ
ン
ド
を
織

り
交
ぜ
て
取
り
扱
う
の
が
専
門
店
と
い
う
こ
と
に

落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。

商
品
作
り
に
し
て
も
、
最
初
の
生
地
選
び
か
ら

タ
ッ
チ
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
検
討
し
な
が
ら
や
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

即
ち
、
商
品
企
画
の
初
め
か
ら
参
画
し
、
英
國

屋
の
希
望
を
で
き
る
だ
け
商
品
に
反
映
さ
せ
て
い

る
の
で
す
。

最
近
は
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
で
も
、
特
に
高
額
な
品

が
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
一
つ
と
っ
て
も
、
シ
ル
ク
、
カ
シ
ミ
ヤ
、
毛
皮

な
ど
の
素
材
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ダ
ー
ぐ

ら
い
の
値
段
を
出
し
て
、
品
質
の
良
い
物
を
買
お

う
と
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
殊

に
、
若
い
人
た
ち
に
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
の
年
商
は
十
二
億
円
で
、

英
國
屋
総
売
り
上
げ
の
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
流
行
を
見
通
せ
る
確
か
な
目

オリジナルプレタポルテ
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卜昭
和
肥
年
１
月
４
日
港
区

で
青
酸
コ
ー
ラ
事
件

８
月
北
海
道
の

有
珠
山
大
噴
火

９
月
３
日
巨
人

軍
の
王
選
手
、
ホ
ー
ム
ラ
ン

七
五
六
本
の
世
界
記
録
達
成

肥
日
日
本

赤
軍
、
日
航
機
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
、
ダ
ッ
カ
で
、
釈
放
犯
六

人
と
身
代
金
を
引
き
渡
す

139郡
I

幽臘
｜
さ
え
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
売
り
上
げ
が
伸
び
て
い
く
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

百
貨
店
へ
の
出
店
に
お
け
る
お
客
様
の
獲
得
は
、

英
國
屋
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
と
外
商
部
の
販
売
力

の
二
つ
の
武
器
に
よ
っ
て
、
比
較
的
容
易
に
で
き

ま
す
。外

商
だ
け
な
ら
玄
関
で
立
ち
話
し
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
る
が
、
英
國
屋
が
一
緒
だ
と
応
接
室
へ
通

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
の

コ
ン
ビ
は
成
功
だ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

奈
鮖

百
貨
店
に
対
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｃ
）
は
、
強
力
な
顧
客
集
中
力
を
持
っ
て
は

い
る
が
、
固
定
客
を
持
っ
て
い
る
所
は
少
な
い
の

で
す
。

従
っ
て
、
核
店
舗
に
な
る
店
の
性
格
に
よ
っ
て
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
地
方
へ
出
店
続
く

※
お
客
様
が
安
物
だ
と
思
っ
て
い
る
間
は
手
を
つ
け
な
か
っ
た
。
英
國
屋
の
扱
う
商
品
は
プ
レ
タ
ポ

ル
テ
で
も
一
流
と
の
評
価
を
得
た
か
っ
た
か
ら
…
…

地
方
経
験
は
人
生
に
エ
ポ
ッ
ク
を
築
く

集
ま
っ
て
く
る
客
層
が
違
っ
て
き
ま
す
。
ヤ
ン
グ

が
中
心
だ
っ
た
り
、
ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
が
中
心
だ
っ

た
り
、
ア
ダ
ル
ト
が
中
心
だ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
店
の
場
合
は
、

核
店
舗
に
な
る
店
の
方
針
と
英
國
屋
の
そ
れ
と
が

合
致
し
な
い
と
苦
労
が
多
く
、
悪
戦
苦
闘
の
末
に

撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
の

で
す
。
だ
か
ら
事
前
の
調
査
が
非
常
に
重
要
に
な

り
ま
す
。

昭
和
五
十
年
代
に
は
出
店
に
加
速
度
が
つ
き
ま

し
た
。
百
貨
店
へ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
、

地
方
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
、
出
店
形
態
も
多
様
化

し
て
き
ま
し
た
。

※
閲
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

郊
外
に
立
地
す
る
大

規
模
な
商
業
施
設
。

核
店
舗
を
中
心
に
各

業
種
が
集
ま
っ
て
い

る
。
遠
方
か
ら
の
顧

客
の
た
め
に
大
規
模

な
駐
車
場
を
持
つ
・

規
模
に
よ
っ
て
、
小

型
（
ネ
パ
フ
ッ
ド
）

中
型
（
コ
ミ
ュ
’
一
テ
ィ

ー
）
大
型
（
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
）
に
分
け
ら
れ

て
い
る
。
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39、 ショ ､ソピングセンター、地方へ出店続く

店
の
数
を
多
く
し
て
、
よ
く
人
材
が
育
つ
も
の

だ
と
周
囲
の
者
が
感
心
す
る
く
ら
い
、
従
業
員
の

数
も
加
速
度
的
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

店
長
や
次
長
ク
ラ
ス
は
、
東
京
の
店
を
担
当
し
て

い
た
人
を
必
ず
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
優
秀
な
店
長
が
転
出
し
て
し
ま
え
ば
、

そ
の
店
は
業
績
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危

ぶ
ま
れ
る
が
、
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
と
い
う

諺
の
通
り
、
そ
れ
ま
で
下
に
居
た
者
が
立
派
に
穴

を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

小
林
の
人
を
見
る
目
の
確
か
さ
に
は
定
評
が
あ

り
ま
す
。
店
に
入
っ
た
瞬
間
の
判
断
で
、
あ
の
人

は
張
り
切
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
、
こ
の
人
は
不

満
を
持
っ
て
い
る
、
な
ど
と
見
分
け
て
し
ま
う
の

で
す
。
そ
し
て
、
心
機
一
転
を
図
る
た
め
、
人
事

の
配
置
転
換
を
行
う
わ
け
で
す
。

や
ら
せ
れ
ば
誰
に
で
も
能
力
は
あ
る
も
の
で
、

次
に
は
店
長
の
座
が
や
っ
て
く
る
と
雰
囲
気
で
感

じ
る
と
、
ど
ん
な
人
に
も
心
構
え
が
で
き
て
き
ま
す
。

人
と
同
様
に
、
小
林
は
事
務
所
の
机
の
配
置
も

こ
ま
め
に
変
え
さ
せ
ま
す
。
机
や
什
器
の
位
置
を

動
か
す
だ
け
で
、
雰
囲
気
が
が
ら
り
と
変
わ
り
、

人
の
気
分
ま
で
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

地
方
へ
行
く
人
に
は
そ
れ
な
り
の
不
安
が
つ
き
一

ま
と
う
の
は
当
然
で
す
。
地
理
不
案
内
、
決
ま
っ

た
得
意
先
が
な
い
、
環
境
の
変
化
、
そ
う
い
っ
た

不
安
を
克
服
し
て
、
そ
の
地
方
で
活
躍
し
た
人
に

は
、
抜
擢
人
事
が
適
用
さ
れ
、
良
い
ポ
ス
ト
が
与

え
ら
れ
る
の
で
、
ど
の
人
も
頑
張
っ
て
挑
戦
す
る

の
で
す
。

佐
藤
裕
（
現
赤
坂
東
急
店
長
）
は
、
仙
台
を
中

心
に
東
北
六
県
を
担
当
し
て
走
り
回
っ
た
経
験
が
、

人
生
に
大
き
な
エ
ポ
ッ
ク
を
作
っ
た
こ
と
は
事
実

だ
と
話
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
東
京
に
居
る
と
、

銀
座
を
中
心
に
物
事
を
考
え
て
し
ま
う
が
、
地
方

有楽町店
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に
出
て
み
て
初
め
て
、
東
京
以
外
の
生
活
が
い
ろ

い
ろ
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
視
野
も
広
く
な
り
、

客
観
的
に
物
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
も
話
し
て
い
ま
す
。

菅
野
勤
（
現
取
締
役
・
開
発
部
長
）
は
、
昭
和

五
十
一
年
十
二
月
に
千
葉
の
パ
ル
コ
店
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
四
カ
月
後
に
有
楽
町
の
店
長
に
転
出

し
た
け
れ
ど
、
僅
か
一
週
間
そ
こ
に
居
た
だ
け
で
、

す
ぐ
に
大
分
パ
ル
コ
の
店
長
と
し
て
赴
任
し
た
の

で
す
。
大
分
で
の
オ
ー
プ
ン
に
必
要
な
準
備
に
携

わ
る
た
め
で
し
た
が
、
大
分
と
千
葉
と
で
は
、
同

じ
パ
ル
コ
で
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
り

千葉パルコ店

ま
し
た
。

千
葉
は
金
持
ち
が
多
い
割
に
は
服
に
対
す
る
価

値
感
は
決
し
て
高
く
な
く
、
服
装
に
無
頓
着
な
人

が
多
い
の
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
大
分
は
文
化
度

が
高
く
、
服
装
も
き
ち
ん
と
し
て
い
る
人
が
多
い

の
で
す
。

大
分
に
も
千
葉
と
同
じ
四
カ
月
間
居
た
そ
う
で

す
が
、
地
方
の
文
化
程
度
の
違
い
を
短
期
間
で
見

較
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

出
店
ラ
ッ
シ
ュ
が
一
番
激
し
か
っ
た
の
が
、
こ

の
昭
和
五
十
二
年
頃
で
、
浜
松
松
菱
店
、
神
戸
三

宮
店
の
二
店
が
四
月
二
十
八
日
に
、
そ
し
て
大
分

パ
ル
コ
店
が
四
月
二
十
九
日
に
、
ほ
ぼ
同
時
に
三

つ
の
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ラ
ッ
シ
ュ
的
な
出
店
の
中
に
は
、
残

念
な
が
ら
結
果
と
し
て
失
敗
に
終
っ
た
も
の
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
分
パ
ル
コ
店
、
神
戸
三
宮

店
と
も
一
年
余
り
で
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
か

ら
で
す
。
中
で
も
神
戸
三
宮
店
の
場
合
は
、
立
地

条
件
は
良
い
と
思
っ
た
の
に
、
建
物
の
構
造
自
体

が
迷
路
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
へ
沢
山
の

テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
た
た
め
に
、
客
の
流
れ
が
悪
く

て
売
り
上
げ
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
店

■
洋
服
仕
立
て
の
ス

ピ
ー
ド
記
録

背
広
三
揃
い
を
、
羊

か
ら
洋
服
に
仕
上
げ

る
ま
で
の
最
短
時
間

の
記
録
が
「
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
」
に
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル

ボ
ル
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

オ
ブ
・
テ
ク
ス
タ
イ

ル
の
学
生
錨
人
が
、

１
時
間
別
分
４
．
２

秒
で
達
成
し
て
い
る
。

羊
毛
の
刈
り
取
り
を

２
分
創
秒
で
済
ま
し
、

楴
毛
、
紡
毛
、
織
り
、

仕
立
て
が
残
り
の
時

間
。
一
九
八
二
年

（
昭
和
印
）
６
月
劉

日
と
記
録
さ
れ
て
い

う
（
》
◎
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‘
↓

；畑

一

｜
を
開
い
て
み
て
初
め
て
分
か
っ
た
の
で
す
。

昭
和
五
十
年
頃
か
ら
不
況
が
深
刻
化
し
、
大
型

倒
産
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

肇
錨

昭
和
五
十
三
年
に
は
ア
イ
ビ
ー
ル
ッ
ク
の
教
祖

と
い
わ
れ
た
石
津
謙
介
氏
の
経
営
す
る
ヴ
ァ
ン
が

倒
産
し
ま
し
た
。
三
つ
文
字
文
化
（
ヴ
ァ
ン
、
ジ
ュ

ン
）
を
作
り
上
げ
、
若
者
の
心
を
掴
え
て
放
さ
な

「
円
高
還
元
セ
ー
ル
」
で
心
の
不
況
克
服

滝
、融

息
６

リil
;!濁

；
※
新
規
出
店
が
続
け
ば
既
存
店
か
ら
の
人
材
流
出
が
続
く
が
、
穴
は
す
ぐ
に
埋
め
ら
れ
る
。
い
つ
で

も
店
長
に
な
れ
る
心
の
準
備
が
で
き
る
。

識

客
層
の
広
が
り
を
絶
え
ず
念
頭
に
：
：
：

識
域

識
呼
駒
ｕ
草
加
比
』
さ
⑤
凡

I

髄I

也＝

浜松松菱店

出
店
に
関
し
て
の
事
前
の
調
査
は
、
慎
重
の
上

に
も
慎
重
に
行
っ
て
、
そ
の
上
で
更
に
細
か
い
検

討
を
重
ね
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
認
識
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
で
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
大
阪

の
ナ
ビ
オ
阪
急
店
は
狙
っ
た
企
画
が
当
た
っ
て
、

予
想
外
の
上
客
を
つ
か
む
と
い
う
嬉
し
い
結
果
も

あ
り
ま
す
。

か
つ
た
ヴ
ァ
ン
の
倒
産
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
負
債
総
額
は
五
百

億
円
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
う
し
た
深
刻
な
不
況
は
、
英
國
屋
に
と
っ
て

も
決
し
て
無
関
係
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

※
髄
ア
イ
ビ
ー
ル
ッ

ク米
東
部
の
大
学
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
、

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
か

ら
き
た
名
称
。
上
着

の
胴
を
絞
ら
な
い
シ

ル
エ
ッ
ト
、
自
然
な

肩
線
を
持
ち
、
二
つ

ボ
タ
ン
、
襟
か
ら
前

－151－



昭
和
品
年
５
月
加
日
新
東

京
（
成
田
）
国
際
空
港
オ
ー

プ
ン

８
月
岨
日
日
中

友
好
平
和
条
約
、
北
京
で
調

印・
英
国
で
試
験
管
ベ
ビ
ー
誕

生・
カ
ラ
オ
ケ
流
行

当
時
の
店
舗
数
は
二
十
七
店
、
こ
の
内
、
出
店

し
て
間
が
な
く
、
経
営
状
態
を
云
々
す
る
に
は
早

過
ぎ
る
七
店
を
除
外
し
た
二
十
店
の
、
半
分
の

十
店
が
前
年
対
比
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
英
國
屋
に
と
っ
て
は
正
に
一
大
事
で

す
。

新
規
出
店
も
あ
る
け
れ
ど
、
四
十
八
年
一
三
○

パ
ー
セ
ン
ト
、
五
十
年
一
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
五

十
一
年
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
五
十
二
年
は
一

○
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
ど
ん
ど
ん
落
ち
込
ん
で
き

ま
し
た
。

何
か
思
い
切
っ
た
挽
回
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

二
十
七
店
合
わ
せ
て
一
カ
月
二
千
三
百
着
に
ま

で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
注
文
数
を
、
せ
め
て
五
、

六
百
着
は
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
毎
週
土

曜
日
の
午
後
に
役
員
会
を
開
い
て
み
た
も
の
の
、

こ
れ
は
と
い
う
策
は
な
か
な
か
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

店
長
会
議
も
同
じ
こ
と
で
、
焦
り
が
募
っ
て
き
ま

し
た
。そ

の
時
、
小
林
の
頭
に
ひ
ら
め
い
た
の
が
、

豪
師

「
円
高
還
元
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

輸
入
食
品
か
ら
電
器
製
品
、
電
気
や
ガ
ス
の
公

共
料
金
ま
で
値
下
げ
を
行
っ
て
い
る
の
に
、
ひ
と

り
、
洋
服
地
だ
け
が
逆
に
値
上
が
り
す
る
こ
と
は
、

消
費
者
が
納
得
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
の
で

す
。

服
地
卸
商
に
、
支
払
条
件
を
締
切
り
後
現
金
払

い
に
す
る
か
ら
安
く
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
と
同

時
に
、
工
場
の
協
力
を
仰
ぎ
、
縫
製
代
を
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
し
て
貰
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
代
わ
り
通
常
の
ス
ー
ツ
の
工
賃
は
、
忙

し
く
な
る
の
と
ひ
き
か
え
に
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
の

ア
ッ
プ
を
約
束
し
て
、
仕
立
て
上
が
り
七
万
五
千

円
と
い
う
、
思
い
切
っ
た
価
格
を
は
じ
き
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
小
林
の
提
案
は
役
員
会
の
猛

反
対
を
受
け
た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
営
々
と
築
い

て
き
た
英
國
屋
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
す
と
い
う
わ
け

で
す
。そ

の
気
持
ち
は
分
か
っ
て
も
、
小
林
に
は
別
の

思
惑
も
あ
っ
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
低
価
格
戦
略

に
踏
み
切
り
た
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
の
機
会
に
若
い
層
の
お

客
を
呼
ん
で
、
十
年
後
、
二
十
年
後
の
顧
客
に
な
っ

て
貰
い
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
今

裾
に
ス
テ
ッ
チ
を
か

け
、
細
身
の
ズ
ボ
ン

は
パ
イ
プ
ス
テ
ム
・

ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
の
シ
ャ

ツ
な
ど
の
組
合
わ
せ

で
、
若
々
し
い
紳
士

服
の
ス
タ
イ
ル
。

※
印
円
高

一
九
七
一
（
昭
和
始

年
８
月
喝
日
）
’
一
ク

ソ
ン
米
大
紘
頭
は
金
・

ド
ル
交
換
の
一
時
中

止
、
一
律
Ⅲ
％
の
輸

入
課
徴
金
設
定
な
ど

の
緊
急
経
済
政
策
を

発
表
。
翌
日
、
東
証

一
部
の
ダ
ウ
平
均
株

価
は
、
史
上
最
大
の

２
１
０
円
即
銭
、
約

８
％
の
急
落
、
９
月

中
の
対
ド
ル
相
場
は

３
３
０
円
台
で
３
６

０
円
に
比
べ
７
％
近

い
円
高
（
切
り
上
げ
）

中
小
企
業
の
心
理
的

不
況
感
、
冷
え
込
み

は
と
く
に
ひ
ど
か
っ

た
。
円
切
り
不
況
。
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《奉露画》 ＝莞塞冒読 ﾖ童譲庁閏

満
級
注
文
紳
士
鵬
晦
の
英
瞬
鴎

（
本
社
東
京
、
社
舞
小
林
識
三
郎

態
は
今
月
か
わ
蛸
め
た
秋
冬
物
注

文
駁
の
販
認
で
や
一
番
篭
い
背
唾

宝
下
）
が
七
万
五
千
屑
平
均

で
士
芳
円
と
い
う
低
価
格
戦
酪
壷

打
湧
出
し
た
。
雛
年
の
秋
冬
物
商
戦

で
は
錘
低
価
路
が
十
一
万
厩
魂
平
均

十
四
万
八
千
円
だ
っ
た
か
ら
、
安
い

価
格
帝
で
は
三
罰
以
上
、
平
均
で
は

二
瓢
も
価
柊
水
準
逢
引
き
下
癒
た
こ

造
睡
な
る
。
英
鰯
露
の
注
文
鯉
の
生

地
は
す
べ
て
英
鬮
瞳
輸
入
品
で
あ

り
、
今
回
の
低
緬
鴇
戦
酪
健
圃
漉
筆

益
の
還
走
と
同
一
色
禰
の
滅
物
の
大

延
仕
入
れ
に
よ
る
仕
入
れ
緬
柊
の
引

き
下
げ
に
よ
つ
定
蘂
現
し
た
衝
英
蕊

悪
ほ
こ
れ
に
よ
の
顧
客
雪
一
望
一
千

代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
願
に
ま
で
鉱

毒
新
鍾
需
蕊
奄
大
轤
に
喚
起
ず
る

考
え
で
、
百
麓
腫
や
醗
溌
級
晶
奄
扱

う
専
翻
店
に
影
審
壷
及
ぼ
し
そ
う

だ
。

一
一
墾
一
謹
一
緬
一
職

最
低
七
万
五
千
円

秋
冬
背
広漁

獺
螺
灘
蕊
幽
溌
灘
蕊
瀦
塗
で
す
。

鋒
も
既
浮
店
換
苓
餉
年
塗
？
責
い
取
る
迄
と
）
の
比
率
塗
篭
一
そ
れ
で
も
か
な
り
の
リ
ス
ク
を
伴
う
手
段
な
の

雲
灘
瀧
蕊
「
蕊
蕊
溌
霊
で
、
役
員
を
説
得
す
る
の
は
か
種
伽
難
航
し
ま
し

腱
龍
年
前
半
窪
で
ば
不
況
知
ら
逆
蜜
う
こ
さ
窪
九
○
％
か
ら
七
○
％

た
。
最
後
に
は
、
小
林
が
す
べ
て
の
責
任
を
と
る

（
小
糠
社
嬢
君
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
掌
で
引
き
下
げ
た
。
反
物
痕
い
す
る

輔
Ｘ
当
た
り
患
士
隠
保
奮
躯
農
流
霞
左
右
さ
れ
ず
息
険
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
、
「
円
高

裁
数
が
噸
大
し
た
の
腱
加
え
ご
手
盈
担
の
少
潅
い
無
地
物
が
申
心
で
、

還
元
セ
ー
ル
」
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

七
鱈
舗
ど
英
国
鰯
の
チ
ェ
ー
ン
展
開
替
分
震
い
に
比
べ
徒
入
れ
価
祷
ば
こ

が
旗
が
是
逗
と
か
ら
瀞
糎
欝
打
五
醤
ど
塔
す
る
壁
い
電
七
万
五
千
円
、
八
万
五
千
円
、
九
万
五
千
円
の

塔
ど
な
り
巌
年
箪
物
蕊
か
ら
〆
さ
鳥
海
の
葉
ン
砿
蕊
が
上
三
段
階
の
価
格
を
つ
け
ま
し
た
。
七
万
五
千
円
と

織
既
存
畷
換
葬
で
慨
ぱ
い
に
な
つ
界
し
た
だ
め
、
小
蝿
価
婚
の
大
魑

走
．
引
き
勝
が
珂
罷
蔭
た
．
岡
社
い
う
の
は
、
通
常
の
一
着
二
十
万
円
以
上
に
比
べ

こ
ろ
し
た
戦
況
で
、
従
来
の
よ
壷
は
「
昨
織
の
秋
冬
物
識
峨
陞
来
の

瀧
灘
識
塞
獅
識
灘
淡
一
蕊
瑳
韮
唖
潤
鰊
鰹

断
し
、
率
醗
樹
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
跡
く
方
針
塵
（
小
林
雑
僅
）
ど
謹
一
な
り
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

苓
臺
代
の
登
讓
霞
豊
景
ぞ
恩
．
マ
ス
コ
ミ
も
一
斉
に
、
こ
の
英
國
屋
商
法
を
紹

審
鰯
を
広
け
る
こ
と
に
し
た
。

介
し
ま
し
た
。
業
界
で
は
、
英
國
屋
も
つ
い
に
安

鯉
溌
瀧
摩
篭
繊
一

売
り
屋
に
な
り
下
が
っ
た
か
、
と
い
う
目
で
見
て

平
均
二
割
引
き
下
げ 藝各

一

休

の

英

國

屋

の

値

段

で

は

、

若

い

者

に

は

到

底

手

が

媚
出
せ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
彼
ら
に
手
の
届
く
も
の

明
も
置
か
な
い
と
駄
目
で
す
。
単
な
る
安
売
り
で
は

年卵
な
く
、
い
い
品
物
、
プ
ロ
パ
ー
を
そ
の
ま
ま
安
く

和昭
す
る
か
ら
、
若
者
の
嗜
好
に
も
合
致
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

今
日
の
利
益
を
追
う
の
で
は
な
く
、
十
年
後
、

二
十
年
後
の
利
益
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

生肇
で
す
。

に
そ
れ
で
も
か
な
り
の
リ
ス
ク
を
伴
う
手
段
な
の

いて
で
、
役
員
を
説
得
す
る
の
は
か
な
り
難
航
し
ま
し

％
た
。
最
後
に
は
、
小
林
が
す
べ
て
の
責
任
を
と
る

悪険
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
、
「
円
高

、

二
還
元
セ
ー
ル
」
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

七
万
五
千
円
、
八
万
五
千
円
、
九
万
五
千
円
の
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釧
想
咳
畷
密

い
た
よ
う
で
す
が
、
お
客
の
評
判
は
上
々
で
し
た
。

特
に
、
財
界
筋
か
ら
は
、
時
代
感
覚
を
思
い
切
っ

て
採
り
入
れ
た
と
、
お
褒
め
の
言
葉
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。値

の
安
い
商
品
を
買
う
客
が
惨
め
な
思
い
を
し

な
い
で
済
む
よ
う
に
、
と
い
う
配
慮
か
ら
、
他
店

で
名
付
け
る
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
オ
ー
ダ
ー
」
と
は

逆
の
発
想
で
、
七
万
五
千
円
の
も
の
を
「
ロ
イ
ヤ

ル
・
オ
ー
ダ
ー
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

「
円
高
還
元
」
の
企
画
は
当
た
り
、
一
カ
月
で
五

百
着
も
の
受
注
増
加
と
な
り
、
注
文
総
数
は
三
千

着
に
な
っ
た
の
で
す
。

必
ず
し
も
七
万
五
千
円
の
服
に
殺
到
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
一
つ
の
「
呼
び
水
」
に
な
っ
た
に
過

ぎ
ず
、
全
体
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
と
ど
ま
り
、

平
均
単
価
も
十
八
万
五
千
円
だ
っ
た
も
の
が
、
十

六
万
五
千
円
と
二
万
円
下
が
っ
た
だ
け
で
し
た
。

店
に
再
び
活
気
が
戻
っ
て
来
た
の
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
な
ど
全
く
問

題
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

工
場
が
フ
ル
稼
働
と
な
り
、
今
ま
で
納
期
が
三

週
間
で
あ
っ
た
の
が
、
二
カ
月
に
延
び
て
し
ま
う

と
い
う
く
ら
い
、
注
文
が
多
く
て
縫
製
が
間
に
合

わ
な
い
程
に
な
り
ま
し
た
。

円高還元セールのあおりで工場はフル稼働(築地工場）
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41、来期のためにボーナスを支給
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麺

(刷椰

聖J順I

成
功
は
売
り
上
げ
の
回
復
ば
か
り
で
な
く
、
小

林
の
思
惑
通
り
、
若
い
客
が
め
っ
き
り
増
え
て
き

英
國
屋
と
い
え
ど
も
、
順
風
満
帆
で
伸
び
て
き

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
相
の
変
化
や
経
済

不
況
の
荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
も
、
巧
み
に
か
い

く
ぐ
っ
て
き
た
の
で
す
。

来
銘

ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
だ
の
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
後
の
不
況
だ
の
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
だ

の
、
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
だ
の
、
そ
の
度
に

打
開
策
を
打
ち
出
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。

創
業
間
も
な
い
頃
、
銀
座
四
丁
目
店
の
事
務
所

に
居
た
幹
部
全
員
の
姿
が
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
手
形
を
落
と
す
た
め
に
、
全
員
が

来
期
の
た
め
に
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給

※
不
況
期
は
商
売
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
。
思
い
切
っ
た
価
格
政
策
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
れ
ば
、
マ
ス

コ
ミ
を
動
員
で
き
、
無
料
の
宣
伝
が
で
き
る
。

ピ
ン
チ
脱
却
に
は
積
極
策
で

て
、
小
林
へ
の
評
価
は
ま
た
一
層
高
く
な
り
ま
し

た
。

金
策
に
走
り
回
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

あ
る
時
は
、
幹
部
の
給
与
を
三
回
に
分
け
て
払
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
あ
る
時
は
、
家
主
か
ら
家
賃
を
早
く
払
え

と
怒
鳴
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
反
面
で
は
、
贈
答
品
の
ア
イ
デ
ア
が
当
た

り
、
進
物
が
売
れ
に
売
れ
て
、
笑
い
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
時
も
あ
り
ま
す
。
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
（
昭
和
四
十
八
年
）
前
な
ど
は
、
三
月
だ
と
い

う
の
に
夏
物
が
す
べ
て
売
れ
て
し
ま
い
、
夏
の
展

示
会
が
開
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
工
場
が
手
一
杯
に
な
り
、
仕
立
て
期
間
が

※
肥
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
後
の
不
況

昭
和
朗
年
Ｕ
月
的
日
１

脚
日
、
東
京
で
馴
力

国
、
約
５
，
５
０
０

人
の
選
手
が
参
加
し

て
開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
第
肥
回
大
会
は
会

場
建
設
に
１
６
４
億

円
を
は
じ
め
道
路
、

地
下
鉄
、
新
幹
線
な

ど
１
兆
８
０
０
億
円

の
巨
費
が
投
入
さ
れ
、

東
京
中
を
ホ
コ
リ
と

騒
音
の
う
ず
に
た
た

き
込
ん
で
、
日
本
の

経
済
力
を
誇
示
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
を

呼
ん
だ
が
、
終
了
後
、

急
に
景
気
が
冷
え
込

み
、
不
況
が
き
た
。
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百
日
を
超
え
て
し
ま
っ
た
り
、
納
期
の
ズ
レ
で
、

毎
年
八
月
末
に
行
っ
て
い
る
展
示
会
を
九
月
に
延

ば
す
と
い
う
非
常
に
忙
し
い
年
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
出
店
が
相
次
ぎ
、
全
員
が
前
向
き
に

突
走
っ
て
い
た
か
ら
、
苦
し
い
と
い
う
思
い
は
、

い
つ
の
時
代
で
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
経
営
上
一
番
の
ピ
ン
チ
は
、
本
持
知
一

が
経
理
担
当
と
な
っ
た
、
昭
和
五
十
三
年
だ
っ
た

豪
的

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
で
社
会
全
般
が
景
気
の
悪
い
時
で
し
た
。

密，

識
“
鞍
立
群

当たりが続いた贈答品のアイデア

小
林
が
事
務
所
へ
や
っ
て
き
て
、
い
き
な
り
、

「
本
持
さ
ん
、
お
金
あ
り
ま
す
か
」
と
た
ず
ね
ま

し
た
。
決
算
前
の
二
月
の
こ
と
で
す
か
ら
、
何
の

意
味
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
「
あ
り
ま

す
よ
」
と
答
え
る
と
、
「
ど
の
く
ら
い
出
せ
ま
す

か
」
と
重
ね
て
聞
か
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
業
績
に
よ
っ
て
、
期
末
賞
与
が
出

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
ば
か
り
は
業
績
が
悪

く
て
、
誰
し
も
期
末
賞
与
な
ど
出
る
状
態
で
は
な

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
今
期
は
も
う
本

当
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
我
慢
す
る
し
か
な
い

と
、
誰
も
が
諦
め
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
な
の
に
小
林
は
、
「
三
月
の
期
末
に
出
せ

る
か
ど
う
か
を
聞
い
て
い
る
ん
で
す
」
と
更
に
言
っ

た
の
で
す
。
「
こ
ん
な
時
に
賞
与
を
出
す
ん
で
す

か
」
び
っ
く
り
し
て
本
持
が
聞
き
返
す
と
、
「
そ

築地工場外観

※
的
第
二
次
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク

石
油
輸
出
国
機
構

（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
よ
っ

て
独
占
的
に
石
油
価

格
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

こ
の
結
果
世
界
的
な

規
模
で
イ
ン
フ
レ
が

起
こ
っ
た
。
昭
和
粥

年
か
ら
弱
年
に
か
け

て
、
約
２
．
１
倍
と

な
っ
た
。
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41、来期のためにボーナスを支給

■
創
業
弱
周
年
祝
賀
会

創
業
妬
周
年
記
念
祝
賀
会
は
、

昭
和
帥
年
１
月
岨
日
、
東
京

ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
。

式
次
第
は
次
の
通
り
で
あ
っ

た
。
①
国
歌
『
君
が
代
」
斉

唱
②
社
訓
唱
和
③
社
長
挨
拶

④
永
年
勤
続
者
表
彰
並
び
に

記
念
品
贈
呈
⑤
受
賞
者
代
表

謝
辞
⑥
来
賓
祝
辞
⑦
乾
杯
⑧

祝
杯
⑨
お
祝
い
講
談
Ⅱ
宝
井

馬
琴
⑩
演
奏
Ⅱ
白
百
合
女
子

大
学
「
ナ
レ
オ
ワ
ヒ
ネ
」
。

う
で
す
よ
。
皆
が
静
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
業

務
日
誌
に
も
期
末
賞
与
の
こ
と
な
ど
触
れ
て
い
な

い
し
、
こ
れ
で
は
ま
す
ま
す
士
気
が
低
下
し
て
業

績
が
悪
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
今
期
の
業
績
で
出

す
の
で
は
な
く
来
期
の
た
め
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
を
、
本
持
さ
ん
か
ら
役
員
会
に
諮
っ
て
下
さ

い
」
と
言
う
の
で
、
「
そ
れ
は
社
長
の
口
か
ら
仰

言
っ
て
下
さ
い
」
と
頼
み
、
役
員
会
の
席
で
、
小

創業35周年記念式で挨拶する小林社長（昭和50年）

林
が
直
接
話
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

月
曜
日
の
役
員
会
で
、
小
林
が
、
「
経
理
担
当
、

み
ん
な
に
期
末
賞
与
を
出
せ
る
だ
け
の
金
は
あ
り

ま
す
か
」
と
切
り
出
し
ま
し
た
。
「
は
い
、
額
に

よ
っ
て
は
何
と
か
な
り
ま
す
」
と
本
持
が
答
え
ま

す
と
、
「
大
蔵
大
臣
は
そ
う
言
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
今
期
の
業
績
は
し
よ
う
が
な
い
け
れ
ど
、
来

期
の
た
め
に
出
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
小
林
が
は
っ

き
り
宣
言
し
た
の
で
す
。

さ
あ
、
皆
は
驚
き
ま
し
た
。
も
う
全
く
出
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

全
部
の
店
に
あ
っ
と
い
う
間
に
伝
わ
っ
て
、
み
ん

な
の
喜
び
は
、
二
倍
、
三
倍
に
も
ふ
く
れ
上
が
っ

た
の
で
す
。

日
頃
は
、
使
っ
て
な
い
ト
イ
レ
の
電
気
を
消
し

な
さ
い
と
か
、
細
か
い
点
に
気
を
つ
け
て
節
約
を

心
が
け
て
い
る
小
林
で
す
が
、
必
要
だ
と
思
う
時

に
は
思
い
切
り
太
っ
腹
な
と
こ
ろ
を
見
せ
る
の
で
す
。

人
の
心
の
機
微
を
つ
く
閃
き
は
素
晴
ら
し
い
も

の
で
、
や
は
り
、
こ
れ
は
天
性
の
素
質
と
も
い
え

る
で
し
ょ
う
。

こ
の
時
の
大
英
断
に
よ
っ
て
、
従
業
員
の
意
気

が
上
が
り
、
次
か
ら
の
業
續
が
向
上
し
て
い
っ
た
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の
は
勿
論
で
す
。
し
か
も
、
そ
れ
か
ら
は
と
ん
と

ん
拍
子
で
、
出
店
も
毎
年
行
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
折
り
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
、
本
持
は
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

「
普
通
の
人
で
す
と
、
会
社
の
業
績
が
悪
い
か
ら

辛
抱
し
て
く
れ
と
か
、
景
気
が
悪
い
の
は
皆
が
知
っ

て
い
る
ん
だ
か
ら
出
さ
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い

か
と
か
言
う
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
そ
の
常
識
の
裏

を
か
い
て
、
こ
こ
で
出
し
た
ら
非
常
に
喜
ば
れ
る

と
、
人
の
心
を
う
ま
く
つ
か
ん
で
、
人
心
を
鼓
舞

※
業
績
が
悪
け
れ
ば
期
末
ボ
ー
ナ
ス
は
出
せ
な
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
こ
れ
を
逆
手
に
と
っ
た
。

全
員
の
や
る
気
が
ピ
ン
チ
脱
出
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
た
。

す
る
の
が
、
社
長
は
実
に
上
手
で
し
た
。
来
期
の
た
め
に
出
そ
う
と
い
っ
て
も
、
来
期
の
業
績
が
上

が
る
か
ど
う
か
、
経
済
不
況
が
も
っ
と
深
刻
に
な

る
か
も
知
れ
な
い
し
、
本
当
に
、
随
分
思
い
切
っ

た
賭
け
だ
と
、
誰
も
が
思
い
ま
す
よ
。
そ
れ
を
敢

え
て
踏
み
切
っ
て
、
し
か
も
言
っ
た
通
り
に
な
る

の
で
す
か
ら
、
も
う
、
ス
ゴ
イ
と
し
か
考
え
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

人
を
信
じ
る
、
と
い
う
こ
と
を
基
本
理
念
に
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
大
英
断
で
し
た
。
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42、社内報で共通の意識を打ち出す

銀座英■屋社内鞭

B
典

【岨』

空－95年1月20日品行

店
舗
数
が
増
え
、
事
務
の
部
署
も
増
え
て
く
る

に
つ
れ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
や
っ

て
一
元
化
す
る
か
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま

す
。

管
理
者
ク
ラ
ス
は
定
期
的
な
会
合
を
持
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
各
店
の
店
長
や
次
長
ク
ラ
ス
も
、

東
京
か
ら
派
遣
し
て
い
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
’
一
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
は
か
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

し
か
し
、
九
州
と
か
北
海
道
、
そ
の
他
の
地
方

で
現
地
採
用
に
な
っ
た
従
業
員
に
、
共
通
の
意
識

を
持
っ
て
貰
う
た
め
の
方
法
が
、
な
か
な
か
見
つ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

社
内
報
で
共
通
の
意
識
を
打
ち
出
す

日
報
・

業
務
日
誌
は
フ
ァ

社内報の責任者

宮内睦夫

英
國
屋
の
ポ
リ
シ
ー
を
理
解
し
一
体
感
を
持
た

せ
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
社
内
報
を
作

る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
昭
和
五
十
三
年
の
こ
と

で
し
た
。
銀
座
英
國
屋
社
内
報
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｎ
」

の
誕
生
で
す
。

豪
加

「
ビ
ッ
グ
ベ
ン
」
と
い
う
名
称
の
由
来
は
、
英

國
屋
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
新
聞
の
広
告
に
も
使
わ

れ
て
い
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
会
議
事
堂
に
因
ん
で

つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

初
め
の
内
は
季
刊
だ
っ
た
が
、
や
が
て
隔
月
刊

と
な
り
、
Ｂ
５
判
の
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

雑
誌
の
編
集
な
ど
何
の
経
験
も
な
い
者
ば
か
り
が

集
ま
っ
て
作
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
初
め

は
何
か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い
の
や
ら
、
五
里
霧
中

と
い
う
状
態
で
し
た
。
編
集
会
議
か
ら
、
原
稿
集

め
か
ら
取
材
か
ら
と
や
っ
て
は
み
て
も
、
仕
事
の

合
間
の
雑
誌
作
り
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
時
間

ツ
ク
ス
で
：
…
．

※
加
ビ
ッ
グ
ベ
ン

Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｎ
・

英
国
国
会
議
事
堂
の

塔
上
に
あ
る
大
時
唾
電

転
じ
て
そ
の
大
時
計

の
こ
と
を
い
う
。
こ

の
音
が
工
事
監
督
者

ビ
ッ
グ
ベ
ン
の
声
に

よ
く
に
て
い
る
か
ら
、

そ
の
名
が
つ
い
た
。
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が
足
り
ま
せ
ん
。

二
、
三
年
は
頑
張
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
や
は

り
や
り
方
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、

途
中
か
ら
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
一
番
の
関
心
事
は
何
か
と
い
う
も
の
を
中
心

の
テ
ー
マ
に
し
て
編
集
を
考
え
る
の
で
す
が
、
内

容
を
大
量
に
盛
り
込
む
と
、
編
集
能
力
に
も
問
題

が
生
じ
ま
す
し
、
発
刊
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
開
き

過
ぎ
る
の
で
、
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら
し
て
も
な
る
べ

く
途
切
れ
ず
に
発
刊
し
よ
う
と
い
う
方
向
で
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
経
営
方
針
、
人
事
ニ
ュ
ー
ス
、
各
店
か

ら
の
便
り
、
各
人
の
抱
負
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
の
話
ば
か
り
多
く
て
、

と
い
う
不
満
の
声
も
出
て
い
ま
す
。

今
の
世
の
中
、
活
字
離
れ
で
漫
画
ブ
ー
ム
と
い

う
現
象
が
あ
っ
て
、
あ
ま
り
堅
い
内
容
で
は
拒
否

反
応
が
生
じ
る
の
は
無
理
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

や
は
り
会
社
の
顔
と
し
て
社
外
の
人
の
眼
に
も
触

れ
る
こ
と
を
考
慮
し
ま
す
と
、
編
集
方
針
を
変
え

る
こ
と
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
社
内
報
に
関
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
研
究
の
余
地
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

店
舗
展
開
が
全
国
的
に
な
る
と
、
や
は
り
社
内

報
だ
け
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は

無
理
な
部
分
も
出
て
来
ま
す
。
社
長
な
り
役
員
の

地
方
へ
の
頻
繁
な
訪
問
、
あ
る
い
は
東
西
の
社
員

交
流
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
来
ま
す
。
東
京
と
関

西
だ
け
に
大
き
な
集
団
が
で
き
て
し
ま
い
、
そ
の

他
の
地
方
と
の
差
が
広
が
る
こ
と
は
一
番
避
け
た

い
点
で
す
。

そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
’
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も
う
一
つ

蜜
＃
擶
愚 薯

篭
歩 二

…
ー

認
患蕊: :.綴

躍
鶏
鐸
蕊
鐵
蕊

ビッグベンのある英国国会議事堂
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42、社内報で共通の意識を打ち出す

皆
様
、
帥
年
が
ス
タ
１
卜
致
し
ま
継
が
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
。
こ
の
創
荷
号
が
お
手
元
に
届
こ
の
社
内
報
と
い
う
一
つ
の
謀
デ
イ

け
ら
れ
て
い
る
頃
は
今
東
京
で
は
℃
ァ
が
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
誕
生
し
、

春
の
展
示
会
に
向
け
て
、
英
國
屋
が
、
英
麺
屋
の
人
間
の
心
の
絆
を
結
ぶ
為

各
店
舗
が
、
各
部
門
が
、
一
つ
の
大
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
あ
縦
糸

き
な
目
擦
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
く
、
と
横
糸
を
し
っ
か
り
織
り
込
も
う
で

大
い
に
燃
え
て
い
る
時
で
し
ょ
う
。
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
永
遠
の

く
し
く
も
こ
の
社
内
報
と
い
う
新
し
英
配
屋
を
創
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

い
試
み
が
、
帥
年
と
い
う
時
代
の
エ
か
。
一
九
八
○
年
、
幾
山
河
と
も
銃

ポ
プ
ク
に
歩
み
だ
そ
う
と
し
て
お
り
め
ま
す
。
苦
陸
の
道
が
待
ち
受
け
て

ま
す
。
”
年
代
が
当
社
に
と
っ
で
長
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
巧
拙
よ
り
も

足
の
発
展
を
記
す
十
年
で
あ
っ
た
と
維
統
が
第
一
義
で
す
。
あ
な
た
も
力

し
た
ら
、
こ
の
帥
年
代
は
顛
何
な
る
を
貸
し
て
下
さ
い
。
一
人
一
人
の
協

時
代
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
力
が
無
く
し
て
は
、
こ
の
社
内
報
は

経
済
環
境
は
益
々
、
厳
し
さ
を
増
す
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
と
で
し
ょ
う
。
管
理
社
会
は
そ
の
皆
様
の
心
の
糧
、
明
日
へ
の
希
望
と

体
制
を
強
固
に
し
、
古
き
良
き
時
代
な
る
よ
う
な
も
の
に
と
、
企
画
・
嘱

は
、
又
一
歩
、
過
去
へ
と
押
し
や
ら
集
委
員
と
も
努
力
致
す
所
存
で
す
。

れ
て
ゆ
く
運
命
と
な
る
こ
＊
と
で
し
上
し
か
し
、
猛
達
は
素
人
集
団
で
す
。

魂
・
部
珀

晶
Ｊ
○

叉
、
今
回
は
、
全
て
が
初
め
て
づ
く

今
、
こ
れ
か
ら
何
が
企
業
に
と
っ
て
し
で
、
理
想
と
の
へ
だ
た
り
は
思
っ

英
醗
屋
に
と
っ
て
必
要
且
つ
、
“
欠
く
た
以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
部

や

謝

罪

鼻

・

ｑ

■

べ

か

ら

ざ

る

こ

と

で

し

鰈

蕩

か

？

し

か

し

、

矢

は

放

た

れ

ま

し

た

。

そ
れ
は
〃
人
の
和
〃
で
あ
る
挫
穣
種
：
未
熟
な
私
達
の
為
に
、
》
ご
指
導
、
ご

致
し
ま
す
。
も
の
の
時
代
は
既
に
遇
鞭
燵
を
宜
し
く
語
願
い
致
し
ま
す
。

罐
睦
伽
ぽ
噸
嚥
“
慰
唾
御
馳
四
噸
称
昭
和
五
十
五
年
一
月

社
内
報
編
集
委
員
会

ま
し
た
。

古
き
良
き
伝
統
や
信
念
は
、
受
け

ｊ
ｔ
ｒ

創
刊

に

あ
た
・
っ
て

の
確
か
な
手
段
と
し
て
、
各
店
の
日
報
、
業
務
日

誌
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
き
ま
す
。

各
店
か
ら
の
日
報
は
、
以
前
は
郵
便
で
送
ら
れ

て
き
て
い
た
の
で
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
ま
し
た

が
、
今
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
ら
れ
て
来
る
の
で
、

非
常
に
鮮
度
の
高
い
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
昨
日
の
成
續
が
今
日
全
部
集
ま
る
の

で
す
か
ら
、
社
長
は
い
つ
で
も
全
店
の
状
況
を
把

握
で
き
る
わ
け
で
す
。
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
て
も
す

ぐ
分
か
り
ま
す
か
ら
、
電
話
で
即
座
に
指
示
も
で

き
ま
す
。

日
報
を
出
さ
な
い
場
合
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科

そ
う
と
い
う
こ
と
も
論
義
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
、
出
し
忘
れ
た
り
す
る
店
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

休
日
の
前
日
な
ど
も
、
「
明
日
は
休
み
で
す
か

ら
」
と
わ
ざ
わ
ざ
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
知
ら
せ
て
く
る

ほ
ど
徹
底
し
て
い
ま
す
。

社
長
の
朝
一
番
の
仕
事
は
、
こ
の
日
報
・
日
誌

を
読
む
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

で
送
ら
れ
て
来
ま
す
か
ら
、
そ
の
業
務
日
誌
を
書

く
人
の
個
性
が
そ
の
ま
ま
表
れ
て
い
る
の
も
楽
し

い
も
の
で
す
。

字
の
上
手
な
人
、
下
手
な
人
も
い
る
し
、
文
章
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の
う
ま
い
人
が
居
る
か
と
思
え
ば
、
判
読
に
苦
し

む
文
を
書
く
人
も
居
ま
す
。
頑
張
っ
て
成
績
を
上

げ
た
こ
と
も
、
そ
の
店
の
営
業
方
針
も
一
目
瞭
然

で
す
。※

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
人
心
は
離
れ
て
い
く
。
共
通
意
識
を
も
つ
た
め
の
ツ
ー
ル
と

し
て
、
社
内
報
、
日
誌
が
あ
る
。

思い出の社内報

創
業
当
時
、
一
冊
の
ノ
ー
ト
に
全
員
で
書
き
こ

ん
で
い
た
の
と
比
べ
る
と
、
長
足
の
進
歩
で
す
。

今
で
は
日
誌
を
書
き
送
る
こ
と
が
、
す
っ
か
り

習
慣
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
店
毎
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

で
送
っ
て
く
る
人
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

だ
か
ら
今
度
は
ど
う
い
う
こ
と
を
書
こ
う
か
と
、

自
分
で
前
以
て
研
究
し
て
い
る
人
も
居
ま
す
。
殊

に
女
子
社
員
の
中
に
は
、
字
が
上
手
で
文
章
の
う

ま
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
日
報
、
日
誌
に
よ
っ
て
、
全
国
五
十
店
舗

の
売
り
上
げ
の
数
字
や
従
業
員
の
状
態
、
店
長
の

考
え
方
や
客
の
反
応
な
ど
す
べ
て
が
、
翌
日
に
は

社
長
の
手
元
に
集
ま
っ
て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
、

居
な
が
ら
に
し
て
全
店
の
状
態
が
分
か
り
ま
す
。

そ
の
中
で
役
立
つ
情
報
が
あ
れ
ば
、
コ
ピ
ー
を
と

り
全
店
に
送
っ
て
、
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
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43、撤退の後には必ず「ビルド」を

Ｉ

小
林
を
知
る
人
は
必
ず
、
引
き
際
の
思
い
切
り

の
良
さ
を
褒
め
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
何
度

も
書
い
て
い
ま
す
が
、
新
宿
紀
伊
國
屋
ビ
ル
八
階

サ
ロ
ン
の
撤
退
や
、
神
戸
三
宮
プ
ラ
ザ
か
ら
の
撤

退
の
際
の
見
事
さ
は
、
や
は
り
人
に
は
真
似
が
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。

あ
り
っ
た
け
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
注
い
で
、

新
し
い
店
を
出
し
て
も
、
全
部
が
全
部
順
調
に
行

く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
業
績
が
上
が
ら
な
い
の
に
、

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
、
傷
口
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
だ
ろ
う
と
判
断
す
る
と
、
他
の
経
営
者

だ
っ
た
ら
カ
ッ
コ
悪
く
て
と
て
も
と
思
う
と
こ
ろ

を
、
そ
ん
な
体
面
な
ど
考
え
な
い
で
、
さ
っ
と
撤

退
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

し
か
し
、
小
林
の
ス
ゴ
イ
と
こ
ろ
は
、
こ
の
後

で
す
。
ち
ゃ
ん
と
、
次
の
受
け
皿
を
見
つ
け
て
い

る
か
ら
、
撤
退
の
ダ
メ
ー
ジ
な
ど
少
し
も
あ
り
ま

撤
退
の
後
に
は
必
ず
「
ビ
ル
ド
」
を

引
き
際
も
新
店
舗
出
店
も
即
断
即
決
で

せ
ん
。足

で
歩
い
て
い
る
時
で
も
、
車
に
乗
っ
て
い
る

時
で
も
、
小
林
は
鋭
い
目
で
た
え
ず
街
を
観
察
し

続
け
て
お
り
、
良
い
立
地
が
あ
れ
ば
、
早
速
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
人
脈
を
通
じ
て
、
不
動
産
に
関

す
る
情
報
が
入
っ
て
き
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
出
店

の
誘
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
都
度
、
必
ず
自
分
の

目
で
確
か
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

素
晴
ら
し
い
判
断
力
も
時
と
し
て
裏
目
に
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
新
宿
紀
伊
國
屋
ビ

ル
八
階
サ
ロ
ン
の
場
合
、
銀
座
の
客
筋
か
ら
推
察

し
て
、
豪
華
な
雰
囲
気
を
盛
り
込
み
、
高
級
な
イ

メ
ー
ジ
を
前
面
に
押
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
新
宿
に

集
ま
る
の
は
若
者
を
中
心
と
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
多
い
た
め
、
殆
ど
関
心
を
持
た
れ
な
か
っ
た
と

い
う
結
果
は
、
土
地
柄
に
不
馴
れ
な
た
め
に
生
じ

た
誤
算
で
し
た
。
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更
に
、
神
戸
三
宮
プ
ラ
ザ
店
の
場
合
は
、
ビ
ル

自
体
が
倒
産
し
て
し
ま
い
、
送
電
す
ら
止
め
ら
れ

て
、
営
業
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ア

ク
シ
デ
ン
ト
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
。

出
店
前
の
状
況
判
断
も
大
切
で
す
が
、
出
店
し

て
か
ら
後
、
そ
の
店
が
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か

の
判
断
は
一
層
難
し
く
な
り
ま
す
。

出
店
し
て
一
～
二
年
、
長
く
て
三
年
の
間
に
、

そ
の
店
が
順
調
に
い
か
な
い
場
合
、
小
林
は
撤
退

を
決
断
す
る
の
も
潔
い
の
で
す
。
「
恥
ず
か
し
い
」

と
か
、
「
き
ま
り
が
悪
い
」
な
ど
の
言
葉
は
一
言

も
口
に
し
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
落
ち
込
ん
で
い
る
店
長
や
従
業
員
に
、

新宿紀伊國屋店

立
地
や
環
境
に
対
す
る
自
分
の
見
込
み
違
い
を
詫

び
て
、
苦
労
さ
せ
て
申
し
訳
な
か
っ
た
と
慰
め
ま

す
。
小
林
の
度
量
の
大
き
さ
で
し
ょ
う
。

し
か
も
、
撤
退
の
際
に
は
、
代
替
店
を
必
ず
見

つ
け
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
し
た
造
作
や
、
家
具
・

什
器
類
は
そ
の
ま
ま
次
の
店
に
移
し
て
利
用
す
る

の
で
す
。
そ
の
店
で
作
っ
た
新
し
い
お
客
を
、
次

の
新
し
い
店
に
引
き
継
ぐ
こ
と
も
勿
論
し
ま
す
。

奈
刑

従
っ
て
、
撤
退
の
後
に
は
必
ず
「
ビ
ル
ド
」
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
折
の
代
替
店
は
、
撤
退
し
た

店
の
近
く
に
出
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

ま
た
、
撤
退
し
た
店
の
店
長
ク
ラ
ス
を
、
暫
く

間
を
置
い
て
か
ら
、
新
し
い
店
の
店
長
と
し
て
挑

戦
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
す
れ
ば
、
一
度
失
敗
し
て
い
る
の
で
、
今
度

は
万
全
の
体
制
を
整
え
、
倍
旧
の
熱
心
さ
で
仕
事

に
取
り
組
む
か
ら
、
よ
り
大
き
な
成
績
を
上
げ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
撤
退
し
た
店
は
九
店
あ
り
ま
し
た
。

新
宿
中
央
口
（
昭
和
五
十
一
年
三
月
）
、
神
戸
三

宮
（
昭
和
五
十
三
年
一
月
）
、
赤
坂
溜
池
（
昭
和

五
十
三
年
十
一
月
）
、
大
分
パ
ル
コ
（
昭
和
五
十

五
年
八
月
）
、
大
阪
難
波
（
昭
和
五
十
七
年
二
月
）
、

※
刑
ビ
ル
ド

老
朽
施
設
を
廃
棄
し

て
、
能
率
的
な
新
設

備
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
と

い
》
つ
◎
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43、撤退の後には必ず「ビルド」を

昭
和
弘
年
１
月
過
日
国
立
、

公
立
大
で
初
の
共
通
一
次
試

験

加
日
太
安

万
侶
の
墓
が
発
見
さ
れ
る

３
月
鴻
日
米
ス

リ
ー
マ
イ
ル
島
の
原
発
事
故

５
月
４
日
英
サ
ッ

チ
ャ
ー
女
史
、
首
相
に

７
月
東
名
ト
ン

ネ
ル
火
災
事
故

９
月
阿
蘇
山
爆

発
。

岨
月
木
曽
御
岳

初
噴
火

Ⅲ
月
坊
日
韓
国

朴
大
統
領
、
射
殺
さ
れ
る

岨
月
”
日
ソ
連

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
侵
攻

船
橋
東
武
（
昭
和
五
十
七
年
二
月
、
同
六
十
一
年

八
月
再
出
店
）
、
八
王
子
大
丸
（
昭
和
六
十
年
八

月
）
、
札
幌
パ
ル
コ
（
昭
和
六
十
一
年
一
月
）
、
名

古
屋
丸
栄
（
昭
和
六
十
一
年
七
月
）
。

撤
退
の
後
の
「
ビ
ル
ド
」
の
具
体
例
と
し
て
は
、

新
宿
紀
伊
國
屋
八
階
サ
ロ
ン
撤
退
の
時
は
、
銀
座

並
木
通
り
朝
日
ビ
ル
へ
、
赤
坂
溜
池
店
の
場
合
は
、

青
山
へ
、
大
阪
ナ
ン
バ
店
の
時
は
、
阪
急
十
七
番

街
店
へ
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
三

宮
や
船
橋
の
場
合
も
、
各
々
近
く
に
出
店
し
て
い

ま
す
。こ

こ
で
足
立
（
現
専
務
）
の
話
を
引
用
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

～
…

琴…黙患鱒

饗

寺華繩…

瀞
瞳
鐡
識
劃
罫

湾墓 繊
錘
舜
種
詞
蒋

燕

‘騒

密

蟻灘灘

船橋東武店

「
会
長
（
小
林
）
が
撤
退
を
決
断
す
る
時
は
早
い

の
で
す
が
、
撤
退
し
て
そ
れ
っ
き
り
と
い
う
の
で

は
な
く
て
、
我
々
社
員
の
た
め
に
、
ち
ゃ
ん
と
そ

れ
に
見
合
う
次
の
手
を
必
ず
打
つ
の
で
す
。
そ
の

判
断
力
は
誰
に
も
真
似
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

大
変
情
に
厚
い
方
で
、
決
し
て
失
敗
を
責
め
た
り

し
な
い
の
で
す
。
仕
事
に
は
厳
し
い
の
で
す
が
、

落
ち
込
ん
で
い
る
時
は
と
て
も
心
配
し
て
く
れ
る

わ
け
で
す
。
い
つ
も
店
を
回
り
な
が
ら
、
店
長
や

従
業
員
と
親
し
く
接
し
て
、
話
を
き
ち
ん
と
聞
い

て
く
れ
ま
す
し
、
と
に
か
く
、
細
か
く
気
を
配
っ

て
く
れ
る
の
が
有
り
難
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、

撤
退
し
た
店
の
店
長
の
処
遇
に
し
て
も
、
次
の
ビ

〃
〆
》
一
一
一
三
陵
一
畳
一
一
一
一
一
一
一
一
号
｝

y
L制

一
欄
↑

蕊

~J

r…

…銘

青山店
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Ｉ
４
ｆ

曜
哩
頴
乱
型
函
碩
判
笥
、
躯
圃

44【

豪
沌

英
國
屋
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
事
務
の
合

理
化
を
は
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
小
林
の
長

男
明
が
英
國
屋
に
入
社
し
て
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
講
習
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

明
は
国
際
基
督
教
大
学
を
卒
業
後
、
サ
ウ
ス
ハ

ン
プ
ト
ン
大
学
に
留
学
し
、
伊
藤
忠
商
事
を
経
て

英
國
屋
に
入
社
し
た
の
で
す
が
、
豊
か
な
国
際
感

覚
を
身
に
つ
け
て
い
る
故
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
操
作
を
忽
ち
マ
ス
タ
ー
し
て
し
ま
い
、
英
國
屋

に
導
入
す
る
こ
と
を
強
く
推
進
し
た
の
で
し
た
。

ル
ド
で
発
奮
さ
せ
て
、
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
、

と
い
う
実
に
的
を
得
て
い
る
の
で
す
」

足
立
の
言
う
通
り
、
そ
う
し
た
小
林
の
人
柄
は
、

英
國
屋
の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
事
務
合
理
化

※
引
く
と
き
は
思
い
き
り
よ
く
引
き
下
が
る
。
次
に
出
て
行
く
と
こ
ろ
を
す
ば
や
く
探
し
、
あ
ら
ゆ

る
財
産
を
ひ
き
つ
ぐ
よ
う
に
す
る
。

商
品
か
ら
財
務
、
経
営
分
析
ま
で

一
番
先
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ
た
の
は
、

商
品
管
理
部
門
で
し
た
。
昭
和
五
十
二
年
に
な
っ

て
の
こ
と
で
す
。
当
時
の
店
舗
数
は
二
十
店
を
超

え
て
い
て
、
そ
れ
に
つ
れ
て
事
務
量
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

創
業
当
初
の
帳
簿
式
だ
っ
た
も
の
を
、
伝
票
式

（
カ
ー
ド
）
に
改
め
、
売
れ
た
商
品
は
カ
ー
ド
を

裏
返
し
に
す
る
な
ど
の
工
夫
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

だ
が
、
各
店
毎
に
帳
簿
が
あ
る
し
、
商
品
を
交

換
し
た
り
、
在
庫
の
確
認
を
と
る
の
が
、
大
変
手

仕
事
を
愛
し
、
店
を
愛
し
、
従
業
員
を
愛
し
て

い
る
小
林
だ
か
ら
こ
そ
、
ダ
メ
ー
ジ
を
食
い
止
め

る
た
め
の
撤
退
と
ビ
ル
ド
を
即
断
即
決
で
き
る
の

で
す
。

※
刀
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

企
業
な
ど
の
組
織
体

で
、
事
務
処
理
用
に

使
わ
れ
る
電
子
計
算

機
。
ま
た
、
一
般
の

科
学
技
術
的
計
算
な

ど
大
部
分
の
用
途
に

広
く
使
わ
れ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
こ
と
。

小
型
を
ミ
’
一
コ
ン
、

個
人
用
を
パ
ソ
コ
ン
、

Ｌ
Ｓ
Ｉ
に
よ
る
記
憶

装
置
を
付
加
し
た
超

小
型
を
マ
イ
コ
ン
と

い
う
。
ま
た
、
宇
宙

開
発
や
原
子
力
、
気
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44、コンピューターで事務合理化

原田桂ニ

シな通
英ス く ナ
國テてン
屋ム も（
のも 、 I

商考符を
品案号打
管さでつ
理れ分て
はまか 、

手しる台
作たよ帳
業 。 うを
と な見

間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
商
品
に
全
店
共

は
い
え
、
棚
卸
な
ど
で
は
殆
ど
不
明
品
が
な
い
程
、

正
確
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
へ
の
移
行
に
、
大
き
な
支
障
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

初
め
の
内
は
手
書
き
と
兼
用
し
な
が
ら
、
次
第

に
電
算
化
さ
れ
る
の
は
、
ど
こ
で
も
同
じ
で
す
が
、

コンピューターで事務もスムーズに

一
斗
州
Ｅ
望
胃
《
一

群
鴬

熊 鐸

詔

虻
＃
、
α
・
面
面
弔
箔
４
０

歩

み

・

心

恥

＃

４

二

Ｆ

鑓

錘

夢

コンピューター室（システム38）

事
務
量
は
増
え
る
し
、
自
分
の
し
て
い
た
仕
事
の

大
部
分
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ

る
と
、
心
因
性
の
ケ
ン
シ
ョ
ウ
炎
を
惹
き
起
こ
す

と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
各
店
か
ら

の
在
庫
の
有
無
の
確
認
が
で
き
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
武
器
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
な
る
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
と
試
行
錯

誤
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
六
月
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
銘

が
導
入
さ
れ
、
伝
票
会
計
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
、

社
内
業
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
小
林
明
（
現
社
長
）
自

身
で
も
組
め
ま
す
し
、
外
部
に
頼
ら
ず
、
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
は
内
部
で
養
成
し
ま
し
た
。

財
務
面
は
と
い
う
と
、
こ
れ
も
手
作
業
で
は
完

全
に
近
い
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で

す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
は
、
所
得
税
の
計
算
は

簡
易
税
率
表
が
適
用
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
や
っ
て
い
た
税
額
計
算
と
微

妙
な
食
い
違
い
が
生
じ
る
の
で
、
経
理
を
扱
っ
て

き
た
者
に
と
っ
て
は
納
得
が
い
か
な
い
と
い
う
事

態
が
生
じ
ま
し
た
。

象
解
析
な
ど
に
使
わ

れ
る
ス
ピ
ー
ド
の
早

い
も
の
は
、
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

呼
ば
れ
る
。
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⑨
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
に
よ
る

一
括
商
品
配
送
開
始

⑩
新
聞
の
全
五
段
広
告
利
用

に
よ
り
広
告
活
動
の
新
展
開

■
昭
和
別
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

①
本
社
部
門
統
合
化
へ

②
岐
阜
・
名
古
屋
へ
の
出
店

に
よ
り
羽
店
舗
へ

③
中
野
工
場
新
築
完
成
と
築

地
第
三
工
場
新
設

④
役
員
人
事
異
動
と
新
役
員

誕
生

⑤
新
規
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
発
足

⑥
小
林
新
三
郎
社
長
、
東
京

商
工
会
議
所
議
員
に
再
選

⑦
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
鈍
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入

⑧
女
子
社
員
に
１
’
一
フ
ォ
ー

ム
採
用

因
み
に
、
英
國
屋
で
は
、
他
の
多
く
の
テ
ー
ラ
ー

で
よ
く
発
生
す
る
よ
う
な
、
金
の
使
い
込
み
な
ど

の
事
故
は
、
皆
無
と
い
っ
て
良
い
程
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
し
、
経
理
面
で
は
銀
行
以
上
の
正
確
さ
を

信
条
と
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
複
雑
な
も
の
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
人
間
味

の
溢
れ
た
、
尚
且
つ
正
確
な
計
算
の
で
き
る
会
計

シ
ス
テ
ム
が
で
き
上
が
っ
た
の
で
す
。

昭
和
五
十
八
年
に
は
、
リ
コ
ー
マ
イ
ッ
ー
ル
に

よ
る
、
簡
易
言
語
型
の
統
合
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

き
っ
か
け
は
、
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
（
昭
和
五
十
五

コンピューターを前に

今日も真剣な討議が…．

年
）
の
発
足
で
し
た
。
人
件
費
効
率
を
含
む
店
別

損
益
管
理
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
店
毎
の
損
益
分
岐
点
、
客

単
価
、
客
粗
利
、
粗
利
益
率
、
労
働
生
産
性
、
一

日
当
た
り
の
粗
利
益
、
固
定
費
装
備
率
、
接
客
効

率
、
客
数
回
転
率
な
ど
を
計
画
し
、
表
に
す
る
と

共
に
、
分
か
り
易
く
図
示
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
取
り
出
し
た
資
料
を
店

長
会
議
で
検
討
し
、
利
益
が
生
み
出
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
を
、
小
野
寺
（
現
経
理
副
部
長
）
が
分
か
り

易
く
説
明
し
ま
し
た
。

当
初
は
売
り
上
げ
だ
け
に
こ
だ
わ
る
店
長
も
い

ま
し
た
が
、
次
第
に
利
益
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

き
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
店
の
撤
退
は
、
そ
の
店
の
数
字
上

の
デ
ー
タ
と
小
林
の
判
断
に
頼
っ
て
行
わ
れ
た
わ

け
で
す
が
、
そ
の
時
の
状
態
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
か
け
て
み
る
と
、
は
っ
き
り
と
そ
の
店
は
効
率

が
悪
い
と
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
小
林
の
カ
ン
が

狂
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
裏
付
け
が
と
れ
た
の

も
、
面
白
い
副
産
物
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

今
後
、
小
売
店
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
の
い
き

※
沼
Ｐ
Ｏ
Ｓ

販
売
時
点
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

売
場
の
レ
ジ
を
本
社

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
店
で
販
売
時
の

デ
ー
タ
が
入
力
さ
れ
、

伝
票
整
理
、
在
庫
管

理
な
ど
が
一
挙
に
で

き
る
シ
ス
テ
ム
。
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45、多くの人に注文服を、丸の内テーラー発足

昭
和
弱
年
５
月
肥
日
米
の

セ
ン
ト
ヘ
レ
ン
ズ
大
噴
火

６
月
吃
日
大
平

首
相
急
死

蛇
日
衆
参

同
日
選
挙
で
自
民
党
が
大
勝

９
月
９
日
イ
ラ

ク
・
イ
ラ
ン
戦
争
始
ま
る

酩
日
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
自
主
管
理
労
組

「
連
体
」
結
成

ｉ
ｆ

豪
爾

つ
く
と
こ
ろ
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
の
導
入
で
し
ょ
う
。
全

店
に
一
台
ず
つ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
な
検
索
を
図
る
こ
と
で
す
。

デ
ー
タ
の
集
配
は
銀
座
の
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
委
託
し
ま
す
。
こ
の
会
社
は
小
林
明
を
社
長

豪
刊

と
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン
端
末
機
を
使
っ
て
、
銀
座
を

中
心
に
し
た
情
報
提
供
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
、

英
國
屋
の
系
列
会
社
と
し
て
の
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー

の
正
式
の
発
足
は
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
十
七
日
、

有
楽
町
駅
前
ビ
ル
内
の
六
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の

店
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
十
五
年
前
、
銀
座
み
ゆ
き

通
り
の
黒
沢
ビ
ル
に
あ
っ
た
洋
品
部
を
ジ
ェ
ン
ト

リ
ー
と
名
称
を
変
え
て
営
業
を
し
て
い
た
の
で
す
。

多
く
の
人
に
注
文
服
を
乱
鼎
－
発
足

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
以
前
の
仕
事
も
完
成
に
近
い
ほ
ど
充
実
し
て
い
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は

こ
れ
を
効
率
化
し
た
だ
け
。
創
業
者
の
カ
ン
の
正
し
さ
も
証
明
さ
れ
た
。

価
格
訴
求
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ

’
一
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
会
社
で
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
機

能
を
利
用
し
て
、
店
別
損
益
デ
ー
タ
を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
端

末
、
キ
ャ
プ
テ
ン
端
末
の
両
方
で
検
索
で
き
る
予

定
の
も
の
で
す
。

英
國
屋
は
今
そ
の
内
部
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
徹
底
的
な
合
理
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

そ
れ
が
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
の
前
身
と
い
え
ま
し
ょ

亨
っ
。

英
國
屋
は
あ
く
ま
で
も
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
高
く

追
求
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
・
シ
ョ

ッ
プ
で
あ
る
け
れ
ど
、
客
層
の
広
が
り
を
求
め
る

な
ら
ば
、
も
う
少
し
買
い
易
い
価
格
の
店
が
あ
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
か
ら
、
ジ

※
洞
キ
ャ
プ
テ
ン

ビ
デ
オ
テ
ッ
ク
ス
の

日
本
で
の
呼
び
名
。

漢
字
図
形
電
話
検
索

網
と
い
う
。
昭
和
朗

年
Ⅱ
月
か
ら
実
用
化

が
進
ん
だ
。
契
約
し

た
情
報
の
番
号
を
、

ボ
タ
ン
で
押
す
と
、

ブ
ラ
ウ
ン
管
に
自
分

の
知
り
た
い
情
報
が

映
し
出
さ
れ
る
。
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・
史
上
最
高
の
拾
い
も
の
、

銀
座
で
一
億
円
を

Ⅲ
月
５
日
山
口

百
恵
引
退

ｎ
月
４
日
米
大

統
領
に
レ
ー
ガ
ン

・
氾
年
ぶ
り
の
冷
夏

・
自
動
車
生
産
米
を
抜
き
世

界
一
位
に

弱
年
２
月
有
楽
町
の
日
劇

が
サ
ョ
ナ
ラ
公
演

４
月
Ｍ
日
米
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
無
事
帰
還

７
月
東
京
の
真
夏
日

が
連
続
十
日
、
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
で
二
百
人
が
被
害

、
月
６
日
エ
ジ
プ
ト

の
サ
ダ
ト
大
統
領
が
暗
殺
さ

る

旧
日
福
井
謙
一

に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

別
日
ガ
ン
が
初

め
て
死
因
の
一
位
と
な
る

岨
月
釧
日
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
戒
厳
令
『
連
体
』
弾
圧

エ
ン
ト
リ
ー
の
出
現
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

頃
は
ま
だ
時
期
尚
早
の
感
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
洋
品
店
に
模
様
替
え
を
し
た
の
で
す

が
、
そ
の
経
験
は
、
後
日
の
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
の
出
店
の
理
由
は
先
に
も
述

べ
た
通
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
買
え
る
範
囲
の

価
格
に
押
さ
え
、
既
製
服
で
は
満
足
出
来
な
い
人
々

に
、
オ
ー
ダ
ー
の
良
さ
を
認
識
し
て
貰
い
、
客
層

を
拡
大
し
多
店
舗
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

英
国
服
地
を
使
っ
て
、
仮
縫
い
付
き
で
ス
ー
ツ

一
着
が
三
万
五
千
円
か
ら
九
万
五
千
円
ま
で
、
中

心
価
格
が
五
万
円
と
い
う
、
思
い
切
っ
た
価
格
設

定
を
発
表
し
た
時
は
、
同
業
者
は
誰
し
も
耳
を
疑
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

丸の内テーラー有楽町店

ま
ず
一
番
に
、
百
貨
店
の
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー

を
求
め
る
人
々
を
客
層
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
ま
し

た
。

低
価
格
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
生
地
の
仕
入

れ
を
合
理
化
し
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
点
は
、
英
國
屋
の
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
通
し
て
可
能
な
こ
と
で
す
。

次
に
、
機
械
化
の
可
能
な
部
分
は
で
き
る
だ
け

合
理
化
し
て
、
手
縫
い
部
分
と
の
組
合
わ
せ
を
能

率
良
く
改
良
し
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
縫
製
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。ま

た
、
採
寸
や
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ス
ー
ッ
を

着
て
の
仮
縫
い
も
、
専
門
の
フ
ィ
ッ
タ
ー
の
手
を

煩
わ
さ
な
く
て
も
よ
い
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ

と
と
か
、
更
に
は
、
店
舗
、
商
品
管
理
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
取
り
入
れ
る
こ
と
だ
の
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
難
問
を
処
理
し
な
が
ら
、
丸
の
内
テ
ー

ラ
ー
は
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
し
た
。

英
國
屋
が
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
フ
ル
コ
ー
ス
と

す
れ
ば
、
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
は
さ
し
ず
め
そ
の
サ
ー

ビ
ス
ラ
ン
チ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
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45、多くの人に注文服を、丸の内テーラー発足

■
昭
和
弱
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

①
世
界
小
売
業
者
会
議
に
小

林
新
三
郎
社
長
が
代
表
参
加

②
創
業
㈹
周
年
記
念
企
画
商

品
好
評
を
得
る

③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
能
の

充
実

④
秋
冬
の
展
示
会
で
１
日
’

億
円
を
突
破

⑤
優
良
申
告
法
人
の
再
認
定

⑥
京
都
近
鉄
十
ヶ
月
間
連
続

１
２
０
％
以
上
記
録

⑦
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
４
号
店

１
日
別
着
受
注

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
よ
う
や
く

軌
道
に
乗
っ
て
き
た
の
が
、
城
戸
崎
信
雄
が
代
表

取
締
役
社
長
に
な
っ
た
昭
和
六
十
一
年
か
ら
で
し

た
。

現
在
、
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
の
出
店
は
六
店
で
す
。

こ
こ
で
、
城
戸
崎
の
話
を
ち
ょ
っ
と
紹
介
し
ま

－
し
よ
》
っ
Ｏ

「
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
は
、
お
客
様
に
対
し
て
本
当

に
良
い
商
品
を
真
心
こ
め
た
サ
ー
ビ
ス
で
ご
提
供

す
る
と
い
う
基
本
で
、
英
國
屋
の
経
営
理
念
を
き
っ

専門フィッターの手を煩わさないシステムを確立

ち
り
守
っ
て
い
ま
す
。
英
國
屋
が
長
年
培
っ
て
き

た
信
用
は
絶
大
な
も
の
で
す
。
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー

が
追
い
つ
く
に
は
何
年
掛
か
る
か
想
像
も
出
来
ま

せ
ん
が
、
英
國
屋
の
の
れ
ん
に
傷
が
つ
か
な
い
よ

う
に
、
夢
中
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」

「
オ
ー
ダ
ー
と
い
う
の
は
、
お
客
様
が
お
持
ち
に

な
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
私
共
が
再
現
さ
せ
て
頂

く
と
い
う
考
え
で
や
る
べ
き
だ
か
ら
、
お
客
様
が

〃
あ
あ
し
て
〃
〃
こ
う
し
て
〃
と
注
文
を
つ
け
て

く
れ
る
の
は
む
し
ろ
大
歓
迎
で
す
し
、
ち
っ
と
も

面
倒
と
は
思
い
ま
せ
ん
」

「
今
後
の
展
開
は
、
店
舗
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

に
力
を
注
ぎ
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
ス
面
と
か
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
面
に
も
も
っ
と
工
夫
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
」

次
に
小
林
明
（
現
社
長
）
の
話
を
引
用
し
ま
し
よ

》
《
ノ
○「

城
戸
崎
さ
ん
は
基
本
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

お
客
様
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
と
か
、
お
客
様
に
い

い
仕
立
て
の
洋
服
を
と
か
、
一
生
懸
命
や
っ
て
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
洋
服
は
非
常
に
仕
立
て
が

良
い
と
お
客
様
に
喜
ば
れ
た
り
、
こ
の
服
の
仕
立

て
が
良
い
か
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
甲
斐
が
あ
る
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の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
充
実

⑤
百
貨
店
の
店
外
催
事
各
地

で
本
格
展
開

⑥
給
与
計
算
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
移
行

⑦
社
員
旅
行
が
６
年
振
り
に

復
活

⑧
Ｏ
Ｈ
Ｐ
導
入
に
よ
る
会
議

の
活
性
化

⑨
製
品
向
上
強
化
旬
間
今
年

も
成
果
上
げ
る

⑩
第
５
回
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
コ

ン
テ
ス
ト
の
開
催

■
昭
和
弱
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

①
横
浜
・
札
幌
地
区
で
初
の

単
独
展
示
会
開
催

②
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
ご
成

婚
記
念
企
画
大
成
功

③
出
店
凍
結
と
既
存
店
の
改

装④
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
・
服
飾
群

な
ん
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
か
ら
褒
め
ら
れ
た
と
お

客
様
の
報
告
が
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
よ
」

当
初
は
、
英
國
屋
に
足
を
踏
み
入
れ
ら
れ
な
い

若
い
層
を
対
象
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ー
プ

ン
し
て
み
る
と
、
ど
こ
の
店
も
結
構
、
年
齢
層
の

高
い
お
客
が
多
い
の
で
す
。
価
格
も
五
万
五
千
円

平
均
だ
っ
た
の
が
、
現
在
で
は
九
万
円
平
均
に
な
っ

ジ

Ix_
※
英
國
屋
は
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
の
高
い
注
文
服
店
。
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
が
、
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
を
す
る

よ
う
な
服
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
：
．
…
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー

罰《
準

鴬

心

､唖

ぐ 夕
霧
垂

…錘）

小林明社長

3

＆ ；

！
魚
・
塚
の
特
剥
ぎ
究
驚
今

亀

蕊

雲

》

蕊

》

》

癖

騨

唾

て

い

く

必

要

が

出

て

く

る

の

で

す

。

低
価
格
政
策
で
あ
っ
て
も
、
お
客
に
対
し
て
は

常
に
人
間
味
溢
れ
る
応
対
で
接
し
て
い
っ
た
の
が
、

今
日
の
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
の
地
位
を
築
く
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
内
部
で
は
徹
底

的
な
合
理
化
を
し
て
、
絶
え
ず
ロ
ー
コ
ス
ト
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
お
泗
落
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
数
が
欲

し
い
た
め
に
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
を
利
用
す
る
、
と

い
う
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
、
よ
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
面
で
勝
負
し

“i鉾齢､”･緋

： 鷺

＃
酢

． H

: H"

‘ ：島吟

無の内ア
レ箸 L引 〆弔

鳥 ｼ託

魂
・
誕
一
孝
・
・
琶
廿
叩
穐
錨
認
縄
魁
ｆ
墨
魚
群
必
・
帝
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繼蕊』 蕊識蝕羅謬…

く

卜
⑪
几
幕
。

籍
》
一
識

電

丸の内テーラー国際ビル店丸の内テーラー大宮店

鐸 鍵謡
＃

丸の内テーラー横浜東口ポルタ店 丸の内テーラーがある横浜西ロジョイナス

丸の内テーラー八重洲本店丸の内テーラー有楽町店
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↓

魂
年
４
月
賜
日
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
開
園

８
月
旭
日
銀
行

が
初
め
て
第
二
土
曜
休
日
制

幻
日
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ア
キ
ノ
暗
殺

９
月
１
日
大
韓

航
空
機
、
ソ
連
の
ミ
サ
イ
ル

に
撃
墜
さ
れ
る

幻
月
旧
日
三
宅

島
大
噴
火

叫
日
東
北

大
で
初
の
試
験
管
ベ
ビ
ー
誕

生 昭
和
師
年
２
月
８
日
一
言
－

ジ
ャ
パ
ン
ホ
テ
ル
が
炎
上
、

三
三
人
死
亡４

月
５
日
浅
草

の
国
際
劇
場
が
閉
館

６
月
昭
日
東
北

新
幹
線
営
業Ⅱ

月
蝸
日
上
越

新
幹
線
営
業

幻
日
中
曽

根
内
閣
誕
生

；畑

小
林
明
は
終
戦
の
翌
年
昭
和
二
十
一
年
四
月
二

十
五
日
、
鳴
門
市
の
母
親
の
実
家
で
、
小
林
新
二

郎
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

麻
布
小
学
校
か
ら
麻
布
学
園
中
学
、
高
校
を
経

て
、
国
際
基
督
教
大
学
に
入
学
し
、
計
量
経
済
学

を
専
攻
、
昭
和
四
十
四
年
に
同
大
学
を
卒
業
し
ま

し
た
。
卒
業
後
、
英
国
の
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
ト
ン
大

学
大
学
院
に
学
び
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
に
入

社
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
繊
維
部
に
勤
務
し
ま
し
た
。

毎
月
百
二
十
時
間
も
残
業
す
る
ほ
ど
の
多
忙
な

セ
ク
シ
ョ
ン
で
し
た
。
本
来
の
業
務
の
他
に
、
日

本
か
ら
来
た
客
の
接
待
な
ど
が
課
せ
ら
れ
る
か
ら

で
し
た
。

伊
藤
忠
商
事
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
地
位
の
高
い

人
程
朝
早
く
出
社
し
て
、
夜
遅
く
ま
で
会
社
に
残
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
経
営
計
画
を
作
成
す
る

若
返
り
、
小
林
明
が
社
長
に
就
任

電
算
化
と
経
営
計
画
を
持
ち
込
む

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
商
社
マ
ン
の
ハ
ー
ド
な
勤
務
で
肝
炎

を
患
っ
た
の
と
、
新
三
郎
の
要
請
も
あ
っ
て
家
業

を
継
承
す
る
こ
と
を
決
心
し
て
、
伊
藤
忠
商
事
を

二
年
半
で
退
社
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
、
店
舗
数
十
六
の
時
に
英
國
屋

へ
入
社
し
、
初
め
の
三
カ
月
は
そ
の
十
六
の
店
を

順
番
に
回
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
い
っ
て
定
め
ら

れ
た
仕
事
も
与
え
て
貰
え
ず
、
居
心
地
の
悪
さ
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
椅
子
に
腰
掛
け
た
ま
ま
拭
き

掃
除
を
し
て
い
た
ら
、
態
度
が
悪
い
と
叱
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
仕
事
に
対
す
る

姿
勢
と
い
う
も
の
を
、
こ
の
期
間
に
身
に
つ
け
て

い
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
に
副
社
長
に
な
り
、
昭
和
五
十

九
年
に
社
長
に
就
任
し
た
の
で
す
が
、
副
社
長
時

代
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
力
を
注
ぎ
ま
し
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一己 一℃ 一勺 一､ 一心一口

碑乾斬

域:
泌
錐
就
任
波
露
パ
，
一
千

式
次
茅

一

た
。

中
学
・
高
校
時
代
に
ク
ラ
ブ
活
動
で
物
理
部
無

線
班
に
所
属
し
て
得
た
、
電
気
に
関
す
る
知
識
と

か
、
実
社
会
で
は
そ
れ
程
役
に
立
た
な
い
と
思
っ

て
い
た
大
学
の
卒
論
の
計
量
経
済
学
の
知
識
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
の
上
で
非
常
に
役
立
ち
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
「
人
間
何
で
も
、
や
れ
る
時

に
や
っ
て
お
か
な
く
て
は
駄
目
だ
」
と
い
う
考
え

を
持
つ
に
至
り
ま
し
た
。

更
に
、
伊
藤
忠
で
学
ん
だ
「
人
の
上
に
立
つ
人

は
人
よ
り
早
く
出
社
し
、
人
よ
り
遅
く
退
社
せ
よ
」

と
い
う
こ
と
を
、
今
で
も
実
行
す
る
よ
う
に
心
が

銃仕鼓蕊ノ､一プー長も社舞
鶏
《
も

『

会長・社長就任披露パーティーで

あいさつする小林会長

け
て
い
ま
す
。
各
店
か
ら
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
ら
れ

て
く
る
日
報
・
業
務
日
誌
は
、
誰
よ
り
も
早
く
目

を
通
し
て
い
ま
す
。

同
様
に
伊
藤
忠
で
学
ん
だ
、
経
営
計
画
の
策
定

に
も
能
力
を
傾
注
し
ま
し
た
。

伊
藤
忠
で
は
年
度
の
変
わ
る
寸
前
の
一
～
二
月

が
非
常
に
忙
し
い
の
に
、
英
國
屋
で
は
そ
の
時
期

が
閑
散
期
と
い
う
わ
け
で
、
次
期
経
営
計
画
の
策

定
に
入
る
わ
け
で
す
が
、
で
き
て
お
ら
ず
幾
つ
か

問
題
点
も
出
て
き
て
お
り
ま
し
た
。

経
済
・
政
治
・
国
内
情
勢
・
税
制
。
流
通
・
情

報
な
ど
の
外
部
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
会
社

…萢竺．垂

穂

新任の小林社長（右）と会長

■
小
林
社
長
が
講
師

に昭
和
昭
年
、
東
京
で

「
第
７
回
世
界
小
売

業
者
会
議
」
が
開
催

さ
れ
た
。
小
林
新
三

郎
社
長
は
６
月
４
日

の
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
、
講
師
と

し
て
演
台
に
立
ち

『
商
店
に
お
け
る
真

の
収
益
経
営
と
は
』

と
題
し
て
講
演
し
た
。

当
社
の
新
事
業
「
丸

の
内
テ
ー
ラ
ー
」
の

経
営
展
開
を
中
心
と

し
て
、
今
ま
で
の
テ
ー

ラ
ー
の
概
念
を
超
え

た
シ
ス
テ
ム
を
発
表

し
、
多
大
の
反
響
を

呼
ん
だ
。
（
当
日
の

参
加
国
は
剛
力
国
）
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昭
和
印
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

①
新
３
カ
年
計
画
、
１
０
８

作
戦
ス
タ
ー
ト

②
営
業
に
ブ
ロ
ッ
ク
制
導
入

③
外
商
部
新
発
足

④
本
社
部
門
、
省
力
化
効
率

化
へ
の
対
応
諸
施
策
導
入

⑤
高
輪
店
・
丸
の
内
テ
ー
ラ

新
宿
住
友
ビ
ル
店
オ
ー
プ
ン

⑥
小
林
新
三
郎
社
長
東
商

議
員
に
三
選

⑦
関
西
地
区
で
初
の
展
示
会

が
成
功

⑧
渋
谷
パ
ル
コ
店
本
格
改

装
に
よ
る
新
た
な
販
売
展
開

に
入
る

⑨
冬
物
展
示
会
定
着
化

⑩
有
・
丸
混
成
チ
ー
ム
（
ス

コ
ー
ピ
ォ
ン
ズ
）
健
保
組
合

野
球
大
会
第
二
部
で
優
勝

の
態
勢
と
い
っ
た
内
部
環
境
を
ど
う
対
応
さ
せ
て

い
く
か
と
い
う
問
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
目
標
を
数
字
に
よ
っ
て
明
確

化
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
は
昨
年
対
比
よ
り
、
目

標
対
比
を
重
視
し
、
人
事
の
移
動
を
含
め
、
競
争

風
土
を
作
っ
て
い
く
、
と
い
っ
た
作
業
を
行
い
ま

し
た
。平

成
元
年
度
の
今
、
中
期
経
営
計
画
が
た
て
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
一
、
英
國
屋
が
五
十
年
の
歴
史
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

ら
を
一
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
組
み
入
れ
て
、
い

つ
で
も
誰
で
も
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
。

そ
の
二
、
英
國
屋
の
商
法
と
仕
事
の
知
恵
を
、

教
育
を
通
じ
、
仕
事
を
通
じ
て
、
従
業
員
一
人
一

一

会長夫妻に花束を贈る

お孫さん

り
、
複
数
化
し
て
い
く
こ
と
を
進
め
ま
す
。

銀
座
二
丁
目
店
を
全
国
の
母
店
と
し
て
位
置
づ

け
、
注
文
服
を
中
心
と
し
た
メ
ン
ズ
ト
ー
タ
ル
ブ

テ
ィ
ッ
ク
の
方
向
を
示
す
店
構
え
を
し
ま
す
。

こ
の
他
、
様
々
な
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
現
在
を
生

き
抜
く
知
恵
を
身
に
つ
け
、
経
営
計
画
を
構
築
す

る
、
こ
れ
が
小
林
明
の
経
営
理
念
な
の
で
す
。

す
べ
て
は
父
新
三
郎
の
生
き
方
に
共
鳴
し
、
そ

の
ポ
リ
シ
ー
に
心
服
し
た
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て

い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
経
費
予
算
の
立
て
方
に

弱
い
面
が
あ
る
の
で
、
も
う
一
度
見
直
す
こ
と
や
、

欧
州
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
な
ど
の
他
に
も
、
英

國
屋
の
海
外
出
店
を
推
進
し
て
い
く
な
ど
、
社
を

人
に
徹
底
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

そ
の
三
、
お
客
様
一
人
一
人
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
新
し
い
英
國
屋
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
。

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
方
針
と
し
て
は
、
地
方
出
店
を
続
け
、

専
門
店
に
は
珍
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
す
。

東
京
以
外
の
大
都
市
に
も
、
中
核
的
な
店
を
作
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昭和弱年のトピックス①ヨーロッパ報奨制度で

六
店
舗
、
二
十
四
名
が
受
賞

②
八
王
子
大
丸
店
オ
ー
プ
ン

③
四
季
を
通
し
て
の
地
域
別

展
示
会
が
好
成
績
を
あ
げ
成

功④
大
型
電
算
機
の
活
用
に
よ

り
迅
速
か
つ
精
度
の
高
い
事

務
処
理
化
へ

⑤
広
告
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
、

セ
ー
ル
ス
活
動
の
同
時
化
シ

ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト

挙
げ
て
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。一

○
○
億
円
企
業
を
目
標
に
し
て
か
ら
は
特
に
、

創
業
者
小
林
新
三
郎
と
の
戦
略
上
の
同
一
目
標
を

※
朝
、
誰
よ
り
も
早
く
出
社
、
で
き
る
だ
け
遅
く
ま
で
在
社
。
長
時
間
会
社
に
い
れ
ば
色
々
な
こ
と

が
学
べ
る
。
過
去
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
、
現
在
を
生
き
る
知
恵
を
も
ち
、
未
来
の
経
営
計
画
を
構

築
す
る
。

持
ち
得
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
戦

術
面
で
は
多
様
化
し
て
も
、
戦
略
は
同
一
方
向
を

と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
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↓昭
和
弱
年
１
月
妬
日
ロ
ス

疑
惑
の
報
道
は
じ
ま
る

３
月
肥
日
グ
リ

コ
の
江
崎
社
長
が
誘
拐
、
３

日
後
に
脱
出４

月
”
日
銀
座

に
６
番
目
の
デ
パ
ー
ト
、
プ

ラ
ン
タ
ン
銀
座
が
オ
ー
プ
ン

６
月
釦
日
日
本

人
の
寿
命
、
男
七
四
・
二
、

女
七
九
・
七
八
で
と
も
に
世

界
一

７
月
鴻
日
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
、
東
欧
圏
の
不
参
加
で

開
催

９
月
瀦
日
リ
ッ

カ
ー
ミ
シ
ン
、
戦
後
４
番
目

の
大
型
倒
産Ⅱ

月
１
日
新
し

い
１
万
円
札
、
５
千
円
札
、

千
円
札
が
発
行
さ
れ
る
。

１
日
第
二

次
中
曽
根
内
閣
発
足

昭
和
五
十
九
年
に
創
業
者
小
林
新
三
郎
が
英
國

屋
の
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
テ
ー

ラ
ー
業
界
へ
の
御
礼
を
、
形
あ
る
も
の
に
し
た
い

と
い
う
主
旨
か
ら
、
「
英
國
屋
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

ス
ク
ー
ル
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
テ
ー
ラ
ー
業
界
を
取
り
囲
む
状
況
は
大

英
國
屋
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
開
校

注
文
洋
服
店
後
継
者
育
成
を
目
指
し

EECの富士登山

変
厳
し
く
、
経
営
の
悪
化
に
よ
り
、
テ
ー
ラ
ー
の

子
息
が
後
を
継
ぎ
た
が
ら
な
い
な
ど
、
廃
業
す
る

テ
ー
ラ
ー
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
ラ
ー
の
後
継
者
を
育
成
す
る
手
助
け
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ー
ラ
ー
経
営
と
い
う
も
の

が
、
魅
力
的
、
発
展
的
、
近
代
的
な
も
の
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
の
「
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
」

の
開
設
で
す
。

ラ
イ
バ
ル
の
な
い
業
界
に
成
長
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
良
い
意
味
の
ラ
イ
バ
ル
を
作
り
、
業
界
に
競

争
原
理
を
持
ち
こ
み
た
い
の
が
、
小
林
の
考
え
な

の
で
す
。

注
文
洋
服
は
、
表
地
、
裏
地
、
附
属
品
、
ボ
タ

ン
、
ネ
ー
ム
入
れ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
業
種
が
横

に
つ
な
が
っ
て
成
り
立
つ
商
売
で
す
か
ら
、
業
者

の
数
が
少
な
く
す
る
と
、
あ
る
地
方
で
は
、
ボ
タ

ン
や
附
属
品
の
仕
入
れ
に
苦
労
し
ま
す
し
、
ま
た
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軽井沢の研修ロッジ

あ
る
地
方
で
は
、
服
地
の
縮
絨
業
者
が
居
な
く
な

る
と
い
っ
た
不
便
も
出
て
き
ま
す
し
、
消
費
者
に

も
業
界
の
衰
退
は
良
い
影
響
を
与
え
ま
せ
ん
。

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
に
は
、
実
行
的
手
腕
を
意
味

す
る
形
容
詞
と
、
経
営
者
、
支
配
人
を
意
味
す
る

名
詞
の
両
方
が
あ
り
、
テ
ー
ラ
ー
の
後
継
者
を
育

成
す
る
の
が
、
「
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
」

の
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
者
は
三
年
間
、
高
校
卒
業
者
は
五
年

間
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
研
修
を
積
み
ま
す
。

入
学
の
際
に
は
、
適
正
テ
ス
ト
（
言
語
及
び
数

値
の
理
解
、
推
理
能
力
、
性
格
適
正
）
、
面
接
を

受
け
ま
す
。
入
学
が
決
ま
る
と
、
一
般
社
員
と
同

じ
だ
け
の
給
与
が
支
給
さ
れ
、
退
職
金
も
出
る
の

で
す
。
給
与
は
月
額
、
大
卒
の
場
合
は
十
六
万
三

千
五
百
円
、
高
卒
の
場
合
は
、
十
四
万
二
千
円

（
平
成
元
年
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

研
修
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

①
銀
座
を
中
心
と
し
た
店
舗
（
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー

を
含
む
）
と
、
管
理
部
門
を
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
体
験
学
習
を
し
て
、
一
流
セ
ー

ル
ス
マ
ン
の
知
恵
と
技
術
を
学
び
ま
す
。

②
週
一
回
の
集
合
研
修
を
行
い
ま
す
。
早
朝
七
時

三
十
分
か
ら
九
時
三
十
分
ま
で
、
演
習
、
発
表
、

講
義
が
あ
り
、
そ
の
際
、
次
の
内
容
の
学
習
を

受
け
ま
す
。

㈹
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム
（
Ｍ
Ｇ
）

係
数
と
企
業
戦
略
に
強
く
な
り
ま
す
。

㈲
Ｋ
Ｊ
法

問
題
を
構
造
的
に
把
握
し
、
解
決
へ
の
手
段

を
考
え
、
実
践
し
ま
す
。

㈱
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
・
シ
ス
テ
ム

問
題
解
決
の
シ
ス
テ
ム
化
を
図
り
、
行
動
演

習
の
ト
レ
ー
’
一
ン
グ
を
し
ま
す
。

㈲
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー

各
自
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
発
表
し
ま
す
。

③
夏
と
冬
の
合
宿
研
修
を
行
い
ま
す
。

夏
は
、
肉
体
と
精
神
の
極
限
状
態
の
体
験
の
た

め
に
、
富
士
登
山
を
し
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
訓
練
の
た

め
に
、
河
口
湖
で
探
検
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
、
キ
ャ

ン
プ
生
活
を
し
ま
す
。

冬
は
、
晴
海
、
中
野
、
熱
海
な
ど
の
場
所
で
、

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム
（
Ｍ
Ｇ
）
大
会
を

し
た
り
、
一
流
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
た
ち
に
よ
る
講

演
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

－179－



’： ，鷺

＞後継者のためのテーラー経営ノウハウを裳ぷ

嘆國屋エグゼクティブbスクーール
④
経
営
者
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

異
業
種
経
営
者
の
話
を
聞
き
ま
す
。

⑤
卒
業
論
文
を
提
出
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
す
べ
て
終
了
し
た
者
が
卒
業
と
な
る

の
で
す
。
す
で
に
研
修
を
終
え
て
、
家
業
に
戻
っ

て
い
る
人
も
居
ま
す
。

第4期研修社員募集要項

●費 格(1)テーラー経営を目循*金閣の若人 〈2感卒以上年令涛歳位までの男女

●応募”／昭和62年9月鋤日銭釜

●応募暫顕／職歴書”臭)､織終学校卒薬証明番又は卒業兇込証鯛書籍壕康診断香

豪簡単駁志璽理由を4鋤字程度にまとめて添ffL,郵送又嘩こ詩参下さも､。

●募集人員〆．16名

●応募要項砿求当社総務部『葵圃屋エグゼクティブ･スクール担当｣宛

●選考／昭和錘年10月初旬●合絡看発我/62 0月中旬 ●入社日／63年4》11日1

大卒男子実線1鋤“0円 ‘高卒男子実績
一一一一一一一一

●入社後の持過／初任給:62年4月入社

l”､姻円 各種社会爆険完備交通費全額支給

酸 入社後の研修について

■主な研修内容／A)テーラー経営者としての人間教育2)商品全般3>営薬軟育

、4)実地研悠鴬5)研絡社員によるプロジェク}､活動などｶｿｷｭ.ﾗﾑを寵実Lま魂

蘭

言
葉
使
い
や
物
腰
が
丁
寧
に
な
っ
て
、
人
が
変

わ
っ
た
み
た
い
と
評
価
さ
れ
た
人
、
退
職
金
と
自

分
の
貯
金
で
財
テ
ク
に
励
み
、
一
年
間
の
ョ
－
ロ
ッ

パ
旅
行
を
し
た
人
、
新
し
い
感
性
を
唯
か
し
て
、

丸
の
内
テ
ー
ラ
ー
に
若
者
の
好
む
シ
ル
エ
ッ
ト
を

残
し
て
行
っ
た
人
な
ど
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
を
卒
業

し
た
人
々
の
成
果
は
様
々
な
形
で
現
れ
て
き
て
い

ま
す
。参

考
ま
で
に
、
平
成
元
年
度
第
六
期
研
修
社
員

募
集
要
項
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

。
応
募
資
格
①
テ
ー
ラ
ー
経
営
を
目
指
す
全

国
の
若
人
②
高
卒
以
上
、
二
五
歳
位
ま
で
の
男

女

・
応
募
締
切
平
成
元
年
九
月
三
十
日

・
応
募
書
類
①
履
歴
書
（
写
真
）
②
最
終
学

校
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
み
証
明
書
③

健
康
診
断
書
④
志
望
理
由
（
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
一
枚
程
度
）
・
募
集
人
員
十
名
・
選
考

十
月
初
旬
・
合
格
者
発
表
十
月
中
旬
・

入
社
平
成
二
年
四
月
一
日
・
入
社
後
の
待
遇

略

テ
ー
ラ
ー
の
継
承
経
営
者
の
育
成
を
お
手
伝
い

す
る
と
い
う
主
旨
で
設
立
さ
れ
た
、
「
エ
グ
ゼ
ク
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17、英國屋エグゼクティブスクール開校

テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
」
の
意
義
は
大
き
く
、
そ
の
成

果
も
着
々
と
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
英
國
屋
が

※
ラ
イ
バ
ル
の
な
い
業
界
は
ダ
メ
に
な
る
。
テ
ー
ラ
ー
の
後
継
者
育
成
で
業
界
へ
の
御
礼
を
形
の
あ

る
も
の
に
す
る
と
同
時
に
、
良
き
競
争
相
手
を
育
て
る
。

エグゼクティブスクールの

スナップ

¥

劉
認
蔀
蕊
簿
．
．

親

業
界
に
果
た
し
た
功
績
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

忍
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Ｉ
も昭

和
帥
年
３
月
Ⅱ
日
ソ
連

の
新
書
記
長
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
就
任

犯
日
日
本

で
第
１
号
の
エ
イ
ズ
患
者
が

認
定
さ
れ
る４

月
１
日
電
電

公
社
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
専
売
公
社

が
日
本
た
ば
こ
㈱
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
民
営
化
で
ス
タ
ー
ト

Ⅱ
日
兎
晁
・

墨
田
川
に
桜
橋
完
成

７
月
”
日
京
都

の
肥
力
寺
が
、
古
都
税
に
反

対
し
て
拝
観
停
止

８
月
岨
日
日
航

ジ
ャ
ン
ボ
機
が
、
群
馬
県
の

御
鷹
巣
山
に
墜
落
し
、
５
２

０
人
が
死
亡９

月
６
日
金
取

引
強
制
商
法
の
豊
田
商
事
永

野
会
長
が
刺
殺
さ
れ
る

Ⅱ
日
ロ
ス

疑
惑
の
容
疑
者
三
浦
が
逮
捕

さ
れ
る

妬
日
奈
良

斑
鳩
の
藤
の
木
古
墳
か
ら
、

藍5

崇48（

ｲ

英
國
屋
の
出
店
の
特
徴
は
繁
華
街
で
、
し
か
も

一
等
地
で
の
路
面
店
で
あ
る
と
か
、
集
客
能
力
を

持
つ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
か
、
固

定
客
を
中
心
と
し
た
強
力
な
販
売
能
力
を
持
つ
デ

パ
ー
ト
で
あ
る
と
か
、
定
石
ら
し
い
も
の
が
自
ら

あ
り
ま
し
た
。

だ
が
、
昭
和
六
十
年
九
月
に
出
店
し
た
京
都
烏

地
方
路
面
店
の
出
店
増
加
が
奏
効

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
が
出
店
形
態
を
変
え
た

尊
＃ 鍵蕊鍵蕊蕊琴＝ー

京都・烏丸御池店

…溌灘農

丸
御
池
店
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
定
石
と
は
流
れ

の
変
わ
っ
た
出
店
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

京
都
の
地
域
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
に
出
店

し
た
京
都
近
鉄
デ
パ
ー
ト
が
、
十
年
余
り
に
わ
た

る
営
業
活
動
で
培
っ
た
顧
客
層
が
あ
る
と
は
い
え
、

烏
丸
御
池
店
の
周
り
の
区
域
は
、
繁
華
街
と
は
程

遠
い
へ
ん
ぴ
な
場
所
で
、
人
が
集
ま
っ
て
く
る
要

素
な
ど
何
も
な
い
所
で
し
た
。

本
来
な
ら
賑
や
か
な
四
条
通
り
へ
の
出
店
を
考

え
る
の
が
常
識
と
言
う
も
の
で
す
。
そ
れ
を
敢
え

て
、
へ
ん
ぴ
な
場
所
を
選
ん
だ
の
は
、
自
動
車
を

利
用
す
る
客
を
見
込
ん
で
の
こ
と
で
し
た
。

人
の
流
れ
よ
り
も
、
車
の
流
れ
を
見
通
し
て
の

出
店
で
し
た
。

都
心
部
の
道
路
の
車
の
混
雑
振
り
は
、
年
々
ひ

ど
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
発
達
は
、
都
心
と
は
逆
方
向
に
走
る
方
が
、
時
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48、地方路面店の出店増加が奏効

朱
塗
り
の
石
棺
発
見

岨
月
３
日
銀
座

に
大
正
末
以
来
の
ガ
ス
灯
４

基
が
復
活

一

間
的
に
効
率
が
良
く
な
る
と
い
う
現
象
を
生
み
出

し
て
い
る
の
で
す
。

即
ち
、
車
で
行
き
易
い
店
、
と
い
う
要
素
が
不

可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

京
都
烏
丸
御
池
店
は
そ
の
実
験
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。
環
境
は
正
に
車
社
会
の
心
理
を
つ
い
た

も
の
で
し
た
か
ら
、
出
店
後
の
人
の
入
り
も
多
く
、

成
功
を
収
め
ま
し
た
。

そ
の
読
み
を
活
か
し
て
、
一
年
後
に
は
、
名
古

屋
桜
通
り
伏
見
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の

店
は
同
じ
年
の
七
月
に
撤
退
し
た
名
古
屋
丸
栄
店

の
代
替
店
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
立
地
条
件
は
、

名古屋桜通り伏見店

京
都
烏
丸
御
池
店
の
場
合
と
良
く
似
て
い
た
の
で

す
。

昭
和
六
十
一
年
八
月
の
出
店
で
し
た
が
、
場
所

が
場
所
だ
け
に
か
な
り
出
費
を
伴
う
た
め
、
出
店

を
決
断
す
る
こ
と
は
大
き
な
賭
け
で
し
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
結
果
と
し
て
成
功
し
た
こ
と
は
、
大
き

な
喜
び
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

車
社
会
の
発
達
を
見
越
し
て
の
、
同
様
な
立
地

条
件
の
店
と
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
の
神

戸
三
宮
店
、
（
こ
れ
は
撤
退
し
た
神
戸
三
宮
プ
ラ

ザ
店
の
代
替
店
で
も
あ
り
ま
す
）
そ
れ
に
、
六
十

三
年
二
月
の
大
阪
肥
後
橋
店
、
六
十
三
年
三
月
の

大
宮
店
と
、
六
十
三
年
四
月
の
横
浜
馬
車
道
店
な

ど
が
続
い
て
出
店
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
繁
華
街

か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
が
、
車
で
行

き
易
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
傾
向
は
他
業
種
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

同
じ
テ
ー
ラ
ー
で
は
、
商
売
の
形
態
は
全
然
違
っ

て
も
、
青
山
、
は
る
や
ま
、
ス
リ
ー
エ
ム
な
ど
が
、

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、
周
囲
に
こ
れ

と
い
っ
た
店
は
な
い
け
れ
ど
、
車
で
行
き
易
い
場

所
に
出
店
し
て
成
功
し
て
い
ま
す
。
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昭
和
田
年
２
月
妬
日
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
女
性
の
ア
キ
ノ
大

統
領
誕
生

４
月
詔
日
ソ
連

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
、
原
子
炉
破
損
に
よ

る
大
事
故
で
死
傷
者
多
数
、

同
地
は
荒
廃５

月
ｕ
日
円
高
、

１
５
０
円
台
へ

７
月
６
日
衆
参

両
員
同
日
選
挙
で
、
自
民
党

が
圧
勝
、
衆
院
３
０
４
議
席
、

参
院
も
１
４
２
議
席
と
な
る
。

９
月
１
日
「
銀

座
・
有
楽
町
の
夜
に
に
ぎ
わ

い
を
」
と
、
デ
パ
ー
ト
が
閉

店
を
７
時
に

鋤
日
国
土

庁
、
東
京
都
区
内
の
地
価
を

発
表
、
商
業
地
区
柵
％
、
住

宅
地
区
の
世
田
谷
、
目
黒
区

で
は
帥
％
以
上
の
高
騰
、
初

め
て
住
宅
地
が
商
業
地
区
を

上
回
る

ｎ
月
旧
日
三
原

山
の
大
噴
火
で
、
別
日
全
島

民
が
避
難

こ
れ
ら
の
地
方
へ
の
出
店
は
、
東
京
を
中
心
と

し
た
出
店
政
策
か
ら
、
全
国
規
模
の
強
力
な
出
店

展
開
の
推
進
に
よ
り
、
英
國
屋
を
飛
躍
的
に
発
展

さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
東
京
へ
行
っ
た
つ
い
で
に
英
國

屋
で
洋
服
を
作
ろ
う
か
、
と
い
う
地
方
の
お
客
で

も
、
地
元
で
気
軽
に
英
國
屋
の
店
へ
足
を
運
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
も
全
国
で
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
な
ら
、

「
折
角
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
を
貰
っ
た
の
に
、
近
所
に

灘曇

鼠…蕊 鷺鑿.駕捌

1 :…§

震

横浜馬車道店

店
が
な
い
か
ら
な
か
な
か
作
る
機
会
が
な
い
」
だ

の
、
「
地
方
の
人
へ
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
を
送
り
た
く

て
も
、
ち
ょ
っ
と
」
と
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
お

客
が
、
近
く
に
出
店
さ
れ
た
の
を
知
る
と
、
安
心

し
て
使
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

立
地
条
件
の
変
化
が
、
思
い
も
か
け
な
い
副
産

物
を
生
み
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
、
大
き
な
変
化
を
見
せ
た
銀

座
二
丁
目
店
の
こ
と
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

銀
座
二
丁
目
に
出
店
し
よ
う
と
し
た
頃
は
、
銀

座
の
中
で
も
最
も
人
の
流
れ
の
少
な
い
寂
し
い
場

所
で
し
た
が
、
将
来
の
発
展
に
賭
け
て
、
昭
和
四

十
三
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
や
が
て

人
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
、
非
常
に
繁
盛
す
る
店
に

な
っ
た
こ
と
は
、
前
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
事
程

左
様
に
、
店
の
立
地
条
件
を
判
断
す
る
の
は
難
し

い
も
の
で
す
。

こ
の
銀
座
二
丁
目
店
の
二
階
に
あ
っ
た
商
品
セ

ン
タ
ー
を
移
転
し
て
、
そ
れ
を
機
に
二
階
を
店
舗

に
し
、
一
階
と
二
階
を
直
通
の
専
用
階
段
で
結
ぶ

よ
う
に
改
装
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
九
十
坪
で
、
地

方
の
店
に
は
こ
の
面
積
以
上
の
広
さ
の
店
も
あ
り
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昭
和
舵
年
４
月
１
日
国
鉄

施
が
民
営
化
へ
、
ｕ
の
新
法
人

実
で
ス
タ
ー
ト

を
１
日
東
京

転
の
地
価
が
、
認
・
９
％
上
昇
、

彩
昨
年
の
約
３
倍
の
上
昇
と
な

実
る

充

型
日
円
高

の
一
が
す
す
み
、
１
ド
ル
－
３
０

夕
円
ヘ

ン

セ
９
月
岨
日
マ
ル

品
優
廃
止

商

詑
日
天
皇
、

似
慢
性
膵
炎
で
手
術
さ
る

↓

、
》
、
睡
夢
応
い湖

ま
し
た
が
、
一
、
二
階
合
わ
せ
て
百
四
十
坪
も
の

広
さ
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
出
店
の
各
々
の
店

に
と
っ
て
、
こ
の
銀
座
二
丁
目
店
は
母
店
的
な
存

在
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
地
方
客
の
訪
問
も

英
國
屋
の
出
店
が
増
え
続
け
、
注
文
数
も
増
え

て
く
る
に
つ
れ
て
、
銀
座
二
丁
目
店
の
二
階
に
あ

る
商
品
セ
ン
タ
ー
で
は
限
度
が
来
て
い
ま
し
た
。

そ
の
限
度
を
小
林
は
い
ち
早
く
見
抜
い
て
、
中

央
区
勝
ど
き
に
あ
る
住
友
生
命
勝
ど
き
ビ
ル
へ
移

転
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

晴
海
の
国
際
見
本
市
会
場
を
見
渡
せ
る
場
所
に

あ
り
、
銀
座
に
比
べ
る
と
、
多
少
足
の
便
は
悪
く

な
り
ま
す
が
、
広
さ
に
お
い
て
は
比
較
で
き
な
い

商
品
セ
ン
タ
ー
の
充
実
・
移
転
を
実
施

※
自
動
車
で
行
き
易
い
店
。
注
文
服
店
の
立
地
も
自
動
車
の
普
及
で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
同
時
に
銀

座
二
丁
目
の
母
店
も
注
文
服
店
中
心
の
ト
ー
タ
ル
メ
ン
ズ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
に
変
化
。

将
来
を
見
越
し
、
広
さ
も
三
・
五
倍
に

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
元
年
二
月
十
三
日
の
新
規
オ
ー
プ
ン
に
よ
っ

て
、
面
積
も
最
大
に
な
り
、
英
國
屋
が
目
指
す
、

注
文
服
を
中
心
と
し
た
ト
ー
タ
ル
メ
ン
ズ
ブ
テ
ィ
ッ

ク
の
実
現
を
目
標
に
し
た
店
舗
が
で
き
ま
し
た
。

程
広
く
な
り
ま
し
た
。

五
階
と
六
階
の
全
フ
ロ
ア
を
借
り
切
っ
た
の
で

両
方
の
フ
ロ
ア
を
合
わ
せ
る
三
百
二
十
坪
程
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
三
・
五
倍
の
広
さ
と
な
り
ま
し

た
。

百
六
十
坪
あ
る
五
階
は
、
服
地
仕
入
部
が
入
っ

て
い
ま
す
。
英
國
屋
全
店
の
注
文
洋
服
用
の
服
地

は
一
旦
こ
こ
に
納
入
さ
れ
て
か
ら
、
全
国
へ
発
送

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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叩
月
胆
日
利
根

川
進
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
医
孝
・

生
理
学
賞

吃
月
ア
サ

ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ー
ル

が
爆
発
的
人
気

・
レ
ン
タ
ル
ド
レ
ス
が
大
盛

況

同
じ
坪
数
の
六
階
は
、
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
企
画
部

と
服
飾
品
仕
入
部
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
こ
れ
ま
で
よ
り
ぐ
っ
と
広
く
な
っ
た

た
め
、
商
品
が
一
望
の
下
に
見
通
せ
る
か
ら
、
効

率
の
良
い
商
品
出
荷
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
し
、
商
品
を
丁
重
に
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

商
品
の
有
無
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
オ
ン
ラ

イ
ン
で
す
ぐ
問
い
合
わ
せ
が
で
き
ま
す
。
殊
に
、

納
期
に
つ
い
て
は
、
各
店
の
要
望
を
よ
く
聞
い
て
、

で
き
る
だ
け
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
が
徹
底
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
広
い
商
品
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て
い
る
人
は
た
つ

ｒ

Ｋ

Ｈ

５

Ｈ

０

Ｐ

Ｆ

Ｎ

Ｒ

５

も

１

１

勝曾響腎

識&鳶
鳶鴬灘

勝どき商品センターが入居している

住友勝どきビル

た
の
二
十
三
人
で
す
。

銀
座
二
丁
目
に
あ
っ
た
時
に
比
べ
る
と
、
幾
ら

か
不
便
な
場
所
で
す
が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
車
二
台
で
、

時
間
を
決
め
て
、
都
内
各
店
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

勝
ど
き
の
新
商
品
セ
ン
タ
ー
開
設
と
同
時
に
、

嶋
村
秀
夫
（
現
常
務
）
が
本
部
長
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
営
業
の
責
任
者
で
あ
っ
た
嶋
村
は
、
営

業
が
如
何
に
大
切
か
、
骨
身
に
し
み
て
い
ま
す
か

ら
、
英
國
屋
の
各
店
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
さ
せ

る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。

即
ち
、
商
品
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
、
各
店
舗
が

取
引
き
先
で
あ
る
と
考
え
て
仕
事
を
し
て
い
か
な

い
と
、
英
國
屋
全
体
か
ら
見
た
場
合
、
円
滑
さ
が

欠
け
て
、
非
常
に
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
、
あ
く
ま
で
も
、
各
店
の
一
人
一
人
が
大
切

な
客
で
あ
る
と
い
う
態
度
で
接
す
る
よ
う
に
、
嶋

村
は
心
を
配
り
ま
し
た
。

嶋
村
は
勝
ど
き
へ
商
品
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
た

時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お
り
ま
す
。

「
勝
ど
き
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
商
品
セ
ン
タ
ー
が

移
っ
て
、
こ
こ
で
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
英
國
屋
自
体
、
そ
れ
か
ら
私
が
商
品
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49、商品センターの充実．移転を実施

昭
和
侭
年
３
月
過
日
世
界

最
長
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
青
函

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
、
青
函
連

絡
船
は
廃
止

Ｗ
日
日
本

最
初
の
屋
根
付
球
場
「
東
京

ド
ー
ム
」
が
完
成

４
月
加
日
瀬
戸

大
橋
が
開
通
（
世
界
最
長
の

道
路
鉄
道
併
用
線
）

６
月
加
日
リ
ク

ル
ー
ト
コ
ス
モ
ス
社
が
非
公

開
株
を
政
官
界
等
に
譲
渡
し

て
い
た
こ
と
が
発
覚
。
リ
ク

ル
ー
ト
疑
獄
へ
発
展

７
月
蛇
日
潜
水

艦
と
釣
り
船
が
衡
突
、
訓
人

が
死
亡

９
月
Ⅳ
日
ソ
ウ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
史
上
最

大
規
模
で
開
か
れ
る

四
日
天
皇

心
配
な
ご
病
状
。
お
見
舞
い

の
一
般
記
帳
が
始
ま
る

加
月
加
日
ロ
ス

疑
惑
の
三
浦
が
再
逮
捕

昭
和
例
年
１
月
７
日
昭
和

天
皇
崩
御

８
日
元
号

が
平
成
と
な
る

一

を
扱
っ
て
い
く
上
か
ら
も
、
総
合
的
な
商
品
管
理

も
含
め
将
来
を
見
越
し
た
ス
ペ
ー
ス
だ
と
思
う
か

ら
で
す
。
将
来
を
見
越
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
英

國
屋
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
多
店
舗
化
を
図
っ

て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
や
は
り
効
率
の
良
い
商

品
の
出
荷
が
、
迅
速
に
且
つ
て
い
ね
い
に
な
る
と

岡安秀雄
勝どき商品センター

い
う
こ
と
な
の
で
す
」

ま
た
、
各
店
舗
か
ら
の
希
望
商
品
と
か
、
特
注

品
を
、
従
来
の
電
話
注
文
か
ら
正
確
さ
を
追
求
す

る
た
め
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
切
り
か
え
ま
し
た
。

嶋
村
は
更
に
次
の
こ
と
を
つ
け
加
え
て
い
ま
す
。

「
管
理
部
門
と
営
業
部
門
の
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
必
要
な
商
品
を
い
つ
で

も
提
供
出
来
る
よ
う
に
、
商
品
セ
ン
タ
ー
に
働
く

人
々
に
サ
ー
ビ
ス
の
大
切
さ
を
よ
く
理
解
し
て
貰

う
た
め
、
月
に
一
度
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
、

み
ん
な
と
よ
く
話
し
合
い
、
納
得
し
て
貰
っ
た
上

で
仕
事
を
し
て
貰
う
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

要
は
営
業
の
支
え
に
な
っ
て
い
く
仕
事
ぶ
り
と

い
う
誇
り
を
持
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
の
で

す
。

商
品
の
品
揃
え
の
面
で
は
、
プ
レ
タ
の
比
率
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
し
、
洋
品
も
増
え
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
を
仕
入
れ
て
お
け
ば
、
す
ぐ
に
現
場

の
役
に
立
て
る
だ
ろ
う
か
、
そ
う
し
た
不
安
は
絶

え
ず
あ
り
ま
す
か
ら
、
各
店
を
回
っ
て
、
各
々
の

店
長
や
営
業
マ
ン
の
意
見
を
よ
く
聞
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

や
は
り
、
店
を
足
繁
く
回
ら
な
い
と
、
現
在
の
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状
況
が
つ
か
め
ま
せ
ん
し
、
現
場
の
一
一
Ｉ
ズ
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
店
を
回
る
こ
と
で
仕
入
れ
に
も
無

駄
が
な
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

商
品
管
理
は
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
や
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
仕
入
れ
の
確
認
も
在
庫
の
有
無

も
発
注
も
す
べ
て
ボ
タ
ン
一
つ
で
出
来
ま
す
。
だ

※
入
れ
も
の
は
大
き
く
、
人
間
は
少
な
く
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
カ
バ
ー
。
将
来

の
戦
略
を
先
取
り
し
て
。

プレタポルテ企画部

か
ら
、
仕
事
に
携
わ
る
人
数
も
省
力
化
出
来
る
わ

け
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
仕
事
仲
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
留
意
し
、
人
間
味
溢
れ
る
仕
事
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ
る
前
の
、
あ
の

手
作
業
の
感
触
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
取
り
扱
う
商
品
の
量
が
多
く
な
れ
ば
な
る
程
、

す
べ
て
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
任
せ
で
済
ま
す
の
で

な
し
に
、
確
か
な
経
験
を
積
ん
で
き
た
人
間
の
眼

の
、
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
も
取
り
入
れ
て
い
く
必
要

が
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
す
れ
ば
自
然
に
、
商
品
を
取
り
扱
う
態
度

も
て
い
ね
い
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
信
じ
ま
す
」

注
文
服
を
中
心
と
し
た
ト
ー
タ
ル
メ
ン
ズ
ブ
テ
ィ

ッ
ク
を
目
指
す
英
國
屋
に
と
っ
て
、
商
品
セ
ン
タ
ー

の
充
実
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
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新装成った銀座二丁目店
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座英國屋のイメージは、一段と向上したと

いえます。

ファサードは、大きく入りやすくするた

めに、エンジンドアを採用しファッション

情報を伝える場としてのウインドーは、 ワ

イドな(4.5m以上）一枚ガラスを採用し、

見やすいステージを配しております。 2階

には、お客さま専用の化粧室があり、十分

にスペースをとって明るさ、清潔さに気を

配って、プライベートルームでありながら

売り場の延長ともなっています。

2階店舗の商品構成は、高級紳士服オー

ダーを中心にハイクオリティーなプレタポ

ルテ、洋品服飾群が豊富に品揃えされてい

ます。

大型フィッティングサロンは4室となり

ました。

また、需要が急増して期待されるフォー

マルスーツ・コレクションのコーナーも充

実いたしました。
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49、商品センターの充実・移転を実施
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1階

としてのスケールアッフ．が図られ2階は全

面的に店舗となりました。 1－2階を結ぶ

直通階段は回遊性を重視し、 さらに年配の

お客さまでも上り下りしやすいように設計

されています。

1～2階の店舗面積は460平方メートル

(約140坪）英國屋としては最大規模の売り

場がお目見えしました。同時に注文服を中

心とするトータルメンズブティックとして、

店格のグレードアップを計ることにより銀

■母店としての銀座二丁目店

10年来の懸案となっていました銀座2丁

目店は平成元年2月13日増床成ってオーフ．

ンしました。

従来英國屋にある格調、気品、重厚さを

イメージの基調として踏襲し、増床した2

階はゆったりしたくつろぎの場となりました。

従来本社ビルにあった商品センターは、

勝どき商品センターへ全機能を移転、母店
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5階

■勝どき商品センター

勝どき商品センターは、本社から20～30

分のところにありビルの2階分を占めてい

ます。

交通渋滞も、近く完成をみる「幕張メッ

セ」によってかなりの緩和が期待されてい

ます。また、都営地下鉄も平成8年に開通

することになっています。

193

－



↓

論

小
林
新
三
郎
は
、
仕
事
関
係
で
東
京
商
工
会
議

所
を
は
じ
め
種
々
の
団
体
に
属
し
て
お
り
、
趣
味

も
ゴ
ル
フ
や
小
唄
、
麻
雀
な
ど
幅
広
い
の
で
、
そ

れ
こ
そ
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
の
交
流
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
人
脈
の
豊
か
さ
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
と
の
話
題
は
、
男
同

士
で
す
か
ら
自
然
と
仕
事
の
話
が
中
心
に
な
り
ま

す
が
、
殊
に
同
業
者
間
で
は
、
売
り
上
げ
の
額
が

と
り
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
話
か
ら
小
林
の
胸
の
中
に
、

年
商
一
○
○
億
円
を
何
が
何
で
も
達
成
し
た
い
と

い
う
考
え
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
き
て
、
押
さ
え

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

小
林
の
気
持
ち
を
受
け
て
、
長
男
の
明
が
、
年

商
一
○
○
億
円
に
向
け
て
の
経
営
計
画
を
立
案
し

ま
し
た
。
父
で
あ
る
会
長
と
息
子
の
社
長
と
の
、

戦
略
上
の
統
一
が
は
か
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

売
上
高
、
年
間
百
億
円
を
達
成

新
た
な
挑
戦
へ
、
中
期
経
営
計
画

当
初
は
な
か
な
か
計
画
通
り
に
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
何
回
か
軌
道
修
正
を
し
た
後
で
よ
う
や

く
、
昭
和
六
十
三
年
の
三
月
期
末
決
算
で
、
売
り

上
げ
が
一
○
一
億
円
を
達
成
し
、
注
文
洋
服
専
門

店
と
し
て
の
節
目
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

，
ゞ
》
》
一
》
、

一
口
一

睡鞍

全国次長会
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…一……. .q ワ..…且…

自
制
…
Ⅱ
凸
間
愚
弟
乙
醗
３
騒
ぎ
聯
憩
牙
幽
９

"藍

鎮瀞英圃屋騨

韓

I■横浜工房
; : ． …鍔
』溌 . ＃ ･･爵 』:篭 〃津 ， 、

何
が
何
で
も
年
商
一
○
○
億
円
、
と
い
う
小
林

の
思
い
は
一
応
遂
げ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
し
か

し
、
利
益
面
か
ら
み
る
と
、
左
程
満
足
す
べ
き
数

字
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
銀
座
二
丁
目
店
の
二
階
を
占
め
て

い
た
商
品
セ
ン
タ
ー
を
、
勝
ど
き
に
あ
る
住
友
生

命
ビ
ル
の
五
、
六
階
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
へ
移
し
た

後
、
銀
座
二
丁
目
を
改
装
し
て
、
ト
ー
タ
ル
メ
ン

W

片野幸作
システム化が図られた横浜工房

ズ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

他
に
は
、
横
浜
工
房
の
全
面
的
な
シ
ス
テ
ム
化

を
は
か
り
、
次
の
発
展
に
備
え
る
な
ど
の
手
を
打
っ

て
い
ま
す
。

幸
い
、
日
本
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
、
日
本
は

世
界
に
冠
た
る
経
済
大
国
と
な
り
、
一
般
の
人
々

に
も
ゼ
イ
タ
ク
志
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

ブ
ラ
ン
ド
物
に
対
す
る
よ
う
な
高
級
専
門
店
を
利

用
す
る
人
も
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ

ま
す
。従

っ
て
、
多
店
舗
化
の
道
を
歩
き
続
け
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
し
、
店
が
増
え
れ
ば
売
り
上

げ
も
相
乗
的
に
伸
び
る
で
し
ょ
う
。

し
か
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

が
多
分
に
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
お
客
の
側
か
ら

も
利
用
し
易
く
な
り
ま
す
し
、
商
品
の
仕
入
も
一

括
し
て
行
え
ば
有
利
に
出
来
て
、
利
潤
も
上
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
完
備
、
縫
製

工
程
に
お
け
る
可
能
な
限
り
の
機
械
化
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
件
費
の
削
減
を
図
っ
て
い

け
ば
利
潤
は
大
幅
に
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
な
れ
ば
尚
更
、
従
業
員
の
少
数
精
鋭
教
育
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を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
も
肝
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
、
多
店
舗

化
が
進
め
ば
進
む
程
、
英
國
屋
の
母
体
（
本
部
の

こ
と
）
を
強
固
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

英
國
屋
の
商
法
を
基
に
し
た
情
報
発
信
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
作
り
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
世

界
各
地
か
ら
の
情
報
を
集
め
て
、
全
店
に
伝
達
し
、

顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
訴
求
型
の
傾
向
に
進
む
の
も
、

時
流
に
乗
る
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

英
國
屋
は
あ
く
ま
で
も
高
級
注
文
洋
服
専
門
店

で
あ
る
か
ら
、
高
い
物
を
売
る
能
力
が
要
求
さ
れ

る
の
は
当
然
で
す
が
、
英
國
屋
の
社
訓
の
第
一
に

掲
げ
て
あ
る
「
人
格
の
向
上
」
を
心
が
け
れ
ば
、

そ
の
要
求
も
決
し
て
無
理
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
、

先
輩
の
人
た
ち
が
経
験
に
よ
っ
て
立
証
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
だ
け
物
資
が
氾
濫
し
て
い
る
時
代
で
す
。

お
客
の
気
持
ち
を
魅
き
つ
け
る
の
は
、
商
品
の
良

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
従
業
員
の
一
人
一
人
が

如
何
に
真
心
を
持
っ
て
接
し
て
く
れ
る
か
に
掛
か
つ

て
い
ま
す
。豪

乃

今
、
第
四
次
産
業
革
命
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
サ
ー
ビ
ス
」
が
大
切

な
の
で
す
。
今
こ
そ
、
英
國
屋
の
精
神
で
あ
る

「
お
客
様
の
た
め
と
思
っ
て
仕
事
を
す
べ
し
」
を

態‘ 』騨

驚
；顕

一

認f噌導墓§I##■

鶴翻…識

篭繊驚＃
驚
鐵
籍
剰
識

撒
側
＃
臓
卿
諸
搦 ＃

鋤
識

舟謡
鐸

…

幸

‘

醗酎 一

新年会に出席した会長以下経営幹部（昭和64年）

※
巧
第
４
次
産
業

知
識
を
生
産
し
、
サ
ー

ビ
ス
す
る
産
業
を
、

従
来
の
第
３
次
産
業

か
ら
独
立
さ
せ
て
、

こ
う
呼
ぶ
。
ア
メ
リ

カ
の
学
者
に
よ
る
と
、

教
育
・
研
究
開
発
・

コ
ミ
ュ
’
一
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
メ
デ
ィ
ア
・
情

報
機
械
・
情
報
サ
ー

ビ
ス
の
５
つ
に
分
類

し
て
い
る
。
将
来
は

巨
大
な
知
識
産
業
へ

と
成
長
が
い
わ
れ
て

い
る
。
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50、売上高、年間百億円を達成

鍵鑿…

鵜
羅畢

二:軽王

ﾆﾆﾆﾆェｺ

ﾆﾆﾆ強
ﾆﾆ

患斡都が_堂に会し潅耀富会ゞ
灘r……

発
揮
す
る
時
で
す
。

そ
し
て
、
英
國
屋
の
「
こ
こ
ろ
」
を
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
す
る
作
戦
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
で
し
よ

》
つ
。

英
國
屋
は
五
十
年
の
歩
み
の
中
で
、
真
・
善
・

美
の
三
つ
を
大
切
に
守
っ
て
来
ま
し
た
。
「
真
」

と
は
真
実
、
正
し
さ
の
こ
と
で
、
帳
簿
な
ど
一
銭

の
狂
い
も
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
と
か
、
お
客
と

の
約
束
は
必
ず
守
る
よ
う
に
す
る
と
か
が
入
り
ま

す
し
、
「
善
」
は
善
良
で
あ
る
こ
と
で
、
お
客
に

誠
実
を
尽
く
す
、
税
金
を
き
ち
ん
と
申
告
す
る
と

か
が
入
り
ま
す
し
、
「
美
」
は
当
然
な
が
ら
、
洋

服
の
仕
立
て
上
が
り
の
美
し
さ
を
追
求
す
る
こ
と

な
ど
が
入
り
ま
す
。

銀
座
の
柳
と
共
に
、
英
國
屋
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な

た
た
ず
ま
い
は
、
銀
座
の
名
物
と
し
て
名
を
馳
せ

て
来
ま
し
た
。
銀
座
発
展
の
歴
史
は
そ
の
ま
ま
英

國
屋
の
歴
史
で
も
あ
る
の
で
す
。
銀
座
英
國
屋
の

名
を
、
こ
れ
か
ら
も
広
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

※
経
営
計
画
が
あ
り
、
一
つ
の
目
標
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
軌
道
修
正
し
な
が
ら
も
一
○
○
億
円
の

売
り
上
げ
が
達
成
さ
れ
た
。
同
時
に
次
の
計
画
が
始
ま
っ
た
。

罰
|取締役会 ’ 経営戦略室ま

せ
ん
。

す
で
に
向
こ
う
三
年
間
の
中
期
経
営
計
画
も
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

英
國
屋
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
す
べ
て
、
年

商
一
○
○
億
企
業
の
従
業
員
で
あ
る
と
い
う
誇
り

を
持
つ
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

機構図

患
’ ’
常務会

役員情報会議

F=J室塗皇」 一一ー一一

可
I

業務革新委員会II経営戦略委員会 業務革新委員

L－－－－－－－－－－－－－－－－

－可

I

_」

製造部門 業務部門 営業部門

■
経
営
戦
略
室

英
國
屋
シ
ス
テ
ム
の

再
構
築
を
目
指
し
て
、

昭
和
他
年
５
月
に
設

置
さ
れ
た
。
特
に
創

世
紀
へ
向
か
っ
て
の

将
来
計
画
の
策
定
を

中
心
に
し
た
も
の
で
、

手
応
え
あ
る
実
行
の

実
現
が
期
待
さ
れ
る
。

経
営
戦
略
委
員
会
と

業
務
革
新
委
員
会
が

運
営
さ
れ
て
い
る
。

（
図
参
照
）
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e信頼性のある企業く東京＞
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企業イメージランキング
キ モ

勢
、
伊
丸
西
和
英

日本経済新聞社（1987. 6）

’ 社風イメージベスト10社

●清潔なイメージをもつ企業く東京＞

國

●伝統のある企業

21

i
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卜
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ニ
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キ モ
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く東京＞國
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國 屋
ス
英
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ワ
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エ
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家
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ヤ
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メ
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英

ガ
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ガ
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孟
愛
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ネ

３
４
５
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和
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英 ’塚

図

商品の代表的な鷺入先(件数)t)

悪 ●●●
雪 ｡●●●●●●●●●●●

底島艮 ●●●●●●●●●●

阪心百貨店●●●●

困武百貨店●●●
燕 ●●●●●●●●●●●●●Ce●●●
英国星 ●●●●●●

明治且 ●●●●●●●●
弓一

社長就任祝い大手120社の贈り物

(調介「H経ギフト」8Ⅱ号）

具体的な購入先
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'88ファッションブランドアンケート

日本経済新聞社（1988. 8）

1． 広告掲載ブランドの認知率と一流評価

日本経済新聞に掲戦されたファッションブランド80につ↓ 読者の認知率と一流評価率をみたグラフであて，

◎

子
の

図1． 日本経済新聞読者のブランド翌知率，一流評価率

(N＝1,000）
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新宿住友店玉川高島屋SC店

簔
鑑
識
澱
鍛
識
騨
蕊
灘
霧
辮
蝿
譲
灘
鯉
霧
蕊
麟
蕊
産
懸
轆
騨
鍛
》
懸
窺
麺
麺
塞
輯

ー

…篭‘ 壷ﾆﾆﾆﾆ、
ﾆｮ

凝

良蟻懲

l
渋谷パルコ店 東武池袋店

職
《
簿
繍
織
織
蕊
蝉
識
鱗
蕊

蝿

§
識
欝

一

識

、

い

”

喝

、

卵

い

鵠

卵

坤

和
酬
却
Ⅱ
鋪
里
琴
蕊
牝
辛
蝉
鍬
篭
蕊
辨
騨

別

憩

“

“

玲

翻

画

謬

』

幸

配

り

』

蒔

匡

』

一

声

塵 鏑
小

内

勝

鍵

鍾

"鱗；

池袋パルコ店 高輪店のある新高輪プリンスホテル
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銀座8丁目店

銀座みゆき店

一

~

蛙

銀座6丁目店

譲
窪 酸

韓

渋谷東急店 金沢名鉄丸越店
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横浜東口店 横浜元町店

横浜西口店

鹿児島三越店 和歌山近鉄店
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展示会へ来場のランドール英国大使一行（帝国ホテル、スカイルーム昭和39年）

昭和57年の夏の特別内覧会（帝国ホテル）

昭和48年グローバル・ジャケットを発表（帝国ホテル孔雀の間）

203-



蝿

一・

銀座名店会銀撰会の思い出

…
％

ー#』』

第2回秋を創る銀座名店会 春の特別内覧会（昭和52年）
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新年会の思い出

（いすれも小林邸で）

昭和26年 昭和33年

…

昭和40年 昭和40年

Ⅷ
騨蕊

塞
寿
認
鑿

昭和64年新年会で女子社員に囲まれてご満悦の会長
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仏ZILLI社長の妹と

（帝国ホテルで、昭和59年）
ミスインターナショナル日本代表と

鎧
『

獺繊

凝議渕鐙
1

§
夢

蝿

埋

一､ .-4 ,--合一q一
季

鰯ケ関ライオンズクラブ会長に就任 宮尾すすむのTV番組に出演

;1
緋

ライオンズクラブメンバーの尾上梅幸丈（左）と 東武百貨店の正木会長（左）と

－206－



謬手

篝 曇郵汐轟謹勢

蕊麺
爵

蕊 典

鶏

麟露警嬉灘
鰯
蜜
露
謬
牽

ITC(インターナショナル･テーラーズクラブ）

で夫人と （昭和58年、新高輪ブリンスホテル）

昭和39年の新年会（麻布竹谷町の小林邸）

#’
§

綱
本社社長室で玉子夫人と

得意ののどを被露

零 懇

蕊

鈴
録

＝

銀座<らま会で

（白浪五人男で登場）

､二

ホールインワンは2回の実績を持つ
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狩
嚇
熱
顔
輔
一
難

》
窪

清元「神田祭」の熱演（中央）

篝獄
“ェ

…
ｊ

翼

冬

算

篭

毒

晶

写

一

画

醗

蕊

〆

』

羊

一

》

毒

畳

》

』

』

叩

一

》

昭和33年当時の会長の家族

長男明氏の結婚式当日の会長夫妻

社長家族と会長夫妻（昭和55年）
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資
料



●横浜東口店

●大阪阪急十七番街店

●高輪店

〒220横浜市西区高島2-16 ポルタB1-219

〒530大阪市北区芝田1-1-4阪急ターミナルビル5階

〒108港区高輪3-13-1 新高輪プリンスホテルB1
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０
０
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く
く

５４
６
３

０
０
０

●鹿児島三越店

●サンローゼ博多店

●銀座八丁目店

●京都烏丸御池店

●船橋東武店

〒892鹿児島市呉服町6-5 鹿児島三越4階

〒810福岡市中央区渡辺通り1-1ホテルニューオータニ1階

〒104中央区銀座8-9-12 リヨンビル1階
リ クルート

〒604京都市中京区烏丸御池角 明治生命ビル1階
〒273船橋市本町7-1-1 船橋東武3階

Ｐ

３

７
－

１
１
－
２
７
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５
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０
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２
ｌ
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９
２
５
７

９
９
３
７
４

０
０
０
０
０

2111内 2425

●神戸三宮店

●大阪梅田第四ビル店

●和歌山近鉄店

●金沢名鉄丸越店

●大阪肥後橋店

〒65O神戸市中央区加納町2-1-15朝日三宮北ビル1階

〒530大阪市北区梅田1-11 大阪駅前第四ビル1階

〒640和歌山市友田町5-5近鉄3階オーダーサロン

〒920金沢市武蔵町15-1名鉄丸越3階オーダーサロン

〒550大阪市西区京町堀1-3-13 辰己ビル1階
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６
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２
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５
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３
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〒330大宮市宮町4-122大宮第一生命小峯ビル1階

〒231横浜市中区太田町4-55 横浜馬車道ビル

〒104中央区銀座6-8-3

〒104､中央区銀座2-7-18 3階

〒104中央区銀座6-6-7 朝日ビル1階

●大宮店

●横浜馬車道店

●銀座六丁目店外商部

●本社外商部第一課

●銀座並木店外商部

８
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９
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●銀座八丁目店外商部 〒104中央区銀座8-9 12 リヨンビル1階

●名古屋桜通り伏見店外商部〒460名古屋市中区錦1-3-7 KOSENHSビル1階

●赤坂東急店外商部 〒100千代田区永田町2-14-3 赤坂東急プラザ1階

●大阪肥後橋店外商部 〒550大阪市西区京町堀1-3-13 辰己ビル1階

●横浜馬車道店外商部 〒231横浜市中区太田町4-55 横浜馬車道ビル

４〃
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へ
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●本社外商部第二課

●本社経理部

〒104中央区銀座27-18

〒104中央区銀座2-7-18

2階

３）〆
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●総務部・電算室 同

●営業部 同

●業務企画部 同

●服地仕人部 〒104中央区勝どき5-3-6

●プレタポルテ企画仕入部 同

●洋品・服飾品仕入部 同

上

上

上

住友生命勝どきビル5階

上 6階

上 6階
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●英三デザインルーム

●英三築地工場

●英三横浜工房

●大阪デザインルーム

●札幌工房

■株式会社丸の内テーラー

●八重洲口本店

●有楽町ビル

●国際ビル店

●横浜西ロジョイナス店

●横浜東口ポルタ店

●大宮店

〒104中央区銀座2-7-18

〒104中央区築地2-11-12 日徳ビル5階

〒231横浜市中央区松影町1-3-7リバーフィールドビル301

〒541大阪市中央区本町312 1KALビル大阪10階

〒060札幌市中央区南一条西一丁目マナー白鳥703
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■協力工場

●㈱英和

●㈱英一

●㈱英二

●㈲舟橋服装工房

〒104東京都中央区銀座3-7-20

〒104東京都中央区銀座6-8-4

〒104東京都中央区銀座6-8-4

〒165東京都中野区新井2-29-6
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会 社概要

商 号

店 名

創 業

資本金

営業品目

株式会社英國屋

銀座英國屋

昭和15年

18,000,000円

輸入紳士服地による注文紳士服、う°レタポルテ各種

紳士洋品服飾雑貨

注文紳士服全般

紳士用う．レタポルテ

オーダーワイシャツ、ネクタイ、スポーツシャツ、セーター、カーディガン、

ダイバー、カフリンクス、ベルト、ニット製品、アンダーウェア、靴下、傘、

ステッキ、革製品各種、その他紳士服飾品

本社 〒104束京都中央区銀座2丁目7番18号(03) 563-294111t)

勝どき商品センター

〒104東京都中央区勝どき5丁目3番6号(03) 532-3141It)

取扱商品

事業所

店 舗

〒104中央区銀座4-7-12

〒104中央区銀座683

〒150渋谷区渋谷2-21

〒16O新宿区新宿3-17-7

〒104中央区銀座6-6-7
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●銀座四丁目店

●銀座六丁目店

●渋谷東急店

●新宿紀伊国屋店

●銀座並木店
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東急文化会館特選街

紀伊国屋ビル1階

朝日ビル1階
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●有楽町店

●丸の内店

●銀座二丁目店

●赤坂東急店

●池袋パルコ店

赤坂東急プラザ1階

パルコ 1階

東武百貨店4階

新青山ビル1階

元町プラザ1階

渋谷パルコ 1階

相鉄ジョイナス2階
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〒171豊島区西池袋1 1-25

〒107港区南青山1-1

〒23l横浜市中区元町1-13

〒150渋谷区宇田川町15-1

〒220横浜市西区南幸1-5 1

●池袋東武店

●青山店

●横浜元町店

●渋谷パルコ店

●横浜西口店
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〒163新宿区西新宿26-1 新宿住友ビルB1

〒600京都市下京区烏丸通り七条南 近鉄4階

〒980仙台市青葉区中央1-9-33丸池階オーダーサロン

〒104中央区銀座6-9-2

〒545大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1 近鉄5階

●新宿住友店

●京都近鉄店

●仙台丸光店

●銀座みゆき店

●大阪阿倍野近鉄店

〒280千葉市中央2-2-2 パルコ1階

〒430浜松市鍛治町124 松菱4階

〒158世田谷区玉川3-17 玉川高島屋SC南館1階

〒060札幌市中央区南一条西二丁目丸井今井2階

〒500岐阜市柳ケ瀬通り1丁目 岐阜近鉄2階
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●千葉パルコ店

●浜松松菱店

●玉川高島屋SC店

●札幌今井店

●岐阜近鉄店
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２
３１
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Ｊ
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６

２
１

く
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２５
６

０
０

〒460名古屋市中区錦1-3-7 KOSENHSビル1階

〒530大阪市北区角田町7-10 ナビオ阪急2階

●名古屋桜通り伏見店

●大阪ナビオ阪急店
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10. ジョン・フォスター(JohnFoster)

11． リーロイド (Learoyd)

12． マーチンソン(MartinSons)

13． モファット ・ブラザーズ(MoffatBrothers)

14． リード＆テーラー(Reid&Tylor)

15． ロロピアナ(Loropiana)

16. スキャバル(Scabal)

17． ウェイン・シール(WainShiell)

その他

ハウス・ブランド (HOUSE・BRAND)

1． アクアスキューダム(Aquascutum)

2． バレンシアガ(Balenciaga)

3． ダンヒル(Dunhill)

4． エレガンス(El6gance)

5． ジャン・パトウ (JeanPatou)

6． ミラ・ショーン(MilaSchtil)

7． モラビト (Morabito)

8． ナザレノ ・ガブリエリ (NazarenoGabrielli)

9． トラサルディ (Trussardi)

その他

デザイナー・ブランド (DESIGNER・BRAND)

1． エマニュェル・ウンガロ(EmanuelUngaro)

2． エンリコ・コベリ (EnricoCoveri)

3． ジバンシイ (Givenchy)

4． ギ・ラロッシュ(GuyLaroche)

5． ニナ・ リッチ(NinaRicci)

6． イブ・サンローラン(YvesSaintLaurent)

その他

洋品服飾品仕入

オーダーヮイシャッ、ニット製品。

ネクタイ。

ニット製品（ポロシャツ、セーター、ブルゾン）洋品雑貨

ン、鞄、皮小物、ステッキ、傘、靴、ソックス、マフラー、

プレタポルテ

スーッ、ジャケット、スラックス、 コート、ブルゾン、皮Z皮革

カフス＆タイピ(ベルト、

礼装小物）

製品、 ゴルフパター。
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主な取引先

･生産管理部

㈱英和、㈱英一、㈱英二、㈱アロー、㈲舟橋服装工房。

･業務企画部

㈱オリコミ、㈱日本経済広告社、成旺印刷㈱、㈱スタジオマッス、大昌印刷㈱、

㈲装芸、㈱日比谷花壇◎

･服地仕入部

ボンロード㈱、マルキシ㈱、㈱ストック＆ゼノック、㈱スコット商会、三喜商事㈱。

・プレタポルテ企画仕入部

㈱創作屋（ランバン、シッスル)、㈱ストック＆ゼノック （アクアスキュータム)、光

洋クロージング㈱（ニナリッチ)、鐘紡（ディオール)、㈱三陽商会（バーバリー)、

ジリージャパン(ZILLI)､， ブルテルインターナショナル㈱、マツクスフィット㈱、

ジャーデンマセソン（サルコ)。

・洋品服飾品仕入部

㈱クレー商会、ダンコ㈱、㈱コロネット商会、伊藤忠商事㈱､吹田貿易㈱､近文商事㈱。

・開発部

㈱乃村工芸社、㈱デザイン・アートセンター、㈱高島屋、東洋織物㈱、大光電気㈱。

・電算室

日本アイビーエム㈱、日本電気㈱、ゼネラル物産㈱、協立情報通信㈱、 トッパン．ム

ーア㈱。

・経理部

第一勧業銀行、富士銀行、三菱銀行、三井銀行、東海銀行。

日本生命、朝日生命、住友生命、東京海上火災、日動火災海上。

部門別取扱商品

・輸入紳士服地

スーツ地、 コート地、礼服地、ジャケット地、スラックス地。

マーチャント ・ブランド(MERCHANT・BRANDミルも含む）

1． アニオナ(Aniona)

2． ベックサイド (Beckside)

3． チェルティ (Cerruti)

4． ドーメル(Dormeuil)

5． エルメネジルド・ゼニア(ErmenegildoZegna)

6． フィンテックス(Fintex)

7． グローレックス(Glorex)

8. H・レッサー(HLesser)

9． ジョン・クーパー(JohnCooper)
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従業員の推移

昭和25WW20

30W123

3'州2ア

39WWW139

40WWWW146

41WWWWW156

43WWWWWI63

※昭和25年3月から平成元年4月まて

●

W='0人

44WWWWWWW188

47榊州榊州1 '23
48WWWWWWWWWW1136

49WWWWWWWWWWWWWW1 154

50?WWWWWWWWWWW?W| 181

5'怖怖柵1州ｳ州榊棚'22］
52ｳ州柵↑榊州榊衲榊州'26］

53Mi柵榊榊ｳ州ｳｳ榊榊柵28」
54↑州州怖怖州州榊榊州1州30γ
55州榊↑榊榊1州↑怖怖榊補補'332
57棚榊神州怖怖1州榊1術補補133｜
591榊州榊榊1州怖怖州1州州州13“
601州榊州州1州榊1榊州榊補補補1 38｣
6'棚↑柵#棚1州榊榊榊州州州榊竹州11''8
62WWWWWWWWWWWWWWWTW1WWWWW● ● ● ● ● ●Q旦旦且旦旦旦旦旦旦旦旦旦旦旦旦旦旦ユュユユユ旦旦旦旦且ユユ旦旦旦旦旦旦62WWWWWWWWWWWWWWWWW7W7W1W77冊77冊両WWWT7144］

63WWWWWWWWWWMMWWMWWWWWW1466旦旦旦旦旦旦且旦旦ユユュユュユユユユユユュ旦旦旦旦旦旦旦旦63WWWWWWWWWWWfWWWWWWWWWWWWW1WWWWWWWWWW1466

平成葉|榊洲洲怖怖怖怖榊棚州怖怖州怖' 5ⅡⅡ ﾛ 1 J ﾛ ﾛ Ⅱ－D I I

50 100 150 200 250 300 350 400 450 500人

1
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背広上下の仕立代推移 75，000
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質料撮供＝蝕行lfWi全【収卓・乳咄j 、 人hI雌シャ･ ･ソ叩i ( I I,j l . IL1I(iV｣MA1i l宋康・が坂）
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資本金の推移

昭和40年

6月
1 ,8000

単位＝万円
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株式会社丸の内テーラー組織図(平成元年5月現在）

本部

八重洲本店

国際ビル店・有楽町ビル店

横浜西ロジョイナス店・

横浜東口ポルタ店・大宮店
■■■

経
理
部

営
業
部

今
云取

締
役

長会
■

I

毒株
主
総
会

査
役

株式会社丸の内テーラー

〒103東京都中央区八重洲1－4-20

1,000万円

城戸崎信雄

昭和55年10月6日

注文及び既製紳士服販売

6 店

6億5,000万円

27名

商号

所在地

資本金

代表者

設立

業種

店舗数

年商

社員数
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L経営信条と社訓の構造’と社司IIの構造

お客様

社員会社
二 二

弓 ’
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■■合合

｢零 ■

性産生確の

格人上向の
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L 』

■ P
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心
感
が
あ
る

員
一
同
に
「
賎
」
教
育
が

底
一
貫
し
て
い
る

ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

（
長
所
）

二二二二
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度
は
、
両
人

者
の
た
め
に
な
る

小
集
団
活
動
の
活
性
化
が
実

践
に
つ
な
が
る

少
人
数
店
で
は
、
新
人
が
早

く
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る

詳
し
く
分
か
る
ま
で
聞
け
る

問
題
の
解
決
が
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
で
印
象
に
残
る

’ 教
え
る
こ
と
が
、
店
、
人
に

よ
っ
て
違
う

社
会
風
潮
と
し
て
、
言
わ
れ

た
こ
と
だ
け
す
る
と
い
う
社

員
が
多
く
な
り
そ
う
だ

同
じ
店
で
も
人
に
よ
っ
て
や

り
方
が
違
う

地
方
採
用
者
は
東
京
を
知
る

必
要
が
あ
る

ど
の
研
修
も
継
続
し
て
身
に

つ
く
よ
う
徹
底
さ
せ
る ウ

ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト

（
短
所
）各

研
修
が
中
途
半
端

新
人
研
修
等
の
内
容
が
分
か

ら
な
い
た
め
、
教
え
方
が
難

し
い

女
子
社
員
の
引
継
ぎ
が
な
い

と
、
教
え
る
の
に
時
間
が
か

か
る

同一王 灘
齢

雁
商
品
や
服
装
の
基
礎
知
識
を

マ
ス
タ
ー
す
る

女
子
社
員
へ
の
商
品
知
識
の

教
育

営
業
の
早
期
戦
力
化
の
た
め

養
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る

の
し
を
書
け
る
よ
う
に
書
道

の
練
習
を
行
な
う

場
見
学
者
で
、
技
術
的
ノ

ハ
ウ
を
知
る

と
は
何
か
、
「
良
い

」
と
は
を
研
究
学
ぶ

ニ
ー
ズ
・
ウ
ォ
ン
ツ

（
必
要
性
・
希
望
）

二二一
社
外
研
修
に
参
加
し
広
い
視

野
と
新
し
い
発
想
の
で
き
る

社
員
を
つ
く
る

敬
語
、
て
い
ね
い
語
の
基
礎

を
マ
ス
タ
ー
す
る

営
業
を
始
め
た
段
階
で
、
主

任
ク
ラ
ス
の
講
師
に
よ
る
体

験
的
指
導
を
受
け
る

技
術
的
な
常
識
を
身
に
つ
け

る ど
ん
な
セ
ク
シ
ョ
ン
に
も
通

用
す
る
人
材
を
育
成
す
る

新
人
研
修
で
は
、
そ
の
仕
事

を
分
析
し
実
践
に
合
せ
る
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･首都圏採用者に限っている。

･地方採用者はOJT中心。

･新入社員(Freshman)とは入社1年目の社員をいう。

･英國屋では－年目では接客をさせない。

， ク
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（机､イスの配置換え）

吻
圏

.~‐‐‐‐二房
一一一一一一■一 ＝ず
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復活
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商標について

商売をする上で、 自社の商品の個性化を強調し、差別化を図るため、 『商標』は重要
な意味を持っています。

現在なら「英國屋」 という商号は登録申請をしても、恐らく許可にならないと思い

ます。それは、英國屋という名称は、毛織物の本場は英国であり、紳士服といえばだ

れでも英国が頭に浮かぶからです。

英國屋は昭和32(1958)年6月12日に、 この登録を行っています。いまから32年も前

のことになります。麻布の|日来の友人である某玩具屋さんのご主人から、商標の大切

さを教わり、早速申請したわけです。持つべきものは友なり、を痛感させられました。

当初は、小林新三郎個人が所有という形でとっていましたが、 50年の10月20日付け

で、会社へ譲渡を済ませています。 この間、交通遺児に服を送るからといって、某社

が英國屋の名前で協賛者を募り実際出来上がったのだが、お粗末な服だったので、英

國屋のではないと疑問が出、贋英國屋力ざバレルという事件がありました。 とんだ、有

名税を支払わされかけたというわけですｶぎ、商標の重要性を認識させる事件でした。

正規の商標は、別紙の通り 「ビッグベン」 と 「英國屋」の組合せですが、類似の商

標を防止するため、略字の「英国屋｣、 ローマ字で現したもの、 また「ヒデクニヤ」の

ローマ字のもの、なども連合商標として登録をしています。

また、 シンボルマークの「帆船」 「Elleno」 「KingFAlley」なども登録しています。
登録は、 17類(洋服・コート ・セーター・ワイシャツなど）

21類(ベルトなど小物）

の2種類23点です。

↓ I

画

曲 I

型14，

0ID

I 』

YOGI
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〃｡k似ｿ“丑ⅢI剛〈UHヘ
公告昭和58年1月1 1日

公告昭和32年7月10日

H1
公告昭和58年1月11日

F
ア

/7－ ↑

a

国英園屋
公告昭和58年2月1日

公告昭和32年10月10日

東京銀座英圃屋

蕊烹銀座英国屋

搾…英圃屋

朧…英国屋

#l( j414

英國屋
公告昭和55年3月1 1日

一一一一一一一一一一～

kcjg
fz

昭和58年7月25日公告 副NZA･TOト

一一一

公告昭和57年3月23日

E"e〃o
GI YO

公告昭和58年1月5日

公告昭和60年6月13日

Kmgfs-A"eEIKUNIYA y
公告昭和58年1月5日公告昭和60年6月13日
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ウェインシール

’
'ノーロイド

ミニススキャバル
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’

主な輸入紳士服地

ブランドPOP

バークレー

エルメネジルド・ゼニア

ダンヒル

エルデコ
フィンテックス
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フォーマル･スタイル集

叙勲2等以上

匠篤ｾﾌｼ｡ン ドレスベスト

#2

砂
】

●エンビ服

フロック

オーバーコー

白マフラー
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フォーマル･スタイル集

叙位叙勲2等以上(主催者より指定あり）

医謹”
記念式典等の主催者

卜。/）ライトグレーベス

蕊 夢

腿 り垂

、 ’

（マ
レーン齢

蜂#謡畿
毒

茜将

潮
ノ

＃
E ﾄ

錫

塵
l鼠‘』

；
1

聯
j鞭' 鶴貯盛

、 4

！〆
〆

澱

；
然

灘
編

！
Ｉ

箕

塾

刷

酵

声

為

ｔ

〆

凸

岬

Ｊ

は

鰯鰯
蔀

蔦
熟
識
縛
灘
‐

P1

t

灘
●チェスター零

§

＃ボ

●ライトグレーマフラー

職
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ﾌｫｰﾏﾙ･スタイル集」

表彰式

叙位叙勲一般勲位

祝賀会、記念式典等の参列者

結婚式列席者 I

Ｉ・Ｉ

I

字〆多

昼
Ｐ
ｆ
箔
伊
。

グレーベスト●

I
Ｊ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｆ
１
Ｉ
Ｉ
ｄ
Ｉ
ｌ
９
１

■
ｆ
５
Ｉ
０
６
Ｂ

０

§

擬
》
ず

撫
N
葱＃

拶
臘
蹴
織
鞠
瀦
蕊

､ ツ
曜
七
４
日
Ⅵ
１
日
倒
判
１
判
Ｉ
§
が
、
斜

Ｌ‐

…

影
； II

郡

粥
呵
洲
馴
馴
画
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
４
Ｈ
Ｉ
０
母
Ｊ
ｆ
１
ｌ
Ｊ
Ｊ
１
１
Ｊ
５
Ｊ
ｆ
Ｉ
札
″

Ｉ
■
ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ

！

Ⅵ

！

１
Ｔ
９
０
８
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
８
１
０
い
い
Ｉ
Ｆ

ピ

鴬
可

『

鯛心
○
守
安
Ｂ
晩 ’

ロア

fj

瀦鶏蕊
撚

I セミチェスター黒か

ダークグレー又は紺●
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’ﾌｫｰﾏﾙ．スタイル集

ﾚセプション

’ 叙位叙勲

午餐会

結婚披露宴

記念式典祝賀会

(いずれも平服指定）

ビュッフェ・パーティ

昼

ラ
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フォーマル･スタイル集

晩餐会

公式レセプション

祝賀会

結婚披露宴

(いずれも主催者より指定あり）

"~~rm
はカマーバンド●ベスト又

鱗

霧
發撒懇

、

蕊
M

鴬
ー

、

繍－ド上下●

lll｡ ‘
■
ｆ
３
Ｉ
Ｌ
Ｆ
０
，
ｆ
０
ｆ
ｌ
ｊ
Ｊ
Ｒ
Ｉ
Ｉ
ｊ

ｏＩ
I

’砿跨辨鐡

勘

誹
潔

蕊 無

蕊ご
騨瞬q

舟

,X繩 §藩

W ノ
""鰯／

＃

(ﾈｽ。&鰯

鰯
#＃
噺
く.j

蘭

ガ

リ
＄

母

I |ゼ

§ 劇

＃

驚白マフラー●
撰燃
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ﾌｫｰﾏﾙ･ｽﾀｲﾙ集’

正喪服

葬儀、告別式

喪主

年
葬

の近親者

委員長 共地ベスト●皿
廿
峨
昨
野
口
一
四

皿
廿
峨
昨
野
口
一
四

1

●モーニングコート

§ ●チェスターフイ

瞬麟笥諮

ルド
1 口 ｡；

;;蝿

診ﾐ魚瀞
§

鷲

ダークコール●

トラウザース

澱

鷺

蕊

畷 蕊

…蕊睦鍵…蕊
ダークグレーマフラー●

轍諒

《柵
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團フォーマル･スタイノ

準喪服

葬儀、告別式

法事
共地ベスト●

職 謁毒

、曇り
Ｉ

クスーツ

、
識西

；蛾懇

恩騒

錨＄

§ダークグレー

セミチェスター●
溌

’
鱗

窺
髭
》

』

ダークグレーマフラー●蝋

〃
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英國屋年表

邦暦 ’ 事

｢小林洋服店」創業

西暦 項

昭和15年

昭和16年

昭和17年

昭和18年

昭和19年

昭和20年

1940

1941

1942

1943

1944

1945

小林新三郎結婚

小林明誕生

「銀座ハット」開店(S.22～S.25)

英和設立(S.22個人)、 (S.22法人）

堀之内勇入社

英和と業務提携

「パリー洋装店」開店(S,25～S.27)喫茶店「モンパルナス」

畑沢徳七入社

（統制解除）

昭和21年

昭和22年

1946

1947

昭和23年

昭和24年

昭和25年

1948

1949

1950

社訓できる

銀座4丁目に㈱英國屋設立

11月1日火災にて類焼

新聞広告スタート

健保加入(S.27.9)

初の支店銀座6丁目店開店

熱海へ社員旅行

昭和26年

昭和27年

1951

1952

昭和28年 1953

昭和29年 1954

昭和30年

昭和31年

昭和32年

昭和33年

1955

1956

1957

1958

渋谷東急文化会館特選街に出店

8月東京会館にて第1回展示会開催、大盛況

桐箱入りギフトカード （お仕立券・取替え券付舶来紳士服地）

昭和34年 1959
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二
大卒社員第一期生採用

個性化時代、ショートレングス仕入れ強化

技術研究所の設立

昭和35年 | 1960

大人袋（褒奨制度のはしり）

ヨーロッパ旅行

英和工場中野に移転（7月）

本社事務所東銀座に開設

昭和36年 1961

昭和37年 1962

昭和38年

昭和39年

1963

1964 西銀座（現銀座並木店）を開店、多店舗化へ銀座の地固め

小林新三郎全日本洋服組合連合会理事長として活躍

香港研修旅行始まる

クレジットカードの導入、ダイナースメンバーへのDMで展示会盛況

本社事務所黒沢ビルへ移転

昭和4()年 1965

「ジェントリー」開店

ショッピングバッグ製作（8月）

洋品・服飾品導入

技術研究所を改組し、㈱英一、㈱英二へ分離独立

直営の英三を創設

展示会打ち合わせ会（研修会へ移行の前身）

直輸入商品導入

英三で合理化縫製目指す

企業年金導入

仕人部分離

クレーム対策の一環として「作り替え」制を導入

納品書即商品台帳化へ

本格的SCへの初出店

宅訪の最初

本社事務所銀座2丁目に移転

永年勤続制度 7年、 10年

第1回研修会（8月） 浜ゴムビル

社員200人超える

昭和41年 1966

昭和42年 1967

昭和43年 1968

昭和44年 1969

昭和45年 1970

昭和46年 1971 ギフトカード導入

第一次外商部創設
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TMS、COS導入

TVコマーシャルを実施

褒奨制度導入（ヨーロッパ旅行）

第1回共同催事（日本橋三越）にて開催

特休（隔週体）制度

京都丸物（現京都近鉄店）へ出店（地方進出への第1歩）

創業35周年記念式典

昭和47年

昭和48年

1972

1973

昭和49年 | 1974

昭和50年 ’ 1975

昭和51年 プレタポルテ定着へ

商品センター、築地に開設

小林新三郎東商議員に就任

コンピューター導入

売上50億円達成

小集団活動スタート

「円高還元セール」で不況克服

英國屋メンバーズカード発行（8月）

社内報発行

社員300人超える

女子社員制服導入

入社年度別研修開始

㈱丸の内テーラー発足

1976

昭和52年 1977

昭和53年 1978

昭和54年 1979

昭和55年 1980

MG研修開始

キャラバン配送開始

社員旅行再開

褒奨制度による海外研修

店別損益による経営管理

第二次外商部スタート

河口湖保養所開設

108作戦

ブロック制度導入

軽井沢セミナーハウスに研修保養所施設

小林明社長就任小林新三郎会長就任

EES (英國屋エグゼクティブスクール）開校

人間ドック制度導入

昭和56年 | 1981

昭和57年 | 1982

昭和58年 1983

昭和59年 1984
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店長、次長の能力開発「パワーアップセミナー」実施

デザイナーブランドの人気が高まる。
’昭和60年 1985

債権管理のコンピューター化

大型路面店政策を展開

マイタスク編集刊行

販売管理のコンピューター化

売上100億円達成

商品センター、勝どきへ移転

横浜工房でシステム化縫製へ

社員500人突破

POS全店配備

コンピューター全店完全オンライン化

昭和61年 ’ 1986

昭和62年

昭和63年

1987

1988

1989 新人事制度導入

銀座2丁目店 2階増床オープン、母店機能を強化

平成元年
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「
英
國
屋
I■■

ゆ
か
り
の
銀
座



尾張町一布袋屋、亀屋
惠比須屋呉服店（天保
5年刊｢江戸名所図会」

１
銀
座
の
地
名
の
起
源

「
銀
座
」
と
い
う
地
名
は
、
今
か
ら
三
百
八
十
年
ほ
ど
前
の

慶
長
十
七
年
に
駿
府
（
今
の
静
岡
）
に
あ
っ
た
、
銀
貨
の
鋳
造

所
が
江
戸
に
移
っ
て
来
て
、
現
在
の
銀
座
二
丁
目
の
東
側
に
役

所
が
置
か
れ
て
か
ら
、
一
般
に
銀
座
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

銀
座
の

貨
の
両
替

二
丁
目
な

し
、
江
戸

も
俗
称
に

た
名
称
で
す
。

現
在
、

大
通
り
か

い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
「
銀
座
」
も
、
京
橋
川
か
ら
汐
留
川
の
間
の
町
々

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
周
囲
を
、
川
や
堀
に
ぐ
る
つ
と
取

り
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
銀
座
地
域
は
、
数
多
く
の
町
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
新
両
替
町
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁
目
、
四
丁
目

を
始
め
、
尾
張
町
元
地
、
元
数
寄
屋
町
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三

2

役
所
が
設
置
さ
れ
る
と
、
こ
の
辺
り
に
は
金
貨
や
銀

商
が
移
り
住
む
よ
う
に
な
り
、
新
両
替
町
一
丁
目
、

ど
と
正
式
な
町
名
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

期
で
は
、
「
銀
座
」
と
い
う
呼
び
方
は
、
あ
く
ま
で

す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
す
。

私
た
ち
が
一
般
に
「
銀
座
」
と
い
っ
て
い
る
地
域
は
、

ら
い
え
ば
、
京
橋
か
ら
新
橋
に
至
る
通
り
を
指
し
て

江
戸
期
の
銀
座
の
町

丁
目
な
ど
、
そ
の
数
は
ざ
っ
と
六
十
町
に
も
及
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

尾
張
町
元
地
を
過
ぎ
て
、
二
丁
目
（
今
の
六
丁
目
）
か
ら
竹

川
町
・
出
雲
町
の
新
橋
寄
り
の
大
通
り
は
、
か
な
り
賑
や
か
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
が
、
西
側
の
堀
端
に
寄
っ
た
方
の
町
々
は
、
町

の
規
模
も
小
さ
く
、
表
通
り
の
町
と
は
違
っ
て
、
随
分
と
寂
し

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

江
戸
時
代
で
も
、
表
通
り
の
店
と
、
裏
通
り
や
脇
道
の
店
と

で
は
、
規
模
の
点
で
い
ろ
い
ろ
差
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
橋
、

京
橋
辺
り
の
商
家
は
使
用
人
も
多
く
、
活
気
が
あ
っ
た
と
記
録

に
も
残
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
「
銀
座
」
の
中
で
も
一
番
賑
や
か
だ
っ
た
場
所

と
い
う
と
、
そ
れ
は
尾
張
町
の
角
（
今
の
銀
座
五
丁
目
と
六
丁

目
の
間
）
で
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
数
寄
屋
橋
が
か
か
っ
て
い
た
こ
と
で
交

通
の
便
が
良
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大
き
な
呉
服

屋
が
三
店
も
集
ま
っ
て
い
て
、
他
に
も
糸
類
を
売
る
店
と
か
綿

を
扱
う
商
店
な
ど
沢
山
の
店
が
並
び
、
芝
や
赤
坂
辺
り
か
ら
も

買
い
物
に
来
る
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
尾
張
町
の
三
大
呉
服
屋
と
い
う
の
は
、
亀
屋
、
恵
比
寿

ほ
て
い
や

屋
、
布
袋
屋
で
、
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
良
く
、
客
を
大
切

３
江
戸
期
の
銀
座
通
り
の
様
子
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銀座煉瓦街その3新橋附近（広重 画）

慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
、
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
、
朝

廷
に
大
政
を
奉
還
し
、
幕
府
に
代
わ
っ
て
薩
・
長
を
中
心
に
し

て
新
政
府
が
誕
生
し
ま
し
た
。
二
百
六
十
五
年
に
及
ぶ
徳
川
政

権
が
崩
壊
し
て
、
こ
こ
に
江
戸
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
の
で

に
し
、
沢
山
買
っ
て
く
れ
る
客
に
は
す
ぐ
礼
状
を
出
し
、
店
で

の
呉
服
物
の
出
し
入
れ
も
手
っ
取
り
早
く
テ
キ
パ
キ
と
し
て
い

て
、
客
を
待
た
せ
な
い
と
い
っ
た
商
法
が
、
大
勢
の
人
々
を
尾

張
町
に
引
き
寄
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

の
ち
の
三
越
、
大
丸
、
白
木
屋
な
ど
は
、
こ
れ
ら
尾
張
町
の

三
軒
の
呉
服
屋
か
ら
随
分
影
響
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
程
、
亀
屋
、
恵
比
寿
屋
、
布
袋
屋
の
商
売
繁
盛
振
り

は
見
事
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

４
江
戸
か
ら
東
京
へ
の
変
遷

す
。

こ
の
明
治
維
新
に
よ
っ
て
、
慶
応
円

年
七
月
十
七
日
、
江
戸
は
新
し
く
東
京

と
名
を
変
え
、
同
年
九
月
に
は
慶
応
か

ら
明
治
へ
改
元
さ
れ
、
九
月
二
日
、
東

京
府
が
開
庁
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
天
皇
が
京
都
か
ら
東

京
の
皇
居
へ
移
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

東
京
は
日
本
の
首
都
と
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
江
戸
の
町
に
は
頻
繁
に
火
事
が
発
生
し
、
町
民
や

幕
府
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。
江
戸
が
維
新
に
よ
っ
て
首
都
東
京
と

変
わ
っ
て
も
、
火
事
の
問
題
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
し
た
。

い
く
ら
「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
華
」
と
意
気
が
っ
て
み
て

も
、
火
事
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
す
し
、
そ
の
恐
怖
も
測
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

維
新
後
の
明
治
五
年
二
月
二
十
六
円
、
和
田
倉
門
内
元
会
津

藩
屋
敷
か
ら
出
た
火
が
、
瞬
く
間
に
銀
座
一
帯
を
焼
失
し
、
三

十
間
堀
か
ら
木
挽
町
へ
、
更
に
築
地
方
面
に
ま
で
及
び
、
外
国

人
居
留
地
の
一
部
ま
で
も
焼
く
と
い
う
大
火
災
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
火
の
直
後
、
時
の
東
京
府
知
事
が
、
東
京
府
下
一
円

を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
不
燃
建
築
物
に
改
造
す
る
よ
う
政
府

に
提
唱
し
、
政
府
も
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
月

二
日
に
は
早
く
も
、
木
造
建
築
を
禁
じ
、
東
京
全
体
に
市
街
を

練
瓦
建
築
に
す
る
よ
う
布
告
し
た
の
で
す
。
同
時
に
、
今
度
の

人
火
に
遭
っ
た
三
十
四
町
に
対
し
て
、
ま
ず
道
路
の
幅
を
拡
大

し
、
家
屋
は
す
べ
て
練
瓦
造
り
に
す
る
工
事
に
取
り
掛
か
る
よ

う
通
達
を
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
事
は
そ
う
簡
単
に
は
運
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
が
搦
み
合
っ
て
、
初
期
の
計
画
は
実
現
せ
ず
、
と

り
あ
え
ず
銀
応
大
通
り
に
面
し
た
家
屋
だ
け
練
瓦
造
り
に
な
っ

５
銀
座
の
大
火
と
練
瓦
街
計
画
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大正初期の銀座通

た
の
で
す
が
、
大
火
後
一
年
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

結
局
、
当
時
の
全
銀
座
地
区
の
練
瓦
家
屋
が
す
べ
て
完
成
し

た
の
は
、
明
治
十
年
の
こ
と
で
し
た
。
既
に
大
火
か
ら
五
年
が

経
っ
て
い
た
の
で
す
。

当
時
の
不
燃
性
洋
風
建
築
の
現
場
の
責
任
者
は
、
英
国
人
の

建
築
技
師
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
で
し
た
。

彼
の
働
き
が
な
か
っ
た
ら
、
恐
ら
く
こ
れ
程
見
事
な
施
行
は
出

来
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
、
道
路
幅
拡
大
を
中
心
と
す
る
道
路
計
画
の
方
も
、

当
初
の
思
惑
か
ら
大
分
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
ら
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
道
路
の
幅
を
従
来
の
倍

に
拡
げ
る
こ
と
が
出
来
、
し
か
も
車
道
と
歩
道
に
分
け
ら
れ
た

の
で
す
。

大
通
り
は
十
五
間
幅
の
う
ち
、
中
央
の
車
道
を
八
間
と
り
、

左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
三
間
半
ず
つ
の
歩
道
を
造
り
ま
し
た
。
こ
の

歩
道
部
分
は
練
瓦
敷
き
と
し
、
車
道
は
砂
利
舗
装
に
し
ま
し

た
。

更
に
大
通
に
は
、
歩
道
寄
り
の
車
道
内
に
街
路
樹
と
し
て
、

桜
、
松
、
楓
を
植
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
十
五
間
幅
で
、
整
備
さ
れ
た
街
路
が
で
き
た
の

は
、
わ
が
国
で
は
銀
座
が
最
初
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
の
銀
座
練
瓦
街
に
、
初
め
て
ガ
ス
灯
が
点
火
さ
れ

た
の
は
、
明
治
七
年
十
二
月
十
八
日
で
し
た
。
仏
人
プ
レ
グ
ラ

ン
の
協
力
で
、
金
杉
橋
か
ら
京
橋
ま
で
、
八
十
五
基
の
ガ
ス
灯

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
夜
か
ら
銀
座
は
、
す
て
き
な
明
か
る
い
夜
の
街
を
演
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
更
に
す
ば
ら

し
い
明
か
る
さ
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
電
灯
で
す
。

明
治
十
五
年
十
一
月
、
米
国
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
会
社
の
技
師
の
手

に
よ
っ
て
ア
ー
ク
灯
が
、
銀
座
二
丁
目
西
側
の
大
倉
組
本
店
の

前
に
点
火
し
た
と
き
は
、
「
明
か
る
く
て
目
が
眩
ん
で
し
ま
っ

た
」
と
大
騒
ぎ
に
な
り
、
そ
の
夜
の
銀
座
は
物
見
高
い
群
衆
で

ご
っ
た
返
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ガ
ス
灯
か
ら
電
灯
へ
、
銀
座
の
町
並
み
が
輝
く
よ
う
に
明
か

る
く
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
一
年
頃
か
ら
で
す
が
、
こ
の
た

め
に
銀
座
は
東
京
を
代
表
す
る
繁
華
街
へ
と
脱
皮
し
て
い
く
の

で
す
。明

治
五
年
五
月
、
品
川
、
横
浜
間
の
鉄
道
が
開
通
し
、
同
年

九
月
に
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
新
橋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
横
浜

ま
で
、
蒸
気
機
関
車
が
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

６
銀
座
の
灯

７
明
治
時
代
の
交
通
機
関
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｢銀座の柳」の碑

文
明
開
化
の
明
治
中
期
に
は
外
国
か
ら
の
人
々
や
、
新
し
い

情
報
や
ら
輸
入
品
な
ど
は
、
ま
ず
船
で
横
浜
港
に
着
き
、
汽
車

で
新
橋
ま
で
来
て
、
新
橋
か
ら
銀
座
を
通
っ
て
築
地
居
留
地
や

中
央
官
庁
へ
向
か
う
と
い
う
ル
ー
ト
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

外
国
人
居
留
地
と
新
橋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設
が
、
洋
風
練

瓦
街
の
銀
座
と
マ
ッ
チ
し
て
、
銀
座
の
立
地
条
件
は
、
新
し

い
首
都
東
京
の
中
で
最
も
魅
力
的
な
場
所
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。や

が
て
電
車
が
走
る
よ
う
に
な
る
と
、
東
京
電
車
鉄
道
が
明

治
三
十
六
年
八
月
に
、
新
橋
か
ら
品
川
ま
で
開
通
し
、
東
京
市

街
鉄
道
は
同
年
九
月
に
、
数
寄
屋
橋
か
ら
神
田
橋
ま
で
開
通
し
、

東
京
電
気
鉄
道
は
明
治
三
十
七
年
末
に
、
土
橋
か
ら
お
茶
の
水

ま
で
開
通
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
三
つ
の
私
鉄
が
銀
座
を
中
心

に
走
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
周
辺
か
ら
銀
座
へ
出
る
の
に
、
と

て
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
時
代
の
交
通
機
関
の
発
達
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、

中
で
も
銀
座
は
こ
の
恩
恵
を
受
け
、
明
治
三
十
年
代
か
ら
の
繁

栄
は
す
ば
ら
し
く
、
商
店
街
と
し
て
の
実
力
を
貯
え
て
い
き
、

独
特
の
個
性
と
風
格
を
備
え
た
町
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
の

で
す
。

大
正
元
年
は
、
英
國
屋
の
創
業
者
小
林
新
三
郎
が
、
東
京
浅

草
で
弧
々
の
声
を
上
げ
た
年
で
す
。

大
正
三
年
の
十
二
月
、
銀
座
に
最
も
変
化
を
与
え
た
の
が
、

新
し
い
中
央
駅
と
し
て
東
京
駅
が
完
成
し
た
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
地
方
へ
の
交
通
網
は
、
上
野
駅
と
並
ん
で
東
京
駅

が
中
心
と
な
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
鉄
道
開
通
以
来
、
中
央

駅
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
新
橋
駅
に
、
東
京
駅
が
そ

の
立
場
を
と
っ
て
か
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

省
線
電
車
が
、
東
思
駅
ｌ
有
楽
町
ｌ
新
橋
ｌ
浜
松
町
ｌ
田
町
ｌ

品
川
と
い
う
コ
ー
ス
で
走
る
こ
と
に
な
り
、
銀
座
に
と
っ
て
一

番
近
い
駅
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
橋
駅
よ
り
も
む
し
ろ
有
楽
町
駅

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
銀
座
の
中
の
人
の
流
れ
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
新
橋
駅
寄
り

よ
り
も
、
銀
座
四
丁
目
の
交
差
点
か
ら
京
橋
寄
り
へ
と
人
の
流

れ
が
変
わ
り
、
有
楽
町
方
面
へ
の
東
西
の
線
に
も
人
が
流
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

一
方
、
道
路
の
方
は
、
初
期
の
桜
、
松
、
楓
に
と
っ
て
か
わ
っ

て
、
柳
が
街
路
樹
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
し
ま
い
、
全
体

の
雰
囲
気
は
、
シ
ッ
ト
リ
と
し
て
落
着
き
と
趣
の
あ
る
町
と
な

り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
正
十
三
年
に
な
っ
て
道
路
改
修
計
画
が
断
行

８
大
正
時
代
の
銀
座
の
姿
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さ
れ
、
銀
座
通
り
か
ら
柳
が
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
年
の
十
一
月
に
は
木
練
瓦
を
敷
き
詰
め
た
車
道

と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
さ
れ
た
歩
道
と
、
銀
杏
の
街
路
樹
と

い
う
新
し
い
銀
座
通
り
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

銀
座
の
名
物
の
一
つ
に
、
夜
店
、
つ
ま
り
露
店
が
あ
り
ま
す
。

銀
座
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
の
範
囲
に
出
店
さ
れ
、
輸
入
品

や
古
書
、
美
術
品
か
ら
日
用
雑
貨
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
物

が
並
べ
ら
れ
て
、
町
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

露
店
が
出
た
銀
座
の
町
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
散
歩
す
る
こ
と
を
、

大
正
の
頃
か
ら
「
銀
ブ
ラ
」
と
い
う
よ
う
に
な
り
、
以
来
ず
っ

と
、
こ
の
言
葉
は
銀
座
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
に
な
っ

た
の
で
す
。
「
銀
ブ
ラ
」
と
は
即
ち
、
特
に
用
も
な
い
の
に
銀

座
へ
出
て
、
ウ
イ
ン
ド
ー
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
、
夜
店

を
ひ
や
か
し
た
り
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
一
日
に
一
度
は
「
銀

ブ
ラ
」
を
し
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
と
い
う
「
銀
ブ
ラ
族
」
の

出
現
ま
で
生
じ
ま
し
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
の
正
午
頃
、
突
然
、

大
地
震
が
東
京
の
町
々
を
襲
い
、
瞬
時
に
し
て
瓦
礫
の
巷
と
化

し
、
引
き
続
い
て
発
生
し
た
火
災
に
よ
っ
て
、
東
京
は
焼
土
と

化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

９
関
東
大
震
災
と
銀
座
の
復
興

銀
座
も
勿
論
そ
の
被
害
を
受
け
、
銀
座
の
住
民
や
商
店
が
大

切
に
し
て
い
た
、
多
く
の
貴
重
な
歴
史
上
の
記
録
や
文
化
財
な

ど
が
殆
ど
灰
に
な
っ
て
し
ま
い
、
大
多
数
の
建
物
は
、
練
瓦
造

り
だ
っ
た
た
め
地
震
に
弱
く
、
跡
形
も
な
く
倒
壊
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
銀
座
の
顔
と
も
い
う
べ
き
洋

風
練
瓦
建
造
物
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
し
た
。

こ
れ
か
ら
後
、
震
災
復
興
の
中
で
、
銀
座
の
町
並
み
は
、
バ

ラ
ッ
ク
時
代
を
経
て
、
近
代
的
な
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
の
高
層
建
築
の
時
代
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
更
に
、
「
昭
和

通
り
」
と
い
わ
れ
る
東
京
で
唯
一
の
広
大
な
道
路
が
出
現
し
た

こ
と
が
、
復
興
後
の
東
京
に
大
変
な
効
用
を
も
た
ら
し
ま
す
。

尚
、
復
興
期
に
お
け
る
銀
座
で
目
立
つ
の
は
、
デ
パ
ー
ト
の

相
次
ぐ
進
出
で
し
ょ
う
。
大
正
十
三
年
、
六
丁
目
に
松
坂
屋
銀

座
店
が
、
次
の
年
、
三
丁
目
に
松
屋
デ
パ
ー
ト
が
、
昭
和
五
年
、

四
丁
目
の
角
に
三
越
銀
座
店
が
各
々
オ
ー
プ
ン
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
銀
座
は
よ
り
新
し
い
モ
ダ
ン
な
町
、
流
行
の
先
端
を

行
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
創
り
出
す
町
へ
と
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。

デ
パ
ー
ト
の
進
出
に
よ
り
、
地
元
の
専
門
店
と
の
間
で
激
し

い
競
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
商
店
は
、
よ
り
高
級
化
を
目
指

し
て
、
自
分
の
店
に
し
か
な
い
新
商
品
や
独
自
の
商
品
を
開
発

し
た
り
、
デ
パ
ー
ト
に
負
け
な
い
キ
メ
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
に
力

－246－



に
な
り
、
そ
の
結
果
、
銀
座
に
よ
り
多
く
の
上
等
な
顧
客
や
、

銀
ブ
ラ
族
を
呼
び
寄
せ
、
銀
座
は
一
層
活
気
に
満
ち
溢
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
銀
座
の
発
展
は
、
各
地
の
新
興
商
店
街
に
も
刺
激

も
、
凶
、

を
与
え
、
「
何
々
銀
座
」
と
、
銀
座
の
名
を
つ
け
る
こ
と
力

大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
考
え
が
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で

す
。
「
戸
越
銀
座
」
、
「
自
由
ヶ
丘
銀
座
」
、
「
小
岩
銀
座
」
な
ど

な
ど
、
数
知
れ
ぬ
程
の
銀
座
が
至
る
所
に
出
現
し
て
き
た
の
も
、

トン
会
震
災
の
後
か
ら
で
し
た
。

ベ
ー
ホ

イ
展

の
の

Ⅶ
歌
に
出
て
く
る
銀
座

大
ル

最
テ

率
野
昭
和
七
年
二
一
月
、
銀
座
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
銀
座
の

英
帝
柳
が
復
活
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
「
銀
座
柳
復
活
祭
」

翻
然

を
入
れ
た
り
し
て
対
抗
し
ま
し
た
。

デ
パ
ー
ト
側
も
次
第
に
地
元
商
店
と
共
存
共
栄
を
図
る
よ
う

京
行
進
曲
」
が
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
で
す
。
へ
昔
恋

し
い
銀
座
の
柳
…
で
始
ま
る
こ
の
歌
は
、
正
に
銀
座
を
歌
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
、
銀
座
は
大
い
に
得
を
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、

「
銀
座
セ
レ
ナ
ー
デ
」
、
「
銀
座
行
進
曲
」
な
ど
、
銀
座
の
名
は

全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

特
に
、
昭
和
七
年
に
発
表
さ
れ
た
「
銀
座
の
柳
」
は
、
柳
の

復
活
を
喜
ぶ
人
々
の
声
を
代
弁
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
「
東
京

行
進
曲
」
と
並
ん
で
、
銀
座
ソ
ン
グ
の
代
表
作
と
な
り
ま
し
た
。

以
後
今
日
ま
で
、
銀
座
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
は
、
数
え
切
れ

な
い
程
作
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
、
「
銀

座
の
恋
の
物
語
」
、
「
夢
淡
き
東
京
」
な
ど
、
ヒ
ッ
ト
曲
と
い
え

ま
し
よ
う
。

昭
和
三
年
、
西
條
八
十
作
詩
、
中
山
晋
平
作
曲
の
「
当
世
銀

座
節
」
が
世
に
出
て
、
そ
の
翌
年
に
は
、
同
じ
コ
ン
ビ
の
「
東

昭
年
十
六
年
、
日
本
は
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
に
奇
襲
攻
撃
を
か
け
、

米
英
に
宣
戦
を
布
告
し
、
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
ま
し
た
。
統

制
令
が
次
々
に
出
さ
れ
、
国
民
の
生
活
は
次
第
に
窮
乏
し
て
行

き
、
銀
座
の
ネ
オ
ン
も
全
く
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
林
が
銀
座
カ
ワ
セ
か
ら
よ
う
や
く
独
立
し
て
開
い
た

「
小
林
洋
服
店
」
も
、
こ
の
戦
争
の
た
め
に
閉
業
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
の
で
す
。

Ⅲ
太
平
洋
戦
争
と
銀
座
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銀座の地価

明
営
千
年
三
百
円

大
正
二
年
五
百
円

大
正
十
年
千
円

一
潔
寧
融

一
昭
型
捨
隼
一
万
二
千
円

函
邇
壬
軍
十
五
万
円

鯛
四
千
両
年
四
十
万
円

昭
和
二
十
八
年
百
十
四
万
円

一
昭
智
干
一
草
一
重
苦
言
円

一
恩
一
王
草
一
一
冨
牟
昌

霊
一
霊

昭
和
四
十
七
年
八
百
万
門

胴
和
四
十
八
年
一
千
万
円

昭
和
五
十
年
一
千
四
百
万
門

昭
和
五
十
一
年
一
千
五
百
万
円

昭
和
五
士
革
享
薑
届
薯
角

昭
和
五
十
四
年
一
宇
二
百
万
円

昭
和
五
十
五
年
一
宇
五
百
万
門

昭
和
五
士
盆
二
千
七
百
万
門

醗
和
五
十
一
］
牢
ご
聿
万
門

ｊ
四
千
万
門

昭
和
五
十
八
年
五
千
万
円

昭
和
六
十
年
六
千
万
円

昭
和
志
千
二
年
罹
五
千
万
円

値段史年表（週刊朝日より）

戦
局
が
悪
化
し
て
く
る
と
、
東
京
も
空
襲
に
見
舞
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
銀
座
が
大
空
襲
を
受
け
た
の
は
昭
和
二
十

年
の
一
月
頃
か
ら
で
し
た
。

銀
座
は
尚
も
、
三
月
九
日
、
十
日
と
五
月
二
十
五
日
の
大
空

襲
で
徹
底
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
全
く
の
焼
け
野
原
と
化
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
銀
座
の
人
々
は
焼
け
出
さ
れ
て
も
な
お
踏
み
と
ど

ま
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
焼
け
残
っ
た
ビ
ル
な
ど
で
生
活
す
る

罹
災
者
た
ち
に
、
区
役
所
や
警
察
、
或
い
は
築
地
一
帯
の
人
々

が
、
暖
か
い
救
助
の
手
を
差
し
延
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
年
二
十
年
八
月
十
日
、
日
本
は
敗
れ
て
終
戦
を

迎
え
た
の
で
す
。
連
合
国
占
領
軍
が
続
々
と
日
本
に
進
駐
し
て

き
て
、
占
領
政
策
が
始
ま
り
ま
し
た
。
占
領
下
の
銀
座
で
は
、

目
ぼ
し
い
建
物
が
次
々
に
占
領
軍
に
接
収
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

服
部
時
計
店
、
松
屋
銀
座
店
な
ど
は
、
Ｐ
Ｘ
（
占
領
軍
人
専

用
の
物
品
販
売
、
慰
安
提
供
施
設
）
と
し
て
使
用
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
施
設
が
皮
肉
な
こ
と
に
、
銀
座
へ
人
を
呼
び
戻
す
原
動
力

と
な
っ
た
の
で
す
。

占
領
下
で
雑
草
の
よ
う
な
た
く
ま
し
さ
を
見
せ
て
立
ち
上
が
っ

た
の
が
露
店
で
し
た
。
焼
け
跡
に
素
早
く
出
店
し
始
め
た
露
店

に
は
、
戦
前
か
ら
の
露
店
商
と
、
復
員
し
て
き
た
り
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
き
た
人
々
が
始
め
た
店
が
混
り
合
い
、
中
に
は
ヤ

ミ
市
の
よ
う
な
い
か
が
わ
し
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
占
領

昭
和
三
十
九
年
は
、
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
は
高
度
成
長
の
波
に
乗
っ
て
、

経
済
大
国
へ
の
道
を
着
実
に
歩
み
始
め
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

軍
相
手
の
土
産
物
と
か
、
食
べ
物
や
衣
類
を
売
る
店
が
殆
ど
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

小
林
も
単
身
上
京
し
て
こ
の
中
で
、
雨
戸
三
枚
並
べ
た
だ
け

の
店
を
出
し
、
や
が
て
「
銀
座
ハ
ッ
ト
」
を
設
立
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

こ
う
し
て
占
領
下
の
銀
座
は
、
Ｐ
Ｘ
に
集
ま
る
軍
人
た
ち
と
、

街
頭
で
な
り
ふ
り
構
わ
ず
商
売
を
始
め
た
露
店
商
た
ち
に
よ
っ

て
、
雑
然
と
し
た
中
に
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
の
で

す
。

昭
和
二
十
六
年
、
日
本
は
よ
う
や
く
占
領
か
ら
解
放
さ
れ
、

接
収
さ
れ
て
い
た
建
物
が
返
還
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
銀
座
も

自
力
で
本
格
的
な
復
興
が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
折
り

か
ら
の
朝
鮮
動
乱
に
よ
る
日
本
経
済
の
好
景
気
が
バ
ッ
ク
と
な

り
、
銀
座
の
町
の
あ
ら
ゆ
る
所
で
、
ビ
ル
な
ど
の
改
修
や
新
築

工
事
が
ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
だ
が
そ
の
裏
で
、
長
い
間
親

し
ま
れ
、
戦
後
も
い
ち
早
く
復
活
し
て
人
々
の
生
活
を
潤
し
た

銀
座
の
露
店
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
廃
止
命
令
に
よ
っ
て
姿
を
消
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

枢
現
在
に
至
る
銀
座
の
発
展
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こ
の
年
、
小
林
は
全
服
連
理
事
長
と
し
て
Ｆ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
の
総
会

を
東
京
へ
誘
致
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
更
に
、
国
際
功
労
章
授

与
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

銀
座
で
も
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、
今
ま

で
の
木
造
建
物
を
と
り
こ
わ
し
、
高
層
ビ
ル
が
建
て
ら
れ
た
り
、

数
軒
の
店
舗
が
共
同
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
を
建
て
た
り
、

国毒
店
舗
の
内
外
の
改
装
が
行
な
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

錦
銀
座
の
商
業
ス
ペ
ー
ス
は
大
幅
に
拡
大
さ
れ
、
強
力
な
商
業
機

函
能
を
持
つ
企
業
も
進
入
し
て
き
ま
し
た
。

銀

も
と
も
と
銀
座
に
本
店
を
開
い
て
い
た
老
舗
が
、
逆
に
、
経

よ
り
一
層
、
人
々
の
足
を
銀
座
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。な

お
、
町
と
し
て
一
丁
目
か
ら
八
丁
目
ま
で
あ
る
の
は
、
都

内
二
十
三
区
中
、
銀
座
だ
け
な
の
で
す
。

そ
し
て
現
在
、
新
し
い
デ
パ
ー
ト
「
プ
ラ
ン
タ
ン
銀
座
」
が

銀
座
四
丁
目
に
、
阪
急
と
西
武
の
二
つ
の
デ
パ
ー
ト
が
入
る

「
マ
リ
オ
ン
」
が
数
寄
屋
橋
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、
銀
座
内
の
人

の
流
れ
を
、
銀
座
通
り
と
晴
海
通
り
の
「
線
」
の
動
き
か
ら
、

全
域
に
人
が
流
れ
る
「
面
」
の
動
き
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
マ
リ
オ
ン
現
象
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
銀
座
へ
来

る
人
々
が
増
え
、
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、
現
在
の
商
店
や
デ
パ
ー

ト
が
、
店
舗
を
新
築
し
た
り
改
装
し
た
り
、
新
し
い
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
開
発
す
る
な
ど
、
プ
ラ
ス
の
相
乗
効
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

最
近
で
は
、
銀
座
の
地
元
が
リ
ー
ド
す
る
形
で
の
一
一
ユ
ー
メ

デ
ィ
ア
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
情
報
化
時
代
に
適
応

し
得
る
高
度
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
な
ど
を
目
指
す
動
き
も
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
英
國
屋
も
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
相
応
し
い
、
高
級
注
文
紳
士
服
店
と
し
て
の
在
り
方
を
模

索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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に 役員就任■年■表

§
H’2

常
務

専
務
一
常
務

一
滴
晩
師
岫
肚
優
一
常
務

一
専
務

’
一

、
Ⅱ
川
副
鬮
圏
川
Ⅲ
」

箱

酸

竺

■
今
云
巨
反 長
一
副
社
長

60

役
監
査
役

只属
ゾゾ

l
l

1
n－

取
締

取
締
役

１

常
務
、
｜
取
締
役

取
締
役

50｣．
監
査
役

英
國
屋

＃

45

Ｉ
Ｉ
Ｌ

常
務専

務

40

Ｉ
ｌ
Ｌ

社

|≦qE
Ju

L30

i25

20

I
S､15

杉
山
光
一

朝
倉
英
治

中
島
圭
一
郎

久
保
田
正
吉

牛
膓
秀
熊

白
鳥
芳
三

仙
石
四
郎

内
海
靖
雄

堀
之
内
一
夫

宮
内
睦
夫

菅
野
動

小
宮
宏
博

原
田
桂
二

岡
安
秀
雄

片
野
幸
作

嶋
村
秀
夫

本
持
知
一

城
戸
崎
信
雄

足
立
暢
男

畑
沢
徳
七

堀
之
内
勇

小
林
玉
子

小
林
明

小
林
新
三
郎
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歴代店長一覧表

氏 堀 店長名 開席年月 氏 名 店長名 開店年月

S43．10～

S57．10～

S40． 5～

８
－
Ⅱ

７
．
５

５
－
５

Ｓ
｝
Ｓ

ｌ
６

ｅ
ｌ

』
４

－
Ｓ

S41．9～

S44．9～

一
一
一

１
』
□
１ １

ワ
〕
・
３

６
－
５

Ｓ
－
Ｓ



開店年月

士

郎

二

雄

作 S46.11.11~

'間

彬

巾
’し，

郎

雄

雄

昭

輝 S47.12~

正

IIIi 長届氏 橘開iJi年jj府長名氏 躬 1門 上
高 輪 店鈴木

渋谷東急、 店仙石

足立

西鮎）

岡安

屋代

落合

中 1町

滝川

屋代

常井

末次

高橋

渋谷パル．店市村

渡辺

屋代

鈴木

佐滕

高橋

越 lll

玉川高島屋S ･C店安岡

渡辺

滝川

阿部

新宿紀伊I或l屋店西脇

仙石

岡安

屋代

桜木

芳箭

渡辺

小早川

小野

渡辺

加瀬

佐久間

新宿住友店紀野

笹岡

深鵬

池袋パル．店岡安

渡辺

桜木

三沢

阿部

靖
三
敬
糀
一
幸

桜木

渡辺

中 1町

jl: k

ハ・ 野

雌代

岡 lll

向橋

渡辺

未次

渡辺

§､￥崎

洛合

)>： 賀

根木

liml 部

佐藤

根木

安岡

IIIII 部

舛田

芳賀

ドIリ部

根木

會田

舛田

松浦

小IIL川

'il§ 野

中西

加瀬

常井

中 Iﾉﾛ

渡辺

小関

渡辺

波田野

前烏

クン 賀

三澤
‐ ~二~‐‐.､壷
三二 I幸

三澤

金内

樅岡

浩
一
四
暢
栄
秀 一

二
二
二
二
二
一
ト

４
－
岨
↑
６
一
ｍ
↑
５
ゞ
４
。
ｌ

入
る
・
２
．
Ｑ
〉
↑
９
↑
４

５
－
３
－
４
－
５
－
３
－
４
－
４

７

１Ｓ
－
Ｓ
一
Ｓ
一
Ｓ
一
Ｓ
一
Ｓ
一
Ｓ

美
一
郎
男
司
雄
實
輝
一
一
保
實
猛
雄
忠
一
伸
雄
實
美
裕
忠
三
雄
雄
雄
太
一
治
郎
雄
實
士
正
郎
郎
等
郎
勇
治
一
次
亮
吉
一
雄
雄
士
郎
太

池袋東武 l,ii

敬
〃
●
０
Ⅱ
』

１
ｕ

、

政
治
嘉
二
剛
康
晄

政
尚
｝
栄
治

横浜 7亡 町 I【11

裕太止
口

・
叫
Ｊ
ｑ

康
一
忠
晄
光
剛
↓
晄
康
言
光
一
忠
一
建

雌
太
良
正
太
一
郎
圭
良
《
職
一
郎
一
勤
二
兜
抽
一
二
一
雄
占
郎
公
誠
一
正
郎
一
郎
一
郎
郎
｝
亮

横浜 llll 口 叩i S48.11~尚
恒
一
忠
治
秀
晄
｝
栄
四
秀

S55． 11～横浜東 口 l,li

３
》
３
１
↑
１

６
｝
６
－
６
－
５

Ｓ
－
Ｓ
－
Ｓ
－
Ｓ

４
－
４
－
８
－
唱

横浜 ，囎車道店

横浜,蝿車道店外商部

船橋來武 l,ij

千梁パルコ l,ii婿
剛
三
建

敬

巾
』し』、

敬

治

壮

三

一
一
一

ｍ
０
．
４
且

ｎ
ｏ
・
ワ
】

６
－
５

Ｓ
－
Ｓ

i,ii

菱 l,ii

南

松

大

浜松三
忠
敏
一
良

名占膣桜通り伏見IIii 剛
五
一
五
一
五
志

S61. 8~
信
一
秀
治
靖
五
晄

一
一
一

’
一

・
４

８
》
・

〕
４

１
｝
５

６
－
Ｓ

Ｓ名古屋桜通l)伏見店外商部

岐 'il 近鉄 I,ii

S62.8~
|金沢堀鉄丸越店
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1丁‐
緒.L、

一
一
博
郎
兜
正
忠
雄
《
叫
兜
仲
一
博
叫
雄
正
一
雄
夫
忠
雄
￥
利
一
夫
一
雄
《
政
《
的
叫
一
彦

名
一修

》
宏
五
机
尚
秀
一
机
忠
宏
一
宏
和
文
一
勝
浦
尚
勝
《
忠
一
澄
一
文
》
一
忠
利
￥
義

を
．

Ｉ
』

坐
占
尾
一
宮
沢
｛
呂
藤
橋
一
｛
呂
獺
｛
号
｛
呂
｛
呂
村
藤
一
藤
田
橋
藤
一
谷
田
付
本
一
獺
｛
呂
一
良々

西
小
三
二
所
』
肋
森
二
加
小
￥
小
二
中
点
一
佐
排
尚
佐
一
小
ゞ
桝
一
中
一
波
加
二
一
多

開店年月 氏 名

サンローゼ博多店

鹿児島三越店

店長名

浅上征夫

佐藤勝雄

波田野 公

紀野良次

常丼 猛

佐藤 裕

高橋尚忠

小早川建郎

末次政雄

山路賢一郎

紀野良次

井上善夫

岡山 彬

井上善夫

松葉嘉隆

岡山 彬

佐々木富朗

館森勝彦

小関莊吉

小関那占

石川 紳

岡田 稔

佃 祈男

深見良三

佐々木富朗

軸
↑
一
昨

」

占

０

９

勵
邪
弱ﾙ〔 都近鉄 )I1i S49.10~

ｲ111 台丸光店 S50. 9~

〃〔都鳥メL御池II1i S60. 9~

火阪近鉄 111; 札幌今井店

丸の内テーラー本店

丸の内テーラー有奨町ビル店

S51 . 9~ ３
．
１
》
５

５
－
６
－
５

Ｓ
ｌ
Ｓ
ｌ
Ｓ

一
一
一
一
一

８
－
８
－
３

ナビ才阪屯1， 1,ii S55． 10～

lLの内テーラー国際ビル店 S55. 4~

阪屯1 17番街 l,ii

人阪悔ﾄH第4ビル111i

人阪 llu後橘 111i

人阪llu後僑IIIi外商部

神戸二両 l,li

【
ｊ
ワ
】
ｎ
○
’
八
．
↓
１
１

Ｆ
。
斎
ｂ
ｘ
ｂ
ｘ
ｂ
－
〈
ｂ

Ｓ
↓
Ｓ
↑
Ｓ
↑
Ｓ
・
Ｓ

一
一
一
一
一
一
一
一

、

／

］

』

（

叩

／

】

へ

叩

／

］

八

／

〕

１

Ⅱ

ユ

『

１

lL')内ﾃｰﾗｰ擶鯏ロジョイナス店 S55． 8～

M)11テーラー横浜東ロポルタl苫 S55.11~

{| | NM l l l 近鉄 l,i i S62. 4～ ｜丸の内テーラー大寓l,li S63. 3~

(S=昭和, H=平成）

装いの季節に逸品を網羅一

鼻秋の淵灘
背広150,000剛,/礼服180,000M(税Mﾘ）

凸

本社／東求銀座旭り2｣.H

、ム 「)3(5(i3)29↓'代

英 画屋銀座

鯨'雛･雛･襟,大宮･灘･名古屋‘岐阜･雛･綱,焔,神戸･鰄山‘彫･蛾鳥･仙台･札II

モヨ奉夷至り齊耒斤雷

19Se年（平成元年)1○月5日（木曜日）
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プ
レ
タ
ポ
ル
テ

企
画
仕
入
部

洋
品
服
飾
品

仕
入
部

業
務
企
画
部
一
荒
井
誠
一
、
宮
崎
忍

営
業
本
部
一
屋
代
實
、
渡
辺
治
雄
、
進
藤
泰
男
、
岡
田
稔
、

総
務
部

取
締
役
小
林
新
三
郎
、
小
林
明
、

嶋
村
秀
夫
、
片
野
幸
作
、

小
宮
宏
博

監
査
役
内
海
靖
雄
、
堀
之
内
一
夫

相
談
役
堀
之
内
勇

電
算
室
渡
辺
一
、
腰
山
保
、
橋
本
広
志
、
今
泉
亜
由
子

経
理
部
一
州
野
毒
蓉
誠
《

銀
座
二
丁
目
一
安

服
地
仕
入
部

小末小 関渡桜小

次
政
雄
、
吉
良
操
、
登
坂
春
男
、
滝
沢
謙
二
、
堀
内
勇
治
、

口
佳
子

山
忠
良
、
米
山
和
成
、
佐
々
木
知
子

口部木野
等
、
鈴
木
隆
、

面貝

四

靖
士
、

貴
徳
、

真
紀
子
、

忠
雄
、
飯
田
俊
雄
、
伊
藤
正
明
、
栗
栖
恒
則
、
平
野
敏
、
星
崎
有
宏
、

役
員
・
社
員
名
簿

信松白伊奈

岡村井藤良

秀
男
、

み
ゆ
き
、

治英道

美雄彦
、 、

岡小伊
藤

鈴
木

小 岡石

林
玉
子
、

安
秀
雄
、

井
栄
一
、

崎
健
二
、

島
健
一
、
後
藤
和
彦
、
濱
野
路
子

昭利

代樹
、 、

町
田
紀
子
、
長
谷
川
美
智
子
、
飯
尾
啓
子
、

坪
田
佳
代
子

足
立
暢
男
、

原
田
桂
二
、

佐
藤
邦
治
、

大
久
保
幸
子
、

本
持
知
一
、

菅
野
勤
、

川野 別

府
義
厚

崎口

春
之
、

裕
見
子
、

（
平
成
元
年
八
月
三
十
一
日
現
在
）

城
戸
崎

宮
内

小大
野
俊
浩
、

河
合
良
枝
、

網
佳
代
子
、

睦信

夫雄
、 、
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有
楽
町
店

銀
座
八
丁
目
店

外
商
部

銀
座八

丁
目
店

銀
座
並
木
店

外
商
部

銀
座
並
木
店

銀
座み

ゆ
き
店

銀
座
六
丁
目
店

外
商
部

銀
座四

丁
目
店

本
社
外
商
部

第
一
課

本
社
外
商
部

第
二
課

銀
座六

丁
目
店

高
橋
明
、

岩
崎
茂
、
渡
辺
童
、
高
橋

八大 '｣、 小市 長
谷
川
圭

斉
藤
啓

永
田
英
雄
、
三
浦
宗
夫
、
大
曽
根
宏
安
、
豊
島
丙
午

越
智
俊
幸
、

泉
み
ど
り
、

渡
辺
三

橋
口
美

深柳落 相
沢
修
、
板
橋
史
良
、
大
久
保
紀
一
郎
、
村
上
菫
、
前
城

岡
山
彬
、
桜
井
誠
、
長
澤
和
弘
、
青
木
諭
、

江
信
一
、

木
隆
行
、

I l l 林川 野田合

ま博 み俊一
ど

り明輝
、 、

隆
、
早

子作
、

り司
、 、

佐郎
、 、

富内植 香加 曽
田
健
二
、

河
添
茂
、

清
水

大
原

森
田
幸
次
、
鹿
股
孝
裕
、
山
口
喜
己
、
山
下
守
、
湯
浅
純
代
、

鈴
木
完
侍
、

大
野
ま
ゆ
み
、

木
章
夫
、
白
木

山藤 | | ’ 川藤

廣
治
、
大

右
岸 和光

昭眞
、 、

子雅
、 、

子敬
、 、

渡
辺
秀
雄
、

坂
井
治
、

中
村
誠
杜
、

神
部
晴
子

土
田
正

大
久
保
総

松
岡
秀
樹
、

渡
辺
修
、

安
藤
喜
一
郎
、

星
野
和
子
、

出

勺年

ｲ向 光
志
、
作
山
光
夫
、

男
、
星
野
智
宏
、
岡
田
祥
子

洋
、

子和
、

萩
野
宏
、
石
井
文
雄
、
角
中
正
彦
、

木粕、
－
Ｊ

ノ 瀬
崎
信
幸
、

田
中
佐
千
代
、

川 益
子
武
司
、

河
邊
美
雪
、

鍋
宏
和
、
佐
藤

谷
幸
男
、

村
薫
、

林

ml1
，

蛭
間
秀
夫
、

大
曽
根
千
尋
、

芦勝杉 杉斎 能
J ﾔ ､､ 細

山 藤
裕
康
、

中
里
衣
、

澤又谷
有
美
子

川

能
孝
、
尾
山
聡
子

邦 勝
洋
、
木
村
啓
司
、

さ
ゆ
り隆

、

子止

新
田
康
博
、

大
井
田
武
彦
、

菊
池
直
子
、

鮫
島
功
、

高
木
真
理
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青
山
店

赤
坂
東
急
店

外
商
部

赤
坂
東
急
店

新
宿
住
友
店

新
宿

紀
伊
国
屋
店

渋
谷パ

ル
コ
店

玉
川高

島
屋
店

渋
谷
東
急
店

丸
ノ
内
店

横
浜
元
町
店

高
輪
店

池
袋
東
武
店

池
袋パ

ル
コ
店

奥
田
幸
男
、
佐
藤
邦
彦
、
是
永
正
彦
、
羽
柴
晃
一
、
土
門
真
結
美

佐
藤
裕
、
安
藤
勝
広
、
赤
堀

寺
脇
里
美
、

越 高
橋
尚
忠
、

笹
岡
亮
、
佐
藤
敏
雄
、

加
瀬
忠
勇
、

寺
崎
嘉
昭
、

大
澤
英
俊
、

井
上
雅
雄
、
伊
藤
敏
樹
、

斉深 佐
久
間
敏
治
、
伊
藤
準
、
山
口
壽
治
、

渡
辺
理
恵

阿
部
晄
太
、
鈴
木
康
三
郎
、
鶴
間
史
泰
、
佐
藤
清
忠
、
永
井
仁
、
林
奈
津
子

根
木
康
一
、
山
下
岩
男
、
江
藤
雅
文
、
鈴
木
秀
明
、
加
瀬
谷
寛
、
松
本
佐
智
子

鈴
木
浩
美
、
大
高
幸
男
、
土
屋
光
雄
、
北
原
俊
子

山藤嶋

恒

、

至信

広吉
、 、

桃都
築
一
夫
、
斉
藤
信
弘
、
池
田
博
文
、
村
上
明
弘
、
栗
原
次
郎
、

萬
崎
か
お
る

川清及 川

井
博
、
秋
山
克
彦
、
佐
々
木
美
穂

崎
友
久
、
西
松
謙
、
田
中
雄
二
郎
、
高
橋
千
里

水川

吉
弘
、
豊
島
実
、
鈴
木
和
浩
、

則
男
、
四
方
田
昌
宏
、
中
村
幹
雄
、
安
藤
公
一
、

久
美
子

和、
１
Ｊ

〃

田
賢
司
、
白
井
孝
明
、
諏
訪
一
臣
、
笹
目
朱
実

山

則和
男
、
堀
部
剛
一
、

行
、

星
一
進
、
海
藤
泰
義
中
野
由
美
、

岡

本
直
也
、
清
水
博
、
塚
本
富
実
江
、

白
川
志
穂

宮
川
禎
雄
、

島
田
恵
美
子

今
井

栄
、
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大
阪肥

後
橋
店

大
阪
梅
田

第
四
ビ
ル
店

大
阪
ナ
ビ
オ

阪
急
店

大
阪
阿
倍
野

近
鉄
店

大
宮
店

横
浜
馬
車
道
店

外
商
部

船
橋
東
武
店

横
浜馬

車
道
店

横
浜
西
口
店

横
浜
東
口
店

阪
急何

番
街
店

千
葉パ

ル
コ
店

黒芳中
村
文
雄
、
森
田
俊
司
、
深
瀬
佳
英
、
今
村
匡
宏
、
鈴
木

溝
田
澄
夫
、

奥
田
ヒ
ロ

佐
藤
勝
雄
、

伊
東
敏
夫
、

會
田
一
郎
、
大
波
行
平
、
増
田
浩
一
、
鶴

小 川尾斉 中
西
敬
二
、

萩常 小
早
川
建
郎
、
野
田
博
三
、
山
崎
高
志
、
林
耕
一
、
関
山
元
弘
、
武
冨
麻
由
美

舛
田

佐
々
木

松
浦
忠
廣
、
妹
尾
勉
、
飯
嶋

川賀谷
憲
和
、
津
野
田
祐
二
、
野
口
勝
之
、
植
田
浩
一
、
真
崎
善
明
、
清
水
香
代

西井藤 原井

雅剛美伸

猛
、

久
子

龍光

穗行正
、 、

信良
、 、

美E
， 、

荒
井

橋
本

実
方

大
井

、
１
Ｊ

／ 小 山松

下島

笑雅
魅
好見

、

松土 山

針
正
次
、
園
田
成
剛
、
仲
野
隆
夫
、
福
田
仙
之
介
、
大
槻
香

緒屋田
修
一
、
鈴
木
健
一
、
比
嘉
祥
郎
、
村
山
孝
一
、
津
野
田
敦
子
、

口
敏
夫
、
酒
井
伸
郎
、
飯
塚
讓
、
明
石
弥
太
郎
、
山
村
智
子
、

美和佳祥 貴
久
男
、

博
文
、 良

、
古
渡
光
彦
、
村
山
喜
雄
、
舟
木
義
博
、
菊
池
隆
司
、

穂美光
、 、

神高中 世
儀
謙
一
、

増
田
正
治
郎
、

村
一
美
、

橋
美
穂
子
、

谷
行
延
、満

、

石藤杉 園米
田
貴

岩
井
久

部
裕
幸
、

山
幸
彦
、

岡
昇
、

川川

大
樹
、
土
本
直
樹
、
石
原
智
子

栄
子代志

、

伊宇
奈
手
良
雄
、

山三

藤
隆
司
、
小
谷
野
隆
、

口輪

利

力卓
、 、継

、
松
吉
な
お
み

高杉小

橋田森
拓
也
、

美和

子也
、 、
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大
阪
肥
後
橘
店

外
商
部

京
都
近
鉄
店

京
都

烏
丸
御
池
店

和
歌
山近

鉄
店

神
戸
三
宮
店

名
古
屋

桜
通
伏
見
店

名
古
屋
桜
通

伏
見
店
外
商
部

岐
阜
近
鉄
店

金
沢
名
鉄

丸
越
店

浜
松
松
菱
店

仙
台
丸
光
店

札
幌
今
井
店

濱
本
武
、
熊
田
省
一
郎
、
石
田
勝
、
増
田
早
紀
子

越小 森
秀
雄
、

蔵
本
正
士
、

多
々
良
義
彦
、
上
田
耕
司
、
岩
澤
良
、
二
井
田
豊
明
、
岡
本
廣
三

金
内
志
郎
認
常
井
隆
男
、
大
友
英
嗣
、
佐
藤
章
、
吉
武
省
二
、
上
道
貴
代

大
山
茂
、
山
本
弘
憲

三
沢
五
郎
、
天
春
秀
樹
、

二
宮

田
中

中前西
尾
修
一
、

中
美
穂

永山紀
野
良
次
、
野
村

宮
宏
博
、

智
豊
、

島
誠
、
近
藤
好
美
、
黒
柳
敏
樹
、
堀
昌
幸
、
赤
沢
昇
、
野
末
雅
之
、

村
佳
代
子

山路

和贄
一
郎
、

富
士
夫
、

香男
、 、

川小福
井
聖
、

岡
本
光
弘
、

戸
沢
昇
、
都
司
信
義
、
大
塚
英
三
、
荒
関
友
三
郎
、
片
寄
元
博
、

車
多
津
子

小
野
寺
隆
夫
、
安
部
雅
孝
、
當

小
林
裕
子

田

橋谷
口
政
人
、
田
島
義
夫
、
田
中

一邦岡I

一､夫
、 、伯

、
長
谷
川
宏
司
、
武
田
義
美
、
曽
我
友
己
、

北米 久
木
隆
生
、

谷
俊
樹
、

山

山満

康

子浩
、 、

下
正
文
、
永
冶
喜
朗
、
鈴
木
み
の
り
、
生
瀬
谷
貴
美

西蔦中
村

渡
辺 城川山

芳
生
、

良
一
、

充龍
勝
也
、
木
村
禎
浩
、
斉
藤
正
昭
、

一
、
井
須
雅
之
、
吉
田
光
博
、

子久
、

山
口

高
山

小
西
善
久
、

弘伸

美幸
、 、

波
多
野
光
平
、

浅
田
智
子

岡
田
洋

仲
村
昇
剛
、 一

、
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英
三
デ
ザ
イ
ン

ル
ー
ム

大
阪本

町
工
場

横
浜
工
房

築
地
工
房
一
伊
丹
正
茂
、
大
竹
龍
正
、
柴
山
泰
造
、
江
島
信
英
、
柴
山
幸
枝

鹿
児
島三

越
店

サ
ン
ロ
ー
ゼ

博
多
店

｜
渡
部
育
男
、
松
浦
健
二
、
西

荒
関
友
三
郎
、
屋
敷
悦
朗

波
田
野
公
、
河
野
祐
二
、
大
山
宏
久
、
小
坂
元
勇
、
坂
本
次
男
、

満
尾
聖
子

奥斉天 中斉栗 浅
上
征
夫
、
河
合
信
廣
、
谷

田藤野 嶋藤原

利忠義 孔武

夫司樹
、 、 、

勉一彦
、 、 、

山阿斎 高中国

木島分崎部藤

憲広義ハー和
ﾛ

郎二之
、 、

次益治
、 、 、

富
家
勝
男
、

本
松
修
一
、

八大福

島鹿岡 ll l l l

俊治 憲
二
、
宮
田
明
、
岡
恵
美

香
澄雄一功

、 、

中土 野
里
安
一
、

高
橋
勝
之
、

村屋

淳
智
、

英
男
、

西
澤

島
崎

高
瀬
巌
、

山
口
邦
茂
、

五
郎
、

利
二
、

山
下
一
馬
、

南
波
勝
治
、

石
本
義
盛
、

佐
藤
勇
雄
、

l l l

上

吉
子
、
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監
査
役

取
締
役

有
楽
町
店

八
重
洲
本
店

横
浜
西
ロ

ジ
ョ
イ
ナ
ス
店

横
浜
東
口

ポ
ル
タ
店

国
際
ビ
ル
店

大
宮
店
一
佐
々
木
富
朗
、
中

、
－
Ｊ

〃

足
立
暢
男
、
本
持
知
一

井
上
善
夫
、
高
橋
裕
市
、
竹
内
均
、
結
城
礼
子

松
葉
嘉
隆
、
糸
川
元
基
、
山
崎
謙
、
高
橋
富
美
子

小
関
荘
吉
、
舘
森
勝
彦
、
新
部
伸
章
、
亘
香

7一

花］深
見
良
三
、
布

林
明
、
城
戸
崎
信
雄
、

l l l

株
式
会
社
丸
の
内
テ
ー
ラ
ー

紳
、

位
田
安
弘
、
国
分
治
也
、
匂
坂
貴
子

l l l山

隆
、
高
野
宏
之
、
前
之
園
理
恵

茂
、
伊
藤
芳
雄
、
西
野
聡
美

小

林
新
三
郎
、
片
野
幸
作
、
菅
野
勤
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小林新三郎は、昭和51年10月に東京商工会

議所一号議員に初当選以来、 4期12年にわた

り、商工業の振興ならび業界のために活躍した。

退任は、同63年10月。 この東商新聞(57年

10月31日号）は3期目の当選発表の模様であ

る。＝写真は東京商工会議所

猿＝
＝

投票で7⑥人を選出
総投票数22万票超える三

二

三

参
観
者
が
見
守
る
な
か
行
わ
れ
た
東
商
一
号
説
員
選
挙
の
開
票
風
景
Ⅱ
東
京
耐
工
会
鰻
暫
窪
寅
葬
式
会
社

一
三
一
一
三
三
一
一
一
一
三
一
三
三
三
一
一
一
三
一
一
一
三
一
一
一
一
一
三
三
三
一
一
一
一
一
一
三
一
一
三
一
一
一
一
三
一
三
一
三
一
三
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
一
三
一
一
一
一
三
一
一
三
三
一
一
Ｃ
鑑
鑪
綣
坐

一
号
議
員
当
選
者

ｏ
ｆ
０
０
日
■
■
１
日
Ⅱ
Ｉ
ｊ
ｒ
ｄ
０
①
。
■
■
・
■
■
・
日
日
０

束
京
商
工
会
、
所
罫
漉
国
遡
率
の
当
週
者
は
次
の
通
り
。
数
字
は
櫛
理

数
、
カ
ッ
コ
内
で
前
）
は
剛
一
号
韓
噂
（
所
）
は
新
一
号
醸
向
、
（
韮

唾
工
顕
夙
、
ｅ
斯
）
は
馴
掴
一
再
限
風
、
（
◇
所
）
は
削
哩
一
幕
蒋
叫

§

株

式

会

辻

義

銀

行

二
垂
祁
概
株
式
会
社

日
興
厘
雰
株
式
全
社

株
式
会
社
日
本
鹿
栗
銀
打

大
和
睦
券
株
式
会
社

東
京
青
果
樺
式
会
社

樺
式
全
社
東
京
銀
行

三三四四四四五
卜 、 虹 、 、 、 、

八九五矛.5六九○
六二○一四○○
二○ブく三九九：凡
曝躯票戚駆粟螺
へへへへへへへ

剛胸元剛元削前
シシンシーーー

株
式
会
社
ダ
イ
エ
ー

社
団
法
人
東
原
都
舸
川
命
脈

太
賜
僧
用
金
距

大
軒
竜
気
エ
実
妹
式
全
社

株
式
会
社
鈴
屋

樺
式
会
社
長
崎
屋

味
式
会
社
西
武
百
蛍
店

陛
式
会
祇
小
川
畝
百
穴
幽

式
会
社
桂
川
雨
醗

式
全
社
石
井
餓
正

本
百
歯
蛎
協
会

Ｅ
曼
土
に
寸
屑
白

霊§ 闇
溺

J

}

｛
■

即
２
，
私
由
醐

恥
踊
認
醒
錠

Ｈ
Ｆ
目
ｔ
ニ
ェ
弓
ｆ

式
会
社
東
京
放
逐

井
侭
全
樺
式
全
社

風
法
人
東
京
工
乗
硫
休
錘

或
会
祉
暇
岐
金
肥

割

三
、
六
亡
九
票
（
所
）

一
三
六
裏
ハ
票
（
師
）

三
、
六
四
ハ
泉
（
新
）

三
、
五
五
四
票
（
的
）

二
一
、
二
一
一
五
票
（
新
）

寺
澤
窪
幽

一
・
一
、
三
四
六
駅
（
前
）

三
、
二
九
四
粟
（
前
）

二
、
二
八
二
票
（
前
）

一
言
一
、
二
六
八
票
（
帥
）

三
、
三
庇
五
粟
（
新
）

三
、
一
四
三
粟
（
断
）

三
、
○
四
五
票
（
胴
）

三
、
○
一
四
粟
（
、
）

三
、
○
○
咽
累
（
新
）

三
、
○
○
四
票
（
断
）

二
、
九
五
八
頭
（
前
）

二
、
九
五
三
栗
（
所
）

二
、
九
○
八
螺
（
前
）

二
、
九
○
六
粟
（
剛
）

二
、
九
○
二
両
（
▽
新
）

二
、
八
八
九
栗
（
伽
）

二
、
八
三
七
頚
（
例
）

二
、
七
九
九
鼎
（
荊
）

二
、
七
八
六
頭
（
前
）

二
、
七
八
五
票
（
新
）

二
、
七
七
一
二
票
（
前
）

二
、
七
五
七
駅
（
舵
）

二
、
七
四
五
頭
（
刺
）

二
、
七
一
二
○
票
（
前
）

二
恥
七
二
九
栗
（
Ⅲ
）

二
、
七
二
九
票
（
刑
）

二
、
七
一
三
釈
（
伽
）

二
、
六
八
九
票
（
前
）

二
、
六
六
｝
票
（
軒
）

一
三
分
一
義
（
断
）

二
、
六
五
○
票
（
前
）

二
、
六
三
二
票
（
刑
）

二
、
六
二
五
頭
（
前
）

二
、
五
八
一
一
栗
（
剛
）

二
、
五
五
四
票
（
前
）

二
、
五
五
三
輿
（
◇
噺
）

二
、
五
五
二
梨
（
剤
）

一
・
、
汽
阿
登
黙
（
刑
）

二
、
五
三
一
頭
（
斬
）

二
、
五
一
四
票
（
刑
）

二
、
五
○
一
顕
（
航
）

二
、
四
八
四
閑
（
嗣
）

二
、
四
八
一
票
（
前
）

二
、
四
五
○
蝶
（
伽
）
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す
よ
」
日

当
た
り
の

い
い
社
奨

宅
の
応
接

室
。
ソ
フ

ァ
に
深
々

と
腰
を
落

ち
込
ま
せ

て
小
林
さ

ん
は
に
こ

や
か
に
か

た
わ
ら
の

玉
子
夫
人

の
方
を
兄

た
。
チ
ェ

ッ
ク
の
溥

茶
色
の
背
広
、
㈱
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
つ

暇
い
グ
リ
ー
ン
の
ハ
ン
カ
チ
が
の
ぞ

く
「
号
っ
お
っ
し
ゃ
る
と
若
い
こ
ろ

「
わ
た
し
は
ね
、
十
八
回
目
の
見

合
い
で
こ
の
人
を
妻
に
し
た
ん
で

洋服仕立 ｢英業 国 〕社長鷲

E子さんI
．？ －F ． , ‐ ．

屋

小林新三郎さんの妻･玉子さ
(東京都港区南麻布三）

染
め
の
和
服
が
い
か
に
も
す
が
す
が

し
い
。
「
な
に
し
ろ
戦
争
中
で
ね
。
内

地
に
男
が
少
な
か
っ
た
か
り
。
で
も

半
分
は
こ
ち
わ
が
断
り
、
半
分
は

相
手
か
わ
返
率
が
な
か
っ
た
か
や
ま

あ
五
分
五
分
の
も
て
方
で
す
か
ね
」

愉
快
そ
う
に
小
林
さ
ん
は
笑
う
。

二
十
八
戦
で
独
立
し
た
小
林
さ
ん

は
間
口
二
間
半
の
洋
服
瞳
を
日
本
橋

に
出
し
た
。
こ
れ
が
世
界
で
も
楢
折

り
の
洋
服
店
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ

は
随
分
と
も
て
た
さ
っ
に
聞
こ
え
ま

す
わ
れ
ェ
」
語
尾
の
「
ね
ェ
」
に
力
を

入
れ
な
が
』
塁
大
人
は
い
た
ず
ら
っ
ぽ

く
小
林
さ
ん
の
繊
顔
を
兄
た
。
ア
イ

常
に
向
上
め
ざ
す

見
合
い
咽
回
射
止
め
る

＜4＞

た
。
閉
店
当
時
か
り
の
お
紳
愈
が
県
波
美
人
。
「
テ
キ
パ
キ
し
て
事
業
に

選
出
の
代
識
土
だ
っ
た
松
島
肇
氏
。
打
ち
込
ん
で
い
る
青
年
、
と
い
う
感

店
に
や
っ
て
き
て
は
小
株
さ
ん
に
じ
が
印
象
的
で
し
た
わ
」
と
夫
と
の

三
十
蝋
ま
で
男
が
ひ
と
り
で
い
る
出
合
い
を
妙
か
に
締
る
。
税
尖
、
小

と
は
何
班
だ
。
信
用
に
も
か
か
わ
る
林
さ
ん
は
大
車
輪
の
禰
鰯
だ
っ
た
。

ぞ
」
と
ま
る
で
独
身
は
犯
罪
の
志
っ
い
ま
で
は
年
商
三
十
偲
円
。
支
店
十

な
口
ぶ
り
で
い
っ
て
い
た
と
い
う
。
八
店
、
従
采
員
八
百
人
（
う
ち
工
堀

昭
和
十
七
年
幽
月
。
こ
の
松
風
さ
六
百
人
）
と
日
本
一
の
テ
ー
ラ
ー
。

ん
か
つ
「
キ
ュ
ウ
ョ
ウ
ア
リ
。
ト
ク
現
在
銀
座
六
丁
目
に
本
社
を
も
つ
。

シ
マ
ヘ
ス
グ
コ
イ
」
の
通
報
。
取
る
銀
座
で
「
英
国
催
」
と
い
え
ぱ
す
ぐ
に

も
の
も
と
り
あ
え
ず
徳
島
に
か
け
つ
わ
か
る
商
級
紳
士
服
階
だ
。
仕
立
て

け
る
と
こ
れ
が
処
合
い
錨
。
翌
日
は
だ
け
で
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
店
は
パ

午
前
と
午
後
の
二
回
、
見
合
い
を
さ
り
や
ロ
ン
ド
ン
、
一
五
Ｉ
ヨ
ー
ク
に

せ
ら
れ
た
。
見
合
い
の
ハ
シ
ゴ
で
あ

る
。
午
前
の
部
の
相
手
が
現
夫
人
の

玉
子
さ
ん
。
峨
門
巾
撫
錐
町
朋
神
で

十
一
代
城
い
た
製
埋
業
の
六
人
兄
妹

の
奨
女
。
「
あ
の
こ
ろ
は
麗
山
の
サ

ク
ラ
が
満
酬
。
松
島
さ
ん
は
何
が
何

で
も
相
手
を
決
め
さ
せ
よ
っ
と
の
意

気
超
み
。
こ
っ
ち
も
え
え
い
め
ん
ど

う
だ
、
こ
こ
ら
で
決
め
ち
ゃ
え
っ
て

ん
で
こ
の
人
牽
．
．
」

玉
子
さ
ん
は
い
ま
も
さ
す
が
に
剛

も
な
い
。
し
か
も
一
代
で
築
き
上
げ

た
。浅

草
に
生
ま
れ
、
商
柚
商
莱
を
出

た
の
が
昭
和
五
年
。
そ
れ
か
ら
神
田

の
生
地
の
染
め
物
殿
で
九
年
間
の

丁
稚
（
で
つ
ち
）
奉
公
、
つ
い
で
銀

座
の
洋
服
店
で
五
年
の
嬢
莱
後
、

昭
秘
十
五
年
に
独
立
し
た
。
「
何

が
苦
し
か
っ
た
と
い
っ
て
十
八
年
の

衣
料
品
の
統
制
ほ
ど
つ
ら
か
っ
た

こ
と
は
な
い
。
そ
の
時
、
こ
の
人
の

南
国
育
ち
と
い
う
か
も
お
っ
と
り
と

し
た
物
に
勉
じ
な
い
態
狸
に
心
も
な

ど
ま
さ
れ
暹
倫
そ
の
ど
ん
底
を
温
か

い
ふ
ん
幽
鉦
で
窒
鯉
を
文
え
て
く
れ

事
葉
に
、
絵
画
に
じ
っ
く
り
と
歩
み
は
じ
め
た
小
林
さ
ん
夫

妻
（
銀
座
・
英
国
屋
本
社
社
長
室
で
）

鱗
購
識
Ｖ
Ｉ
Ａ が

蕊

鑑別

.【 4J幸･計

1‘ J■,■

E

‐凹凸

＝

ず r ・誤

屯坤 ,

洋
加

呼

臥

畷

蕊

漁

溌

噸

●
。

識

1難た
の
が
こ
の
人
で
す
」

戦
後
は
日
の
出
の
勢
い
。
三
十
年

に
は
そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
港
区
の

鰍
愈
の
自
宅
が
手
狭
に
な
り
引
っ
趣

§

‐

き

た
。
小
林
さ
ん
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
と

仕
夢
。
昨
年
末
に
は
求
都
に
支
店
を

出
し
た
。
関
西
、
九
州
へ
の
巡
出
の

い
わ
ば
拠
点
に
す
る
と
い
う
。

そ
っ
と
い
う
燗
が
癖
ち
上
が

っ
た
。
「
私
は
麻
を
一
軒
堀

や
し
た
方
が
い
い
と
い
う
主

毅
で
す
か
り
ね
。
当
然
反
対

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
い
つ
も

は
お
と
な
し
い
こ
の
人
が
垂

烈
に
反
対
す
る
。
子
育
て
の

た
め
に
も
と
、
二
人
の
子
供

も
越
親
の
味
方
に
な
っ
て
反

旗
を
ひ
る
が
え
し
た
。
阿
波

の
女
の
シ
ン
の
強
さ
み
た
い

な
も
の
を
感
じ
た
ね
」
・

そ
の
玉
子
夫
人
は
白
聾
に

秀
で
て
い
る
。
お
茶
は
裏
千

家
、
日
本
郷
湖
も
十
年
ば
か

り
。
い
ま
洋
画
を
は
じ
め
て

五
年
目
。
「
つ
ね
に
脚
上
す

る
人
、
道
歩
す
る
人
な
ん
だ

な
。
こ
れ
も
剛
波
女
の
時
微

な
の
か
な
」

夫
人
は
傭
州
の
冬
の
カ
ラ

マ
ツ
林
に
魅
せ
ら
れ
て
い

る
。
も
つ
何
庇
も
一
人
で
足

を
巡
ん
で
描
い
て
い
る
。
応

接
閥
に
飾
っ
て
あ
る
処
票
な

「
露
の
カ
ラ
マ
ツ
林
」
（
帥

号
）
も
夫
人
の
作
品
だ
っ
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魁贈
物
と
貰
う
の
は
．
い
く
つ
に
な
っ
て
も
嬉
し
い
も
の
で
す
。
ま
し
て
、

慶
び
事
が
あ
っ
た
と
き
に
い
い
贈
物
が
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
届
け
ば
、

ほ
ん
と
う
に
蛎
Ｌ
い
・
”
ア
シ
心
に
か
け
て
い
て
く
れ
た
ん
だ
な
“
な
ん
て
、

嬉
し
さ
が
二
倍
に
も
三
倍
に
も
な
り
．
顔
が
自
然
に
は
こ
ろ
ん
で
き
ま
す
。

い
い
贈
物
は
、
ま
る
で
手
品
師
の
さ
う
に
．
人
の
心
そ
な
ご
士
せ
る
よ

う
で
す
。
さ
て
、
そ
こ
で
「
英
國
屋
の
ギ
フ
ト
」
で
す
が
．
こ
れ
は
ち
ょ
っ

と
瞳
が
張
り
ま
す
。
で
す
か
ら
（
、
矛
ク
タ
イ
な
ど
を
別
と
し
て
）
、
気
軽
に

贈
る
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
こ
ぞ
と
峰
フ

畔
に
は
．
間
速
い
な
く
掻
上
の
贈
物
に
な
り
ま
税
一
流
の
舶
来
紳
士
服

地
を
蒐
め
だ
「
英
國
屋
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
、
あ
の
方
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ

き
わ
し
竺
着
を
お
選
び
く
だ
き
い
・
生
地
が
届
い
て
、
仮
縫
い
に
な

り
、
仕
立
て
あ
が
れ
ば
、
手
ぱ
な
し
の
。
有
難
う
“
の
手
紙
が
あ
近
た
の
許

に
返
っ
て
く
る
は
ｆ
で
す
。
大
切
な
あ
の
方
の
昇
進
や
栄
転
の
お
慶
び
に

は
、
「
英
薗
屋
の
ギ
フ
ト
』
を
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
贈
り
く
だ
さ
い
。

⑥
４

恥
７
８
５

９
４
４
「
“
ｒ
７
Ｉ
９
州
唖
幅
５

１
９
７

斗
《
》
》
》
》
》
銅
》
軸
》
》
》
》
》
》
》
鉦
》
》
伽
一
一
唾
》
》
》
唖
》
》
峠

を
廼
醒
睡
恥
■
釦
⑪
守
叩
皿
羽
酢
唾
守
率
呼
心
ユ
巴
諏
調
印
函
し
牢
・
囚
か
エ
ユ

唖
ｒ
丁
丁
丁
率
■
■
＠
丁
ひ
応
ｎ
伊
宜
品
丘
町
回
食
ル
ル
い
ん
蝕
丸
峡
畳
光
拾
秤

１
の
２
４
６
鐘
町
内
■
Ｉ
眼
パ
毎
配
区
パ
室
元
■
画
パ
パ
逓
玲
垣
■
丘
晦
丸
〆
今

一
く

麺
唾
醒
醒
酎
醍
詑
や
碑
Ｌ
塞
婚
到
師
雨
輯
牢
酪
呼
唖
福
諦
埠
謹
輻
毎
唾
搾
酎
唾
唾

■
英
國
屋
の
ギ
フ
ト
（
お
仕
立
券
・
取
■
券
付
／
全
周
共
山

御
武
餐
◆
御
輿
遍
祝
．
叙
働
祝
、
辺
■
祝
な
ど
に
も
広
く
碑
用
命
い
た
だ
い
て
お
り
』
な

、、 争

ぐぐ

畠細
…”芙画屋 國 曽りま-ｳ己…僻,，芙画屋
な祉〆宣京■■当りZ丁■画03【巽］】2弾代

ニー＝
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今後も大きな企業というものはいつも、順風満帆というわけにはいきません。

試練に当たるでありましょうが、先人たちのピンチをチャンスに変えた大きな知

恵と勇気は、今後の企業運営に強い覚悟と、エネルギーを与えるものであります。

四丁目の銀座の昼火事が、英國屋突出し広告の起点であった、円高不況が、円

高還元商品に結びついた実例があり、また、銀座ハットより、英國屋への業態の

大転換は、今後の新規事業展開にも大きな参考になると思います。仕事面におい

ても、人間関係の面においても、善循環作りを目ざすため、 、､古きをたずねて新

しきを知る'′ ということで、 この50年史を活用いただければ幸いです。

最後に、 この本の刊行にさいしご尽力くださった皆様方に厚くお礼申し上げま

す。

今－1－△一凸一▲一一一今一▲一一一▲一今一へ一一一▲一今一｡－今一一一一一一今.一合一_合一
写一一＝‐＝こ＝＝＝言＝こ一一二一三一手＝一手字三二一=＝一ﾃｰｰﾏ当ラーラーマーマーーーゥーーざ－，－一~一一．
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織
、
業
務
の
か
た
わ
ら
基
圭

取
り
か
か
っ
た
も
の
で
す
。

多
く
の
皆
様
の
変
ら
ぬ
ご
愛
顧
に
よ
り
英
國
屋
は
平
成
二
年
四
月
六
日
を

も
っ
て
卵
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
六
月
発
足
し
た
業
務
革
新
委
員
会
の
社
史
編
纂
小
委
員
会

か
ら
の
提
言
を
も
と
に
、
同
六
十
三
年
五
月
、
役
員
会
の
承
認
を
得
て
編
纂

作
業
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

ひ
と
く
ち
に
帥
年
と
い
い
ま
す
が
、
激
動
の
昭
和
を
歩
ん
で
き
た
今
日
ま

で
の
英
國
屋
は
、
そ
の
ま
ま
昭
和
の
歴
史
と
共
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

製
作
期
間
は
一
年
半
、
初
め
て
の
経
験
だ
け
に
ど
ん
な
手
順
で
進
め
る
べ

き
か
暗
中
模
索
し
て
い
る
中
、
そ
の
頃
、
経
営
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
た

ハ
ン
デ
ィ
ー
教
育
研
究
所
主
宰
、
市
川
寧
氏
よ
り
貴
重
な
ご
指
導
と
資
料

提
供
を
賜
る
機
会
を
得
、
こ
れ
が
大
き
な
指
針
と
な
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
ず

感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

早
速
、
業
務
企
画
、
総
務
の
ス
タ
ッ
フ
を
メ
ン
、
バ
ー
に
編
集
事
務
局
を
組

織
、
業
務
の
か
た
わ
ら
基
本
作
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
を
手
始
め
に
作
業
に

こ
う
し
て
、
実
務
作
業
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
に
、
精
通
し
て
い
る
㈱

日
装
今
西
崇
浩
專
務
に
全
面
的
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
、
長
期

に
わ
た
り
企
画
、
編
集
、
取
材
、
資
料
収
集
な
ど
筆
舌
に
尽
し
が
た
い
絶
大

な
ご
協
力
と
お
骨
折
り
を
い
た
だ
き
誠
に
深
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

ま
た
取
材
等
に
当
た
っ
て
は
、
お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
時
間
を
割
か
れ
、

全
面
的
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
輩
方
な
ら
び
に
関
係
各
位
僻

に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

霧

編
集
に
際
し
、
行
き
届
か
ぬ
表
現
や
不
正
確
な
記
述
等
も
多
々
あ
ろ
う
か

と
存
じ
ま
す
が
、
お
叱
り
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
点
は
、
お
許
し
願
い
た
く

な
い
幸
せ
で
す
。

存
じ
ま
す
。

小
史
の
発
行
意
図
を
お
汲
み
と
り
願
い
、
英
國
屋
サ
ー
ク
ル
で
業
を
共
に

さ
れ
る
多
く
の
方
々
に
、
今
後
の
歩
み
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
こ
の
上

編
集
を
終
え
て

■
業
務
革
新
委
員
会

社
史
編
纂
小
委
員
会

小
早
川
建
郎

舛
田
光
良

岩
崎
茂

佐
久
間
敏
治

飯
田
俊
雄

桃
井
博

竹
内
均

株
式
会
社
英
國
屋
五
十
年
史

帥
の
ポ
ケ
ッ
ト

印
刷
・
製
本

編
集

編
集
・
協
力

発
行
日

発
行
所

平
成
二
年
（
一
九
九
○
）
一
月
五
日

株
式
会
社
英
國
屋

〒
一
○
四

東
京
都
中
央
区
銀
座
二
丁
目
七
一
八

盆
（
○
三
）
五
六
三
’
二
九
四
一
（
代
）

五
卜
年
史
編
集
委
員
会

株
式
会
社
日
装

大
阪
市
中
央
区
本
町
橋
二
一
六

株
式
会
社
新
聞
印
刷■

編
集
事
務
局

宮
内
睦
夫

荒
井
誠
一

吉
良
操

宮
崎
忍

小
網
佳
代
子

小
口
佳
子

■
編
集
指
導

市
川
章

堀
之
内
一
夫
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